

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































｝咽 作家名1 作　　品　　名 i出 典1　ベー　ジ数
1 1898国木田　独歩 武蔵野 岩波文庫 27
2 1900泉　　鏡花 高野聖 〃 723 1901徳富健次郎 思出の詑（上） 〃 229
4 1906伊藤左千夫 野菊の墓 ? 54
5 1906島崎藤村 破　　　戒 ? 336













































































??????????? ? ?? ??? ?
2．　資　　料　11
46 1950獅子文六 ・自由学校 ? 37747 1950井伏鱒二 本日休診 〃 8248 1951大岡昇平 野　　　火 〃 17649 1952野　間　　　宏 ・真空塊帯（上） 岩波文庫 232
50 1954三島　由紀夫 潮　　　騒 新潮文庫 159
51 1954中　三重　治 ＊むらぎも ? 352























































































1964藤田信勝 ＊物質の根源と宇宙を結ぶ ? 33
1965高瀬　良夫 ・生命の賭号を解く ? 29
1965柴谷篤弘 串生命の謎はどこまで解け 〃 12たか
1964～1965引目新聞 ＊学問の動き 〃 36学　芸　部
1965石田英一郎 ・抵抗の科学 ? 7
1965藤森栄一 刈日石器の狩人 ? 14
1966関　つとむ ・未知の星を求めて 〃 15
1966渥美称彦 ・人工心臓を体内に ? 茎2
1966桜田　一郎 ・新しい繊維 ? 9





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































????????｝??? ?? ?? ?????
さいせんを～3　1　－　in－　4
たべものを～一　一一一一　一
11）　学校に～　　一　一　一　一　一　一
12　）　　助教授｝こ～　　一　　一　　一　　一　　一　　一
13）成績を～　　73一一　111
　　　　　　　かな上挙揚騰計
21）犯入を～　　一一1一一　1
22）　例を～　　　42　311　一　一56
??
　31　）
　32）声を～
　33）成果を～
　34）委員を～
　35）式を～
4）晶晶を～
5）全力を～
??
　60）お金を～
　61）　…て～
7）油で～
8）潮が～
　　？
子どもを～一一一一一一
21　11　一　一一一　一32
21　1　　4　　一　　一26
5　－　9　一　一14
2　一　一　一一　一　2
9　－　1　一一　一10
3　1　一　一　一一　4
37　4一一一41
一　一　一　5　一　5
2　2　一　一　一　4
4．「う　く」
　〔OO）　「うく」は，原則として，液体・気体またはこれに類するものの中での上昇を
あらわす。
〔液体の例〕
　○銀金具の握のある杖が，その金具の重みのために頭の方だけ少し沈みながら，三つ
　　た渠のなかを，流れのまにまに浮いたり沈んだりして，（田闘の憂ge　61）
こ気体の例⊃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　ニ　○さすがに巨大な嘉門の重量も，そのあふりを食って，梶棒の為に，二三度挺子で弾
　　ね返されるやうに，宙にふわりと浮くのが見えた。（冬の宿200）
　○美しい雲が，丘の高い部分に小さく轡えて末広に茂った木の櫓のところがら，いと
　　も軽軽と浮いて出る。　（冊園の憂灘116）
　つぎの例は，人類の発達についてのべたものである。
　○すでにからだがまっすぐになって来ると，それに伴うて二本の手が淳いて来て，全
　　く自由なものになると買時に，（貧乏物語68）
これも，上昇をあらわしているにはちがいないが，重点は，地面との接触をうしない，
空中を自由に移動できる状態になった，という点にある。その点では，たとえば〔1〕
i”一浮ｪうく：のような表現につながる颯をもっている。
552第2部個別的詑述
　辞典のなかには，液体特に水のばあいにしか注意してないものがあるが，これはもち
ろんまちがいである。また，「表面にあがる」ことは，事実おおいにしても，上の例に
みるように必要条件ではないのだから，そう規定することは行きすぎである。気体（空
気）のばあいには，ことの性質上，細雨に・・…・ということはほとんどないだろう。
　「～たJ「～ている：の形で結果を示すことは，多くの他の移動をあらわす動詞と同
様である。液体のばあいには，その表面にあることをさすのがふつうである。
　○その下の油のギラギラ浮いた水たまりで（暗夜行路・前14e）
　○泉水に大きな緋鯉が絵に描いたやうに浮いてみた。（あらくれ17）
　一方、気体のばあいには，底（地颪）からはなれた状態にあることをきす。
　O直ぐ石油は地の上から三四寸浮いたところに大きな軽い火の塊をつくって，燃え立
　　つた。（腿園の弔慰72）
　○ふと彼の営の前へ人間の足の形が浮んで来た。足だけが中有に淫いて居るやうであ
　　つた。　佃磯の憂繕93）
液体についても，これとおなじ状態，すなわち，表颪には達しないが底からははなれて
いる状態を「ういている」といえるかもしれないが，実例はなかった。
　しかし，「～た」「～ている」ではなく連体法のばあいに「うく」の形でこれにあた
るような結果の状態の意味をもあらわせることは，「行く」などの移動の動詞とはちが
う点である。これも典型的な例はなかったけれども，
　○我を忘れてベンチから飛出し，殊勲者樋笠を胴上げする巨人軍ナイン。数万のRと
　　目が宙’に浮く樋笠：に集中した。　（ベースtf　一ルマガジン1956年5拷24）
の例は，あるいはそうかもしれない。すなわち，この例の「浮く」は上昇しつつあるこ
とを示すとも，またすでに上昇をおわって空中に「浮いた」状態にあることを示すとも
とれるのである。これが，たとえば「あがる」であったら，あがりつつあることを示す
のがふつうであろう。
　はじめに，液体・気体または「これに類するもの」としたのは，どう・あめ・砂など
のばあいにも，やはり「うく」といえるだろうとおもったからであるが，これも実例は
なかった。また，上昇といっても，厳密には，固定した物体のささえなしに，といった
表現をおぎなうことが必要だろう。人が柱をのぼるのも空気中での上昇だからである。
　「うく：動作とは，つまり「ういた状態になる」ことである。そして，液体のばあ
い，これは「表面にあるようになる」ことである。力点が上昇という経過よりも，結果
の罰におかれると，そのような状態になりさえずれば，k昇という方法によらなくても
「うく■で表現されるようになる。
　○北条　泳げるか，泳げないか，水にはいってみなきゃ……。（笑声）水のない世界
　　にいたんだから・…・・。
　　野添　はいれば浮くかもしれない。（主婦と生活1956年12月153）
　○比重は○・八だから水にも浮くという，完全な軽量コンクリートである。（ダイヤモ
4・　「うく」　553
　　ンド1956年6月2臼46）
これらは「しずんだ」状態から「ういた」状態に，上昇という動作によって変化するこ
とではない。「ういた」状態への変化は，水の外から水にはいることによっておこるの
であり，その際，上下関係からいえば，むしろ下降してi““うく」ことになるであろう。
気体のばあいにも，より高いところがらおちてきて「ういた」状態になることを，　「う
く」で表現することもありうるだろう。この点を重視すれば，「うく」の基本的意味
は，上昇というよりも，「水面や空中にただよう状態になるJことであると規定すべき
かもしれない。
　⊂Ol〕　（からだの表薗にあぶらなどが）あらわれること。
　液体のばあい，上昇することの多くは、結果的には液の表薦に出ることであるが，固
体である皮膚の表面についても，つぎのように「うく」がっかわれることがある。
　○それも海近い田舎から出て来たあぶらのギラギラ淳いた顔，（放浪言己212）
あぶらが皮膚の表戸に出ること以外に，どのような事実について「うく」がもちいられ
るか，あきらかでない。シミ・ソバカスなどが「うっすりと皮膚にうく：などといいそ
うには思われるが，いずれにしても，きわめてかぎられたものについてしか，この表現
はつかえないだろう。つぎのような例があったが，これも臨時的な周法と思われる。
　○お女郎は毎臼秋刀魚ばかりたべさせられては，体中にうろこが浮いてくるだろう。
　　（放浪記102）
　なお，つぎの例は，まったく移動をともなわない出現（発生）である。しかし，顔の
二三にあらわれるという点で「あぶらがうく」の系列に，その延長上にあるといえるだ
ろう。
　○へんに淋しそうな表情だけがぼんやり浮いている。（むらぎも86）
　⊂02〕　ぬいつけない状態にしておくこと。
　○見返し奥は裁隠を二つ折にして端ミシンをかけて浮かせておきます。（若い女性
　　1956年7月253）
　○繭打合せの見返しは裏に折って淳かせます。（婦人倶楽部1956年10月付録流行のジャケ
　　ツト集98）
これは，宙にういた状態にある点で基本的意味と共通であるが，基点が下になくて服の
本体である点で特殊である。使役以外に「浮いている．．1などの形でつかうかどうか，あ
きらかでない。
　〔1⊃　ぐらぐらするような状態にあること。
　これは当然平体のなかにおけるもので，ぐらつくことは，つまりまわりの固体が液体
（気体）にそれだけ近くなったことを意味する。上昇しかねないようすをいったもので
あろうが，事実として上昇しないでもよい。実例には「歯の浮く（ような）」という慣
554　第2部　飼別的記述
用的な表現しかなかったが「土台（根太）がうく」などもありうるだろう。しかし，い
ずれにしても，この意味の「うく」の対象をあらわす名詞はかぎられていて，自由な結
びつきをつくるとはいえないものとおもわれる。
　○酸っぱいものを食べた後のように，歯がじんと浮いてきた。（放浪99　212）
　○ダイヤの指環を抜いて見せて，女義に乱心の鑑定法や相場などを長々と説明すると
　　いふやうな，万事思切って歯の浮くやうな事をする男（つゆのあとさき18）
　○謙作は歯の浮くいやな文字を予想しながら読んだ。儲夜行路・前109）
なお，「歯のうく（ような）」という慣用句は，大体は上に示したように，きざっぽ
い，いやらしい感じに対する不愉快さをあらわしたものだが，つぎの1例はちがってい
た。この場かぎりの使い方であろう。
　○ミシンがまた歯の浮くやうな騒々しさで運転しはじめた。（あらくれ151）
この，音に対する不快感のほうが，態度やことばの内容に対するそれよりも，一層直：接
的に「歯がうく」ことと結びついているであろう。
　〔2〕　まわりのものがみえずに、それだけがきわだってみえる（ようになる）という
こと。
　液体の表面に出ることも，空中にあがることも，ともに他のものからはなれて一層み
やすい状態になることである。この点が強調されて生じたのがつぎのような用法であろ
う。
　○曙がりの中にそれだけがほの白く淫いてるる彼女の寝顔を（風立ちぬ133）
　○同時にカーテンがめくれて硝子戸に滋予の顔が浮いた。（家の光1956年1月75）
　○カムフラージュの黄の色は賭い夜の色のなかで，白くういていた。（真空地帯・上
　　209）
つぎの例は，ここに属するやや抽象的な用例である。（「うかぶ」にくらべて，古い用法
かもしれない。）
　　　　　　　　　　　　　かほ　○親達が失望して情ながる面は手紙の上に浮いて見えるけれど（平凡工06）
　○私の頭には再び先生の顔が浮いて出た。（こsろ13）
〔3〕大衆の生活や気もちから，はなれていること。
○国会は，こうした国跳大衆の運動からやや浮いている。（平和1953年　9月19）
○要するに法律が我々の生活から浮いているのは，法律の製造元である国会の劉度
　　が，やはり形ばかりで中身は浮いている，というところからも来ているのである。
　　（ものの見方について152～153）
○現実を冤つめて，その現実から引出してきた言葉ではなく，現実からは浮いた言葉
　　であり，稽望の表明である。（ものの見方について174）
この用法はもちろん基本的な意味の比ゆ的な使い方から出たものである。これを単なる
比ゆ的用法としないで，独立の意味としてたてた根拠は，つぎのようなことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．　「うく」　555
　　　　　　　　　　　　　　　　おもて　○輸入小説には人生の真相が活字の面に浮いてみるやうに思ってみた。（平凡98）
　○慰さめる私も，慰さめられる奥さんも，共に波に浮いて，ゆらゆらしてみた。ゆら
　　ゆらしながら，奥さんは何処逡も手を出して，覚束ない私の判断に縄り付かうとし
　　た。　（こSろ54～55）
などは，基本的意味の比ゆ的用法であって，独立の意味ではない。ということは，この
「うくAだけが比ゆ的につかわれているのではなく，「活字の颪に」「波に」「ゆらゆ
ら：などという表現をふくめて，もうすこし長い文脈全体が比ゆ化していることからい
える。直接的表現の世界から比ゆの世界にうつったのは，「浮いて」ではなくて「……
i波に浮いて……」である。そのため，この「波に」と「浮いて」との関係，また「浮い
て」とその他の語との関係自身は｝なんの変化もないのである。「波に」のように、
「うく」とともに比ゆ化したことばがないことは，　「うく」が独立のあらたな意味を獲
得したとすることにとって，必要条件に近い。（「波に」がなくて「うく」だけで比ゆ的
につかわれる例ももちろんあるから，十分条件ではないが。）
　これに対して，「大衆から浮いている」のような用法では，どこにういているのか，
という位置がしめされることは，まずないだろう。これは，この用法が，つねに基本的
な液体や気体のなかでの現象についてのイメージの上になりたっているとするならば，
すこしおかしいことである。また，大衆を水底や地表にたとえる言い方がないことも1
つの理由になる。「ういている」が浮遊状態にたとえられるならば，その基点である大
衆は，当然これらにたとえられるべきものである。
　〔4〕男女関係について，不まじめな気持ちでいること。
　この意味は，「ういた」の形での連体法にしかみられない。
　○年の至らぬのと浮いた心のない二人は，なかなか差向ひでそんな話は出来なかつ
　　た。　（野菊の蓬31）
○「そんなやかましやの姉さんが，よくまたそんな浮いた話を平気でみるね」
　　（多情仏心・薗31）
　つぎの例もこれに属するとも考えられるが，「浮いた大胆さ」というつづき方が特殊
でちょっとひっかかる。
　○暫く経って，帰って来たおゆふの顔には，鶴さんのためなら、栂でも為かねないや
　　うな浮いた大胆さと不安が論えてみた。（あらくれ98～99）
　〔5〕　陽気なこと。
　この意味も「うかない（うかぬ）：という形で連体法にもちいられるばあいにかぎら
れる。
　○何か駅な事でもおありになった続きのやうに，浮かない顔をして（桑の実96）
　○浮かぬ顔をしてみる相客でもあれば，気前よく振舞ってゆく。（冬の宿1go）
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　〔6〕つかうべきものについて、あまること。
　○今度，駿の里雪持の金が浮けば，夜学にも通へると彼は思った。（波185）
　○この方法でゆくと，臓本の砂糖輸入蟹を二割くらい減らすこともできて，それだけ
　　外貨も浮くことになる。　（実業の巳本1956年4月1臼156）
ただ単に「あまる」「のこる：などと規定しただけでは不十分である。この意味での
「うく」は，何かの繍的でつかうべき人員・資材・金などが，はじめの予想よりも少な
くてすんだ結果としてあまることである。したがって，これは活動の主体のがわ（人間
や道具など）についていうことばであって，対象のがわについてはもちいられない。た
とえば、順うえについて，しごとがすすんで人手や時間が「うく」ことはあっても，し
ごとがおくれて，その臼のうちにうえるべき臓が一反歩「ういた」とはいえない。ま
た，「酒がういた」というのは，その酒を提供するがわ，つまり酒を手段として，人を
もてなすというしごとをするがわの立ちばにたった表現であって，酒をのむがわ，すな
わちこれを純粋に消費の対象としてみるがわの表現ではない。
　つぎの例は，以上の説明と多少ぶつかるところがある。
　〇二千円の賃上げは，バネ返りを計算すると，｝ン当り三百円余の原価高となる。炭
　　況露払で浮いた利益を喰って，なお赤字となる。（東洋経済藷報1956年2月25N　67）
すなわち，このばあい「利益」は生産された対象であって，生産手段ではないからであ
る。その利益が何かのしごとに資金としてふりむけられ，それが「ういたJのならば，
それは問題ないが，このばあいは，そこまでいっていないであろう。ここでは「予定以
上の生産に達した」ことが「浮いた：で表現されているわけであるが，そこまでこの意
味を広いものとみとめるべきか，あるいはほかの理由によってこの例を説明すべきか，
あきらかでない。
〔雑誌90種の資料による統計〕
　　　　　　　　　　　　かな
00）水に～　　　　　　　一
〇1　）　月日カミ～　　　　　　　　　　　一
〇2）　見返しをうかせる〔裁〕一
1）歯が～　　　　　　一
2　）　やみに～　　　　　　一
浮計
?????? 3）大衆から～
4）　ういた話
5　）　うカ・・なし、彦頁
6）金が～
かな　一計
?????
5．　「う　カ、＄：：
〔OO）　「うかぶ」の基本的意味は，ほぼ「うく」と同様であると，一応はいえるであ
ろう。問題は，「うかぶ」について，上昇そのものよりも結果として状態をあらわす例
がおおいことである。
　○水蝋へ浮んだかと思うと，たちまち海底深く沈んで（ニュー・エイジ1953痢0月5）
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のように，移動をあらわす例も，全然ないことはないが，まれである。おおくは，
　○空も，其処に唯一筋繊糸のやうに浮んだ雲も，（四園の憂灘109）
　○蚕の蠣を干し砕いた餌が水に浮んでみるのを，（雪国m）
のように，「～た」「～ている」の形で状態をあらわすものである。また，
　○彼女の隈はタ闇の波問に浮ぶ，妖しく美しい夜光虫であった。（雪国11）
　○空に浮ぶ冬雲の焦茶色が灰がSつた紫色に変った頃は，（破戒287）
のように，連体法のばあい，このままの形で状態性になるものもある。
　ここまでは「うく：とおなじだが，「～う」「～ながら：の形で状態の継続をあらわ
すのは，「うく：の用例にはみられなかったところである。（ただし，つぎの「うかば
う」の例については，やや不自然の感じがあるかもしれない。）
　○その静かな方の水に浮びながら、滝摺の中にもまれもまれて落ちて行く自分といふ
　　ものを他入事のやうに眺めやってみるやうなものだった。（或る女・前88）
　○浮かべるだけは浮ばうと船の沈むのを待ってるました。（銀河鉄道の夜291）
つぎの例も，上昇の鋤作をあらわすものかもしれないが，また，宙にうかんでいる状態
をいったものと，みられないこともない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○何か素晴しいカでグイと持ち上げられる。船が一瞬間宙に浮かぶ。一が，ぐウと
　　発の位置に沈む。（蟹エ船19）
　これらの例にあたる表現が「うく」の方にないとはいいきれない。また，数の上で，
これら状態性のものの比率が「うかぶ」の方にたかいというには，飛例が少なすぎる。
したがって，断定はできないが，もっと大規模な調査をすればドうかぶ」の方が「うく」
よりも状態的だといえるかもしれない。（辞典のなかにも「うくJに対しては「……に
出て来る」と動作としての訳を与え，　「うかぶ」に対しては「……を離れてあるJと状
態としての訳を与えているものがある。）わずかの数だが，雑誌90種の資料についてみ
ると，つぎのようになる。（0とした，基本型な用法のものだけ。）
　　　　　　　　　　うく　　　　　　　　　うかぶ
動作
状態
不明
4（11．S，｛’
??　　ういて
　　ういている
1　うく（連体）
うく（終止）　2
ういた（連体）1
????
e
　　うかぶ（連体）1??
　　うかんでいる　3
1　うカiぶ（終止）
　「うく」のばあいと同様に，上昇によらずに「水懸や空中にただよう状態になるj現
象をさすことがある。つぎの用例は，その典型的なものである。
　O柿の病葉が一枚，ひらひらと舞ひ落ちて，ぼつりとそこ〔井戸水〕に浮ぶ。（va園の
　　憂難117）
　○古い燃えかすの火に向って，ボンブが一台斜めに弓形の水を立ててみたが，その前
　　にふっと女の体が浮んだ。さういふ落ち方だつた。（雪国171）
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　⊂Ol〕　うかんだ状態にはなるのだが，まったく移動をともなわないもの，つまり，そ
の位置で発生する現象についていうもの。
　○あそこへ行く途中，どこかでタ立がして……虹が浮んだ……（田園の憂諺93）
　これは，どこからか移動してきて，そこにうかんだ状態になるというわけではない。
（最初の方にあげた「浮んだ雲Jというのも，実は，移動ではなくて発生の結果かもし
れない。）　つぎの光のばあいも同様である。
　○麦の穂波がそよぐ戯麓の部落に，朝の光がうかんできた。（明星1956年1G月190）
　○そのあたり〔白いい一ルの果）に，夜を吸って潤んだ膏いシグナルの光りが迂かん
　　でいた。（薪潮1956年　2月174）
　ただし，これら発生にともなってうかんだ状態になるものは，〔0）の移動によるもの
と，〔1）の，移動をともなわないで，よく見える状態になるものとの中間に位置するも
のであり，見方によっては後者にふくめることもできよう。特に，シグナルの光の例な
どは，地面からはなれたところにあるという意味で「うかんで」いるとともに，やみの
中からはっきり見えるという意味でも「うかんで」いるのであり，両方の絹法をかねて
いるとみられる。
　〔02〕　（液捧が）固体：の表面にあらわれること。
○真白な額には汗がぎらぎらと浮び，（冬の宿111）
　0考へて来ると，伸子の眼に涙が浮んだ。（伸子・k　87）
　ここに属すべきものとしては，汗が皮膚の表面にあらわれるのと，涙が臼にあらわれ
るのと，2つのばあいしかない。これがどのくらいの適用範囲をもった用法かは，あき
らかでないが，たとえば，つゆが草の葉につく現象なども，「うかんだ」とよべるであ
ろう。かりに（液体が）としたが，もっとせまく「液状の分泌物が」としたほうが正確
かもしれない。
　⊂03〕現象が固体の表薗にあらわれること。もっとしぼっていえば，一定の感情をあ
らわす表情が，顔にあらわれること。
　○その顔には，ありありと，狼狽の色が浮んでみた。（冬の宿32）
　○彼の顔には満足さうな表情がうかんできた。（申央公論1954年6月285）
　O信之の頬には，ちよつと苦笑ひが浮んで，すぐ消えた。（多情仏心・前316）
　○灰かな微笑が唇にうかんだ。（週刊読売1956年5月27日77）
　○相手の眼にきっと恐怖と嫌悪の色が浮ぶだろうと予期したが，意外にも彼の眼に浮
　　んだのは，ますます大きくなる尊敬の色であった。　（中央公論1953年7翔282）
　うかぶ場所は，以上のように，「顔」「頬」「唇」「閉」などであり，これらは大体
明示されているが，つぎのように省略されているばあいもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほほゑみ　○思はず，嬉しくつてたまらないやうな微笑が浮かんだ。（多情仏心・繭273）
　また，うかぶものは，「色」「表情」「微笑」など，一定の感情の表現されているよ
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うすであるが，感情そのものが「うかぶ」ばあいもある。ただし，これは特殊な表現と
いえるであろう。
　　いかり　おそれ　　　　　　　　　　　　　 くちびる　○怒気と畏怖とはかはるがはる丑松の口唇に浮んだ。（破nt　215）
　なお，一定の感情の表現ではないようすが現れたものの例として，つぎのものがあ
る。
　○一見やさしく見える母性的な容姿のなかから，思いがけない婦人閣士のおもかげが
　　浮んで来たようであった。（人間の壁・上179）
このようなものまでふくめると，規定の方も「一一5ifの感情をあらわす表情がjというよ
りも広くしなければならないが，今はこれ1つしかないので，これ以上の検討はさけ
る。
　以上，〔G匂〔02〕⑳3〕は，いずれも，表面にあらわれるという点と，そのあらわれ
方が移動によるのではなくて，発生によるのだという点とが共通している。その反対語
も，当然，移動をあらわす「しずむ」ではなくて「きえる」である。「多情仏心」の
例，「苦笑ひが浮んで，すぐ消えた」は，そのことを示している。そして，表弼にあら
われることは，よくみえるようになることでもあるから，その意味では〔00〕から（1〕
への橋わたしをしている。
　⊂笛〕それだけが切りはなされてよく見える（ようになる）こと。
　「うく」のばあいと同様に，この用法は，空闘的に「うかぶ」ことが結果的には「よ
くみえる」ことになるために，うまれたもので，つぎにあげる用例についてみても，や
はり基準面（地面など）から切りはなされて上の方にある，というニュアンスが，多か
れ少なかれ，つきまとっているようである。
　○賭い夜空の下に，ほのぼのと浮んだ女の顔へ（多憶仏心・前175）
　○網戸にも外側から幾種類とも知れぬ蛾が点々ととまって，澄み渡った月明りに浮ん
　　でるた。　（雪国91）
　○柔かい矯の中に，雑夫の二本の足がm一ソクのやうに浮かんだ。（蟹工船49）
　○山や森や村や畑，一さうしたすべてのものは秋の穏かな臼の中にいかにも安定し
　　たやうに浮んでみた。（風立ちぬ120）
　特に，つぎの用例は，まさに，〔0〕と〔1〕との両方の特徴をかねそなえたものであ
り，用法の移行のしかたを示している。
　○ポプラの木が幾本も幾本も，高く星そらに浮かんでみるところ（銀河鉄道の夜254）
〔11〕意識の表面にあらわれること。
　ここにまとめたもののなかには，〔IO）｝：ちかい具体的なものから，きわめて抽象的な
ものにいたるまで，いろいろな段階がふくまれる。以下わりに具体的なものから並べる
ことにする。
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a）視覚的な像があらわれるもの
　aの1）像が主体のぞとにあるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まざまざ　○母が檸掛で張物をしてみる姿などが，顕然と臼の前に浮ぶ。（平凡2正）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　い　　　　うつつ　　ぬ　○又忽然として懐かしい昔が眼鵠に浮ぶから，不覚其に現を朕かし，（平凡8）
　あとの例は，「眼前に」とはあるものの，かならずしも「昔：のようすが視覚的なイ
メージとなってみえることだけをさすのではないかもしれない。すなわち，もっと概念
的に昔のことを思いだしていることも，ふくんでいるのかもしれない。もしそうなら，
aの1）とあと：で示すものとの両方にまたがることになる。
　前の方の例は，これに対して，あきらかに視覚的なイメージをさしている。このばあ
い，〔10〕とのちがいは，言語表現の面では，ほとんどないといってよい。線をひいたの
は，〔憩⊃の方が客観的にそのような姿であらわれていることの表現であるのに対して，
〔M〕のaの1）は，その像が想像の産物である，という根拠によるものである。この根
拠は，あくまで言語外の事実にすぎず，きわめてよわいものである。しいていうなら
ば，〔質〕の方の例は「闘の前（眼前）に」という限定がついていて，その点慣用句的な
のに対し，臼g〕では，さきにあげた例からわかるように，そのような池北がなく，宙
由につかわれている，というちがいがある。しかし，これも，〔誓〕の方はつねにそうだ
というほどの資料でもないので，十分な論拠とはいいにくいであろう。たとえばつぎの
例では，かなり長い文脈をとっても，それが実際にうかんだのか（つまり主人公が本当
に「見た：のか），または空想にすぎないのか，はっきりしない。
　○ふと彼の冒の前へ人閥の足の形が浮んで来た。足だけが中有に浮いて居るやうであ
　　つた。それはどれほどの大きさであったか解らないが，それの大きさに就て，別だ
　　ん注意を呼ばなかったところを見ると，普通の人問のものぐらゐであったであら
　　う。それは白い素足で美しかった。佃園の憂悶93）
　実は，これは夢の描写である。ところが，そのあとに，冒をあけたままねむっていた
のではないか，ということがかいてあり，「おれは枕を外してしまって，畳の上へちか
に横顔を押しつけて寝て居たらしいから，妻の足が歩いて行くのを見て夢だと思って居
たのだ。」という文がある。それで，ますます，実際に見えたのかどうかが，あいまい
なのである。
　これは極端な例だが，とにかく〔M）vsge）と区別しにくく，特にaの1）とした類は
〔10）といっしょにできる可能性がある。
　aの2）像が主体の視覚器管にあるもの
　このばあい，つぎのように，囲というからだの部分が明示されている。
○母の心配してみる顔だのが時々眼に浮かんだ。（こSろδ7）
○昨夜も寝られぬままに川瀬の音を聞いていると，太陽にきらめく葉桜の梢が眼蓋に
　　浮かんでなりません。（私の入生観66）
おなじ鴫にうかぶjでも，さきにあげた（e3〕の「喜びの色が目にうかぶ」などのばあ
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いと，ここの例とは区別しなければならない。さきのばあい，目は客体的なものであ
る。「～の色が図にうかぶ」ようすを見ている入は別にいるのである。「顔にうかぶ」
といいかえても，大きなちがいはない。「母の顔が麗にうかぶ」の方では，灘は主体の
一部であり，心の建長である。
aの3）像が主体の思考器官にあるもの
このばあいにも，「頭」「胸」などが明示される。
○すると，私の頭には，その午後家を出るまへの光蚤が浮んだ。（冬の宿エ29）
O晒く眼を伏せた，さびしい二二した姿が鈴むらさんの胸に浮んだ。（末枯56）
aの4）像が意識のなかにあるもの
○既に義侠的な行為をする自分が想像に浮ぶのか，（小説薪潮1956年6月228）
　以上の，aの1～4）は，像の生じる場所をただ列挙しただけで，そのあいだに大き
な区別をつけようとするわけではない。いずれにしても，意識内でのできごとであり，
事実としては，「Nの前に」といおうと，「Eに」「あたまに」といおうと，また，つ
ぎのように，場所の限定がない（したがって1～3のどれにも属さない）ばあいだろう
と，おなじことである。
　〇五菅円を持つと，東京の妻や子供のよう■ぶ顔が浮んできて（冬の宿66）
したがって，噛の前に」などは，事実のちがいを言いわけるためや，よりくわしく描
写するためにつけられたことばではなく，むしろ表現効果をますための手段である。す
なわち，単に「姿がうかんだ」というよりも，「姿が覇の薗にうかんだ」といえば，
「ありありと」ドいきいきと」などの副詞をつけたのと同様の効果をもつであろう。
　なお，〈視覚的な像〉をあらわす名詞としては，「ta：のような具体名詞，「姿」の
ようにそこから視覚的な側薩を抽象した抽象名詞があるほか，さきにあげた「平凡」の
「昔」や，
　○謡言の眼にはいよいよ初めての夜の事が浮んで来る。（つゆのあとさき31）
　○二時長十郎の心頭には老母と妻との事が浮かんだ。（阿部一族33）
の「事」のように，それ曹体では視覚的な像をあらわさず，単に視覚的な映像か，これ
に何らかの判断のくわわった一連の考えであるか，はっきりしないものもある。
b）考えがあらわれるもの
　これには，aの1）・aの2）にあたるもの，つまり主体の外（「冒の前」など）や「眼」
にあらわれるばあいが欠けている。それだけ，基本になる空間的上昇からは貫くなって
いる。また，a）とb）をわけ，それをこの順にならべることの意味も，この点にあ
る。このことによって，意味の派生関係があきらかになるからだ。
　aの3）にあたる，主体の思考器官のうちにあらわれるものの例には，つぎのようなも
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のがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　おほよそ　○お志保の顔付を眺めたばかりで，大凡の想像が銀之助の胸に滲ぶ。（破戒317）
　○其の間に頭脳に浮んで来る考は総て断片的で，猛烈で，急激で，（蒲団6）
また，aの4）にあたる，意識内への登場としては，
　○不敵な欝願が，彼の心に淳んで来たのである。（恩讐の彼方に74）
があり，特にその場所を指定しないものには，
　○平野のどこを眺めても，篤しの記憶は浮ばなかった。（あらくれ247）
　○事々にこういう邪推が浮かぶのであった。（暗夜行路・Pt　26）
などがある。
　考えをあらわす名詞としては，以上に引用してきたもののほかに，「感想」「感情」
　　　　　　　　　あはれみ　　　　おもひで「空想」「反省」「哀憐」「追穂」などがある。また，これらと別に，ことばが意識に
のぼることもある。
　○島村の頭にはまた徒労といふ言葉が浮んで来た。（雪国59）
　○いっか下さった御手紙の文句が浮かんできて，（保健同人1956年増刊140）
　○キリキリと二三遍廻ったといふ今聞いた話が胸に浮ぶと，（平凡43）
　「意識の表面にあらわれる」意味が，〔0〕の「水にうかぶ」の類や，〔le〕の「やみに
うかぶ」の類をもとにした，比ゆ的な用法から出たことはあきらかである。つぎの用例
を参照。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうき　○こういう断片的な記憶が，ちょうど沼水の底から沼気のぶかりぶかりと浮かんで来
　　るように浮かんで来た。（暗夜行路・前162）
さきに「私の頭には先生の顔が浮いて出た」のような例を，「それだけがみえる」とい
う意味の比ゆ的な用法と考えて，独立の項目を立てなかった。これに対して，「うかぶ」
について〔10〕と区劉して〔1匂をもうけたことには，悶題が残るだろう。しかし，「う
く」について，このような例がまれなのにくらべ，「うかぶ」の例はかなり多い，とい
うちがいがある。（「うく：のばあいは，さきにあげた2例だけで，「うかぶ」の方は約
90例におよぶ。）さらに重要なことは形式の上でも，もとになった意昧とのあいだでち
がいがみられることである。すなわち，「考えがうかぶ」のような類については，「…
…に」という場所の指定のないものが少なくない。今，雑誌90種の用例だけについてみ
ると，つぎのようになる。
〈「……に」が〉
（e）
（le）
〔の　a）
　　　b）
ある
11
　1
　8
　3
ない
????
このことは，意識の表面にあらわれる，という意味が，基本的な意味から独立してい
くことを示していると思われる。
6．　「でる」　563
　〔21〕成功すること。
　○そんな紙屑みたいなものをひねくり廻して，小汚ねえまねをすれア，……こっちは
　　千円どぶに捨てたと思やアすむんだけれど，そっちアー生人間らしい世の中にやア
　　浮かばれねえや。（多目仏心・前287）
　これは上の1例しかなく，〔0〕から独立した意味とみとめるべきか，単に比ゆ的なも
のとみとめるべきか，不明である。一一ma的な用法といえるかどうかも疑問である。
　このほか，これに近いものとして，
　○そして後悔するときは，もう自分の浮かぶ瀬は無くなっていました。（出家とその弟
　　子正65）
という慣用句的な用法があるが，これは「瀬：とともに使われていることからみて，
「水に浮かぶ」などと同じ基本的用法に属するものの比ゆ的な使い方とみられる。
　⊂22）成仏する，意味。
　○頭陀袋一つで亡者が漂ばれねえつて訳でもあるめえに。（青銅の基督76）
　これと前の成功する意味とは，どちらも「うかぶ」の基本的な意味の上昇という側面
を，質的な向上におきかえたものだという点で共通性がある。
〔雑誌ge種の資料による統計〕
　　　　　　　　　かな　浮　漉
00）水に～
01）虹が～
02）汗が～
◎3）表情が～
1
5
1　　3
1
??????
4
10）やみに～
11）頭に～
21）世の中に～
22）仏が～
かな　浮　濾
???
14
?ー?﹇???? ?
6．「で　るA
　（090）　「でる」のもっとも基本的な意味は，物体が他の物体から，または一定範囲
の空聞から，外に移動することである。
　このうちで，絹例の大部分をしめるのは，人間が建物やへやの外に移動するものであ
る。以下に，それぞれ2例ずつあげる。
　　　　　　　　　　　うち〇九蒔ごろ二人はその家を出た。（瞳夜行路・前83）
　○彼女は図書館を出た。（伸子・上90＞
　〇二人はすぐその部屋を出た。（暗夜行路・前106）
　○葉子はそれでも船室を出ようとはしなかった。（或る女・繭98）
　つぎに，空間的ではあるが一定の物体からでるものがある。この例はずっと少ない。
　○「起きるよ。」と，島村は女の手を握ったまま，勢ひよく寝床を出た。（雪濁111）
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　　　　　　　の　○おくみは蚊帳を畠て電気をつけた。（桑の実138）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　ぶね　○いつまでもぐずぐずしているので湯槽を出られなかったと（暗夜行路・前126）
　これらの例のほか，この類に属するものとしては，「フトンを」ド床を」「風呂を」
など，ほぼ同様のものしがなかった。
　一方，逆に，ものとしての性格がうすれて，一定面懸の空間を示すことばと結びつい
ている例がある。これも数はわずかである。
　○寺の境内を幽ると，（こsろ223）
　○町を出て，省線の踏切を渡って，（冬の宿69）
　○この馬を出ることだけが執念：になっていた。（壕一ル読物1956年10月150）
　○彼は海から出て黙って家の方ヘー入で帰った。（友惜60）
　○朴訥な父親が附添ひ，髪の長い，兄費がおぶって山から出て来た。（高野聖72）
　以上の例は，みな嵐発点が示されているものだが，このほかに，経由点や到達点の示
されているもの，何もそのようなものがなくて，文脈からの判断にまかされているも
の，などがある。
　（経由点）
　　か　○斯う思ひ乍ら，ft松は蓮華寺の山門を出た。（破戒300）
　（到達点）
　　　　　　　　　　　がらす　ど　〇三瀬は先に立って，硝子扉のぞとに出た。（多情仏心・前37）
　○車の音がするから磁てみたの。表に戯てみたのよ。　（雪国159）
　（何もないもの）
　○奥さんは果して留守でした。下：女も奥さんと一所に出たのでした。（：Sろ213）
　　〔なお，上の「雪国」の例を参照。〕
　出発点は，大部分が「～を」の形で示され，ごくわずかのものが「～から」で示され
ている。そして，「～からAのものの多くは，同様の表現が「～を」にも見いだされ
る。
○いつれも小屋を出て，午後の労働に従
　汚して居た。　（破戒51）
○厨を出ると，其処｝こ（面輪72）
○五心は誰にも見つけられることなく倉
　庫を出て，　（真空地帯・上127）
　　　　　　　○おくみは小さい旅を持って鼠を出た。
　（桑の実156）
これらの例について、どのようなちがいがあるかをいうのはむずかしい。
らば，「～から：は「でてくる」の形と結びついていることでわかるように，経過に重
点をおいた具体的な表現で，「～を」は結果に重点をおいた，より抽象的な表現である
といえるかもしれない。しかし，この点については，逆に，そういうちがいは「でてく
る」という動詞のアスペクトのうみだすものだから，F～をでる」と「～からでるJ自
○裏の山羊がもう起きて小屋から出てゐ
　るのが見えた。　（桑の実37）
○闘から出て来た彼は，（田園の憂響105）
○兵器庫からでてくると，木谷にっき薮
　りそうになって（真空地帯・上150）
○無智な顔をして畑から出て来る汚いそ
　の姿を見たときには，（あらくれ175）
　　　　　　　　　　　　しいていうな
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体にはそのような差がない，と考えることもできる。結局のところ，よくわからないと
いうほかない。
　ただ1つ，わりにはっきりいえることは，場所としての性格がうすれて，方向的なニ
ュアンスをおびた名詞については，「～を」よりも「～から」がっかわれる，というこ
とである。上にあげた例でいうと，「海から」「出から」のようなばあいである。これら
は，ひじょうに広くて，その限界がはっきりしない。はっきりわかるのは，こちらがわ
の限界線だけである。そのため，これらは，出発点としての地点・地域から，方向をあ
らわすものへと近づくのではないかと思われる。完全に方向の表現になってしまえば，
「～を」はっかえない。たとえば，「東から」「上から一．1などは「東を」「上を」には
ならない。（もちろん，「東：「上：が方向ではなくて特定の場所をさしているばあい
は別である。）しかし，鷺的語が完全な方向のばあいには，「でる．．1自身もまた中から
外への移動ではなくて夢現の意味になってしまうから，ここに属する「でる：で「東か
らでる」のような例はなかった。方向に準ずるものとして，相対的な位置を示す「奥」
「側」「中」などの醤的語をとったものはあり，これらはみな「～から」であって
「～を」ではない。これらの例は，いわば出現の意味への橋わたし的なものといえる。
　○花枝のことをよく知っているばあさんが奥からでてきて，（真空地帯・k222）
　○雑紙が，二臼前にボイラーの側から出てきた所をつかまった。　（蟹工船33）
　○硝子扉がHを照り返しつつ開いた。中から二人つれの男色咄て来た。（伸子・k36）
　○彼の二疋の犬は，その時床の下からほの白く出て来るや否や，（田園の憂灘70）
　なお，つぎの例を参照。
　○私はその森を出た。（風立ちぬ118）　　　○沢山の男たちが林の奥から出てきて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の宿89）
　「～をでる」と「～からでる」とのちがいについては，まだほかに考えられる1っの
可能性がある。それは，「～から」の方が比較的あたらしく勢いをえつつあるのではな
いか，ということである。この形が「破戒」や「こSろ」になくて「真空地帯」や「蜜
岳山景」にみられるところがら，そのような推定がうまれてくるのであるが，われわれ
の資料採集が，このことを統計的に肯定または否定できるような形ではされていないの
で，その可能性を指摘するにとどめる。
　以上にあげたのは，人間や動物が自分の意志で「でる」例であった。このほか，意志
をもたないものが外に「でる」ばあいも当然ここにふくまれる。しかし，その例は（特
に小説では）きわめてすくない。
　○島川を過ぎて短いトンネルを汽車が鐵ようとする時，（或る女・前8）
　　ななつき　〇七月になるかならぬの胎児が出たしまったことに気の附いたのは，（あらくれ9三）
　○匿を，匿玉がまぶたの外へ出そうになるほど，見開いて，（羅生門13）
　○熔鉱炉から鐵た銅の汁のやうに，（銀河鉄道の夜282）
　○窓をあけて吐かうとしても鐵なかった。　（雪国34）
　○また射つた。弾は出なかった。（野火84）
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　　　　　　　　くらやみ　つぎの例は，「暗黒」を出発点とする，腕の移動である。
　　くらやみ　　　　　　 もじゃもじゃ　○暗黒から，茸々と毛の盤えた，節くれ立つた大きな腕がヌツと出て，　（平凡27）
　しかし，
　○さあ，殴れ。誰も手が出んのか，（文i芸春秋1956年1明63）
では，やはり具体的な手の動きにはちがいないが，なぐるための動作に限定されている
こと，どこから出たかという出発点が問題にならないこと，などのために，慣用句にな
っている。（出発点が無視されて方向性だけがある点では，むしろこれらは⊂03〕「前へ
出る」の類に入れるべきかもしれない。）さらに，「手が出る」が抽象的なことの表現
にもちいられた慣用句には，つぎのようなものがある。
　○好きな菊池契月，藤島武二といった故敵の大家は手が出ない状態です。　（週刊親潮
　　1956年ll月5日56）
　○のどから手が出るほどほしいがざんねんながら………（遇刊読売1956年11月4m42）
　○社会霊義運動は手も足も出ない状態になって，（改造1953年7H202）
　「でる」の意味のうち，第1の大わけを〔0⊃としたものは，みな空間的な移動であ
る。このうち，〔00）は中から外への移動で，これがもとになって，いろいろな意味がう
まれる。第3けた農を0にしたものは，いわば物理的な条件がかわったものである。
　〔OIO）　（出発）「東京をでる」の類は，出発点が，ある広がりをもったものの内部か
　　ら，1点へとかわったもの。
　〔029〕　（到達）「町にでるJの類は，出発点ではなくて到達点に重点があるもの。
　⊂S30〕　（前進）「前へでる」の類は，出発点も甥点点も意味をうしない，方向性だ
　　けが問題になるもの。
これらのそれぞれについて，ほかの条件がくわわって特殊化した変種がある。それら
は，第3けた霞を1．2……にしてあらわすことにした。
［eDl〕あることをするために外出すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　せきた　○お島はぐつぐつしてみる小野田を急立て、家を捜しに出た。（あらくれ188）
　○「どこか飯を食いに出ないか」　（旛夜行路・前40）
　○佃はもう自分の講義に出て行った後であった。（仲子・k73）
　○佳事に出てみない「病気のものだけ」で，「お通夜jをさせることに（蟹工船86）
これらは，どれも，事実の上では家またはこれに準ずるもの（船室など）から外にいく
ことで，そのかぎりでは〔006〕とおなじである。しかし，このように，ある目的をもっ
て外出することの表現においては，出発点も到達点も，もちろん経由点も示されないの
が原躍であって，その点ではく外に〉という観点はうすくなり，「～にいく」と大差な
いものになっている。
　目的を承すには，上の「捜しに」「食いに」のような動詞連用形によるものと，「講
義に」「仕事に」のような動作性名調によるものとがある。後者の例としては，なおつ
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ぎのようなものがある。
　　　あいさつ　アルバイト　二二　買物　稼業　狩　気暗し　教授　行商　航海　興
　　行　公用　散歩　使役　修業　商売　囲植托鉢釣　偵察　出稼ぎ　出前　トレ
　　ーユング　拝見　配達　日傭　奉公　飯　夜勤　夜警　遊山　用達　夜伽　漁
　このほか，「～に」の位置に，そのことをする人をあらわす名詞がくる，つぎのよう
な例もある。
　○新治の母親が海女に出るのは今Hが最初であった。（潮騒124）
　○拾い麗に出るにしても，職業安定所の行列に加わるにしても，（自由学校183～
　　184）
　「旅にでる：の類もこれとおなじとみられる。
　OK：はあまり旅へ出ない男でした。（こsろ219）
　○ひとりで旅行に出よう，一ふとさう思ひ立つた。（多情仏心・繭250）
　ただし，上にあげたような動作性名詞にくらべて，「旅」はいわば大きな遠出であっ
て，家の中から外へ　といったことの比重は，根対的にかるくなる。したがって，それ
はただの幽発点にすぎなくなり，以下の〔019〕〔Oll）などに近い薦をもっている。
　なお，「芸者にでる」なども，あるいはここにのべた類と関係があるかもしれない
が，あとの〔32〕でとりあげることにする。
　〔092〕生活の場としてのある場所からはなれること。
　○君江が家を出たわけは両親はじめ親類中挙って是非にもと説き勧めた縁談を避けや
　　うが為めであった。（つゆのあとさきア）
　○騒々しい下宿を出て，薪らしく一戸を梅へて晃やうかといふ気に（こNろ171）
これらの「家を出る」「下宿を出る」は，単なる外出ではない。自分の生活している場
所としての家や下宿をはなれて，別のところでくらすようになることである。この壌法
において，磁発点をあらわす名詞は，かなりかぎられている。「家」などのほかには，
まず，「病院」「刑務所：のように，そこにいることが一定の形での生活を意味するも
のがある。
　○病院から畠られて間もないころ，（桑の実63）
　○刑務所をでればまず何よりも林中尉のところにでかけて行って，（真空地帯・上65）
つぎに，一定の地域社会がある。
　○私はなるべく父の機嫌に逆はずに，田舎を鐵やうとした。（こSろ120～12i）
　○南：方から帰ってきて，じきに村を出ていった（講談倶楽部1956年5月263）
　○再び帰っては来まいと思って，故郷を出たのだった。（世界1953年9月204）
種類としては，これでほとんど全部である。
　この種のものは，実際上は空閥的にも家などをヂ出て」いるわけだから，単なる外出
とまぎらわしいばあいもある。⊂60e〕の方は一時的に出るのがふつうであるが，〔902〕
のばあいは永久的に，または少なくともかなり長期間にわたってはなれるのであり，い
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つ，どのようにして出ていくのかという具体的な出方は問題ではない。それだけ〔GO2〕
の方が抽象化しているのである。ところが，描写が具体的であって，しかも事実上はそ
れが親しい生活への出発を意味するつぎのような例では，どちらに属させるべきかが問
懸になる。
　○かうして，この姦夫姦婦が，浅草困原町の旗本，中潤三郎兵衛の家を出たのは，安
　　永三年の秋の初であった。後には，当年三歳になる三郎兵衛の一子実之助が，父の
　　葬業の死も知らず，乳母の懐うにスヤスヤ眠って居るばかりであった。　（恩讐の彼
　　方に62）
　○あるEの暮，寵に乗せられて，雄文の空に紛れて病院を出た。（破戒6）
「舗に乗せられて」のように，具体的な出方が描写してあるときは，病院生活をはなれ
るよりも，病院そのものをはなれる方であろう。
　なお，この類は，組織からの離脱をあらわす〔40〕につながる。（p・600～6G1参照）
　〔010〕　ある地点からはなれること。
　○夫は，彼等が江戸を出てから，三年冒になる春の頃であった。偲讐の彼方に63）
　○横浜を畠るとなほ汽車は早かった。（友情95）
これらの例で，「でる」は，江戸や横浜という，ある広がりをもった地域の中から外へ
移動することを表わすのではない。地名は，単に広さを無視した地点を示すにすぎず，
「でる：はその地点から，はなれることを表わしているのである。「江戸を出てから」
は「江戸を去ってから」「江戸をたってから：といっても大差ないはずである。もっと
も，これが完全に「去る」などと同じかどうかには疑問がのこる。というのは，まった
く広さをもたない点や線のばあい，たとえば哺極（赤道）をでる」とはいいにくいよ
うにおもわれるからである。「南極（赤道）を去る」とはいえるから，そこに差がある
かもしれない。つまり，薩接的には，広さは熱論ではないけれども，依然として広さの
あるものからの出発だということである。
　このため，ある地点からはなれること〔810〕であるか，ある地域の外に移ること〔000〕
であるか，まぎらわしい例もある。たとえば，
　○麗風の圏外へのがれるために，船は早朝に港を出た。（潮騒14e）
では，港を点と考えて，そこを出帆することとみるか，港を一定の広さをもった地域と
考えて，その外に出たとみるか，間題になるだろう。しかし，つぎの例は，これに似て
いるが，あきらかに湾という地域の外に移ることであり，これと比較すると，9“’潮騒」
の例は，やはり港をはなれることの意味とみた方がよさそうに思われる。
　　ともしび　　　　　　　　　　　みなと　○燈あかき別府の湊を後に，舟は次第に湾を出た。（思出の記・前173）
〔創1〕　出発すること。
Oそのうちに汽車がするする出て行った。（あらくれ218）
O東京の交通公社本社前から出る志賀高原ゆきの夜行バスは，（旅王956年1月120）
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　○一’一・ee半ごろ汽船の出る所へ行った。（賭夜行路・前169）
　これらにあっては，やはり嶺発点は1つの点であるが，「江戸を出る」などとちがっ
て，さらに特定の地点をはなれるということも問題でなくなり，ただ単に移動をはじめ
たことをあらわしている。上にみるように，車か船の例だけだが，そのほか，たとえば
「使いの者が朝九時に出たから……」のようなばあいも，これに属するとみてよいだろ
う。
　つぎの例は，ここに属する慣用句である。
　○夫が失業したとかそういうときには，だれからも助け船が畠ないのですね。　（婦人
　　公論1956年11月219）
　〔020〕ある場所にいくこと。
　これには，つぎのようなばあいを区別することができる。
a）外にある場所に「でる」こと。
　これは，基本的な意味にもっとも近いものである。
　○なかには広い運動場に出て，雪投げをして遊ぶものもあった。（破戒196）
　○滝十郎を先に，借之，三好と並んで廊下へ畠た。（多緕仏心・蒲83）
　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　リ　　　い　○葉子は温室のやうな船室からこのきりつとした空気に触れようとして甲板に出て見
　　た。（凝る女・上142）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ○私は何処でも構はなかった。たS“先生を震れて郊外へ鐵たかった。（こSろ71）
　○林が尽きると野に出る。　（武蔵蜂15）
　これらの例は，みな，ある範囲の空間から外に移動することが，そのまま他の空聞の
中へいくことにつながるものである。「船室から」のように，この畠発点が示されてい
ることはまれであって，上の例でも，校舎・へや・町なかなどの戯発点は示されていな
い。2つの空心的な範囲が境を接しているばあい，どちらを外，どちらを中とみるか
は，多分に相対的なものである。したがって，おなじ事実が，また逆に「はいる」でも
表現できる。「破戒」の例をとってみよう。校舎と運動場をくらべると，校舎が屋根をも
ったたてものであるところがら，たしかに運動場は「外」であり，そこへの移鋤は「で
る」というにふさわしい。しかし，また，中と外との区別には，話し手の位置，中心入
物や事件の位置も関係する。この観点から，描写の中心を運動場におくならば，おなじ
事実を「運動場にはいって」と表現することも可能である。こうして，これらは，反対
語におきかえても，あらわしている事実にはかわりないという，おもしろい例である。
　ここに属する例は〔000〕と区別をつけ｝こくいものが多い。実際問題として，どちらか
にわけることは無理だが，数をかぞえるばあいには，「外に」以外の「～に」という形．
と結びついたものを〔020〕にいれることにした。
b）比較的遠くへ「でる」こと。
　　　　　　　　　　　　　うしろ　〇二丁程沖へ出ると，先生は後を振り返って私に話し掛けた。（こsろ10）
　○一番還くに出てみたし，それに風の工合も丁度反対の方向だつた。（蟹工船43）
570　第2部　個別的記述
　これらのばあい，出発点と到達点との境ははっきりしない。たしかに，「沖へ」「遠
くに」という到達点は示されているが，これらはまったく相対的な場所で，どこからが
沖であるか，遠くであるかはわからない。したがって，このばあい，中から外への移動
ということは問題にならず，ただ原点（陸や蟹工船など）からみて，一層遠い方向にす
すむことをいうにすぎない。
c）はれがましい場所へ「でる」こと。
　つぎにあげる例では，到達点だけが問題で，どこからそこへ行ったかは問題にされて
いない。その点で，b）と同様，　a）よりも基本的な意味からのへだたりが大きい。
　○その日のタ方，葉子は船に来てから始めて食堂に出た。（或る女・前109）
　○お島が再び座敷へ出て行った頃には，席はもう乱れ放題に乱れてみた。（あらくれ54）
　　　　　　　　　　　　　　　　やかた　○衣服も改めずにみたので，其儘館へ出て忠利に申し上げた。（阿部一族70）
　これらの例では，移動は，より広い，どこと指定されていないところがら，よりせま
くくぎられた場所へ，という形でおこっている。そのかぎりでは，「でる：よりもむし
ろ「はいる」といった方が適当だともいえる。にもかかわらず，ここで「でる」がっか
われているのは，それが，よりはれがましい（人騒につく・表だった・公的な）場所へ
の移動だからであろう。（ほかに適当なことばを思いつかなかったので「はれがましい3
を使ったが，〈名誉な〉〈きまりが悪い〉などの意味ではない。）「でる」の基本的意味
は，中から外への移動だが，大体のばあい，中はせまく，くらく，外は広く，あかるい。
このため，外への移動→あかるい場所への移動→はれがましい場所への移動，のように，
重点のおきどころがかわったものとおもわれる。「廊下へでる」のと「座敷へでる」の
とで，表現はおなじだけれども「でる」のつかわれている理由はちがうのである。
　ここに属する例には，まだつぎのようなものがある。
　　たてやく　○立役は幕明きから舞台に出てみるものではない。（重る女・蔚98）
　○悼は直きに大通の真中へ出ていった。（あらくれ1G6）
　○ぢや失礼ですがもっと真中へ出て来て頂戴。（こSろ44）
　○監督が白b垂幕の葡に出てきた。（蟹エ船75）
　○長十郎は衣服を改めて母の前に出て，始て殉死の事を明かして（阿部一族34）
　○線香とローソクの立ってるる死体の側のテ一際ブルに出て行った。（蟹エ船88）
　○自分と同じ野戦の戦線に出た下士宮のうちの最上級者として（真空地帯・上74）
　○山から里へ畠て来て，せっかく人なつっこいんだからね，（雪国21）
　ただし，a），　b），　c）などの差は，こまかいニェアンスのちがいで，はっきりしな
いところがある。「雪購」の例などはa）にいれるべきかもしれない。
　以上は，みな到達点のあきらかに示されたものであるが，つぎのように，これがなく
てやはり。）に属するとおもわれるものがある。
　○女中がご人とんで出た時には，娘はもう上へあがって，（多情仏心・前21）
　○三三に遭され，挨拶して，そのうちに娘さんも鐵て来て，（窟岳百景54）
　つぎの例は，比ゆ的にもちいられたばあいである。
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　○マルキシズムのごときは，ただの思想としても，表向きの場所には出ることができ
　　なかった。　（ものの見方について177）
d）　ある場所にいきつくこと。
　これは，上にあげたa），b），　c）にくらべて，どのような場所へ「でる」というべ
きかを限定するのがむずかしく，ほかの用法とのつながりも，あまりはっきりしないも
のである。
　　　　　　　　すてえしよん　○橋を渡って，停車場近くへ出た。（破戒156）
　〇二人は伝通院の裏手から植物園の通りをぐるりと廻って又富坂の下へ出ました。
　　（こSろ214～215）
　○彼はH・市まで出ると一等車の切符を無意識に買ってみた。（冬の宿67）
　○それから日本海岸に出て，北陸にまはり，それから関西にきて，（冬の宿171）
　以下の連体的用渋の2例は，性質の表現にちかくなったものである。
　○この峠は，甲府から東海道に趨る鎌倉往還の衝に当ってみて，（窟岱百畏52）
　○石廊下の裏手の便所へ出る選りのところでまっていると，（真空地帯・上83）
　d）の例は「いくll「つく」「あらわれる」などにきわめてちかいもので，「でるE
がもともともっていた，「中から外への移動」といった方向性は，ほとんどその跡をも
とどめていない。しかし，他の類義語にくらべて，「でる」独自のニェアンスがないわ
けではない。それは，つぎのような点である。
　「いく」が途中の経過に重きをおいているのに対し，「でるllは，到達という結果に
重点がある。「H本海岸にいった」というとき，その人はもうついているかもしれない
し，途中かもしれない。しかし，「日本海岸にでた」のばあいは，もうかならず到達し
たあとである。この点では，「でる：は罪なる移動ではなくて，臼的地における存在を
あらわし，あとでのべる出現の意味と共通のものをもっている。この点で，「つく：「あ
らわれる」などと近い類に属する。
　「つく」は，最終の冒的地に意識的に到達したというニュアンスがつよい点で「で
る」とちがう。もちろん，　「つく」も学問的な到達点についていうことがある。しかし
「H本海燦について，北陸にまわり……」と「霞本海岸に出て，北陸にまわり……jと
をくらべると，後者はただ単に汽車にのったままで欝本海岸を通りすぎてもよいのに対
し，前者のばあいは，一応日本海岸に止まっただろう，という程度のちがいがある。ま
た，
　○其通りにゆき玉へ，突然農家の庭先に幽るだらう。（武蔵野20）
　○しばらく歩くと昔の宿場らしい町通に出た。（雪国154）
のように，それと意識してある場所にいったのではないことをあらわすのに，しばしば
「でる」がっかわれるのも，やはり，「つく」とのちがいを示している。
　「あらわれる3は，その丁丁のがわに立っての表現ではなく，まったく第三者として
の冤方をあらわしている点で「でる濡と区別される。
　○謙作はなんという事なしに，上野のほうへ戯たい気がしていた。（翼音夜行路・前　75）
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のように，動作主体の希望や意志をあらわしている表現は「あらわれる」でおきかえら
れない。「でる」は主体のがわにたっても，第三春としても，ともに可能な表現であ
る。
　ここに属するもののうち，いなかから都会にいくことをあらわす，つぎのような例
は，やや特殊である。
　○彼は医者にはならない決心をもつて，東京へ畠て来たのです。（こsろ195）
　○町の小学校を卒業するとすぐ，神戸に出て神簿の女学院に入り，（蒲団le）
これらは，具体的な動作としての移動というよりも，都会に出つきりになって，生活の
本拠をうつしてしまうことであり，その点で，〔002⊃「家をでる」や〔021）「役場にで
る．．1などににて抽象化しているといえる。だから，これらにならって，別に立てた方が
よいかもしれない。都会にいくことが「でる：で表現されるのに対し，逆にいなかにひ
きこもることは「でる」といわないのは，都会の方がはれがましい場所だとする考えに
ささえられているのであろう。
　〔02e）に属するもののなかにも，あることをするためにでていくことをあらわすもの
がある。
　○けさもお魔に仏様のお花を切りに出て見ましたが（出家とその弟子110）
　○鈴むらさんは，大阪から京都のはうへしばらく遊びに出た。（末核44）
　○映画女優が舞台へ挨拶に怠る蒔のように，即納学校47）
さきに，「飯をくいにでる：〔oel〕を「家をでる：〔GOO〕から区別したことからいえ
ば，ここでも「舞台へでる：と「舞台へあいさつにでる」とは別々の意味としてたてる
べきかともおもわれる。ここでそうしなかったのは，つぎのような理由による。
　「家をでる」〔000）における「でる」は，内から外への移動をあらわしている。これ
に対して，「飯をくいにでる」〔OOI〕の「でる」は，〈内から外へ〉という側藤がうす
れて，「いく」に，つまり単なる移動に近くなっている。この差は，「飯をくいに」と
いう艮的の表現がひきおこしたものと考えられる。なぜなら，「家をでる」のばあい，
重点は移動の基点である「家」におかれているが，最的が表現されることによって，
この目的の実現される（飯をくう）場所，つまり到達点の方にこの重点が移るからであ
る。到達に重点をおいて考えれば，この移動が最初く内から外へ〉という形でおこった
かどうかは，どうでもよいことである。
　ところが，「舞台へでる」〔020）のばあいには，はじめから，重点は到達点にあって
出発点にはない。〈内から外へ〉という観点は，もともとないのである。それで，この
上に属的の表現がつけくわわっても，その性格がかわることはない。つまり，「飯をく
いにでる」〔001〕と「舞台にでる」〔e20〕とは，ともに「家をでる」〔000⊃から（外船
→移動〉という同じ方向に変化しているのであって，その点では一品できるのであるe
〔021〕　しごとの場としてのある場所にいくこと。
6．　「でる」　573
　〔02e〕の，　c）またはd）に属するものの特殊化した用法として，「でる」が，ある
場所であるしごとに従事していることをあらわすものがある。このばあい，到達点は，
場所（たてもの）であるとともに，一定の糧織でもあるような一群の名詞である。
　○役場へ出るとか，学校へ勤めるとか，それ位のものさ。（破戒62）
　○銀座のカツフエーへ畠てから今Bまで（つゆのあとさき101）
　○まだ学校へ出てみる位で年が若いから，（ひろ192）
　これらの例で，「でるjは，移動動作の表理という本来の用法から，むしろ状態の表
現（「破戒」「こsろJ）や状態変化の蓑現（「つゆのあとさきJ）にちかづいている。
ある特定のときにでたのではなくて，その動作がくり返しおこなわれて習慣化し，状態
化しているのである。おなじ「学校へでる：でも，
　○私は寝坊をした結果，B本服の儘急いで学校へ出た事があります。（こsろ227）
にくらべれば，抽象化している。
　この到達点が，完全に場所としてのニュアンスを失えば，「でる」もまた移動とはよ
べなくなるのだが，つぎにあげる「鉄道」のばあいは，「役場」や「学校」にくらべ
て，やや場所的性格がうすれているとおもわれる。
　○うちの人づて，鉄道へ出てみる弟一人ですから，（雪国133）
　「家をでる」に2つのばあいがあるように「役場へでる」や「学校へでる」にも2つ
のばあいをみとめて，抽象化したものを別にたてることにした。（なお，この用法は少
なくなってきているかと思われる。）
〔022）　「人がでる」
○天気が悪いので，浜にはいくらも人が出てみなかった。（波382）
　○「……静かね．．1
　「言いちばん人の出ない時間ですから」（伸子・上52）
　「人がでるllという形での慣用句は，ある場所に，組織的でなくおおぜいの人があつ
まっている（動いていてもよい）ことであるが，「……に入がでる」と到達点の示され
ることがあるから，〔020〕からの変種とみられる。
　〔e23〕　「電話（口）にでる」
　これも，本来はその場所にいくことだろうが，今では，単にそこにいるだけでなく，
電話の相手として，うけこたえをすることである。
　○電話に出たのはお蔦だった。（賠夜行路・薗76）
　　　おかみ　○「女将さんはいかS“です。自分で電話1コに出られるくらみだから……」（多情仏心・
　　蘭雇48）
　「～に」という貿的語をとらずに，この意味でもちいられることもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うけごたへ　○お島が，大政へ電話をかけたとき，出て来て廊答をしたのは，（あらくれ乏02）
574　第2部　　個別的言己述
　〔024〕料理などが人の前におかれること。
　〔029）の。）としてあげた，はれがましい場所への移動の，主体が物であるばあいの
特殊化したものとして，料理が客などのまえに「でる」例がある。
　○彼是する中に，午飯の膳が繊た。（蒲団63）
　○テーブルの上に一入前の食器が出てみる。（伸子・上157）
　　　　　　　　　　　　　　はな　し　○茶が出てから，三人は別の話題に移った。（破戒47）
でてくる主体としては，「膳」「食器」の類に「どんぶり」「杯盤」「ちろり」など，
「茶」のような飲食物の類に「酒」「ビール」ド紅茶」「果物」「ケーキ」「バン」「tWj
などの実例があった。
　このグループについての問題は，まず，料理についてと限定してよいかどうかであ
る。たしかに，飲食物が「でる」例が多いのだが，つぎのような例もある。
　○おや，絞り手拭が畠ましたね？（多惜仏心・蔚γ0）
　実例はなかったが，筆記用具や遊び道具が，これと岡様に客の朗に「でる」という表
現もありうるであろう。したがって，単に料理だけと規定するのは，せますぎるであろ
う。
　つぎに，ここに位置づけることが適当かという問題がある。　「～に」というEl的語は
実例にあらわれたかぎりでは，場所をあらわしている。しかし，「客にお茶をだす」と
いう表現はあるのだから，その自動詞として「だれだれにお茶がでる」という表現もあ
るかもしれない。たとえば，区別をつけて，「A氏にはお茶がでたが，B残には何もで
なかった」のようにいうばあい。そうなると，この用法は，場所との関係においてだけ
ではなくて，対人関係においても問題となるものであり，「駅前にでる」などとは，か
なり質のちがったものだということになる。1例ではあるが，「でる：主体としてつぎ
のように抽；象名詞がもちいられた例もある。
　○そういうような関係のアメリカ人との関係ですと，婦人の接待も鐵るものですか
　　ら，多少かかるのでございます。（中央公論1956年7月91）
　このばあいには，全体としてあらわしていることは「料理がでる」などとちかいけれ
ども，「でる」だけをとってみれば，移動とはいえない。
　⑳25〕大勢の人からみえるような場所にある（ようになる）こと。
　○蟹が入間様に都合よく，時問沸々に鐵てきては呉れないしな。（蟹工船93）
　○夜分に，大きな三二が出て自分を食ふと言って（桑の実　64）
　○ゲリラも出るが，あの辺は虎の出る名所だ。（帰郷17）
　○しかし，都会の焼跡のどこかには強盗が出てみるし，（帰郷137）
　これらは，事実としては，見えない場所から見える場所への移動をあらわしている。
しかし，「～から」という出発点の表現をともなうことはなく，壌発や移動の経過には
無関心であって，焦点は，今までは見えなかったものが見えるような場所にあらわれ
た，という結果の翻だけにある。その意味で，これは〔1〕でとりあげる「発生」にきわ
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めて近く，移動と発生との中閥的な位置をしめる。ただし，発生の類が無から有への変
化であるのに対し，上にあげたような出現は，隠在的なものから顕在的なものへの，し
　　　　　　　　　の　　　　　ゆ　　ゆ　　のかも移動によるのを原鋼とする変化である。（移動はこれらの「でる」にとって必要な
条件ではない。虎や強盗は，その場所を鋤かなくても，通行人がその前に行くことによ
って「でたJ状態になるのである。）
　なお，この類に属するものは，虎や強盗のように，人に害をあたえる，あるいは不気
味な感じのするもの（おもに動物）が突然現われることについての表現であることが多
いが，「蟹工船」の例のように，そうでないものもある。
　つぎの例は出現ともみられるし，「～から」という出発点があることからは，「家か
らでる」など〔000〕の類ともみられる。
　○嘘から出た真，瓢箪から駒だ。駒が畠たら乗ってけやいい。瓢箪から出ようが厩か
　　ら出ようが，知ったこつちゃないってのが（むらぎも315）
このばあい，厩は，中に駒のいることを当然予想させるが，瓢箪はまったく予想させな
いから，2つをくらべると，「厩から」はより外徴的，「瓢壌から」はより戯面的とい
えるだろう。
　無生物が主体になっている例として，つぎのものもここに属するとみられる。
　○廊下は長かった。そこに四辻が出てきて二人はつつ切った。（むらぎも41）
　以上のような動作的なもののほか，ここには，つぎのような状態的なものもある。
　○勘次は紺の筒袖の単衣で日に焼た足が短い裾から出て居た。（土・上184）
　○外套の襟からでてみるマフラーをはたつかせながら，（蘭牛120～121）
この文で，「裾から出て居た」は，裾から移動してそうなったものではない。はじめか
ら裾の外にあったことを，あらわすものである。しかし，「出て居る」という形自身
は，裾の外への移動をもあらわすのであり，そうでないとする判断は，事実の上から下
したものにすぎない。だから，この例ではまだ「家から出ている」などと区別する理由
はないともいえよう。しかし，移動の経過よりも，外にでているという移動の結果に高
点がうつると，　「～から」という出発点は問題でなくなる。
　○今は斯の部屋の内にあの先難の書いたものは一丸も畠て居ない。（破戒181）
　○病院の手術のときには，外に出ている部分に着けるものはナイロンの靴下でも，禁
　　じられていると（り一ダーズダiジェスFI956年6月45）
これらのばあい，「出ている」のは，事実としては，押入の外であり，きものの外であ
る。しかし，そのことは二二でない。大切なのは，要するに外に，人爵につくような場
所にあるということだ。したがって，「～から出ている」という表現はとられない。
　　こう　う　　　　　　　　　　　　こ　じゃり　○強雨に洗われて，小砂利の出ている往来には，（暗夜行路・煎53）
　○派手な帯が半ば山袴の上に鐵てるるので，（雪国54）
これらも同じグループに属する。
　この類に属するものとしては，また，看板・表札などについていうものがある。
　○ド歓楽」といふ看板の出た一一ffのカフェをみつけて（冬の宿1u）
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　　い　　つ　○何Eiは兎狩と曇ふ貼札が出る。　（思出の詑・上62）
ここになると，「でる」は，もう「はいる」の反対語とはいえない。家の中にあった看
板が外へでるとはかぎらず，はじめから外で書かれた看板がかかげられても，やはり
「看板がでた」といえるのである。ここで大切なのは，結果として，人霞につくような
場所にかかげられてあることであって，そこにいたる経過が（内から外への）移動によ
るかどうかではない。つまり，移動動作の表現から状態変化の表現へとかわっているの
である。この「でる」は，さらに，「……といふ看板の」という部分を，いわば吸いこ
んで，つぎのような慣用句的表現をうむ。
　○大きな石の門のうへに，植源と出てみる軒燈の下に突立って（あらくれ87）
　なお，つぎの例も看板などと同類だろう。
　○冒の前に明りの出た家が一軒あって，島村はほっとしたが，（雪国157）
この類のものは〔04〕ときわめて近い関係にある。そちらを参照。
　○会場に出てみたあの筆太な宗盛の書簡の前に，（遍潤朝臼1956年3肩妬41）
　○売場に安く出ている布地や洋服は，（主婦の友1956年1月付録洋裁と洋装44）
ただし，物のばあいは，どこから出発してどこをとおって到達したかという過程が人聞
ほど問題にならず，しかもこのばあい，会場にでたということは，単なる到達ではなく
て一定の資格をもってそこにならべられたことだから，「食堂へでる」などよりも，よ
ほど移動からとおざかって，状態の変化にちかくなっている。「会場」という名詞に空
聞性があるから，移動のワク内にいれておいたが，これが「展覧会にでる」になれば，
運動会にでるのと同様，むしろ資格の変化を意味する。〔31〕を参照。
　つぎの例は，ここに属する慣用句である。
　○陽のあたる場所に出られない‘‘映画界の隠し子t’（週予噺潮1956年7月3S34）
　〔03〕　箭へすすむこと。
　○後からついてきた監督が，周章てS前へ出ると，何か云って，（蟹工船79）
　○露尺さきに出たら深みになっているので（週干噺潮1956年9月17臼32）
　○（畜生。）といったが馬は出ないわ。（高野聖50）
　○それに吉葉山は，大内山に対しては不思議に一気に出る。（相撲1956年3月77）
「前へでる」「さきにでる」という例ばかりだったら，これを「大通りへでる」「駅前
へでる」などと区別する理由はないかもしれないが，ただ単に「でる」だけで前への移
動をあらわすようになった「高野聖」や「相撲」のような例があるので，これを区別す
ることにした。つぎの例は，ここへ入れるべきか，「大通りへでる」「駅前へでる」な
どといっしょにすべきか，疑問のものである。
　○嘉門は入垣をつきのけて最前列に出ようとしたが，（冬の宿188）
　前にすすむこと臨かならずしも絶対的な問題ではない。つぎの例では，ほかのもの
よりも相対的に前にすすむことをさしている。
　○やっぱり駄囲か……と思ったとたんに，その白黒帽がスルスルと出てきてゴオル問
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　　際でご三人ぬいてみごとに一着になった。（＝ユーエtジエ953年9月84）
　「駅前へでる3などの反対語は考えにくいが（「駅前からちょっとはいったところに」
といった表現があるかもしれない），この「前へでる」の反対語は「うしろへさがる：
だ。このことも「前へでる」を他の用法から区別する1つの根拠になるだろう。
　○「出ろ，赤パン！打つンだよ，そこで打つンだ……」
　　別な方角で，そんな叫びが発せられた。途端に，リングの：人の敵手は，赤黒いグ
　　ローヴを振り廻して，滅多矢鱈に打ち合いだした。
　　「そうだ！　そこだ！下るナ，赤バン……」（別羅文芸春秋1956年53勢204）
　つぎのような「足がでる」という表現もここに属するとみられる。なお，〔060〕のお
わりの部分で「手がでる：についてのべた個所を参照。
　○走り出さうとしたが，どうしたのか足が一歩も前に鐵なかった。（波34）
　つぎの例は，この用法が比ゆ的になったものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あき　○私の疑ひはもう一一歩菌へ畠て，その性質を明らめたがりました。（こsろ218）
　○全然ちがうという感想は，この弓山がすでに半月ほど前に曾田にもらしたところだ
　　つた。しかし弓由はそれから先に畠ようとはしなかった。（爽空地帯・上84）
これを独立の意味としてみとめなかったのは，「もう一歩前へ」とか「先に」とか，空
聞を示すことばとともに用いられていて，これらをふくんだ全体で比ゆ的になったもの
とみたからである。
　碁の文章にみられる，つぎのような表現も，ここにいれておくことにする。
　○白が六の一一路左を出ても，　（囲碁1956年5月90）
　○第8図黒3と出て5のyリを先手に利かす。（棋道1956年11月21）
　つぎの例は臓用句だが，「でる」自身としては，やはりこの〔e3e）に入れるべきもの
かとおもわれる。
　○浪花さんの冶に鐵る女優は映画界にいないものね。（主婦の友1956年11月i25）
この類に属するものは，主体は大体人聞である。碁の例は中瀬的なものであろうか。
〔04〕　ある基準弼（線）から，はなれる方向にのび（てい）ること。
　これは，上にあげてきた〔00〕～〔03〕にくらべて，かなり異質なものである。
O棚の横木に釘が出てみるのを（桑の実157）
○其時分の束髪は今と違って廃が出てみないのです，（こSろ231）
○屋根から，細いのと太いのと二本の煙突が畠ていて，（暗夜行路嚇139）
○窓の下にある小さい洗二二の下からでている鉛管と（真空地帯・上139）
第1に，この類のものは，動作ではなくて状態を，それも，移動という動作の結果と
しての状態ではなくて，はじめからの状態をあらわす。第2に，これと関連して，その
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形は大体「でているll（または「でた」）である。金田一春彦民の分類にしたがえば，
瞬闘動詞ではなくて第4種自動詞に属する。これらの点は，〔60〕～〔03〕の動作性のもの
とちがう点であるが，実は，さきに〔025〕としてあげた，「看板がでている」などの類
も，この点では問じである。その意味で，〔925〕は，動作性のものからこの⊂04〕への橋
わたし的存在であるといえる。
　〔04〕「釘がでている」が〔025〕「看板がでている」とちがうのは，つぎのような点で
ある。〔G25〕のばあい，「でている：はあくまで物（たとえば家）の内と外との対立に
関連して，物の外にあるということである。ばあいによっては，物からはなれていても
よい。〔025〕の「破栽」の例を参照。これに対して，〔04〕では，問題は内と外との対立
ではない。そもそも，釘や魔は，横木や束髪の内部にはいっているようなものではな
い。ここで問題なのは，それらが横木や束髪の表面から〈つきでて〉いるという状態で
ある。したがって，ここでは当然物からはなれることはなく，物の表面に密着している
ものでなければならない。つぎにみるように，基準となるのは面や線であって，内部に
空間をもっているような物ではないのである。
　○真白い三角が，地平線にちょこんと出てみて，それが窟士だ。（富岳百景51）
なお，このばあい「地平線に：は存在の場所をあらわす「に」であって，もちろん到達
点ではない。このグループでは，「横木に釘がでている：「地平線に冨士がでている」
などを，それぞれ「横木から」「地平線から」といってもおなじことになる。
　このように，基準藤（線）からつきでた状態をいうのに，人品を主体とするものがない
のは当然だろう。ただし，人体の部分の名まえは，この「でるllと結びついて，からだ
の特徴をあらわす。「～に」「～から」という基準は，当然わかっているから，それと
示されることはない。
　○胸は，肋骨が一つ一一つムキ出しに趨てるた。　（蟹工船87）
　○漉田といふのは五十年越の歯の出た貧：相な男で，　（つゆのあとさき17）
　Oおいお前，はらがでとるぞ……（真空地帯・上56）
　「でている」主体のなかには，物ではなくて，線のばあいもある。
　○生命線から上向きの小さい線がいくつも鐵ていること（弼密倶楽部1956年1現430）
　「～に」が到達点をあらわさないことは上にのべたとおりだが，方向をあらわすもの
として，「～へ」の形がつかわれる。「～へ」には存在点をあらわす用法がないから，
方向を示すのにはまぎれなくて好都合である。
　○いちばん下流の方へ，洲のやうになって畠たところに（銀河鉄道の夜261）
　〔4〕発生
　「でる：の基本的な意味（移動）のつぎには，ものや現象の発生をとりあげる。これ
が移動に対して2次的であるのは，発生の多くが一一・方で移動の＝ユアンスをともない，
移動の特殊化したものとみられること，また，質の変化による発生とでもいうべき用法
もあって，移動よりは抽象化しているとみられること，などのためである。
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　移動に対して，このグループの特徴の1つとしてかぞえるべきことは，なにが発生する
のかという主体の別によって，さまざまの変種がうまれることである。移動のばあい，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　主体としては入間が圧倒的に多かったが，この発生のばあいには，主体はほとんどもの
または現象・性質である。そして，ものの性質の差が，そのまま発生のしかたの差を規
定することが多い。主体が人聞であるばあいには，そのあいだにみられるちがいは，い
わば固有名詞的なものである。その差は動作のあり方に影響をおよぼさない。ところ
が，ものが主体であるばあいには，その差は普通名詞的であって，抽象的にはおなじ動
作として考えられるものでも，そのあらわれ方は主体の差に応じてさまざまにかわる。
　主体の観点からすると，発生はつぎの3つにわかれる。
　　A）もの一あせがでる：月がでる
　　B）現象一風がでる：火がでる
　　C）性質・状態一元気がでる：速力がでる
　しかし，この3つを意味の下位区分とするのは適当ではない。B，　Cはたしかにそれ
ぞれが，ひとまとまりをなしているが，Aはまた中がいくつかにわかれる。しかもその
細分化は，主体の別に基本的には応じていても，また別の観点もはいってくる。（移動
のニュアンスや，空聞的位置づけのあるなしなど。）それで，上の3分法はとらず，A
の中を細分化したものとB，Cとを並べる。ここで，より具体的でより移動にちかいA
からはじめるのは当然である。
　発生のグループをさらにわける基本的観点は，それがどのようにして発生するかとい
うしかたである。つまり，「汗がでる」「涙がでる」などでは，これらの分泌物の体外
への移動によって発生する。あるいは，移動が発生にともなう。これに対し，「賞品が
でる」については，賞品の空問的移動は必要でなく，ただ，ものと持ち主との関係に変
化がおこるだけである。このような発生方法の差から，発生のなかをつぎの6つにわけ
る。この小分けについて，さらにニュアンスをことにする変種をたてたものもある。
　　11）移動
　　12）成立
　　13）現象の発生
　　14）動作・状態。性質の発生
　　15）対人関係における発生
　　16）由来
｛M：〕移動のニュアンスをともなうもの。
〔111〕　これには，まず分泌物の例がある。
○島村はふっと涙が出きうになって，われながらびっくりした。　（雪躍85）
○涙が鼻に入ってゆくらしく，水鼻がしきりに畠た。（蟹エ船65）
○くさい耳だれが出たりしてきます。　（婦入倶楽部王956年8月449）
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　　　　　　　　　　どくどく　○君い湿かな乳汁がme　z？と出て来て，咽喉へ流れ込み，（平凡27）
　　　　　　　あぶら　○ベーコンも脂が出るまで妙めておきます。（婦人生活工956年8月付録霞本山理153）
　○オオムギを浸出して出てきた水分を試験したところ，（科学朝E1956年8月U4）
　このほか，「汗」「血」「あか」などの例がある。涙や汗がでるのは，これらの坐産
であり，隅時にからだの外への移動である。したがってそれは移動と発生との橋わたし
をするものであり，もっとも具体的な意味である移動から，より抽象的な意味である発
生へのつなぎ冒になっている。ただし，上に一まとめにした例についても，移動のニュ
アンスのつよいもの（血は体内にあっても漁であり，外へでてはじめて血になるわけで
はないから，むしろ「人がへやからでる：などにちかい），それがうすいもの（垢はは
じめから体外にあるが，匿にはみえない）の区別があり，質がひとしいとはいえない。
　なお，「涙がでるll「冷汗がでる」は，それぞれ「かなしくなる，感情が激する」
「はずかしくなる」という意味の象徴的表現としてもちいられる。
　○何がそれほど父上を激怒させたか，それを思うと，涙が出て来る。（晒夜行路・繭
　　201）
　○狂人でも無くて誰が冷汗の出るやうな繊梅なぞを書かう。（破戒270）
また，つぎのような慣用的表現もある。
　○その血の由るような税金が（婦人生活1956年8月203）
　分泌物にかぎらず，発生が示す形式上の特徴に，発生の場所をあらわす「～に」と
「～から」が事実上ほとんど一致する，ということがある。外へでるばあいには，「～
に」は到達点，「～から」は嵐発点で，全然逆の地点だが，発生のばあいには出発点が
すなわち到達点である。
　○腋の下から出る気味のわるい汗が襯衣に滲み透るのを（ひろ237）
　○わたし達の匿にはそんなにたやすく涙は出ないが，（入漕手轄1956年11月130）
これらの例は，それぞれ「腋の下にjf“’わたし達の員からは」とおきかえても，事実と
しては，おなじことをあらわすことができる。ただし，ニュアンスとしては，「～から
でる」は，分泌された涙や汗が，そこからさらに流れてほかの場所にうつること，「～
にでるjは，その場所にとどまっていること，といったちがいがある。
　○途中まわりに出たアプラをすくいかげながらまわりに色がついたら火を細くして三
　　ナ分ほど焼きます。（主婦と生活1956年5月付録家庭料理全集198）
の「まわりに」は，むしろ到達点であろう。これと「目に涙がでる」とのあいだは，は
っきり切れているわけではない。しかし，「目に～jは，こまかいニュアンスを無視す
れば，一応「冒から～」におきかえられるのに対して，1“一まわりに嶺たアプラ」は，「ま
わりから出たアプラ」にはおきかえられないのだから，「～に」について出現の場所
は到達点と区別すべきだし，「でる」の即智の意味は移動の意味から区別すべきであ
る。
　つぎに，気体や液体の発生がある。
　○部屋をあたためるために木炭や練炭を入れるときは，よくおこって一酸化炭素の出
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　　なくなったものを入れてください。（ポビaラーサィエンス1956年10月75）
　○川口では，どのくらい掘ったら水が出ますか？（週刊読売1956年3月18N　28）
　このばあいも，移動とのさかい目ははっきりしない。土地などの中から外への移動，
というニュアンスがあるだけでなく，無から有への変化は，また〔029）で問題にした，
はれがましい場所への移動ということとも相通じるところがある。つぎの例では，「栓
から」が経由の場所を示しているので，「でる」は水道の中から外への移動をあらわし
ているとみるべきであろう。
　○凍った水道の栓からでる水が鉄の長い桶にたまると（真空地帯・k154）
　なお，「この土地は石油が出る」のように，「AはBがでる」の形になることがあ
る。このばあい「この土地」と「石油」とのあいだには，あらかじめ必然的な関係を予
想できないが，「この水道は水がでる」「このパチンコは玉がよくでる」のように，A
B問に必然的な関係があり，AはBをだすための道具である，というときには，　Bはい
わなくてもわかっている。そのとき，Bは省略されて，つぎのような表現になることが
ある。
　○水道が畠ないので旧いたまり水のなかへざぶっと手をつっこんで（真杢地帯・上88）
こういう「でる」は，個別的な動きではなくて，「よくでる性質をもっている」「たえ
ずでる状態にある」というように，主体の性質・状態をのべるものになっている。
　〔質2〕　生物の部分の発生。
　動物のばあいは，上の分泌物に近い。
　○おつぎは手の平の処々に出た肉刺を見て心配事にいった。（土・上88）
　○腰に手拭をさげて，にきびの出た顔でぶすっとして立っている。（むらぎも161）
植物のばあいの例は，これに対して，むしろ土の外への移動のようなニュアンスがあ
る。
　○まあ珍らしうございますこと，麦の穂が餓てをりますよ。（桑の実18）
　　　　　　　　　ふき　　たう　○「その松の下へ蕗の整が出るのよ，春．．1（伸子・上189）
ここから転じた慣矯句につぎのものがある。
　○合金1鉄工業は，戦後長い間，サッパリ芽がでなかった。　（ダイヤモンド1956年10月30
　　日105）
⊂li3〕　そのほかの物体の例としては，つぎのようなものがある。
○彼はこれを件の紙袋の中へ入れて気の済むまで叩いた。出てきた細かい挨を検鏡す
　　ると，木の微細な繊維が現われて来た。（宝lii　1956年4月164）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニうもり○現に三宮の闇市に行けば，米でも布地でも，靴でも洋傘でも，無いものはない。何
　　処から畠てくるのか。（キング1956年3月322）
　これらは，移動のニュアンスがきわめてつよく，発生に入れるよりも移動の方に，つ
まり見えないところがら見えるところへの移動として，位置づけるべきものかもしれな
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い。なお，
　○死んだ青年たちが幽霊になって出てくるという話です。（人間の壁・上195）
は，「ねずみがでる」のような移動的なものから純粋の発生までをふくんだ，中間的な
ものである。つまり，「やなぎの下からおばけがでた」は，やなぎの下から道の上など
にすうっとでてきたこととも，やなぎの下に文字どおり無から生じたことともとれる。
　○いつの問に出たのか，真ツ白な雲が一つ｝　（多情仏心。前14）
の例も同様である。「雲がでる」例には，
　　あぶらひでわ　○油鼠の焼けるやうな空に，其の由の鑑から，すくすくと雲が畠た，（高野聖76）
のように，あきらかに移動をともなうものもあるが，「多情仏心」の例は，移動によっ
てあらわれたものか，または空中に発生したものかに無関心な表現である。
　また，物体とはよべないが，それにちかいものとして，つぎのような例がある。
　○そして凍子に関してわれわれが知り得るのは、それから出て来る光の振動数や強さ
　　や偏りだけであるから，　（物質鍬界の客観性について274）
　〇二人の影は，ちやうど四方に窓のある室の中の，ご本の柱の影のやうに，またごつ
　　の車輪の幅のやうに幾本も謡本も四方へ畠るのでした。（銀河鉄道の夜273）
これらは，一面では一方方向への移動であるともいえる。しかし，光や影のいちばん先
端の部分が移動するにつれて，光や影全体が生じてくるのであり，その点では，たとえ
ば「煙があがる：が移動であるとともに発生である，というのと平行する関係にある。
これらは，⊂13〕「現象の発生」に入れるべきかもしれない。
⊂12）成立：移動のニュアンスのないもの。
　これは内容的にも積極的に規定できず，いろいろな種類のものを雑然とふくんだもの
である。なにかの観点で整理しなおせば，もっとすっきりしたものになるだろう。
〔120〕　個物の成立。
○怪我人が出てよ。焼け死ぬわ。（雪国162）
○「月下の一一群」以後に出た，文語詩人の通弊である。（世界1956年5月312）
OH本人で，これをやるものが出た。（娯楽よみうり1956年2彫7臼43）
　○群小メーカーのなかには，商社のヒモにしぼられるところがでてくることも予想し
　　ておこう。　（東洋経済薪報1956年7月21B　61）
　○流行歌にヒッ｝らしいものが出なくなって（週刊サンケイ1956年1月29H　70）
　これら具体名詞のばあいには，それが「でる（発生する）」ことは，状態の変化に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロよって，その新しい質を獲得する，ということである。ものがまったくあらたにつくり
だされるのではなくて，前からあったものが，回しい質または資格をえることが，つま
り発生である。けが人のばあいについていえば，人がけがをすることによってけが人が
「発生」するのであり，人そのものは前から存筏している。これらの例では，「臼本人
で」「群小メーカーのなかには」「流行歌に」と，もともとこれと同類であるものを示
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すことばのみられることが多いことが1つの特微である。その同類のなかの1つが，質
の変化をおこして，新しいものが発生するのである。
　つぎのように，出発点が示されるばあいもある。
　○自分の家庭から葉子のやうな娘の鐵た事を，（或る女・前27）
　○郷里から畠た実業家で私立の大学の理事をしてみる男のところに，（冬の宿128）
この「～からjが，出現の場所（空聞的な，また雰空聞的な）を示しているだけで，移
動の基点を示すものでないことは，もちろんである。
　具体的で，しかも変化によらないで新しくつくりだされたものとしては，つぎのよう
な例がある。
　○尤も近頃は極端なふざけたやうな画も出まずけれどね。（桑の実41）
　また，いろいろな可能性のあるものに，つぎのような例がある。
　○今晩はあの辺の縁Bで色んな店が出てました。（桑の実53）
　○日本のことであるから，経済の危機儒号が出たとしても，（国昆1954年5月7）
　「店がでる．．1のには，方法はいろいろある。建物をつくってもよいし，住居を改造し
てもよいし，また夜店のばあいなど，ひっこんだところがら遜りへ移動させてもよい。
そして，たいていの文脈では，そのどれかをきめることはむずかしく，また意味がうす
い。「信号がでる」も，信号をつくっても，色をかえても，目につくところにひっぱり
だしてもよい。かんじんなことは，人目につくような状態になることである。（上の例
で「危機信号が出たJは，全体として比ゆであるが，「でる」をあつかうかぎりにおい
て，普通の「信号がでる」とおなじことである。）このように，移動とも変化とも，ま
た純粋の発盈とも考えられる例があることは，これらをすべて大きくはく発生〉という
形でくくることの1つの根拠となるだろう。
　（121）種類の成立。
　上にあげてきたのは具体的な個物の発生だが，これが抽象化する方向としては，種類
の発生と組織の発生とがある。
a）製晶
　○次から次へと回しい化繊織物の出てくる近頃では，専門家でもまごつかせられま
　　す。（ドレスメーキング1956年5月195）
　○間もなく出るはずのコニカ皿型二様，（アサヒカメラ1956年8月174）
これらの例で，「でる」は織物やカメラの1つ1つの発生ではなくて，それの新しい種
類がうまれることをいっている。この抽象化にともなって，発生の場所を示す「～か
ら」「～に」がもちいられるばあいにも，それは特定の地点ではなくて「臼本」のよう
にひろい地域を示すものであろう。また，「A被から」のようにその作り手を承すこと
ばがっくこともありうる。これらは，いずれも具体的な個物のばあいとはちがう条件で
ある。しかし，それらの実例はなかった。
b）言語作品
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　単行本や雑誌が出版されることも，種類の発生とみられる。ただ1柵の本ではなく
て，印刷物のばあいには，問種類のものが数おおくつくられるのだから。
　○その雑誌が出てからもう一週問になる。（暗夜行路・前22）
　○私の作が出た時に，其知己が余り酷くは評して呉れぬ。（平凡107）
　○『試作』と前後してC「層雲di，『朱鞘田が畠，（俳句1956年3月115）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サこれらは，具体的な形としては，おおくの本というものだが，言語作品という観点から
は，それぞれ1種類である。これと同様のものに，つぎのような作品がある。
（劇）
　○彼女主演の喜劇が月の一つぐらい出ていたように記憶する。（スクリーン1956年2月
　　144）
（映画）
　○ところで十一月の突ツ鼻には待望の黒沢明作品「蜘蛛巣城」が出る。（キング1956
　　年12月184）
〈レコード）
　OB・Gのレコードはキャピタル，コロムビア，ビクターから新雪がどっと出た。
　　（週刊サンケイ1956年1月29日70）
（切手）
　○おなじ図がらで，色のちがうのが二種類出た。（高崎山10）
c）生物
　動物の発生をあらわすものも，個物ではなくて種類である。
　さきに〔025〕の中に，動物が人のちかくにあらわれるものとして，「コウモリがでる」
「トラがでる」などをあげた。つぎの例もこれとおなじである。
　　ゆうべ　○昨夜あたりはもう蚊が二三匹出て寝られなかったから，（桑の実102）
　しかし，つぎの「がが出る」はこれとちがう。
　○中国，四国，九州地方では一部ですでにがが出て（農業世界1956年6霧135）
このばあいには，1匹2匹とかぞえられるような，個体としてのがが，ある特定の場所
にあらわれることではなく，かという種類が発生したことを示している。おそらくは，
上の「蚊：が出る」などをもとにして抽象化したものであろうが，移動が「～から」とい
う出発点をいうことがあるのに対し，発生ではそれがない点がことなる。
　⊂322〕組織の発生も，個物の発生にくらべれば抽象化している。
　○轍会党が下野した後に出て来る政権もそういうものだと思う。（世潮1954年3月95）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　これは，個物をひっくるめた種類ではないが，また物質的なものでもない。薪製晶など
のばあいと同様に，特定の地点に発生する，というのではなく，場所が指定されるとす
れば，「東京」「β本」のようなひろい地域である。このことは，種類や総織の発生す
る場所が，本質的に空間ではなくて社会であることを示している。新製品や薪政権が日
本に「でた」というとき，その「臼本謡とは齊然地理的な概念におけるそれではなく
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て、N本という地域社会である。（この点で，生物のばあいはちがうかもしれない。）
　Cl　3〕　現象の発生。
　○波が出て来た。　（蟹エ船89）
　○広い海の面が旗でもなびくやうに，うねりが出て来て，（蟹工船19）
　○やがて風が少し出たと見えて，（風立ちぬ129）
　○火は映写機を据ゑた入口の方から出たらしく，（雪圏170）
　○火移りは止まらぬらしく，思ひがけないところがら焔が出た。（雪国工70）
　0今夜この家から火箏が出るといふ事の予覚に思へてならない。（沼國の憂縫77）
　○艮さんそれぢや・…・・と雷ふつもりでも咽がつまって声が出ない。（野菊の墓36）
　○化繊の絹では，その音が，どうしても出ないというので，蒙華を誇る場合には，絶
　　対に；本絹ということになっています。（サンデー毎B王956年4月29H　56）
これら，環象とここでよぶものは，物と性質や動作との中戸にある。たとえば，風は空
気のうごきだけれども，「うごき」「上昇」などとちがって，空気という実体の属性と
はみなされない。「空気のうごき」「……のうごきをする：という表現はあるが，「空
気の風」「風をする」という表現はない。その意味では，風は空気や雲とならぶ独立の
実体としての面をもっている。しかし，逆に風を「うごきつつある空気」と規定して，
完全に物のグループに入れてしまうことにも問題がある。「風がおこる（つよまる，や
む）」などは，「空気」のように物をあらわす名詞とではなく，「うごき：のように三
の
と（動作）をあらわす名詞に共通する用法である。このように，事実としてそれがどの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　ような現象であるかという観点とは別の，言語的立場から，ものを表わす名詞とことを
　　　　　　　　　　　の　　　ロ表わす名詞との中問に，現象を表わす名詞という1群をみとめることができる。
　発生の「でる」について，このグループの示す特徴としては，移動のニュアンスがな
いことがあげられる。これは，具体物よりも種類や組織のように抽象化したものに共通
な点だが、それらとはちがって，空聞的には特定の地点に「でる」ものである。つま
り，種類や組織のように，「脚本」のような広い地域を出現の場所とするものではなく
て，「林」「蒙」のように特定の地点が限定できる。その意味では種類や組織よりも具
体的である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　しかし，これらのなかにも，さまざまの段階があり，よりもの的なものから，よりこ
　
と的なものへとニュアンスのちがいが毘られることも事実である。たとえば，
　○ひた赤く赤い許りで光線の畠ない太陽が（野菊の墓15）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では，F光線」は一間に一定の位置をしめ，太陽から放出されるものとして，かなりも
　
の的である。これに対し、
　○すると先生の眉がちよつと曇った。眼のうちにも異様の光が出た。（こSろ19）
では，「光」は眼をはなれて存在するものではなくて，「色」「つや」などと周様に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眼のもつ1つの性質に近い。つまり，こと的性格をつよくもっている。
　「～から」の形は，この意味の「でる」と結びつくとき，現象のおこる場所を示す。
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上にあげた偲ひがけないところがら焔が出た」「この家から火事が出る」などの例に
見るとおりである。そして，その現象が空闘的に移動するようなものであるばあいに
は，現象のはじめておこった場所を示す。「火は……入口の方から出たらしく」では，
そのようなニュアンスがある。　（このばあい，「～から」は「どれから食べようか」の
ような，順序をあらわす用法に近づいている。）　しかし，おなじく現象のおこった場瞬
といっても，つぎの「～から」などでは，かなり出発点的である。つまり，音声のよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のなばあいには，現象といっても，かなりもの的な性格がつよく，空闘をとんでくる物体
にちかい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ど　0第一其の清らかな涼しい声といふ春は，到底此の少年の咽喉から出たものではな
　　い。　（高野聖60）
　「水がでる」「こうずいがでる」を，これらとおなじグループに入れてよいかどうか
には問題がある。
　　　　　つ　ゆ　○此間の梅雨に水が出て，とてつもない潤さ出来たでがすよ。（高野聖16）
　○こうずいが九湘こ出てきたぞ（学闘評論1953年9月45）
「こうずい一．1の意味は，水そのものではなくて，水がでることだろうから，「火がでる」
などとおなじにしてよいかもしれないが，「水Aの方は，「水がおこる（おわる・や
む）」などといわないから，現象ではなくて，物質としての水そのものをあらわしてい
ると見るべきかもしれない。とすれば，「水がでる」は，「ねずみがでる」などとおな
じに，人目につくような場所への出現をあらわすにすぎず，それが全体として慣用句化
して大水の意味をあらわすことになったものである。
ここに属する慣用句には，つぎのようなものがある。
0それを聴きながら顔から火が出るやうに思ったが，（あらくれ100）
○昔は遊芸を仕込むにも火の出るやうな凄じい稽古をつけ（春琴抄159）
0“彼女は相手をグウの音も出ぬようにする”とでも（文芸春秋王954年6月214）
〔14〕動作・状態・性質の発生。
　これには，つぎのようなものがある。
（動作）
　○その合間に出る咳をきくと，　（冬の宿60）
　○彼は一種不可思議な感激に身ぶるひさへ出て，佃醗の過食47）
　○検査に手ぬかりがでてくること，（農業世界1956年11月96）
　○これ等の人達の一時の充奮や思ひつめた気持から出る普通の刑事事件では考へられ
　　ない様な挙動は，（中央公論1953年1G月107）
　これらは，みな無意識的にとる行動であって，意識的な動作ではない。このほか，
「せき」の同類として，C「くしゃみ」「あくび」「ためいき」などがあるが，これらはみ
な無意識的なものであスと同時にロからでる，口の動作である，という特徴をもってい
6。　「でる」　587
る。これらのばあい，単に動作であるにとどまらず，繍からでる空気のながれとしての
側面をもっていることが，これらの動作を「でる」にむすびつけているのであろう。す
なわち，　「せきがでる」は，　「せき」という動作の発生であるとともに，　「せき」とい
う実体（移動する空気）の，ロの中から外への移動でもある。そういう意味で，この
「でる：は空閥的移動と直接の関係をもっている。しかし，「身ぶるいがでる」以下の
稽例については，そのような移動のニュアンスはない。あるいは，　「せきがでる」のよ
うな例が，空間的移動から，「身ぶるいがでる」のような純粋の動作の発生への橋わた
しをしたのかもしれない。
　○期待の三，四番にヒットがでない。（ベースボールマガジン1956年増刊21103）
　○加藤（左）兵頭（中）もしだいに盛りが轡たし，これからの活躍が注図される
　　（ベースボールマガジン王956年7月55）
などは，他の岡類のものがなく，ちょっと孤立した形である。
　「でる」主体となるのは，原期として動作であるが，つぎのような副詞的表現がもち
いられた特殊例もある。
　　　　とう　○私は疾から出さうな莞爾を顔の何処かへ押込めて，（平凡74）
　以上は佃人の行動の例だが，社会的なものになるとちがってくる。
　○もしフルシチョフを失脚させようという動きが畠てくるとすれば，必ず農業政策の
　　問題を取上げてくる。（逓刊東京1956年8月4H8）
　○横浜工場で最初に集団加入が出たのは鋳造関係である。（中央公論1954年1月74）
このばあいには，行動は意識的なものである。また，「彼は……身ぶるひさへ出て」の
ように，個人のばあいには，だれの行動かが，はっきりわかるのだが，社会的なもので
は，主体がきわめてあいまいである。「動き」が主体の属性であるよりも，主体に無関
心なものとして表現されており，その点では，さきに「現象」として問題にしたような
「火」咽」などにちかい。
　なお，つぎの例は，「研究」を「研究すること」とみれば，ここにはいるが，「研究さ
れた結果・成果」とみれば別である。それは，あとであげる（意識・精神）というのにも
はいらないだろうから，（抽象物）というような項目を1つたてるべきかもしれない。
　○もしほんとうに，正統的な科学の一つとして臼本の動物学の伝統の上に立っていた
　　ら，こういう研究は，けっきょく出てこなかったのではないか。　（蕩崎山54）
（状態）
○尿毒症が出ると，もう駄目なんだから（こsろ93）
○上官に対する許すべからざる反抗的な態度もでてくるので（真窒地帯・上231）
○血清に翼抗体というものが含まれているため，聞違えやすい反応が出るということ
　　が（盛婦の友1956年1月551）
このほか「つかれ」「熱」「効果」など。以上は全体的（全身的）な状態だが，またつ
ぎのような部分的な状態もある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　り　　　　0船長は肥えた女のやうに，手の甲にえくぼが出てみた。（蟹工船52）
　○明治初年か慶応頃の撮影であるからところどころに星が畠たりして（弾琴抄139）
　○右端中畑に蹄向と陰の区切りが畠ているのも，（アサヒカメラ1956年3月40）
また，　「しみ3　「ふくらみ」など。これらは，　「状態」といっても，さきにあげた「態
度」「熱」などとちがって，視覚的にとらえることができ，空間的にその範囲を限定す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　ることができる。その意味で，「態度」や「熱」にくらべてずっともの的である。さら
に、
　○外観がきれいで，ゆがんだり，錺が出ていたり，ふたの取り付け部（巻き締め部）
　　に異常のないこと。（家の光1956年1月付録暮らしの経済宝典27G）
になると，本体から切りはなすことができる点で，状態というよりも，本体とは甥のも
のが発生したとみるべきかもしれない。とすれば「汗がでる」⊂311）と岡類である。
　ここからうまれた比ゆ的用法および慣用句に，つぎのような例がある。
　○使はない鉄が腐るやうに，彼の心には錆が出てみたとしか，（ひろ209：
　○身から出た錆よ（厭がらせの年齢287）
　以上にあげた，人や物の状態のほかに，社会的な状態として，つぎのような例があ
る。
　○夏景気はもうでている。（ダイヤモン｝’1956年7月7s14）
　○またもし買占めの気配が強く出るようなら，（エコノミX｝1956年2月18H　10）
　○結局三十八度線を中心にしてにらみ合いの状況が畠た。（徴界1953年12月39）
　○娃ましからぬ結果も出て来るだろうということを（中央公論1953年1現65）
　これらにあっては，入や物のばあいとちがって，何の状態であるかという，主体の問
題が明示されていないことがおおい。その点で，さきに動作についてのべたことと共通
性をもっている。
（性質）
　○父の無知から出る隈笹臭い所に不快を感じ出した。（ひろlo2）〔人〕
　○生糸や絹織物の高い値が出てみるのではないか。（心1954年5月44）〔物〕
　　ひとりで　○自然に軽く手足に弾力が出て来て（あらくれ230）　〔物⊃
　○然し，信之の調子にはだんだん張りが出て来た。（多情仏心・前287）〔状態〕
　○初めの何年かは，ボス議員の汚職などによろて悪い颪ばかりが出るかもしれない
　　が，　（中央公論1953年8月13）〔社会状態〕
例文のうしろに，〔人〕〔状態〕のようにかいたのは，⊂人の性質〕〔状態の性質〕の意味
である。このように，いろんなものについて性質の出現が「でる」であらわされる。以
上のほか，「でる」とむすびついている性質の例には，つぎのようなものがあった。
　　愛敬　味　色　色気　色っぽさ　色つや　美しさ　落ちつき　おもしろみ　個性
　　新味　人気　値打ち　不思議さ　矛盾　無理　容疑　弱さ
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（意識・精神）
　○ふうん，……未練が出たかね？（多情仏心・前153）
　　ああ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あと　○億，意地の悪い智慧はいつでも後から出て来る。（破戒81）
　○「勉強するよ。僕も，この頃勉強する気が猛烈に出て来た」（友情92）
　○此の賠い想像に抵抗するカが他の一方から畠て，盛にそれと争った。（蒲団73）
このほか，以上に類するものとして，つぎのような名詞が「でる」とむすびついてい
る。
　　意欲　覚悟　気持ち　疑惑　元気　心持ち　食欲　睡気　はげみ　張り合い　迷い
　　勇気　ゆとり　ゆるみ　酔い　要求　欲　余裕　理屈
　つぎのは，ここに属する慣用句である。
　○「オウ常さん，今日は駄賃かな。大変早く御精が出ますね」（野菊の慕25）
　これらに類したものに，つぎのようなものがある。
　○答はすぐでます。（編入画報1956年8月226）
　○被告にどんな有利な結論が出るかという事等は仲央公論1954年6月76）
これらのばあい，「答Jや「結論」がでるというのは，個入の意識のなかでの現象であ
るよりも，むしろ論理的な過程である。したがって，だれが考えた「答」「結論」かは
示されていないし，問題にならない。
（その他）
　ひろい意味では性質などの團類にはいるとおもうが，もっと物からの独立性がつよ
い，抽象的な性質のものに，つぎのような例がある。
　○其所に坐って話し込むやうな場合も其内に出て来ました。（こsろ180）
　○花枝との遊興費の間題などもでてこなくなる。（真空地帯・上228）
　○ヒソ飼料はいけないという根拠は出て来ないが，　（遡刊朝日1956年9月30日5）
　○その具体的な数字が出てきた。（リーダーズダ’fジ＝スF1956年10月172）
　以上のほか
　　意味　影響　可能性　機会　結果　好都合　時閥　必要　要因　率
など。
　さて，これら状態・動きなどの属性の発生に共通していることは，空聞性がないこと
である。個物や現象のばあいはもちろん，種類などのばあいでも，まえにのべたよう
に，ひろい地域が出現の場所としてしめされることがあるのに鮒し，属性のばあい，
「手足に弾力が出て来てJ「保守党株に人気がIMる」のように「～に」「であらわされる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものは，地点ではなくて，　（具体的なばあいも抽象的なばあいもあるが）ものである。
（それも》ほとんど性質についてであって，動きについては，「～に：という形の名詞
をともなうことはあまりない。）一方，　「～から」の形は，出発点や出現の場所ではな
くて，理曲をあらわす。
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　　　いや　○其卑しい動機から出た結婚の真相が残るところなく発表された。（破戒291）
　　　　　は　いつ　○学校へ這寝てからの専門の相違も，全く性格の相違から出てみた。（こSろ137）
　動きをあらわすことばは，原則として名詞だが，この理由の「～から」が述語にある
ときには，「～のは～からでたこと（もの）だ」という形がもちいられる。
　○申し込むというのも実は父の意志から出た事だと話した。（暗夜行路・薗67）
　○然るに検校が父祖代々の宗旨を捨て＼浄土宗に換へたのは墓になっても春琴女の側
　　を離れまいといふ殉情から出たもので，　（春雪抄137）
　○それを左程に思ふ気色を見せないのは，一つは彼の強情から来てみるのですが，一
　　つは彼の主張からも出てみるのです。（こNろ206）
　なお，つぎの「手紙は」は「手紙をだしたのは」をはしょった形で，結局は動作性の
表現ではないかとおもう。
　○君江は暫くしてこの手紙は村岡の心から趨たものではなく，内々清岡さんに言はれ
　　て書いたものではないかと，気がついて見ると，　（つゆのあとさき106）
　〔15〕対人関係における発生。
　これは，移動のニュアンスをともなうもののように「どこから」「どこに」が問題に
なるものではなくて，「だれから」「だれに」が問題になるものである。大きくわける
と，ものや状態についてのばあいと，ことばについてのばあいとがある。
　〔151）　もの・状態などのばあい。
　○副賞が電気洗濯機，ミシン，カメラ，ラジオ，化粧品セット，毛糸とあとからあと
　　から出るのです。（婦人倶楽部1956年10月223）
これは，ものの例である。このばあい，賞品が「でる」というのは，洗濯機・ミシンな
ど，すでにあるものが，賞品としての資格を獲得することであり，品物が移動する必要
はない。その点では，これは「けが人がでる」などの状態変化の例に属するといっても
よい。ただ，ちがう点は，けが人のばあいは，実質的な状態変化がおこっているのに対
し，このばあいは，人との関係が変化したにすぎない，ということである。すなわち，
まったくおなじ品物でも，店にあるときは商晶であり，家にあれば家具であるが，これ
が持ち主の手をはなれて他のある人の手にわたったとき（あるいは，わたるべきものに
なったとき），「賞品がでた」といえるのである。このように，問題は所有関係の変化だ
から，　「だれだれから」「だれだれに」という壷漿語をともなうことがあるはずで，そ
の点がこれまであげてきた発生のいろんなばあいとちがう。ただし，ものについては，
冒的語をともなった例がなかったが，状態についてはつぎの例がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　○すっかり畳んで行かれたので，おくみたちに閑が出たのである。（桑の実11）
　○下士窟の遠隔地のものには外泊がでていたのを，（真空地帯・上78）
状態のばあいには，ものとちがって，所有関係の変化といったことはなく，「閑」はお
くみの身の上に生じたものだが，この状態が叢人からおくみに与えられることによって
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生じたものだという点では賞晶と同様である。さらに，つぎの例では，しごとが，つま
り動作が，「でる」主体である。
　○被服廠の心止が出なくなったところがら，　（あらくれ18エ）
　　　　　　　　　　　　　たま　○金にもならない直しものが偶に出るくらみで，　（あらくれ三58）
　〔152〕　ことばのばあい（その1）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほまれ　○殿様のお許が出たのは，此上も無い誉ぢや。（阿部一族43）
〇三百人から三百五十人ぐらいに退職勧告力煽ているらしいです。（人悶の壁・上28）
　　あひふく　○間服の註文などの盛んに畠た四月の頃であったが，（あらくれ243）
　○誰れからも筆蹟についての質問は出なかった。　（知性1956｛g　9月134）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　れ　○昨年の暮，この辺一帯に，軍からオフリミッ｝（立入禁止）の布令が出て，街全体
　　が失業状態におち入った。（読切倶楽部1956年5月237）
これら，積極的にか消極的にか，とにかく何かの形で相手の行動を制約する言語活動の
ばあい，特に「三百五十人ぐらいに退職勧告が出て」「軍から……布令が出て」のよう
に，’言語活動の主体や相手が「～から」「～に」の形で示されることがおおい。この類
には，つぎのようなものがある。
　　おふれ　規定　許可　徴兵令　悶　問題　　（このばあいは「試験問題」の意味）
　このほか，特に行動を要求せず，伝達を主とする言語活動に，
　　あてこすり　言いまわし　異議　うわさ　苦情　ぐち　小言　讃美論　相談　提案
　　答申　返事　非難　批評　報告　論議
などがあり，それ自身では言語活動ではなくて考えをあらわす単語として
　　案　意見　説　対策　予想
などがある。（「いくら考えてもいい案がでない」は誰人の心理活動だが，「かれから
いい案がでた」は言語として発表されたことである。）
　これらのばあい，「命令」「質問」などよりも，生体や相手の示されることはすくな
いようだが，それでもつぎのような例がある。
　　ニのはなし　　　　あ　○是話が彼の代議士の候補者から出たといふことだけは（破戒201）
　○！1・売業者から，‘‘山梨モモ不買’tの声さえ出た。（縫業朝日1956年9月108）
　○去年二十八年の九月ころから「来年（ことし）には不況がくる」という予想が経済
　　学者や財界人の間から出てくるに至った。（＝　＝　・一エイジ1954年1月42）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　い　○ぶっきらぼうの私も雪江さんだけには言ひつけぬお世辞も不覚出て，（平凡75）
　ただし「～に」は相手をあらわすだけでなく，上にあげた「この辺一帯に，……布令
が出て．．1のように場所をもあらわす。この場所は，まえに種類の発生などでのべたよう
に，このばあいもある程度の広さをもった地域であって，1点ではない。これは，やは
り単なる空間ではなくて社会的なものであることを示すものだが，さらに，「～に（で）」
でまったく社会的・人間的な場の示されることもある。
　○一時は自晟党内に益谷除名論まで出たくらいだから（中央公論1956年6月179～180）
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○厄年にも当るというので，周りに反対が出た。（スタイル1956年5月173）
○後室の座談会でも，なかなか貴重な意見が出ているので，（ベースボールマガジン
　　1956年10月　66）
　なお，
　○獄中から，脅迫状が，揺るようになった。（ダイヤモンド1956年1月1H59）
　　このとほ　○是通り瀬摺先生からは進退伺が出て居ます。（破戒314）
など，手紙のばあいも，やはり言語活動の一種であろう。このばあいには，実際にもの
がうごくので「獄中から：など移動の出発点というニュアンスもある。
　〔152’）　ことばのばあい（その2）。
　言語活動の表現という点では上にのべてきたものとおなじだが，「ことばがでる」（ま
たはこれと近い表現）は，「命令がでるs「話がでる」などとはちがう点がある。それ
は，「口から」「ロを」「ロへ：などをともなう例がおおいことである。
　○歯のぬけた口からでるその書葉は，（真空地帯・上68）
　O是が私の口を畠た先生といふ言葉の始りである。（こNろ11）
　0私には喧嘩といふ言葉がロへ出て来なかった。（こ』ろ27）
　○台詞がうまく咽から畠て来ない娘がいても（それいゆ1956年42号31）
また，つぎのような例もある。
　○突然，意味もなく，又その句が口の先に出る。（田園の魑魅116）
　○ふとロを衝いて穿て来たそんな詩句を，（風立ちぬ72）
「ことばがでる」の例がすべてこのように「ロからでる」などという形をとっているわ
けではないが，そのような例がかなりおおいことは，これらが「あめ玉がロからでる」
のような空聞的移動のばあいときわめて近いことを示している。「ことばがでる」が，
もとをただせば空間的移動の用法にもとづき，その比ゆ的表現として成立したものであ
ることはあきらかであり，問題は，現在もこれを臨時の比ゆ的用法と：みるか，それとも
独立の意味とみるか，という点にかかっている。1つの考え方としては，「命令がでる」
までふくめて，書語活動のばあいすべてを，空間的移動の比ゆ的絹法にすぎない，とみ
る立場がありうる。しかし，「命令がでる」などのばあいには，幽発点である話し手も，
到達点である聞き手も，ともに人間（または組織）であって，内から外への移動という
関係はみられない。もし移動ということばをつかうならば，主体から遠ざかる方向への
（なにものかの）移動，という，きわめて抽象的な共主点があるだけである。（もし，
このような共通点さえなければ，それは溺義ではなくて別語になる。）ところが，「こ
とばがmからでる」では，人間は社会的な存在としてでなく，空問的な存准としてえが
かれているようにみえる。「ことばがだれだれにでる」という，相手を示す表現がまれ
である（実例としてはなかった）ことも，そのうらづけとなるだろう。それで，一応
〔152’〕を〔152〕から区別してたてることにした。
　なお，「命令が出る」の類にも，つぎのように，「口からjをともなうものがあるこ
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とはあるのだが，ひじょうに少ないことは事実である。
　○唄も騒ぎも正んで一同の口から俄に催促が出た。（±・上216）
　○新治は食油の話題に，母親の口から，あの見知らぬ少女の曝が出ることを待ちのぞ
　　んだ。（潮騒13）
　○泣きごとも，よろこびも口を出なかった。（厭がらせの年齢276）
　〔152i）という位置づけは実はおかしいのであって，比ゆ的用法であるならば〔B〕の
空間約移動のグループへ独立の意味であるならば〔153〕としてでも位置づけなければ
いけないわけだが，その処理について断書できないので，かりにこうしたのである。
　ここに属する慣用句的表現に，つぎのような例がある。
　　は　しか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　○麻疹って云はうとしたやつが，どうしたはずみか，萢瘡と畠ちゃって……　（多惜仏
　　’d、●前　87）
これの特徴は，「～と」でことばの内容が示されていることと，「ことばが」という主
体の表現がないことである。一般に，人間が主体であるばあいにくらべて，人閥以外の
ものが主体になるばあいには，なにが主体であるかが，はっきり表現されることがおお
い。『～とでる」という表現にそれがかけていることは，これに慣用句的性格をもたせ
ることになる。
　〔16⊃由来。
　あるものの由来・前身をあらわすのに「でる：がもちいられることがある。
　○江戸時代に来た外人のヤンヨウスチンの名から磁た八重洲河岸，（帰郷314）
　○生長の家の谷戸雅春も，大本教から畠ています。（人生団円1956年1明77）
つぎの例は，「家鴨」の成長を聞題にしているので，ほかのとちがう。多分一般的には
もちいられない表現であろう。
　○老人の説明に依れば，それ等の家鴨はやっと雛から出たばかりの頃，還い四二省の
　　奥から筏で揚子江に運び出される。（真知子・前83）
　以上のほか，のこっているのは，大きくくくれば状態変化をあらわすものである。基
本的な空閥的移動からの抽象化のようすを，特にその愚問的場面（「へやから」「町に」
など）がどのように抽象化しているかという点を中心にして概観することにする。
　まず，空間的討議が空間的なままであって，しかも移動から状態変化にうつったもの
がある。
　〔2〕　「月が（空に）でるA
のように，出現をあらわすものがそれである。
　つぎに，場面が空聞的なものではなくなって，しかも抽象的場爾としてのこされてい
るものがある。空閲的移動のばあいも，「でる」動作のIEI発点を強調した「へやをで
る」の類と到達点を強調した「町にでる」の類とがあったが，このばあいにも，
　〔3⊃　「社会にでる」「新聞にでる：
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のように，ある場面への登場をあらわすものと，
　〔4⊃　「学校をでる」「会社をでる」
のように，ある場面（組織）からはなれることをあらわすものとがある。
　つぎに，
　〔5〕　「父から金がでる」
のように，移動の場面が場面としてはほとんど問題にならず，所有関係における移鋤と
でもいうべきものがある。
　〔6〕　「～の域をでる」
の類は，外的であった場灘が、もっぱら質をあらわすものとして，内的なものに転じた
ものである。
　最後に，かなり慣用句的なものとして，
　〔7〕　「～の態度にでる」
の類がある。
〔2）出現。
　発生のばあいと近いのだが，ないものが新しくできるのではなくて，今まであって見
えなかったものが見えるようになる，ということをあらわすものがある。これには，晃
る人減の側のはたらきに重点をおいて，さがしたら見つかった，ということをあらわす
ものと，対象の状態の変化として，見えるようになる，という，客観的な面に重点をお
いたものとがある。
　〔21〕　見つかること。
　○鎧櫃の中迄探したが，小判は一枚も出て来はしなかった。（恩讐の彼方に62）
　○万国史など，教へる聞に，知らぬ字が出て困ることがある。（思出の記・上209）
　○金が出るといふ山迄は一里余りあった。（厚物咲20）
　これらは，さがすという，人間の意識的な行為の結果として「でる」，つまり見える
ようになるものである。もっとも，
　○馬鈴薯の中から釘が出るやうな，青木さんのお料理でも（桑の実121）
のように，偶然の結果そうなったばあいの例もあるが，これも人間のはたらきかけの結
果「でた」ことにかわりはない。なお，「晃つかる」という表現は，対象が視覚的にと
らえられることを意味するようだが，上の釘の例でもわかるように，ここではその必要
はない。触覚でみとめてもよい。要は，対象がある場所にあることが，なんらかの方法
で確認されることである。
　⊂22〕　との形式上のちがいとしては，発見の場所がド～から」の形で示される，とい
うことである。このことは，時としてこの「でる：に移動の＝ユアンスをもたせる結果
となっている。事実としても，発見にひきつづいて移動がおこる，すなわち，見つかっ
たものがとりだされることは多いだろうが，それは必要条件ではない。小判は，よろい
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びつの底にあることがみとめられれば「でた」のであって，よろいびつの外にひき出さ
れる必要はないのである。
　ここに属するものには，また，カード・さいころなどのある札・数字があらわれるこ
とをあらわすものがある。これは，その札なり数字なりをさがすというはたらきかけの
結果としてあらわれたのではない点で「発見」とよぶのは適当でないが，今まで晃えな
かったものが見えるようになった，という面では共通している。
　○赤が畠るか黒が出るかでよい。マダム，ダイヤの札は，君に上げよう。（帰郷351）
　○艶福家に，いいサイコロの目が出る筈がない。（自由学校340）
つぎの例は，これと同じか，また木箱から外に札が移動することをあらわすのか，わか
らない。
　○一人の男が神籔のやうに木箱を振って出た札の番号を読み上げると，（帰郷66）
　⊂22⊃　見えるようになること。
　○風がやみ，かくれていた日がでてくると（真空地帯・上151）
　○裏の松林の上に，大きなバラ色の月が出ていた。（瞳夜行路・前180）
　○さうして星でも出ては居ないかと，空を冤まはした。（田懸の憂諺55）
　○いくたびか虹出で農夫の鍬依然（鰯生1956年8月267）
　これらの自然現象のばあい，人聞のはたらきかけによって見つかるというものではな
い。臼や月の客観的な状態が変化して，見えないような状態にあったものが見えるよう
になる，ということである。（；一u虹出で」のばあいには，見えるようになるというより
も，虹そのものの発生ともいえる。）
　この類のも，移動との関係があるものがある。
　○よしやHは繭から出て東へ入る時があらうとも，（破戒113）
の例は，あきらかに移動である。これが視界の外から祝界の申への移動であるのに，
「でる」で表現されるのは，外国人には異様に感じられることもあるらしい。たしか
に，これは，「空にはいる」と表現してもよさそうなところである。しかし，「でるA
は，中から外への移動→よく見えないところがら見えるところへの移動，という重点の
変化をおこしているばあいがある。「破戒」の例もそれである。重点がさらにずれると，
移動なしに，よく晃えない状態から見える状態への変化，ということになるのであっ
て，「踏夜行路」の「月が出ていたA「田園の憂響」の「星でも出ては居ないか」は，
ただまわりがくらくなったので月や星が見えるようになった，ということである。そし
て，「真空地帯：の「かくれていたHがでてくる」はその中間にある。つまり，この例
では，Nはうこいていないのに雲の方でうこいて，相対的な位置の移動がおこり，その
結果として日はよく卜えるような状態になったわけである。
　さて，上の例で，　「臼がでてくると」　「虹出で」は変化そのものであり，　「月が出て
いた」「星でも出ては居ないか」は変化の結果としての状態をあらわしている。これが
さらに，状態そのものをあらわして，変化の結果とはいえない例もある。
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　○板木の木目がくっきりでているコンクリートの壁がない。（真空地帯・上25）
コンフリーFの壁は，最初から木鶏が「でている3状態にあったのであり，でてくると
いう変化がおこったわけではない。
　⊂23〕知られること。
　これも，「みつかる」といえばいえるのだが，視覚的にとらえるのではなくて，その
存在を確認するばあいの例である。
　○いままでの動物学の理論では処理しきれぬ事実が出てきたので（高燐由37～38）
つぎの例は，「ぼろ」を具体物とみて，「ぼろが出た」全体で比ゆ的につかわれたのだ
とみれば，視覚的に発見したことになるが，Fぼろ」を「欠点」とおなじに考えれば，
ここにはいる。
　○第一，敗けた経験のない国民が惨めに敗けたのだから，処置なしに，おっこちてし
　　まった。一度に，ぼろが畠たのだ。㈱郷2e2）
　C3〕登場。
　移動をあらわす「でる」のなかには，「座敷へでる」「舞台にでる」のように，より
はれがましい場所への移動というニュアンスをもつものがあった。（⊂020⊃の。）これ
らにあっては，中心は，やはり，二間的にある場所から他の場所へ移動する，という点
にあるが，これが抽象化して空間性をうしない，単にある場面への登場という意味にな
ったものがある。⊂4〕の「学校をでるjなどにおいて，空問的出発点が組織という形に
抽象化して，それでも「～を」の形であらわされているように，このばあいには，空問
的到達点の抽象化した，登場する場面は「～に」の形であらわされる。そして，主とし
てこの三一がどのようなものであるかによって，登場のし方もちがい，〔3〕のなかが下
位区分される。大別すると，
　　⊂31〕　できごとへの登場
　　〔32〕社会への登場
　　⊂33）作品への登場
　　〔34⊃　抽象．的なものの顕在化
　　〔35〕位置づけの変化
にわかれる。なお，この類は〔2⊃の出現とひじょうに近いが，出現のばあ砺原則とし
て一定の空聞的な場所にあらわれるのに対し，〔3〕では下問性がうすれている。
〔31）　できごとへの登場。
○芝居に串て来る若旦那そのまsにきやしゃで骨細なのがあり，（春琴抄146）
○中堀中尉はまた一度も野戦にでたことがないという点でも（真空地帯・上172）
O奈美子はその時の叔父の死骸も見せてもらわなかったし，葬式にも幽なかった。
　（小説新潮1956年7月142）
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　これらの例では，まだ移動との関係がつよくのこっている。芝居・野戦・葬式のどれ
へ「でる」にしても，やはり人がうこいてその行なわれる場所にいきつかなければなら
ない。したがって，空間的な移動とのさかい巖ははっきりしない。
　この類のできごとの例としては，ほかに
　　映爾　演説会　会合　軍法会議　決勝　講義　校友会　コンクール　試合　銃剣術
　　大会　授業　ゼミ　独唱　番組　ピンポン　放送　夜会　余興
などがあった。（「映画」については，あとでまたとりあげる。）
　以上はすべての人の登場だが，ものの例としてこれにあたると考えられるばあいは，
当然ながらごくまれである。つぎの例はここに入れてもよいであろう。
　○こないだ拝見した連盟の展覧会に鵡た絶筆（芸術藤潮1956’・F　2　E102）
「展覧会」は行事の名まえであるとともに場所の名まえでもある。したがって，「会場
にでている」〔025〕などとは，紙一えの差である。
　○国際市場に出る大麦の鐙がすくなく，（文芸春秋1953年1瑚53）
も，「売り場にでている」にちかいが，「市場」が特定の空間をしめるものではない点
で，「展覧会」と「会場」の差よりも大きくへだたっている。
　つぎの例は，あるいは別にたてるべきものかともおもうが，かりにここに入れた。
　○輸入を制限する法案が米国の議会に出たが，（エコノミスト1956年2月18HIO）
　この用法の「でる」主体としては，2とおりのばあいがある。
　○一入区をはばまねばならないとあって，重政，高橋両残が連合，さらに十一区から
　　出ている永山忠貝眠がこれに加わった。（逓刊朝日1956年胡8艮10）
　　　　　　あそ　ニ　○飯山一彼処からは候補者が畠ませう？（破戒IGI）
前者のばあい，「永山忠剣氏」は，でる前から永磁血忌氏で，そこに変化はない。しか
し，あとの例では，　「候補春」は，でることによって候補者になるのであり，それ以前
には候補者ではない。いわばこの「でる」は候補者の発生である。事実としては，どち
らの例も選挙への出馬だが，「でる」と主体との関係はおなじではない。「候補者がで
る」は，この点で，まえにあげた「けが人がでるJなどとちかい関係にある。
　ここでは，一応このグループにいれておくげれども，持に事件というほどのことがな
くて，他人のまえにあらわれる，というばあいもある。
　○そこに出て来た一人の男に栄花はすぐ身も心も任せて（暗夜行路・醗237）
　○だからユーチェ風に，神よ，出て来い，やっつけてやろう，隔て来られないだろ
　　う，という所があるんだがね。（文芸1956年11月26）
これらの例では，みえないところにいた男や神が，栄花や話し手のまえに登場すること
が「でるJで表現されている。
　これらの例は，〔025〕であげた，「虎がでる」「強盗がでる」と近く，その抽象化し
たものである。ただし，〔025〕の類が，ある空間的な場所にあらわれる，という具体的
な動作なのに対し，この⊂31）の類は「他人のまえに」といっても空間的なものではな
く，社会的なものである。
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〔31）に属する慣用勾には，つぎの例がある。
○選挙ですから，実は僕なぞの出る幕では無いと思ったのです。（破戒158）
〔32〕社会への登場。
　○これから世に出て身を立てようとするものが，（破戒49）
　○急に社会に出ると，反動的に身を持ち崩すらしいですよ。（新潮1956年4月15e）
　○私より霊台も先にいはゆる文壇に出てみて，噺潮1956年7月95）
これらのばあい，主人公は，ある一時的なできごとに登場するのではなくて，前とはち
がったあたらしい社会に登場するのである。
　F（候補者として）選挙にでる」ことは，選挙というできごとへの登場だが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　う　○もし私が今度の選挙に失敗すれば，最早につちもさつちもいかなくなる。どうして
　　　ニ　　も　　も此際のところでは出るやうにして頂かなければならない。（破戒190）
　○国会にも共産党が相当に出ているし，（東洋経済新報1956年10月20月36）
　○儒州から代議士に出てきた人で（改造増刊1953年10A臼本を動かす1000入194）
などは，議会というあたらしい社会への登場である。
　この「代議士にでる」は，〔31〕であげた「候補者がでる」と陶様に，でることによっ
て代議士になる例である。このように，でることによって生じる主体が「～に」の形で
示されたものは，ほかに，つぎのようなサービス業につくばあいのものだけだった。
　○駒子がいひなづけのために芸者に出たといふのも，（雪国59）
　○お酌に出たこともある女にしては，こころもち鳩胸だつた。（雪国31）
　○売子のやうなことをしたり，或小さい商会へ給仕に出たりしてみた。（桑の実7）
これらの例では，ある一蒔的なできごとへの登場ということではなくて，かなりの期聞
つづくしごとへの登場であり，その意味でさきにあげた「文壇にでるJなどといっしょ
にした方がよいであろう。おなじく芸者の世界のことについてであっても，
　○其の場の様子から清岡を自分の出る客と思ったらしく，（つゆのあとさき67）
で一時的に「でるAことをあらわしているのと比較すれば，そのちがいはわかるであろ
う。なお，「自分の出る客」は，「その客に自分がでる」ことで，つまり相手の表現を
前提にしており，「会にでる」などからは，すこしずれている。
　つぎにあげる例は，どこに登場するのかが，はっきりしめされていないものである
が，事実としては，はなやかな世界への登場である。
　○デェマと同じく罠衆の中から畠た人である。（週刊朝日工956年1　R29　fi　82）
　○あの頃は，「毒消しアいらんかねエJで，私出たンですけど，それから後ヒッbす
　　るものがなくて，アカソと思っていました。（スタイル正956年6月157）
　なお，この類に属するものは，原則として人心についての表現だが，つぎのように，
それ以外につかわれた例もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわじゅく　○相沢さんは，行くさきのことはともかく，あの岩宿の崖が世にでることで，もう十
　　分満足すぎるほど満足で，（1日石器の狩人316）
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〔33〕作品への登場。
　「作品」といったが，大部分は言語作品，つまり話しことば，書きことばへの登場で
ある。文学作品にかぎるわけではない。
（話しことばの例）
　○寝物語に，どうしたって出なければならないのは，お澄の過去だつた，そして現在
　　だった。（多情仏心・前188）
　○佃の名が出ると，多計代は平静を失った。（伸子・上146）
（書きのことばの例）
　○一月程して私の処女作は或雑誌へ出た。（平凡104）
　○この家の主人，門札に畠てるる霧島嘉門であるかどうか，（冬の宿13）
　登場する主体としては，「霧島嘉門」「お澄の過去」のような現実そのものと，「佃
の名」「処女作」のような言語のばあいとがある。つぎの2つは，おなじことについて
の記述だが，「でる」主体は，前の例では現実そのもので，あとの例では記事という言
語表現である。
　　　　　　　　　ほ　く　ろ　○街巷新聞に見た黒子の一件は，誰がいたづらをしたのか（つゆのあとさき36）
　○街巷薪聞に幽てるた記事は誹誘でも中傷でもない。（つゆのあとさき5）
　以上のほかに，映像の登場するつぎのような例がある。
　○巻頭に東京のB仏会館の写真が出ている（ニュ　一一エイジ1954年2月53）
　○「カラコルム」の映画の中に，アフガニスタンのカーブルにスタイン卿の墓が在る
　　のが畠た。（世界1956年7月14G）
〔34］抽象的なものの顕在化。
○都々逸がよく分るわね，一一tsその入の癖が出るから。（雪国71～72）
　「癖」は抽象的なもので，それ補体ではとらえられない。それが三味線のひき方に
「でるnということは，癖がひき方に影響をあたえて，ひき方にある特徴をもたせ，そ
のことを通じて客観的・顕在的なものになる，ということである。
　○そして染一等兵の「あら，ほんまに，ええ人だつせ」という書葉には曾田に対する
　　彼の好感がはっきりでていた。　（町回勉帯・上60～61）
　　　　　えき　○これも易の表へ出たことだ。（読切倶楽部1956年6月76）
　○「不安の倫理」は評論であるだけに，彼の考えかたがハッキリ出ている。（キング
　　1956年1月　207）
ただし，このおわりの例は，むしろ〔33〕へ入れるべきかもしれない。つまり，「自分の
考えかたはこれこれだ」という形でのべたものなら〔33〕のグループだし，そうでなく
て，なにごとかを書いているその書きっぷりに，自然に筆老の考えかたがにじみでてい
る，というばあいなら，この〔34〕に属するものである。
　「～に（へ）」という醤的語は，上のように，「言葉」「易の表Jなど，動作・状態を
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あらわすことがおおいが，さらにその状態のあり場所である，具体的な地点をしめすこ
ともある。
　○大抵の入は気象が眼へ出ると云ふ。（平凡10）
これは，一層正確には，「気象が眼つき（点眼の状態）に出る」ということである。
　○海軍の汚］織事件が明るみに出た。　（群像1956年1G月281）
　○市場問題が前面に出てくるにつれて，（改造1953年7月105）
　○沖織問題は，そういうところで表繭に出てきたのである。（世界1956年9月101）
これらは，「明るみに出たjなど全体としては，たしかに顕在化だが，まだ「でる」自
身の意味として本当にそれをあらわすとはいえない。「明るみに」；“’前面に」「表面に」
のように，：本来空閥的な場所をあらわすことばと結びついてそうなるのであり，したが
って，「でる」霞身は移動をあらわして，「明るみにでる」など全体が比ゆ的にもちい
られたともいえるかもしれない。しかし，一方で「でる一．1が「ことばに好感がでる」の
ような，かなり自門な結びつきにおいても顕在化をあらわすこと，「表面」などがしば
しば非空間的な，抽象的なものをあらわすこと，を考えてここに入れた。
　なお，思いだされることをあらわす，つぎのような例も，ここにいれていいだろう。
　○ゲエテのある戯曲の筋が頭に出ていたが名繭が出ないのだった。（むらぎも340）
　〔35〕　位置づけの変化。
　位置づけ・役わりが，よりたかいところ，よりRだっと：ころにうつることをあらわす
ばあいがある。
　○わが国の造船業は（中略）一躍船舶輸出国の首位に出たが，（リーーダーズダイジmスト
　　1956年11月　　49）
　○別当サンは第一線に出て欲しいですな。（ベースボールマガジン1956年1月211）
これも，はれがましいところへの移動という点で，空間的な移鋤のばあいとつながって
いる。
〔49⊃組織をはなれること。
○尤も土屋君の方は，農科大学の鋤手といふことになって，遠からず出掛けたいやう
　　　　　　　　　　　　この　　な話ですから一まあ期人は黙って居ても畠て行く。（破戒γ6）
　○私が軍：隊を出てオヤジPts一一一の家に寄食するようになって（中央公論1953年10月122）
　ON活を出て，月形竜之介と改名した。（キング1956年2月付録71）
これらの例で，「でる：は，学校・軍隊・会社などの組織から亀入がはなれることをあ
らわしている。このばあい，「～からでる」という表現もあるとおもうが，実例はほと
んど「～をでる」であった。
　この類は，〔002〕としてあげた，「下宿をでる」「病院をでる3「荊務所をでる」な
どと相接しており，その延長上にある。ちがいは，（9G2）の類がまだ移動としての側薗
を失っていないのに対し，〔49〕の方は，もう移動としてはとらえられない，という点に
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ある。〔002〕も〔4e〕も，「でるJ出発点になっているものは，空屡｝的な敷地や建物も，
非空間的な組織をも表わすものが多く，同じ表現が爾方に属することがある。
　　（冤舞客が）爾会時間がすぎたので病院をでた。〔000〕
　　（病入が）全快して病院をでた。〔002）
　　（鷹詞が）主俊と意冤が合わなくて病院をでた。〔49）
という3つをくらべてみると，〔00ののばあいは，「病院」は，あきらかに空聞的なも
の（敷地または建物）であって，見舞客は，はじめから病院という場での生活とは関係
がない。また，〔4のでは，「病院」は，完全に非空問的な組織としてのそれであって，
たとえその亡者が病院の敷地の中に住んでいたとしても，辞表をだして受理されれば，
もう病院を「でた」のである。そして，⊂eo2〕のばあいは，これらの中閥にある。それ
は移心であるとともに，病院における集照生活からの離脱でもある。
　なお，⊂40）のなかでも，「病院」「学校」のように，組織が一定の空間的な位置にあ
るものは，〔002〕に（したがってまた〔0003に）より近く，「政党」「サークル」のよ
うにそうでないものはより抽象化している，という段階の差がある。
　〔41）学校を卒業すること。
　○おれも中学を出るころ，神芦の叔母さんに聞いて（撚綱行路・醜188）
　○長男健造は東大仏文科を出て（主婦と生活王956年6月209）
　これらの「卒業する」ことをあらわす用法も，ひろい意味では学校という組織をはな
れることだから，前にあげた例とおなじグループに属する。しかし，さきの「破痴に
おける「でる」の例が，教員のがわであって，学校からのはなれ方に特別の限定がない
のに対し，ここにあげたものは，みな生徒・学生が卒業という特定のし方で学校からは
なれることである。中途退学では学校を「でた」ことにはならないのである。
　○学校をでていない自分が中堀中尉からみすてられていることを（真空地帯・上174）
というばあいに，木谷は学校にはじめから行かなかったかもしれないが，途中で退学し
たのかもしれない。退学もまた学校という組織をはなれることだという点では卒業とか
わりないのだが，「学校をでる」は卒業に限定される。この点で〔4e）と区別したのであ
る。
　なお，卒業については，多分「～からでる」という例はないだろう。そういう形式面
でも〔40〕とはちがうはずだが，〔4e）の方でも，みな「～をでる」だったので，この点は
積極的にはいえない。
（5⊃所有関係における移動。
〔引〕金の移動。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　い○お前のもらった金は，あれはすべて，芝のお祖父さんから出たものだそうだ。　（暗
　夜行路．葎∫　227）
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このばあい，現実にものの移動があるかどうかは閾題でない。実際にある人のところが
ら貨幣が他の人のところへ移動することもあるし，また，借金を帳けしにするときのよ
うに，ある意志を表明しただけで金が「でた」ことになるばあいもある。したがって，
それは本質的に社会的な現象であって，空聞的に一定の場所をしめるものではない。
　しかし，実例の大部分は，つぎのように，金の所有権が移動するとともに，その資絡
もかわるものである。
　○無論費用は坊さんの懐から出るのではありません。（こsろ194）
　○住宅公庫の返済金，ご人の妹さんへの送金，保険料，ミシンの月賦支払金という，
　　どうしても出ていくものを除くと，　（婦入生活1956年2月394）
　○戸籍上覧がいれば扶養家族手当も出ないのです。（主婦と生活1956年ユ明267）
扶養家族手当は，「でる」ことによって手当になるのであり，「でる」までは，つまり
支払者の手にあるうちは，ほかの金一般と区別がない。その意味では，これらは出現と
してのニュアンスをもっており，さきに⊂15〕としてあげた，「賞品がでる」「命令がで
る」などときわめてちかい。r遡求がでる」や「手当がでる」だけだったら，それらと
いっしょにしてもよいところである。ただ，最初にあげた「金がでる」のような例もあ
るので，出現と区別することにした。
　〔52］売れること。
　○品物ばかり鐵て勘定の滞ってみるのが，（あらくれ80）
　○生野菜で出ているのはジャガイモとタマネギです。（農業毯界1956年5月63）
　○卸値で，三百円前後が出ている。（ダイヤモンy1956年8月1瑞28）
このばあいにも，おおくは空問的な移動をともなうとしても，それは必要条件ではな
い。店にあるものをかえば，もちさらなくても，それは「でた」ことである。
　なお，ものの移動の例は，おおくは上のように品物の売買についてのものだが，つぎ
の例はそうではなく，単なる受け渡しである。これは，さきの（151）「賞品がでるjな
どのく出現〉の例にちかいが，渡されることによって鉄砲玉になるものではない点がち
がう。
　○鉄砲玉が勘次の手から出ることと思ったらしかった。（土・上78）
〔6〕　範囲外にあること。
○もう四十を出てみるらしく頚は小雛で垢じみてみたが，　（雪國86）
○春琴の佐助を見ること生理的必要品以上に出でなかったであろう乎（春琴抄171）
○老婆心の範顕を出るものではなかった。（多惜仏心・荊260）
○一千万円の域を出るボーナス・プレーヤー（・」・説と読物1956年12月353）
これらは，きわめて慣用句的な用法である。というのは，上にあげたもの以外でも，
「～の限界を」「～なみをJ「～以外に」「数隼を」など，つねに範囲や限界をしめす
ことばとともに用いられていること，また，その意味が状態的であって変化をしめすも
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のでないこと，などの点で，ほかの用法にくらべ，特殊化しているからである。ただ
し，「～の範圏を」などの表現をとらずに，いきなり比較の対象をあらわすことばにつ
づいた例外が1つだけあった。
　○今臼出海は，どこで買ったかボヘミアン・ネクタイなんかしめて，いちばん画かき
　　らしくいそいそとしているが，銀座通りの似顔かきを出ない。　（私の人生観22）
なお，
　0文学者は文学の穀にとじこもるな。文学の外に努力して出て行け。（群像1956年10
　　月224）
　○しかも彼女は，シャンソンから一歩も出ないで世界にその名を知られることができ
　　たのである。（解放1953年7月197）
などは，上にあげた例とややちがう。すなわち，群像の例では「出て行け」と，状態で
はなくて変化をあらわしているし，あとの例では「一歩もllとあることによって，移動
の比ゆ的な使い方というニュアンスをもっているからである。
　〔7〕　一定の態度をとること。
　これもやはり慣用句的な用法である。すなわち，その直前に動作の内容やようすをし
めすことばがなければいけない。そのようなことばには，つぎの4つがある。
（動作の内容をしめす名詞＋に）
　○攻撃に出られない悲しさには，何時となく受け損じて（恩讐の彼方に59）
　○先生は奥さんに対しても始終斯ういふ態度に出るのだらうか。（こSろ41）
　○配当ねらいの買いに出るかも知れない。（ダイヤモンド19561F　8月28日94）
（形容詞・形容動詞の連用形）
　○『今夜は大変綺麗にしてますね？』男は態と軽く出た。（蒲団17）
　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　したで　○葉子はすぐ腹を決めてひどく下手に尋常に出た。（或る女・前93）
（動詞連用形十て）
　○期んな問を掛けるのは，父の方が折れて出たのと同じ事であった。（こsろle8）
　0私の方から一歩，和解的なゼスチュアを取って蹟たことになった。（冬の宿175）
　○危険な仕事をかって出て（娯楽よみうり19δ6年1月6臼81）
この表現につかわれる動詞の種類がどのようなものかはあきらかでないが，とにかく，
かなりかぎられた範麟のものらしい。上にあげたもののほかは，「うってでる」「すてて
でる」しかない。　「かう」　「うつ」の意味が単独のばあいとちがうことからいっても，
この表現の慣用句性はつよいといえる。
　なお，「～て」が後置詞化したものについた，つぎのような例もある。
　○問題は，会社側が誠意を以て出てくるか否かですよ。（むらぎも220）
（コソアド）
　○母がイ賊こ対してどう出てよいものか迷ってみたのは，（伸子・上163～164）
　○ソ連がこう出るのは初めからわかり切ったこと（H本週報1956年9月25N　2b）
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　この類は，〔001〕「しごとに～」という，一定の冒的の表現と結びついた移動が，非
移動化したものであろう。
⊂～〕以上にあげたもののほかに，そのどこにはいるものか，またはこれらとSljの項
目をたてるべきか，まよったものがある。いくつかの例をあげておこう。
○若い私は全く自分の態度を自覚してみなかった。それだから尊いのかも知れない
　　が，もし聞違へて裏へ畠たとしたら，何んな結果が二人の仲に落ちて来たらう。私
　　は想像してもそっとする。　（こsろ20）
○佐々さんに負けましたね。夏向きのお茶が畠てしまって……（伸子・上114）
○踊の方の縁故から能衣裳の古物などを扱ふ店も知ってみるので，筋のいい縮が出た
　　らいつでも見せてほしいと頼んであるほど，この縮を好んで（雪翻王50）
　○どんな生活から彼らは畠てきたのだろうか？（むらぎも266）
　「でる」の小分けした意味はおおく，その関係も複雑だが，おもなものだけを結ぶ
と，次ページのようになる。
　基本的な000）「へやを～：（移動）の類の抽象化にあたっては，〈出発〉〈到着〉
〈es発　・到着〉という，3つの方向がある。これは，主として，「～から（を沁「～に
（へ）」という9的語のうち，どちらをともなうかによる分類である。
〈出発〉の方向への抽象化
これは，おもに「～から（を）」という穏的語をとるものだ。
（1）002）ド下宿を～」の類は，空間的な移動であるとともに，生活の変化をもあらわし
ている。その延長上に，非空1絹的な変化になりきった，4）「会社を～」（離脱）の類
がある。
（2）el　e）「江戸を～」は，　lil発点が面から点になったもので，その延長上には，出発点
がほとんど問題にならずに，移動の開始をあらわす，Ol　1）「汽車が～」の類がある。
（3）一方，面積をもった出発点が，非空間的なものにかわると，6）「四十を～」のよ
うな，範囲・眼界から外にあることの表現がうまれる。
〈到着〉の方向への抽象化
これは，おもに「～に（へ）」という形の目的語をとる。
（1）OOI）「しごとに～」の類は，動作の臼的を示すことによって，重点を移動の基点か
ら帰着点の方へうつしている。7）「攻撃に～」（態度）の類は，その延長上にあるも
のと考えられる。
（2）020）「ざしきへ～」の類は，ある場所への移動だが，特にそのなかでも，はれがま
しい，入目につくような場所への移動をあらわすものが多く，そこから025）「看板が～t
の類に，さらに葬移勤的な出現をあらわす22）「月が～」の類につながる。
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（3）31）「会合に～」の類は，ある場所への登場であるとともに，あるしごとのための
登場でもあり，02e）「ざしきへ～」の類と601）「しごとに～」の類との両方につなが
る。34）「くせが～」のようなものは，そこから抽象化したものである。
〈霞発。到着〉の方向への抽象化
　これは，「～にM「～から一．1両方をとり，しかもそれらが同じことである（「汗がひ
たいからでる：）ものを中心とする。
（1）14）「つかれが～」の類は，11）「汗が～」などから抽象化したものだが，これは
また，登場の類にあげた34）「くせが～」などとひじょうに近い。
（2）15）「命令が～」のようなことばの発生は，対人的である点で，5）「父から金が
～」のような所有関係の変化に通じる。
〈3）21）「小判が～」の類の出現は，「思いがけないところがら（ところに）」と両方と
りうる点で「汗が」に近いが，見えるようになる，という点では22）「月が～」などと
同じグループであり，「看板が～」などともつながる。
〔雑誌9G種の資料による統計〕
　　　　　　　　　　かな
0）　移鋤
000）へやを～
001）　しごとに～
002）下宿を～
01G）　江戸を～
011）汽車が～
◎20）座敷へ～
021）役場へ～
022）人が～
023）　　電護雪｝こ～
024）食事が～
（｝25）　　看板力§～
03）前へ～
04）　くぎが～ている
1）　発生
111）汗が～
112）　　芽カミ～
113）　をまこりカミ～
120）けが人が～
121）　新型が～
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122）政権が～
13）火が～
14）弾力が～
　151）　　賞品カミ～
152）命令が～
　152ノ）　ことばが～
16）名称が～
2）　出現
2ユ　）　　ノ」、半ij力宝～
22）月が～
23　）　　事実カミ～
3）　登場
31）　芝居に～
32）歓会に～
33）雑誌に～
34）　くせが～
35）　首位に～
4）　離脱
40）会社を～
41）学校を～
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51　）　　金カミ1）
52）　品物が～
? 6）範囲を～7）態度に～?
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7．　「あける」
「あける」の用法を大きくわけると，
　　A他動詞
　　B　自動詞
の2つになる。
「窓をあける：など。
「夜：があける」など。
A　他動詞のばあい
　これも，大きくはつぎの2つにわかれる。
　　〔1〕へだてやおおいを取りさること，「窓をあける」など。
　　〔2〕　一定の空間をふさいでいたものを取りさること，「コップをあける」など。
これらは，ともに何ものかを「取りさる」ことが共議である。その取りさられる対象
は，〔1〕では外側にあるもの，〔2〕では内側にあるものでちがっているが，取りさら
れた結果として，中まで見とおせるようになる点も共通である。
　〔1〕と〔2〕は，どちらも具体的な動作・作用であって，そのどちらをより基本的なも
のとみるかはむずかしいが，用例の数は〔1）の方がずっと多いことから，現代語では一
応〔1〕を基本的なものと考えておく。
　臼⊃へだて・おおいになっているものを取りのぞいて，中が晃える（中へとおれ
る）ようにすること。
　これには，なにを対象として表現するかによって，つぎの3とおりがある。これは，
事実としては，まったく同じ事実についての，表現上の区別である。
　第1は，「芦をあける」「しょうじをあける一．1のように，へだてになっているものを
対象．とする動作として表現するばあいである。このばあいは，戸・しょうじなど，はた
らきかけをうけるものを移動させることをあらわす。
　第2は，「窓をあける」「裏口をあける」のように，そのへだてのある場所を対象と
して表現するばあいである。
　第3は，「へやをあける」「押入れをあける」のように，そのへだてによってさえぎ
られ，中のみえなかったものを対象として表現するばあいである。第2，第3のばあい
は，はたらきかけをうける対象は，位置が移動するのではなくて，状態が変化するので
ある。
　○扉をあけた男は，彼らを見ると更に入口を広くあけ，改つた口調で挨拶した。　（伸
　　子・上12）
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という例で，前の「あけるJは第1の，あとの「あける」は第2のばあいに属する。
fあける」ことによって，扉は位置がかわるのだが，入ロは位置ではなくて状態がかわ
るのである。
　このような対立は，へやや家のような，空聞的に大きなスペースをしめる建物のばあ
いに見られるだけではない。たとえば，かんづめをあけるばあいを考えると，「（かん
づめの）ふたをあける：は第1の「戸をあける」の類に，「（かんづめの）口をあけ
る」はag　2の「窓をあける」の類に，「かんづめをあける」は第3の「へやをあける」
の類に，それぞれ対応する。やはり「ふたをあける：は位置移動的であり，あとの2つ
は状態変化的である。
　以下に，同じような事実について別々の表現をとっているものの例をあげる。
　まず家やへやについて。このばあい，岡じ事実が3とおりに表現されている例は見つ
からなかったが，第1と第2，第1と第3のかさなったものはあった。
（1）へだてているものにつ
　いて
○晶のいX心入が門の戸を
　明けて内に這入った。
　（つゆのあとさき49）
○耳門の重い鉄石をあけて
　内部に迎へ入れた。　（帰
　郷59）
○納屋のやうに見える裏口
　の戸を開けた。　（青銅の
　基督86）
○とうとう明子は玄関の芦
　を開けてそとへ出た。
　（くれなし、　109）
○私は窓硝子を開けて夜霧
　をいっぱい吸った。　（放
　浪三選103）
○押入の襖をあけて枕をし
　まひかける。　（つゆのあ
　とさき112）
○叔父と一緒に小量の戸を
　開けて入った。　　（破戒
　le9）
○水色の不透明ガラスの引
　き戸を，ガラリと開ける
（2）へだてている場所につ
　いて
〇十二時すぎたら門を開け
　ぬことにしよう。（むら
　ぎも69）
　　　　　　　　くぐ　り○急いであけた耳門を，
　（多情仏心・麟21）
　ゆうべ○昨晩はそっと裏口を明け
　ておいたのに相違ないの
　だ。（波237）
○「今晩は……」といって
　安吉は事務所の玄関をあ
　けた。　（むらぎも269）
○私は驚ろいて窓を開け
　た。（こNろ26）
（3）へだてられたものにつ
　いて
　　ウ　　　○おくみは急いで押入を開
　けて蒲団を出した。　（桑
　の実130）
○漬物樽の積まさってみる
　物置きを，コックが開け
　ると（蟹工船5の
○水野さんてば，女湯をあ
　けたんですって，（放灘己
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　と，二，蕊人の客しかい
　ない，流し場が冤える。
　（自由学校2工6）
○欝い鳥籠の戸を開けて，
　（桑の実29）
101）
○愛玩の雲雀の雛を開けて
　（春山抄208）
これらの例が第1・第2・第3と3つそろっていないのは，いわば偶然であって，理論
的には，それぞれ空白の部分をうめる表現があるはずだ。しかし，つねにこの3つがそ
ろうとはいえない。つまり，へだてをとりはらうことは，かならずしもそのへやを「あ
ける」ことにはならない。
　○ねるまへに，部屋のカーテンをそっとあけて硝子窓越しに密閉を見る。（富掛詞景63）
という例では，へやはカーテンと窓ガラスで2重にしきられており，カーテンだけをあ
けても，へやを「あけた」ことにはならない。
　なお，ここに属する慣用旬には，つぎのものがある。
　○一一九五六年度のプロ野球が近く幕を開ける。（ベースボールマガジン1956年3月246）
　　　　　　あんどう　　　　　　らち　○夜は大抵行燈一つで樗を明けて，（思出の記・上31）
　○重なって来てみる家事向の雑用に塒をあけて置かうとして，　（多情仏心・繭61）
　なお，「店をあける」は，単なる「家をあげる」とちがって，営業していることをあ
らわす。たてものとしては，戸があいていても，店としてはしまっている，ということ
もありうる。その意味で，すこしズレがあるが，〔1⊃のなかに小分けした1項陰として
立てるべきかどうかは疑問である。
　○こんな厄介な客を店を開けて待っている必要ないじゃないか，（私の人生観14）
　以上と同じ動作でありながら，ちがった種類の対象をとる例がある。
　○襖のぞとから「およしさん：と声をかけて，細目にあけた隙から，若い方の娘が銚
　　子をさし入れた。（多情仏心・前71）
このばあい，「隙」はあけたことによって生じた結果である。動作そのものとしては，
「ふすまをあけるA「へやをあける」とまったく岡じであるが，生産された結果を対象
として表現している点で，「すき（ま）をあける：などは，以上とちがった第4の類と
して立てることができる。
　つぎに，入れものの類について。この類で第2の，へだてている場所を対象とした，
「かんづめのロをあける」のような表現は見あたらなかったので，第1の「ふたをあけ
る」，第3の「かんづめをあける：に類した例がそろっているばあいをあげる。
（1）へだてているものについて
○もう気の早いものはお弁当の蓋を明け
　てしまった。　（波75）
○手を動かしてハンドバッグの蓋をあけ
　ながら，　（帰郷310）
○もうのみたくなくなったコーe一の
（3）へだてられたものについて
○慌てx弁当箱を開けて，　（平凡36）
○留金を外してハンドバッグを開けた。
　（帰郷288）
○女中は帯の問からesぬきを出してソー
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　　繊あけて，（難地帯．上．44）　三水をあけ，（H腋梛嚇85）
　つぎの例は，結果として生産されるものを対象として表現する第4類である。
　○娯を飯：盒に入れ，火が消えない程度に一瓶をあけて，蓋をしてみた。（野火155）
　入れものについては，第1の「ふたをあける2「せんをあける」などがない（：偶然に
ではなくて，ありえない）ものが多い。
　○讃唱がなければ，納戸にはいりこむ。三三を開ける。　（厭がらせの年齢301）
　○墓口を開けて，銭を投げつS急いで通り過ぎた。（あらくれ18）
　○誰だい母さんに黙って其袋を醐けたものは。　（破戒57）
　○昨夜も，俺気なく自分のふところをあけてみたら，（厭がらせの年齢267）
これらのばあいは，がま口・袋などの入れもの自身の一部分がその内部への通路をふさ
ぐかっこうになっていて，ふた・せんなどのように，移動させることによって除きさる
ことはできない。したがって，第1の表現にあたるものはありえないのである。
　つぎに，包みの類も，入れものに近いけれども，やはりちがう面がある。このばあ
い，
　○「うむ……」といって雨森は風呂敷をあけた。（むらぎも267）
は，　「戸をあける」　「ふたをあける」などと同じ第1の類に，
　○母さんのところがら送って来た小包をあけてくれた。　（放灘己292）
　　　　　　　がみ　○婆やは新聞紙の包みを開けて，（桑の実45）
は，「へやをあける」「箱をあける」などと同じ第3の類に属するといえるだろう。しか
し，このばあい，内部をへだてているものは，ふろしきや新聞紙など全体的なおおいで
あり，そのおおいを取りさることは，包みを包みでなくすることである。すなわち，
　「包みをあける」ことは，包みを消滅させることにほかならない。これが「箱をあけ
る」などとの相違点である。
　入れものや包みについては，第1～第4のほかに，第5のグループがある。それは，
「中をあける」という表現である。
　○モウン・ノウが男子用の化粧箱を差出した。大守は蕪表情の儘でそれを受取った
　　が，中をあけて調べているうちに，（ニュ一山イジ1953年　8月98）
　　さ　つき　○先刻懐へ入れた郵便物の中を開けて晃やうといふ匿的があった。（こsろ144）
　○ふきんを取り出すと、まん中を開けてみせた。　（厭がらせの年齢292）
実例はなかったが，へやや家についても，「へやの中をあける」のような表現があるか
もしれない。ただ，ここでちょっとひっかかることは，実例がみな「あけてみる（みせ
る・調べる）」などの形をとっていることである。これだけからいうと，「中を：は「あ
ける」にではなくて「みる」などにかかっている，ともいえるかもしれない。しかし，
単なる「中をあける：があったとしても，それほど不自然ではないと思われるので，第
5の類をみとめたい。
　　「本をあける」のは，「がま口をあける」1““袋をあける」などに近い。あけることに
よって，ふた・せんなどが取りさられるわけではないからである。
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　　たま　○偶には書物を開けて十頁もつs“けざまに読む再現さへ蹴て来た。（こ＼ろ127）
そして，つぎのような例は，第5の「申をあける」の類かと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　ちよつとな　か　○黄色い本の表紙を眺めたり，一寸内部を開けて見たりして，（破戒10）
　○先づ表紙から和解を調べ，タイトル・ペイジを開ける前に，（真知子・前108）
なお，このグループにも，つぎのような慣用句がある。
　○戦後，蓋をあけたとき，世界のトップをいっていた目本の理論物理学も，実験堅さ
　　んの支援なしには孤立状態になってしまう。（物質の棋源と宇宙を結ぶ112～113）
　つぎに，からだの部分について。ロと冒については，つぎのように対応する表現があ
り，それぞれ第1の「戸をあける」，第3の「へやをあける」にあたる。
　○厚い唇をゆるく間けたま＼で，馬鹿な　　○白痴のやうに口を開けたま㌧で薄笑ひ
　　顔をしながら（或る女・前17）　　　　　　　を漏しながら（或る女・前65）
　○丸く目をとじて，パッと瞼を開けてみ　　○眼をあけると，瞼に弾力がなくて，（放
　　ると（放浪詑53）　　　　　　　　　　　浪詑292）
　つぎの例は，　「がま口をあけるj　「書物をあける」の類である。
　○白銅のないと思う手からあけさして行って，　（月夜行路・前34）
これが「こぶしをあける」だったら，「包みをあける」と近くなる。「あける」ことに
よって「こぶし」は消えるからである。
　からだの部分に関係することだが，着物をどけるばあいがある。
　○彼は，自分で洗濯した，シワだらけのワイシャツの胸を開けた。（自鰹学校203）
これは「へやをあけるコの類であろう。そして，もし「ワイシャツをあける」という表
現があれば，それは「戸をあける」にあたる。つぎのは，あるいはそうかもしれない。
　○開けた浴衣の胸から坐った腿のあたりの肉づきは（つゆのあとさき115）
ただし，この「開けた」は「洛衣」ではなくて「胸．．1にかかるのかもしれない。
　さて，以上に区別してきた5つのグループ，すなわち，
　　第1類　戸をあける　　ふたをあける
　　第2類窓をあける
　　第3類へやをあける　　箱をあける
　　第4類　すきまをあける
　　第5全中をあける
のちがいは，それぞれ溺の意味として立てるべきものだろうか。多分そうではないと思
う。というのは，このちがいが，「戸」「へや」など，繭にくる9的語が何であるかに
よって生じるちがいにすぎないからである。したがって，習的語をとっていないときに
は，そのどちらともきめられない。
　○「あけろ！　あけてくれっ！」と一つの声がいっている。
　　「よし。今あける……」kいってやはり安吉は心配になった。（中略）三和土へ降り
　　て行って安吉は差しこみ錠をはずした。そして見はからつて置いてがらりと開け
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　　た。　（むらぎも278）
また，つぎにあげる「冬の宿」の例は，直前の文にド戸」があるから第1類に，「土」
の例は，蔵前の文に「裏戸霞」があるから第2類に入れる，というのは，機械的すぎる
だろう。
　○表の戸を激しく叩くものがあった。私が開けてみると，　（冬の喧84）
　○おつぎは直に自分の裏戸口に立つた。そっと開けて這入って見ると，（土・上146）
これらについては，どの類に属するかをいうことが不可能であり無意味である。もっと
も，多義語のばあい，文脈がなければどちらの意味かわからない。「あける」について
も，単に「早くあけろ」とあったとすれば，戸などを「ひらけ」ということなのか，牛
琉などを「飲みほしてしまえ」ということなのか，わからない。これは「あける」のも
っている多義性に関したことである。第1類～第5類のちがいも，文脈なしでわからな
い，ということだけならば，これと同じである。しかし，多義性のばあいには，一一・定の
場諏・文脈において，そのどれにあたるものかが，わからなければならない（言語活動
が成立しない）のに対し，第1～第5類のちがいは，わからなくてもよい，わかろうと
しても無意味である，という点が，多義性とは決定的にことなる。これは，第1～第5
類が事実としてはまったく同じ事実をさしており，表現面での差にすぎないことの結果
である。
　これと同じように，意味としては1つであって，ただ結びつき方がちがう，という種
類のものには，ほかにつぎのようなものがある。
（；材料と生産物）
　　水をわかす（暢をわかす
⊂素材と作品〕
　　できごとを書く～H記を書く
⊂場所と生産物）
　　地回がへこむ～穴がへこむ
〔場所と対象（全体と部分）〕
　　頭をかる～髪をかる
〔実体と属性〕
　　畑をひろげる～面積をひろげる
　〔20〕　一定の空聞をふさいでいたものを取りさること。
　これも，なにを対象として表現するかによって，2つのグループにわかれる。第1類
は，「灌をあける」のように，中にあるものを対象とし，第2類は，「コップをあけるJ
のように，入れものを対象とする。「のむ」（p・621～622）を参照。
　　　　　　　　第1類　　　　　　　　　　　　　　　　　第2類
　○盃の底に残ってみたのを，チヤブリと　　○水でも飲むやうに，がぶりと盃をあけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　盃洗にあけて（多慰ム心・前7G）　　　　　て滝十郎へ献し，（多情仏心前219）
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　○杯洗にサイダーを明けて（自由学校252）　○一息にグラスを空けた。（帰郷90）
　○腰の雑嚢にその玉蜀黍を開けながら，　　○ぬかごの筑をあけたような大学生群の
　　（野火19）　　　　　　　　　　　　　　　　情なさ（むらぎも342）
　上の例にみるように，第1類のばあいは，「～に」という移動の帰着点を示すことが
多く，それだけに動作自体も移動の＝ユアンスをともなうことが多い。ときには，つぎ
のように，嵐発点（第2類では「～を」という対象になる）が示されることもある。
　○商人は財布から自分の手へ銭を明けた。（土・k43）
ag　2類には，「～に」や「～から」をともなう実例が見あたらなかったが，常にないと
はいえない。
　このばあいにも，やはり，どちらともいえる例がみつかる。
　○無言のま旨ちよつと頂いて，お澄が一息にあけて返した。（多惜仏心・前106）
は，　「酒をあけて」とも「盃をあけて」とも解釈できる。
　「家をあける」の類は，本質的に上の第2類と同じであるとおもわれる。家のなかみ
（すなわち入）がなくなって，家といううつわが他の蔑的に使える状態になることだか
らである。
　○ご臼，三口つつ家をあけることは何でもないことのやうになった。（末it　63）
　○河岸の事務室を開けて貸室に致しましたのも窮余の策で，（河明り270）
ただし，このばあいには，第1類にあたる「（住んでいる）人をあける」といういいか
たがない。
　家やへやのばあいには，まだその「中にあるもの（人）」をどける，といえるが，つ
ぎのように場所をあらわす名詞については，もう「中にある」とはいえない。これらの
ばあい「瀬をあける」にあたるいいかたがないのは，家についてと同様である。
　○比較的通り易い所を空けて，御嬢さんを渡して遣りました。（こsろ231）
　○中央は踊れるやうに床をあけてあるのだが，（帰郷85）
　○すぐ横の寝台の繭のいままで開けてあった紘置にはいった。（真空地帯・上59）
　○彼は黙って尻を動かして角の席をあけた。（真空地欝・上32）
ただし，「「席をあけるjには生産的なニュアンスもある。つまり，「席」は最初からあ
って，ただふさがっていただけだと考えることもできる（それならば「家」と同じだ）
が，また，最初はなかったもので，「あける」ことによって生じたものである，と考え
ることもできるわけである。後者の解釈は，たとえば，つぎのような例があることによ
ってささえられる。
　○自分の手提鞄をとりのけて，隣に席をこしらえてくれた。（人間の壁・上55）
この「こしらえて」を「あけて」でおきかえることもできる。したがって，「席をあけ
る」は席の生産をあらわすとも屍られるのであり，その点で、あとにあげる「穴をあけ
る」「すきまをあける」などにつながるものである。
つぎに，一定の空間からものを取りさることではあるが，特殊化したばあいをあげ
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る。
　〔21）穴をつくること。
　○捧で二尺も孔をあけておいて，そこへ播かないと（銀河鉄道の夜303）
　○その板仕切に開けた四角の穴から甘味品をつき出したが，（真空地帯・上42）
穴には，「銀河鉄道の夜jのように，単なるくぼみのときも，「真空地帯Jのように，
向うがわまで突きぬけているばあいもあるが，そのちがいは問題ではない。
　つぎにあげるのも，突きぬけた穴の一種である。
　○片側の壁にあけた小さい耳門の呼鈴を押した様子で，（帰郷19）
　「穴をあける」のも，一定の空間をふさいでいるものを取りさるという点では繊。〕と
同じだが，「さかずきをあけるnなどが，酒とさかずきという，はじめから別々である
ものの一方を取りさる動作なのに対し，このばあいには，地面や壁というもの自体の一
回分を取りさるのである点がちがっている。そして，「酒をあける」（第1類）にあた
る「土をあける」「壁土をあける」も，「さかずきをあける」　（第2類）にあたる「地
面をあける」　「壁をあける」もなくて，生産された結果を対象とする｛一一穴をあける」し
かないのが特徴である。
　ここに属する慣用旬には，つぎのものがある。
　○俺は，役所の金に穴をあけ，始末がつかなくなって，（帰郷136）
　〔3〕　ものとものとの間隔を大きくすること。
　「あける」の他動詞としての屠法は，大きいところは上の2つだが，そのほかにつぎ
のような例がある。
　○なるほど安吉が見ると，「共にするjという書葉と「書く」という言葉との二つが
　　活字をあけて印刷してあった。（むらぎも56）
　○行進の列は五十メー一・　Fルないし百出ー一・　Fルぐらいずつの群に分れ，群と群との間隔
　　を三十メートルぐらい空けなくてはならない。　（一問の壁・上334）
〔1）と〔2〕とが，動作としては，なにものかを「取りさる：という点で共通していたの
に対し，〔3〕はそうではなく，臼〕〔2〕両方をまとめたものに対立する。そして，この
Cl〕〔2〕〔3〕に，つまり他動詞としての「あける」全体に共逓する点を求めれば，
それは，ある場所をなにもない状態にする，ということになるだろう。〔3〕の間隔を大
きくすることも，なにもない場所をひろげる（つくりだす）ことなのだから。
　〔4〕以上は具体物についての例ばかりだったが，「あける」には，このほかに，
〔2〕の「家をあける」や「席をあける」から抽象化した「冒曜日をあけておこう」のよ
うなばあいがあるはずである。が，これは実例がなかった。〔3〕にあたる蒔問的表現，
すなわち「食事の問隔をあける」のようなものも，適当な例がない。つぎのは，一応そ
れにあたるが，「三巳にあげずJの誤用だろう。
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　うたよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさの　ずをナ
○詩代が三臼と空けず，柾之介の部麗を訪ねてくるのも（小説倶楽部1956年2月324）
A’可能動詞のばあい
　「あける」が可能動詞としてもちいられた，つぎのような例がある。
　○勘次が漸く眠に落ちた時お品は
　　「口が開けなく成って仕やうねえよう」と情ない声でいった。（±・上　46）
これは，意学的には，上にあげた他動詞としての矯法の一部分に対応する。すなわち，
口・屠など，自分のからだの部分についていうばあいにしか，この可能動詞の用法はな
い。これは，この可能動詞が，
　　かく一かける
　　いく一いける
と岡様に，「あく」という動詞から派生したものであるが，「あく：は二日として自動
詞で，からだの部分についてだけ他動詞としての矯法をもっているからである。
　○彼は口をきくのは無論のこと，眼を明くことさへ大儀だつた。（波399）
B　自動講のばあい
　自動詞としての「あける」は，ある期間がおわって，つぎの状態になることをいう。
これは，「夜があけるJの形のことが多い。
　○途中で夜が明けて来た。（暗夜行路・前90）
　○一一一・e（が明ける度に，わが家の敷居が，高くなってくるのである。（宙由学校163）
夜のほかには，つぎのような例がある。
　　あちら　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　ぶく
　○彼方の御用も済み，忌服でも明けることになったら，　（破戒92）
　○その剛勇は年期があけて生れた町へ帰るといふが，（雪幽93）
　○闘もなく入梅があけて夏になり，（つゆのあとさき39）
　以上あげたものは，みな主体が「あける」ことによっておわる期閥である。しかし，
つねにそうであるわけではない。
　0その道が白く間けて行くのを，私は丘の頂の叢から眺めた。（野火118）
　○日曜欝は美しい霜で，おだやかに，晴れ晴れと明けた。　（真知子・前104）
　「道」は「あける」場所である。「g曜日」は「あける」ことによってはじまる時期
であって，夜とは反対である。つぎの慣用句では，「あける」ことによっておわる時期
とはじまる時期とが，同時に虫干として表現されている。
　○これが私の日課で，ポチでなければ夜もfiも明けなかった。（平凡36）
「夜があける」と「Hがあける3とは，表現としては逆だが，事実としては同じことを
さしている。このような表現があるために，
　○それに大晦日の夜のあの不安な思ひは，年が明けても今撮まで妙なしこりとなって
　　さき子の心に残ってみた。（闘牛103）
の「年があける」は，1日年がおわることにも，新年がはじまることにも，どちらにもと
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れる。このばあい，年がおわってつぎにつづくものは，やはり年だからである。
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　　　　　　　かな明開空計
（他動詞）　　　　　　　　　80
　1）戸を～　　29　－　25　－　54
　20）ロップを～7　－　2　1　10
　21）穴を～　　11　3　1　－15
3）間を～
4）Eを～
かな　明　開空計
（可能勤詞）ロが～一
（自動詞）夜が～一
一　1　1
8．「のびる」
〔eG〕　「のびる」の基本的な意味は，長き（広さ）が長く（広く）なることである。
いちばん典型的なものとしては，植物や奇物（人聞）またはその部分の畏さが長くな
るばあいの例がある。
（植物）
　○街に出る道の両側には麦ののびた畑があり，（人問の壁・上27）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　し○白い砂の上から光そのものの空の中に伸びた椰子。（冬の宿95）
（植物の部分）
○緑の枝が墓石の上へ屋根のやうに伸びてみるのであるが，（春琴抄137）
○生垣の下葉が長く｛申びて覗いてみる。（桑の実113）
○隣りのうちの地所に植ゑられた竹の根が伸びて（本琶休診57）
　（動物〔人間〕）
○おれの背は，もう決して一分でも伸びないだろう。（むらぎも301）
（動物〔人間〕の部分）
○長く延びた爪の先に，（波242）
○服は裂け，靴は破れ，髪と髭が延びて，（野火96）
　これ以外のものごとについて，長さが長くなることを表わしている例には，つぎのよ
うなものがある。
○その上に空はタ焼け，真紅の雲が放射線をなして天頂まで，延びて来た。（野火57）
○一つの丘から野火が上ってみた。海草のやうに揺れながら，どこまでもどこまで
　　も，無限に高く延びてみた。（野火177～178）
　これらの例とちがって，長くなるという変化ではなくて長い形そのものをいうのに，
「のびた」　「のびている」が使われることがある。
○岬というよりは，小さな丘が海にのびた出端が，（入間の壁・上302）
○北には知多半島が迫り，東から北へ渥美半島が延びてみる。（潮騒5）
以上は，みな立体的なものの例であるが，単なる平霞の例もある。これにも，
　○目の前の地上にますます延びて行く赤松の影と重なる。（野火175）
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のように変化をあらわすばあいと，
　○ほそ細く南北に忍びた市街地と，（入閥の壁・上27）
のように形を形容しているばあいとがある。
　さて，これまであげてきた例については，立体のものでも平面のものでも，一応一方
商への長さが畏くなることである。長さが長くなれば，当然全体としての献血（あるい
は体積）も大きくなるわけだが，上のような諮例では，長さだけを言っていると見て説
明がつく。しかし，「のびる」の中には広さ（齎積・体積）が大きくなることをいって
いると思われるものもある。たとえば，つぎの例がそうだ。
　○僕は暫らく彼が鼻孔の紳びつ縮みつ一此れは彼れが一方ならぬ満足を感ずる時に
　　　　　　　　　　　　　　　じつ　　よくする癖で一するのを唯熟と晃て，（思出の記・上85）
つぎにあげるものは，一定方塞への長さ，1次元の量ともみられないことはないが，や
はりそれぞれ面積・体積とする方が自然なように思われる。
　○山の裾野が遮るものもなく左麿に広々と延びて，河燦へ届かうとするところに、
　　（雪国83）
　○倒れた身体が，伸びたこむの収縮するやうにちS“こまるのを（真知子・前179）
　以下，この基本的な意味に属するが，臨時に比ゆ的に使われているものの例をあげ
る。
　○私は彼に，もし我等引入丈が男同志で永久に話を交換してみるならば，二人はた穿
　　直線的に先へ紳びて行くに過ぎないだらうと云ひました。（こsろ21正）
　　　　　　　　　　の　　　　　　　ら　○厭はしさは，水のにじみ拡がるやうに，お澄の上へも挿びて行った。（多情仏心・前
　　365）
　○すると背後から駆けつけるやうな足音がして，「おい，君，待ちたまへ。」と彼の声
　　が，非常に強い音講でのびてきた。（冬の宿181）
　〔Bl｝　（からだの部分が）まっすぐになること。
　さきに，動燃のからだや，つめ・髪・ひげなどの部分が長くなるばあいの「のびる」
の例をあげた。やはり，からだについての表現ではあるが，つぎにあげるものは，これ
らとちがう。
　O自分の仕事に勢い込んでいる広介の，まつ直ぐに挿びた脅体つき，（くれない4！）
　○矢鷹に，手が伸びて，五百助のパジャマの襟にかかった。（自由学校8）
これらも，結果的に長さが長くなった点は同じであるが，成長して長くなったのではな
くて，まがっていたために短かったものが，まっすぐになったことを表わしている。つ
ぎの例は，どのようなことか，具体的にはよく分らないが，多分やはり姿勢がまっすぐ
になる，あるいは，そり身になることだろう。
　　ゆ　　　　　　　Oとてつもない声と一緒に，ビa＝ンと胸が延び，（多慌仏心・蕪102）
以上は，まっすぐになることに重点はあっても，手などが長くなる例だが，つぎの例で
はひざが長くなるとはいえない。
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　○目本人にしては，わりに膝の延びた足どりで，（多情仏心・前159）
　それだけ，この例は基本的な用法から遠ざかっている。量的変化から質的変化への移
行である。
　「手がのびる」は，このグループの中で特殊な位置をしめている。すなわち，「手が
のびる」の中には，単にそのような現象だけを示すのではなくて，これによって他のも
のにさわるという騒的が実現されることをも賠示しているものがある。これは，「あげ
る：の項の分析で，意味のずれの第2段階（象徴的用法）としたものである。上の「自
由学校」の例では，まだそのようなずれは見られないが，
　○動もすれば怒罵が飛び手が｛申びた（春飛越161）
　○所在なさに，茶碗へ手がのびていった。（小説倶楽部三956年6月353）
では，それぞれ，なぐること，茶わんにさわる（茶わんを手にとる）ことを示してい
る。このばあい，「茶碗へ」のように軽挙物を示すことばが用いられるのが多いこと
が，形式上の特徴である。
　ここからさらに，関係するようになる，という意味で比ゆ的にもちいられるばあいが
出てくる。
　○その食：堂の経営に御用質入の手が絶えず伸びてこようとして（むらぎも99）
〔02〕長くなったまま，弾力を失うこと。
実例としては，ソバがのびることの例だけがあった。
〇二人はお互に伏貿勝ちになりながら，延びた蕎麦を黙って口へ運んだ。（波379）
このほかに，「ゴムひもがのびる」などの例も考えられる。
　〔03〕一定方向に位置がかわること。（p・　397～401参照）
　〔Ol〕　で「手がのびる」を，形の変化をともなう長さの変化だとしたとき，手は，腕
のつけ根から指にいたる全体として考えたものである。しかし，この同じ動作を表現す
るにあたって，手先に注意を集中して，手先だけを「手」とよんだとすれば，その「手J
は，長さや形がかわったのではなくて，からだからの位置が遠くなったのである。〔OD
に入れたものでも，「～に手がのびる」のような表現のばあいは，そう解釈する余地も
残されているだろう。そして，つぎにあげるような例については，まさにそういう位置
の変化としか見られない。
　○たちまち多くの黒い指がのび，品物は丹念にしらべられ，品評され，（潮騒126）
　○ひらいた掌がいっせいにのびた。老商人は大仰にそれを払ひのけた。（潮騒128）
これらは，指やてのひらがその長さをかえたのではなくて，品物のところに，商人のも
とに近くなったことを表わしているのである。つぎの例も，これと阿様に考えることが
できる。
　○刀のつかの端のほうを手から落ちるか落ちないかぐらいに持って，相手をさぐる。
　　ロ　　　リ　　きっ先が相手の刀にさわれば，相手は必ず切ってくる。切ってきても，刀が伸びて
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　　いるから，間舎が遠いので何にもならない。　（中央公論1956年2月258）
　つぎの例では，「のびた」主体が点だから，位置の変化であることが一層はっきりし
ている。
○弾着はだんだん延びて，私の周囲も喧しい直隠音で埋った。（野火118）
しかし，また，長さが長：くなったのか，位置がかわったのか，はっきりしないばあいも
ある。
　○それから鰻のやうにローブの先きがのびたかと思ふと一（蟹エ船38）
この例で，「ローブの聰き」ということばを，V一プの先の方の部分（すなわち線）と
考えれば，長くなったことだし，先端（すなわち点）と考えれば，位置の変化である。
そして，どちらと考えても，事実としては同じである。そして，このような点から考え
ると，位置の変化は，長さの変化と別の意味にせずに，「へやをあけるAと「戸をあけ
る」との差のような，結びつきのちがいとすべきかもしれない。なお，〔1〕参照。
〔G4〕碁で，まっすぐに一つ前進すること。
○そこで由三にキレば，黒四とノビ，白五の下りなら黒六とオサエます。　（隠碁1956
　　年5月57）
これは，自分の陣地を長くすることであるが，つぎのような点に特殊性がある。
　1）方向の上で，たて・よこの線にそったものだけであり，ななめの方向のは「ノビ
　　（ル）諺といわない。
　2）すでにある石と連続していなければいけない。一つトンでいるばあいは「ノビ
　　（ル」）といわない。
　〔1〕　時聞が長くなること。（時期が先になること）
　これには，時間を主体にして，その長さが長くなることをいうばあいと時点（時期）
を主体にして，その時点がもっと先になることをいうばあいとがある。
　○製品の身命が二倍に延びるようになった。（ダイヤモンド1956年10月23H正35）
は前者であり，
　○これ以上，手紙をだすのがのびるということは（真空地帯・上正35）
は後者である。そして，
　○退学取消しというだけで一年神びるのは実は負担になるのです。（むらぎも129）
では，在学期間がのびるとも，卒業の時期がのびるとも，どちらにも考えられる。
　このちがいは，もとの空目的な意味での，〔00〕〔0匂「手がのびる：と［63）「てのひら
がのびる」とのちがいに対応するものである。したがって，⊂03〕を〔00〕〔Of〕から別に立
てるなら，時間のばあいも，この両者を別々にした方が一貫する。しかし，この問題に
ついては，さらに多くの類例をまとめて考察する必要があるので，ここでは不統一のま
ま残しておく。
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　⊂2〕量の増加・質の向上など。
　これは，原則として，抽象物についてで，抽象名詞を空語にすることが多い。
（量の増加のばあい）
　これには，まず，経済記事の中でよく使われる，つぎのような表現がある。
　○自由に放任すれば輸慮は伸びるはずだが（エコノミスト1956年10月6日23）
　○利益は，思ったより｛申びていない。（ダイヤモンド1956年4月7H81）
類例には，ほかに「貿易」　「販売」　「需要」　「出炭」　「仕事」　「事業」などがある。
　つぎの例は，量の増加が同時に質の向上でもあるような例である。
　○資本主義経済が伸びて行く限り，（東洋経済瓢報1956年3月31日25）
　○専門メーカーとして着実に伸びてきた番号が（実業之艮本王956年11月1BIO3）
つぎに「勢力」の類がある。
　○その上自分の勢力が次第にのびて行くにつれて（真窒地帯・上173）
　○このように平和運動がのびてゆかないからといって，　（中央公論1954年2月85）
　○もちまえの遊び癖が，五月のタケノコのように，伸びてきた。（自由学校246）
（質の向上のばあい）
　○ただ，互の愛をまっすぐ育てられる位置において二人が，より豊窟に，広く，雄々
　　しく｛再びたいからだけなのであった。（伸子・上88）
　○藤田去ったあとの投手陣がのびるものびないも（野球界1956年2月122）
質の向上といっても，「野球界」の例のような，入間の能力の向上のばあいが多い。
（考えやことばの展開）
　○軍人の妻君だからあSなのだらう，其妻君の娘だから斯うだらうと云った順序で，
　　私の推測は段々延びて行きました。（こSろ175）
　○代数の証明のようにして神びて行く文章。（むらぎも310）
〔3⊃　ぐったりすること。
　これには，単に疲れきって動けなくなったようなばあいもあり，また，意識を失った
り死んでしまったりするばあいもある。
○その問，うめ女は溝に逡って、のびていた。（駅がらせの年齢275）
○魔薬患者ポールは，のどをかき切って寝巻姿のまま床の血の海の中にのびていた。
　　（サンデー毎臼1956年3月11153）
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　　　　　　　　　かな伸延
00）枝が～
01）手が～
02）　ソノくカミ～
03）弾着が～
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　〔oe）　のどから食道の方に送りこむこと。
　このばあい，対象は気体・液体・固体のどれでもよい。しかし，実際には，大部分が
液体，それも酒である。国的語なしにただドのむ」といえば，酒をのむことを表わすの
がふつうだ。
　○寒さ凌ぎに今までちびちび飲んでみた小野田が，（あらくれ151）
　○まア，大変御ゆっくりねえ。どこで飲んでいらしつたの。（つゆのあとさき24）
ただし，文脈・場面によっては，酒以外のものをのむときでも，醤的語なしに使われ
る。酒の方が場面の劇約をうけないことは事実だが，酒か酒以外かというちがいは桐対
的なものであって，特に酒をのむときの意味だけを男嵯に立てる必要はないであろう。つ
ぎにあげる例は，前がお茶，あとがヤギの乳のばあいである。
　○「一お茶が欲しいんだが」
　　「ぢやあ一寸待って，すぐ行くわ」
　　「ここで飲みたいんだがな」（伸子・上170）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　た　○飲めるだけ飲んだ余りを溜めといて牛酪なぞにするのだと（桑の実39）
　対象が固体である例としては，あまり適当ではないが，つぎのようなものがある。
　○夜半を過ぎて，橋の下に帰ってきた彼のポケットは，蛙を呑んだ蛇のように，紙幣
　　束で，膨らんでいた。　（自門学校245～246）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くるめ　○腹の内は熱鉄を飲むだ様に，耳は鳴り眼は眩いて，偲出の認・上26）
　なお，つぎの例は，「衣類」を対象としているが，これを売り払ってその代金を酒に
つかってしまったということを表わす比ゆ的慣絹的な表現である。
　　　　　あいつ　　　　　　　　　　　　　　　　も　の　　　　　　みん
　○実際，彼奴が持って来た衣類は，皆な我輩が飲んで了つたのだから一（破戒68）
　対象が気体のばあいは，あとであげる「息をのむ」という膏油句以外に，例が見あた
らなかった。
　これら，対象が気体・液体・圃体のどれであるかというちがいだけでは，その意味を
それぞれ別のものだとするわけにはいかない。つぎの薬や毒のような例では，それが液
体か周忌かは，まったくどうでもよいことである。
　○頭が痛いと云えば薬を飲めばなおってしまうと思っている人達（放戸戸302）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ねむ　○それで誠に止むことを得ず，眼を閉って毒を飲む気で辛抱した。（平凡48）
　さて，酒などの液体をのむことの表現で，なにを冒的語とするかには，3とおりのば
あいがある。
　第1は，液体をξi的語とするもので，もちろんこれがいちばん多い。
　○嘉門はさういってコツブで酒を飲んで，また話しつづけて行った。（冬の宿66）
　第2は，上の例で手段として表現されているコップのようなうつわを霞的語とするば
あいである。
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　○この杯はな，まずせっしゃが飲んで，そのお流れの古物をそちが飲んだというシャ
　　レよ。　（娯楽よみうり1956年9月1嬢25）
　　　　　　　　　　　　　　　にが　○そのほかの人々はみな失恋の苦いさかずきをのむのじゃ。（出家とその弟子185）
これは，「酒をみたす」と「さかずきをみたす」，「酒をあける」と「さかずきをあけ
る」とのちがいに対応するものである。なお，「すう」の分析例（p・60），「ひっくりか
えす」（p・392～393），「あける」（p・612～613）を参照。また，これに対応する，主体
～場所の転換については，P．42～43，　P，703～704を参照。
　第3は，つぎのように，「～酒」の形の薫的語をとっているものである。
　○後妻もまた大酒を飲んだ末一年ばかりで老人を晃棄て（厚物咲10）
　○主人は其れから寝濟でも飲む気はいであったが，（思出の記・上186）
　　　　　　　いくら　○持って来た幾許かの金で，茶伯漕を飲んだり，（あらくれ161）
ほかに「朝酒」「無理酒コなど。
　これらは，たとえば，
　○突きつけられたコップの冷酒を島村は無造作に飲んだ。（雪国145）
というのと形は同じだが，実質はちがう。ド冷酒」は，冷えた酒そのものである。だか
ら，「冷酒をこぼす」「冷酒をあたためる」のように，単独の「酒」という単語と同様
の罵法をもっている。ところが，「大酒」「寝酒：などは，液体としての酒の1種では
ない。これらは，動作の対象としては「～をのむ」という形でつかわれるだけで，「大
酒をつぐ」「寝酒をこぼすAなどとはいわない。したがって，これらは，「大量の酒」
「寝るときにのむ酒」というよりも，「大量の酒をのむこと」「寝るときに酒をのむこ
と」という，動作の意味に近い。「畑瀬」が「朝寝朝酒」と，あきらかに動作である
「朝寝」と対になって使われることも，その1つの傍証になるだろう。ただし，「大酒
をする」「寝酒をする：などとは，あまりいわないだろうから，完全に動作の意味にな
りきっているともいえない。「～をする」という形のかぎられた結びつきしかもってい
ないので，物とも動作ともきめかねる，中聞的な存在である。
　以上の3種は，匿的語との結びつき方にはちがいがあるが，事実としては同じことを
表わしており，単なる結びつきのちがいで意味のちがいではない。
　つぎに，ここに属する慣：用的表現を4つあげる。
（1）　「かたずをのむ」
　これも，より具体的，基本的なものから，比ゆ的な色がこいものまで，いくつもの段
階がある。「かたず：ということばは，現代語では「かたずをのむ」という形でしか出
てこない。その点からすれば，「かたずをのむ」という表現は，つねに慣淵薮だといえ
る。そして，この磁心は，主として緊張した状態をあらわすのに用いられるものであ
る。しかし，まれにではあるがつぎのように，実際につばをのむ高作をあらわしている
例もある。
　　　　　　　　ひツつ　○咽喉が乾いて引付きさうで，思はずグビリと堅唾を答むだ……（平凡go）
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このばあいにも，もちろん，緊張していることの描写として，「かたずをのんだ」こと
をいったものだが，直接いっていることは，あくまで具体的な動作である。その点，つ
ぎの「つばをのむ」も同じである。
　○源八が，ゴクリと咽喉を鳴らして，唾をのんだ。　（傑作倶楽部195611ilO月352）
これらの「かたずをのむjや「つばをのむ：が，緊張した精神状態をあらわすのは，
「ゲラゲラわらう」や「ぶるぶるふるえる」が，それぞれ愉映な，または恐れている気
持ちを描写しているのとかわりない。
　ところが，
　○私はかたずを呑んで，商品のような求人広告のどうを見とげた。（放浪記42）
　○周囲の客が，画面が変る度に，カタズを飲む気配を起すには，縮由学校140）
では，はたして実際につばをのんだのか，それとも単に緊張した身がまえをとった程度
なのか，はっきりしないし，
　○そこで，あるi扉だけ同じように細冒に開けておいて，雪はのせないで，固唾をの
　　んで待っていた。（文芸春秋1953年9月27）
になると，実際にのんだかどうかは問題でなく，単に「緊張して」というのにきわめて
近い。
（2）　「息をのむ」
　このばあいには，「かたずをのむ」とちがって，特定の精神状態の描写のために限定
されない。たとえば，つぎのような例もある。
　○いかにも感に打たれたらしく深く息を答んで，（つゆのあとさき11）
　○明子は一層淋しい顔をし，辛い患をのんだ。（くれない138）
　これらは，「息をすった」といいかえてもいいような動作であろう。しかし，「息を
のむ」の多くは，
　○あっと入女が恩を番んで，女の体が落ちるのを見た。（雪国171）
　○海女たちは息を唇んだ。あはよくば八百円のハンドバッグが只でもらへるのであ
　　る。　（潮騒128）
のように，おどろき，あるいは急な緊張のために，不意に呼吸をとめることをいうばあ
いである。これが「患をのむ」で表現されるのは，おそらく，息をすったあとで急にと
めるためだろうが，単に息をすったあとで不意にとめただけでは「のむ」とはいわず，
かならず急な緊張という精神状態の変化をともなうようである。そして，前にあげた
「つゆのあとさきj「くれない」の例は，息をとめない点でも，急な緊張をともなわな
い点でも，普通の「患をのむ」とはちがつた用法である。
（3）　ヂ声をのむ」
　これは，完全に比ゆ的な表現しかない。声という無形のものを有形のものとして表わ
しているのである。
　　「声をのむ」とは，一応声をとめる，声を出さなくなることである。しかし，多くの
ばあい，それは「だまる」とちがって，出そうになった声をおさえる，という二tアン
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スがあるように思われる。「声をのんで泣く」つぎの例などは，その典型である。
　　し　た　　　　　みん　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほそぼそ○階下では皆な寝たらしい。不図，勾か斯う忍び音に泣くやうな若い入の声が細々と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしごだん耳に入る。どうも何処から聞えるのか，其は能く解らなかったが，まあ楼梯の下あ
　　たり，賠い廊下の辺ででもあるか，誰かしら声を答む様子。（破戒256）
つぎの例も，出そうになった声をおさえて，ことばを切ったものだろう。
　○「伴子，叱られたんです。」
　　伴子は，声を答んだ。興奮は膝に置いた手に冤えてみた。（帰郷309）
ただし，つぎのような例では，単に声を立てなくなったことをいっている。
　○蛙がぴったりと声を唇む時にはH中の暖かさに入もぐったりと成って（土・上76）
　「声をのむ」と似た表現に，「ことばをのむ」がある。これも，単にだまる，ことば
を言い終わるということではなくて，出かかったことばをおさえることである。
　○「いつも，いつも，ご無沙汰ばかり……お変りなく……何より……一度，お礼に伺
　　わなければと……いいえ，あなた，隆文が，ショッチュウ……まことに……」すべ
　　て，言葉を半分のんでしまう挨拶だが，（9ta学校109）
（4＞　「涙をのむ」
　これの典型的な用例は，
　○ついに張は涙をのんで奉天に帰ることになったので（申央公論1954年4月192）
　○血涙をのんで台湾へ移駐（丸1956年5鍔68）
のように，「のんで」の形で副詞的に使われ，残念な気もちをあらわすものである。こ
れらの例や，
　○卯平は心に涙を香んだ。（土・k81）
などでは，気もちの比ゆ的な表現であって筆実際に涙をのんだり流したりしたわけでは
ない。しかし，つぎの例では，本当に涙を流している。
　〇二の丸のかげを沿いた時，堀江真琴の娘のかえに手をついて涙をながしているもの
　　がいた。（中略）服部は涙をのんで，かえをかきくどいていた。（落城46）
しかし，これが本当に涙を口に入れ，のどに通して，「のんで」いることをいったもの
かどうかはわからない。
　「無念の涙をのむ」をはしょった，つぎのような言い方もある。
　○臣下たちに押しとめられて無念を答んで落ちのびた。（中央公論1953年IOfi　212）
　〔00ノ）　タバコをすうこと。
　これは、〔OO〕と完全におなじところにいれるべきか，〔el〕としてこれと区鋼すべき
か、まようので，一応（09t〕とした。酒とタバコを対照させていうときには，
O煙草や酒や砂糖などを吸い，飲み，なめているごとに，（婦人公論1956年10月3go）
のように，「すう3「のむ」と書いわけることもあるが，また，
　○溝も煙草も飲まないし，仕事に忠実で学校の評判はよいし，（真知子・前96）
のように，ひっくるめて「のむ」ということもある。このことは，　「タバコをのむ」と
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いう用法における「のむ」の意味が「酒をのむ」というばあいと同じであると考える1
っの根拠になるだろう。もしこれらが別の意味に属するとすれば，「酒もタバコものま
ないJというときには，「のまない」に2つの意味をかけていることになるからだ。
　しかし，一方からいうと，「タバコをのむ」という表現は，「タバコの煙をのむ」と
ちがう。「タバコの煙をのむ」という表現なら，「酒をのむ」とまったく区別する必要
はないだろうが，「タバコの煙」をさして「タバコ」ということは，ほかのばあいには
ない。その意味で，「タバコをのむ」は，特殊だといえるかもしれない。
　⊂朋〕広いものの中にふくみ，かくすこと。
　これは，（eo〕の「のむ」が比ゆ的に使われたものである。しかし，それが比ゆであ
ること，すなわち，「のむ」主体としてのく広いもの〉が，ぎ人化されているという感
じは，大いにうすれているように思われるので，区別することにした。これは，「～に
のまれる」の形で使われることが多い。
　○雪の色はそこまで行かぬうちに闇に蚕まれてるた。（雪麟5）
　〇二人が砂にのまれて行くのを黙って晃ているところ（オール読物1956年7月278）
　○砕け飛ぶ岩石が，一度天に舞い上って，雨のように，降り落ちる。
　　克巳の姿はその下にのまれた。（明星1956年11月315）
　○鱗とグラマンと鐙餓とに戦い疲れた部下を飲んだ海（文芸春秋1956年2月284）
　これらの例で，あまり比ゆ的な感じがしない，つまり「のむ」主体のぎ人化がうすい
のは，それが闇・砂・岩石のかけら・海と，限界や形のはっきりしないものだからであ
ろう。つぎの雲の例では，形があるだけ，ぎ人化の度がたかいように思われる。
　　　　　　　　　　　　も　う　○ふっと見ると，黒雲が最早心惑山を七分通り蕎むで居る。（思出の詑・上6）
　○断れ雲はもう少しで月を，白銀の頭蓋骨を唇まうとして居る。（賑園の憂諺106）
　つぎの例は，上のものよりも抽象化したばあいである。
　O定員に三倍の学生をのんだ結果は，教室から廊下にまで学生が濫れて（改造1953年
　　9月171）
　⊂1〕　精神的に圧倒すること。
　この実例は，つぎの2つしかなかった。どちらも受身の形だが，「根乎をのむ」のよ
うな能動の形もありうるはずである。
○杉子はすっかり勢ひにのまれてしまった。（友藩78）
○みなはただ唖然とし，浜闘伍長もまた気をのまれて，「処置ねえ」といひながら針
　　と糸とをとり上げた。（群像1956年5月93）
⊂2〕　承知すること。
これも、つぎの1例しかなかった。
○連合軍の出す条件をのみ，陳謝の意を表した。（サンデー毎日1956年1明7日24）
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　ほかには，「要求」「言い分」など，同類のことばと結びつくだけであろう。あまり
積極的にではない，という気もちの上での限定があるばあいにいうように思われる，
　以上のほか，　「ふところに短刀をのむ」のように，　「かくしてもつ」ことを表わすば
あいがあるはずだが，実例はなかった。
〔雑誌90種の資料による絞計〕
　　　　　　　　　　かな飲呑　計
　　00）　酒を～　　　36　67　7　110
　　0Q’）タバコを～1　1－　2
　　01）海に～れる2　1－　3
　　　　　　　かな飲呑　i汁
1）相手を～　　1　　　　　1
2）　条件を～　　1　一　一　　1
10．「く　う」
　〔oe）食：べものをとること。
　この規定は，抽象的であいまいな点があるので，もうすこし具体的に考えてみたい。
（1）この「食：べもの」には，ふつう飲みものをふくまない。「お茶をくう」「スープを
くう」などとはいわない。
　○冷えた直島汁を食ってみると，輝雄が学校から帰ってきて，（冬の宿129）
という例があるが，これは味噛汁の中に実がはいっているためであろうか。
（2）辞典では，「くう」の規定を，「食物をかんで，のみこむ」のようにしているもの
が多い。CODでもeatをMasticate＆swallow（solid　food）；swa110w（soup）と
規定している。（ついでにいうと，現代の辞典で，「くう」に「たべる」，「たべる：
に「くう」という，どうどうめぐりの規定を与えるだけで，すましているのが多いのに
は驚かされる。すでに，鳥海が「噛ミテ呑ム」と規定しているのにくらべて，あきらか
な退歩である。また「かんで口に入れる」のような規定をしているものもあるが，これ
も，このままでは妙なイメーージになる。）この「かむ」という動作は，大部分の「くう」
動作にともなうはずである。
　○見るともなく見て，葛飾の食事が粥のようなものなのに安吉は驚いた。葛飾は，食
　　うというよりも畷って呑みこんだ。（むらぎも307）
という例で，「くう：が否定されているのは，対象が液体にちかい流動物であるととも
に，ろくにかまずに呑みこんでいることにも原因があるだろう。
　しかし，この「かむ」という動作が，「くう」ことにともなう絶対的な必要条件であ
るかどうかは疑問で，たとえば，ご飯をかまずにのみこんでも，やはり「くう」という
はずである。ただし，このことを示す適当な実例はなかった。
（3）食われる対象は，正常な状態では無論食べものにかぎられる。しかし，食べものと
同様のし方でかまれ，のみこまれれば，食べものでなくても「くう」という動作の対象
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となる。
　○「わたくし，マッチの軸，食べ，食べます」と言って，マッチの軸を食って見せた
　　さうである。「わたくし，ガラス，食べ，食べます」と言って，ガラスのコツブも
　　噛み割って食ったさうである。　（中央公論1953年7月293）
　「のむ：については，そのとる面的語の種類に応じて，「酒をのむ」「さかずきをの
む」「大酒をのむJという，3つのばあいがあった。「くう」については，この第2
の「さかずきをのむ」にあたる形は見あたらなかった。しかし，「カレーの皿をくう」
などの言い方も，ありえない形ではないように思う。「大酒をのむ：にあたるものとし
ては，つぎのようなものがある。
　○彼が大飯を食っても，文句をいわなくなった。（週刊朝日1956｛li　3　R　4　N　57）
　○いや，朝飯は食わなくていい。（むらぎも125）
　○何を菜にして小昼を食うか？（むらぎも29）
　　　　　　　　よ　そ　○其日の晩餐は余所で喰はずに，先生の食卓で済ますと（こsろ87）
　ただし，ここで，「大飯」は「大飯をもる」「大飯をたく」などがないから，かなり
動作としてのニュアンスがこいが，「朝飯」や「晩餐」になると，食事というべきか，
あるいは食物というべきかは問題だ。「朝飯をすます」とか，
　○昨日，おそい朝飯を食べてから，（自由学校161）
では，かなり動作性がこい（「おそい食：事：はいいが，「おそい食物」はおかしい）が，
つぎのような例では，ものとしての側面がつよく出ている。
　○いつもの通りお町さんのうちへ朝飯をたいてやりに行くと，（本日休診121）
　○もう少しして，だんだん朝飯ができるようになって，（むらぎも210）
したがって，「朝飯をくう：などの例についても，単純にこれを「大飯をくう」の問類
とみてよいかどうかには疑問がのこる。
　「くう」の二本的な意味で慣用句になっているものは，たくさんある。
○友達は皆道草を喰ってみる中を，私一人は駈脱けるやうにして（平凡35）
○ねえ，犬も喰はないんだってさ。他人の夫婦喧嘩，（本日休診104）
○かうして女を宿屋へ連れ込みさへすれば，あとは焼いて食はうと煮て食はうと，こ
　　つちの意のままだ。（・」・説籍潮1956年4月36）
　○なにも兄さんをとって食おうというじゃなし，（読切小説集1956年8月238）
　○そうさな，毒くわば，皿までか。　（小説倶楽部1956年7月451）
○邪魔になる奴は悪魔に喰われろ一（週刊サンケイ1956年1月IH48）
　○武士は食わねど（傑作倶楽部1956年11月202）
　○心の中では随分あわてながら，侮喰はぬ顔で勢好く，（つゆのあとさき34）
なお，「めしを食うjという形で慣用句になっているものも，ここへはいるが，これら
は便宜上つぎの〔ODで取りあげる。
　つぎの慣用句も，多分ここに属するものとおもわれるが，「アワをくう」ということ
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の文字どおりの具体的なイメージが持ちにくいので，そう言いきってよいかどうか，疑
問がのこる。
　　　　　あんな　　　　　　　　　　　　　　　ご　○何故，彼様に泡を食って，斯の蓮華寺へ引越して来たらう。（破戒49）
　「くわせる」の形で，料理がうまい，うまいものをくわせる，という意味にもちいら
れることがある。このばあい，性質をあらわすので，「～を」という目的語はとらな
い。これは「くわせる」全体としての意味はずれているが，それは，むしろ使役の形の
問題で「くう」と「せる：とに分解して考えれば，「くう」の部分の意味は，この〔60〕
に属するとおもわれる。
　○馬道の真砂っていふうちは一寸喰はせるねっていったら、（末ts　36）
　〔Ol〕生活をすること。くらしを立てること。
　○キャバレー一でギターを弾いて喰ってみるだけの入間で，（帰郷108）
　○米もない，電燈もない，娘を売らなくつては食って行けないと（波63）
　O彼の家はやっと食ふに殴らない程度だつた。（友梼85）
　○父は此外にもまだ色々の小書を云った。その中には，「昔の親は子に食はせて貰つ
　　たのに，今の親は子に食はれる丈だ」などSいふ言葉があった。（こsろ120）
この類の形武上の特徴としては「～を」という対象をあらわすことばがかけているこ
とがあげられる。つまり，この用法のばあい，Fくう」は自動詞だといってもよい。つ
ぎのように，使役の表現で相手を「～を：という形式であらわしていることも，その
傍証になる。
　○その上恋人を食わせる必要もあったし，（私の人生観25）
一般に，使役の相手は，自動詞で「～をA，他動詞では「～に」の形で表現される
ことが多いのである。（匿研報告25e現代雑誌九十種の用語用字』第3分冊p・130～132
を参照。）
　具体的な動作として「くう」は他動詞だから，その意味での「くわせる」の相手は
「～に」で表現される。
　O食事をつくって青年たちに食わせるのを楽しんでいる様子には，（むらぎも29）
　これとおなじ用法は，「たべる」にもある。
　○いま時はう誰だってあそんで，何もしないで食べていることは出来ないんだ。働か
　　ざるもの食うべからずじゃないか。（顧がらせの年齢266）
　この用法は，生活することのなかで特に大切な「くう」という行為をもってきて，そ
れで生活全体を代表させたものである。人は顔をあらわなくても，くつをはかなくても
生きていけるが，食うことなしには生きていけない。このように，もっとも重要な部分
の行動で，これをふくむ，より全体的な行動を代表させる，いわば提ゆ的な使い方は，
「くう」にかぎらず，以下のようないくつかの動詞にみられる。
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（歩く）
　　　　い　くつ　○峠の二二もある寂しい山道を，お島は独りでてくてく歩いて行った。（あらくれ115）
　これは，　「あるく」の基本的な意昧でもちいられた例で，車：や馬に乗ることもせず，
走りもせずに歩いていくことをあらわす。ところが，つぎのような例では，それがもっ
と一般的な移動をあらわしている。
　　　　　　　　　　　　　あ　あ　　　　　　　　からだ　○御承知の遜り，猪子君も彼様いふ弱い身体だから，始め一諸に信州を歩くと言出し
　　　　　　ど　　た隠に，何の位我瀧が止めたか知れない。（破戒296）
　○女には内々で朝から金策に歩いたが，出来なかった。（平凡135）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たも　○小野田は時灯外廻りに歩いて，あとは大抵店で裁をやってみたが，（あらくれ235）
　つまり，これらのばあい，文字どおり基本的な意味で歩いたのかもしれないが，車や
馬に乗って動いたのだとしてもよい。その移動の全過程の一部に，自分の足で文字どお
り「歩く」ことがふくまれているにはちがいないが，それが全部ではないばあいでも
「歩く」といえる。ここでも，「歩く」ことを全移動過程の典型的な部分として取りだ
し、それで全体を代表させているのだ。
　なお，このばあい，「歩く」は単なる移鋤ではなくて，方灯をつぎつぎに移動してま
わる，という二＝アンスをもつ。つぎにあげる，「～てあるく」という形で補助動詞
的にもちいられた例でも，このことはよく現れている。
　○地方を巡回して歩く休職の大尉とやらが（破戒222）
　〇二六つれで毎β就職運動をしてあるいた。（冬の宿138）
（たがやす）
　○おつぎは勘次に引かれて麦の畦閥を耕した。（土・上122）
は，基本的な，「田畑の土をほり返して，やわらかくする」という意味である。しか
し，つぎのような例では，もっと広く，田畑をたがやしてそこに作物をうえ，取り入れ
ること，そこで農業をいとなむことをあらわしている。
　○現に叔父が耕して居るのは其趨である。（破戒106）
　○田畑を耕すことよりも瓦を掘ることを仕事にしたんですよ。（冬の宿48）
　○一人目百姓が一段の田地を耕したとて，秋の収穫期にどれ程の米が取れるかお分か
　　りになって。　（真知子・前37）
これも，一運の農作業のなかで，「たがやす」ことが全体を代表するにたる，もっとも
重要な部分だからである。
（ぬう）
　○糸をしごきながら，見た事もないようなきれいな布を縫っていた。倣浪詑121）
　○副食物をやったり，綻びを縫ってやったりしたことが，（慮鐵学校276）
などの例は，「針に通した糸でつぎ合わせる」ことをあらわす。しかし，
　　　　　　　　　　　　　　かヤリ　　ひとえ　○通運が届みて，母が縫った飛脅の単衣にまた涙を落した。（思thの記・上213）
　○こんな地の好い着物は今迄縫った事がないわ。（こSろ56）
などでは，単にせまい意味での「ぬう：動作だけでなく，きれを切ってこれをぬい含わ
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せ着物にしたてあげるまでの全過程が「ぬう」という単語であらわされている。
　「くう：が生活することをあらわすのも，これらの「歩く」「たがやす」「ぬう」な
どと同じ用法である。しかし，その意味が文字どおり食物を「くう」ことだけに限定さ
れているか，それとも生活すること一般にひろげられているかは，まぎらわしいばあい
がある。
　○食うだけ，働けばいい生活で，それも，毎日銀シャリという栄華を，望みさえしな
　　ければ，朝の街を一一・圓りするだけで，一日の計は立ってしまうのである。　（自由学
　　校195）
という例において，この「食う」がどちらかは，まぎらわしい。ふつう「食うだ？ナ，働
けばいい生活」というとき，その「食う」は，単に食事をするだけではなくて，衣食住
すべての尋常生活をいとなむことであり，ただ特にぜいたくをしたり，貯金を残したり
はしない，という程度の生活を意味する。しかし，このばあいには，ルンペンの生活
で，衣料費も住居費もかからない。そして，「銀シャリ」うんぬんの表現からみて，ここ
では，文字どおり食費をかせぎだすだけはたらく，という意味ではないかとおもわれる。
　○生きてるとすれば食わねばならぬ。人と争わずに食うとすれば乞食をするほかはな
　　い。　（出家とその弟子24）
という文章では，前の方の「食わねば：は食：事する意味であろう。そして，「人と争わ
ず食うとすれば」は，ふつうだったら，生活していくこと金体をあらわすはずだが，こ
の八前の「食わねば」があるために，ちょっと判断に迷う。
　「めしをくう」という表現も，金体としてこの「くう」と岡様に「生活をする」とい
う意味にもちいられる。このばあい，「くうjだけをとりだせば，それは⊂oe）の，文字
どおりの「めしをくう」という表現における絹法とおなじである。
　○両刀棄て、飯が食へぬとは意気地のない話だと（思出の記・上57）
　○人の脚を掬って飯を食ふことだけ考へてるるのだ。（帰郷336）
　以上は，一般的に「生活する」「生活をたてる」というばあいだが，このほか，「く
う」に，あるいは「めしJにかかる修飾語をともなうことによって，特定の暮らし方を
示すことがある。
　○スパイというのは厭らしい。一緒に飯をくっている仲問を売るのである。　（小説春
　　減摩956年6月94，一緒に生活する，または岡じ類的のためにはたらくこと。）
　○ヤセてもカレてもお父さんは三十年外交の飯を食ったんだよ。（講談倶楽部1956年8
　　月154，外交を職業とすること。）
　○彦左衛門の飯をくって来た不敵なその方だ。（小説と読物1956年llfi　68，彦左街門の世
　　話になること）
　○わしは牢屋の飯を食って来た男。（世界1953年8月189，牢屋につながれていること。）
　つぎの例でも，やはり「くう」だけとれば基本的な〔G9〕の用法だが，「食うものも残
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らんじゃった」全体では，「生活ができなかった」ことをあらわしている。
Oノ」・作料を納めると，あとは食うものも残らんじゃったたい。（家の光1956年5月176）
　〔02〕　虫が血をすうこと。
　はじめにのべたように，「くう」はたべものを対象とする。のみもの，つまり液体は
「くう」対象にはならない。ところが，ノミ・シラミ・カなどが「くう」というとき，
具体的な事実としては，血をすっているのである。
　○亜にくわれたあとに湯のしみる気持ちよさは（むらぎも283）
　○自分の病気なぞは杉子にとっては蚤が喰った程にも思はれないのだ。（友情86）
　しかし，事実としては血をすうことであっても，「血をくう」という表現はないのだ
から，意味的には「すう」とちがっている。つまり，このばあい，「すう」こと一液
体を移動させることよりも，すうために口をさしこむことをあらわしているのだ。
　おなじ「虫がくう」でも，つぎのようなのは，「人がめしをくう」のとおなじで，
⊂oe）に属する。
　○虫の喰った跡によって毒草でないと知られる限り，採って喰べた。（野火125）
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　○このお婆さんにいくつですと聞くと，七十六だと云っていた。虫の食ったおヒナ様
　　のようにしおらしい。（放浪記135）
　これらは，まさに人間がめしをくうように葉っぱなどをくっている例である。しか
し，これらにも，まえの「ノミがくう」などと共通の側面がある。それは，あまり小さ
いために，口を動かしてくっているようすが見られず，滋養分の補給という抽象的な観
点からしか問題にできないこと，常識的な範照での人間のたべものからはズレているこ
とである。これらの、点で，「野火」や「放浪記」の例は，〔GO〕のなかにあっても，入間
がたべものを「くう」のとはやや重点のおきどころがちがっていて，カやノミが「く
う」という燭法への橋わたしの位置にあるものといえる。そして，そのような意味で
は，「虫がくう」にかぎらず，つぎの「ネズミがくうAも，人間のばあいにより近いけ
れども，ほぼ同様に位：置づけることができる。
　○マンチェスター地方のある郵便局で鼠が箱の錠前を喰い切り，中に入れてあった郵
　　便為替を喰った。　（日本及日本入1953年8月58）
〔10〕　相手の勢力をそぐこと。
　ここに属する例はそう多くなく，しかも，大体はすこし慣用句的なものなので，正確
に規定することがむずかしい。こまかい点では1例ずつ説明を要する，といってもいい
ほどで，一応上のように意味を規定したが，このような一般化した規定だけでは，到底
十分とはいえない。以下，いくつかに分けて説明する。
a）敵をやっつけること。
　0大型船と駆逐艦が一隻，敵潜にくわれている。（講談倶楽部1956年1現425）
　この例は，「くう」の基本的な意味のニュアンスを多少もっていて，それの比ゆ的な
632　　第2部　　個男li的言己述
用法のようにもとれる。ということは，以下のb）c）のように用法が固定化して，類
例がいくらもあるというのではなくて，臨時的なものと思われるからである。ある国の
軍艦が敵国の軍艦を「くう」というような表現は，まだそれほど安定したものではない
であろう。しかし，とにかく，これ1例しかないので，よくはわからない。
b）スポーツで下位のものが上位のものをまかすこと。
　○松登に勝てば，一横綱瓢大関を食うことになる。（相撲工956年11月102）
　これも1例しかないのだが，ほかに野球などでもつかうはずである。しかし，スポー
ツー般にいえるかどうかは疑問で，陸L・水泳などでは，ほとんどいわないとおもう。
これは，下位が上位をまかすことであって，前頭が大関を「くう」ことはあっても，大
関が前頭を「くう：とはいわないのだが，そのような順位がかなりきまっているような
スポーツ，つまり，おなじ相手どうしがしょっちゅう顔をあわせるようなスポーツでな
ければ，つかうのに適さないからである。（なお，芝居でも「子役が主役をくった」の
ような表現がありそうにおもわれる。）
c）他のものの領分をおかすこと。
　○あんなに美しい唄を，ラジオは活字のように街の空で稔っている。雑音化した夜の
　　蘭。入間がキカイに食われる時代，（放浪記249）
これは，入闘が本来してきた，また当然すべき，歌をうたうようなことまで機械がする
ようになってきたことをいっている。しかし，単に機械の使用論点が広くなったという
客観的な事実をのべているのではなくて，入間自身が機械に合わせてしごとをし，人間
らしさを失って機械に従属化していくことをも含ませているように思われる。
　○だが，この男といっしよに忌事してめったに喰はれようとは思ってみなかった。
　　（臨牛76）
これは，相手のペースでしごとを進められてしまう，というような意味であろう。
　○生活を助けるために認めた外交仕事が生活をかえって食うことになってしまった。
　　（サンデー毎11956年9月23E　31）
これは，生活を経済的に圧迫することをあらわしている。
　○岸と水との接する線がまったく同じ状態でいることは：Hとない。今Hは陸地が少
　　々多く海に食われるかも知れないが，明Hはそれが少々少いかも知れない。（V一
　　ダーズダイジェスト1956年4月74）
これは，空間的に海が広くなって，今まで陸だった領域が海になることをいっている。
d）相殺すること。
　○ご千円の賃上げは，バネ返りを計算すると，トン当り竺百円余の原価高となる。炭
　　況溜出で浮いた利益を喰って，なお赤字となる。（東洋経済御報1956年2彫晦67）
　○合理化を進めても，毎年の硫安値下げでコスト低下分をくわれてしまっているかっ
　　こうだ。（東洋経済薪報1956年11月24臼69）
ここには金の例しかなかったが，時間や労力についても，「早おきで浮いた分を趨過勤
務でくわれる」のようにいうことができるだろう。なお，このd）のグループは，あと
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の〔20〕のくついやす〉意味にきわめて近いが，その関係は〔20〕のところでとりあげる。
　○「帝国海軍を喰ひちらして来た女だ。」
　　と，突然に彼は言ひ醸した。
　　「今度は何を喰ふ気か知らんが，あれは，優しいきれいな顔をしてみて，化物だej
　　（帰郷104）
これも，ここに入れるべき用例かもしれないが，それよりも喰いものにする」という
慣用句をもとにしたものかと恩われる。しかし，「くう」を「食いものにする」とおな
じ意味に使った例は，ほかに見あたらない。多分ここでの臨時的な使いかただろう。
　以上にあげたのは，ここに属するもので，はっきり慣用句とはいえない全用例であ
る。a，　b，　c，　dがおのおのちがうのはもちろん，　cの中でもそれぞれにかなりちが
う事実をあらわしていて、これらをエまとめにしてその共通性を規定するのは，むずか
しい。用例数が少ないため、また，みなある程度まで慣用句的なためであろう。
　（11）　このほか，以上のグループに属するのではないかとおもわれる慣用句に，「人
をくった」と「くってかかる」とがある。これらは，どちらも，かなりかたい結びつき
をつくっているもので，慣用句全体としての意味は規定できても，そこから「くう」だ
けをぬきだしてしまうと，あいまいになる。したがって，その意味がここに属するとい
ってみても，あまりすっきりはしないが，とにかく，どこかでとりあげなければならな
い慣網句だから，比較的近そうにおもえるここにあげておく。
　〔111〕
　○「専門家の立場から」といった人を喰った見出しで，薪進拳闘家が闘牛を論じてゐ
　　るヨもある。（闘牛103）
　○岡郷は人を喰ったやうにきょとんとした顔つきで雷つた。（闘牛130）
　　　　　　　　くぜつ　○もし，これが口説文句だとしたら，あんまり人を食ってるし，（嘩由学校63）
「人をくう」は，このように，「くった」「くって（い）る」の形でつかわれて，人を
無視し，ばかにして相手にしないようすをあらわす。そして，つねに「人を」という贈
言語をともなって使われ，「だれだれをくった態度で」のように，ほかの呂的語をとる
ことはない。まったくかぎられた結びつきにおける意味だ。
（112）
　○「何くそ！　費様の教育が悪い。」と嘉門が妻に食ってかかる。（冬の宿18）
　○いきなり扉をあけて半狂乱の有様で先生に喰ってかかった。（本田休診iO4）
　○お弓は，威丈高になって，嘉九郎に喰ってかSつて来た。偲讐の彼方に67）
「くってかかる」（はげしく反抗する，の意）は，「入をくった」とちがって，全体と
しての形が文法的に制約されているということはない。つまり，「～た」「～てい
る」にかぎらず，「～る2でも「～てくる」でも自由につかえる。また，臼的語に
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も特別の制限はない。しかし，「くって」と「かかる」との結びつきはかたく，意味的
にみて，ほかの「くう」や「かかる」との関係がきわめてうすい。だから，「人をくっ
た」とは別の意味でだが，やはり｛貫用句である。
　〔20〕　ついやすこと。
　○竪坑三本（工事中）などでカネを食うし，（東洋経済新報1956年12月8日77）
　○燃料を余計食うジェッ｝機よりも，（エコノミスF1956年le月27日49）
　○二重になってかえって人手を食う場合があります。（中央公論19561ii　6　E　75）
　○即製の交換はかなり時聞を食った。　（文芸春秋1953年1現124）
　この表現は，多少評価的・感情的なニェアンスがこめられているように思われる。す
なわち，「ついやす」「消費する」「必要とする」などが純粋に客観的な事実の表現に
とどまるのに対し，「くう」は，そのような事態がこのましくないにもかかわらず，期
待に反しておこる，というニュアンスがあるように思われる。このことは，「くう」が
俗語的な文体に属することと関係があるであろう。ただし，そのような＝ユアンスを感
じとるかどうかには，個人的な差がありうるだろうが，その点についての調査は，して
いない。
　以下，これらとまぎらわしい表現と比較しながら，この類の形式上の特徴をもっとこ
まかくみることにする。
　このグループの「くう」は，その主体の表現として，しごと，または道具・手段をあ
らわす名詞をとる。すなわち，「Aは時聞（費矯・燃料……）をくう」「時問（費用・燃
料……）がAにくわれる」というとき，Aの位置にくるのは，しごとや道具・手段をあ
らわす名詞であって，そのしごとの主体である人をあらわす名詞ではない。「かれ（人）
は，自転車（道具）で行商（しごと）をしている」というとき，
　　行商は質問をくう。
　　自転車はあまり費絹をくわない。
とはいえるが，
　　かれは時問をくう。
というのは，ふつうの表現にはないだろう。
したがって，
　○税金がむざむざと一人の男に食われてしまったのだから（聞入生活1956年8月203）
という例は，「消費されて」といいかえることはできるが，ここに属するというよりも，
（0〕の具体的な「くう」動作の比ゆ的用法に属するとみられる。「一人の男に」と，主
体が人だからである。
　さきに⊂鐙〕のd）に「相殺する」の例としてあげた，
　　（賃上げが）利益iをくう
　　（硫安値下げで）コスト低下分をくわれる
などは，金のことを問題にしていて，やはりこの類に近いが，「利益」「コス5低下分」
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が「賃上げ」「硫安値下げ」の費用ではない点でちがう。
　〔2匂　「年をくっている」という表現も，「七並をくう！などと近い関係にあるもの
とおもわれる。ただし，これは完全な慣用句で，「年を」を「年月を．．1「年齢を」など
におきかえることはできない。また，主として「くっている」の形で状態の表現につか
われるが，「年をくう」という変化の表現もありうるかもしれない。
　○下宿屋のお神さんは大抵年を喰ってる。（平凡111）
　〔3〕めいわくな行為・作用をうけること。
　○そこで新治には，玄関払ひを喰った概親の屈辱だけが身にしみた。（潮騒116）
　O早晩s一教組からボイコットを食うに達いない。　（人問の壁・上246）
　○突然背後から重量のある打撃を後頭部に喰って失神した。（李陵165）
　○行介はお預けをくった犬のやうに，黙ってそれをながてみた。（波7）
　○一番々頭の前に呼びつけられ大限玉を喰った上に（職敵抄155）
　以上の「玄関払ひ」「打撃」のように，この類の「くう：は，人が意識的に直入にむ
けてする行為をあらわす名詞をうけることが多い。このほかの例としては，
　　うっちゃり　遠距離砲撃　おいてけぼり　さかねじ　しめだし　すつぼらかし　ス
　　トライキ　折橿　総攻撃　総スカン　罰　反撃　パンチ　ビンタ　まちぼけ　ゆさ
　　ぶり
などがある。
　この表現は，ある行為をうけるがわからのもので，「打撃をくう」は，いわば「うた
れるnと同じである。つまり，全体としては受け勢の表現にちかい。これを能鋤に，行
為をくわえるがわの表現にするには，「～をくわせる」にする。
　○建一郎は物も雷わずに，妻の頬に平手打ちをくわせた。（人隅の壁・上271）
　○それを振りきって，ケンツクを食わせるような勇気も，（自由学校249）
　「くう」のうける名詞は，以上のような，行為をあらわす抽象名詞ばかりではない。
つぎのように，道具（つまり物）を示す名詞がくることもある。
　○何をいつまでも豆鉄砲食うた鳩みたいにぼやぼやしてやがる？（真窓地帯・上131）
　○御前崎の沖で軍艦瑞穂が，魚雷をくって沈没，（講談倶楽部1956年11月425）
　○藤本英雄にグワーンという物凄い死球をくって，（野球界1956年2月197）
　OB本がABCDの包囲陣を食っていると（遍刊サンケ／1956年5月6K16）
　「包露陣をくう」は，ちょっとおちつかないかもしれない。意味の転化の道すじとし
ては，「打撃をくう」「うっちゃりをくう」のような，動作性の名詞と結びついたもの
よりも，「魚雷をくう」のような，物をうける表現の方が，「めしをくう」などの基本
的用法に近い。「魚雷をくう」をあいだにおいて考えると，「めしをくう」から「打撃
をくう」が幽てきた経路がわかる。
　これらの道具（物）をあらわす名詞と結びついたばあいも，金体として意識的にむけ
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られた動作をうけることである。「魚雷をくう：は，敵が意識的に，ねらって発射した
魚雷をうけることをしめす。この意味の「くう」の大部分は，前にものべたように，他
人がことさらにしむけた動作をうけるものである。辞書によっては「入からある事を受
ける」と説明しているものもあるが，この点を璽指したものであろう。
　しかし，つねにこのように意識的な動作の結果であるとはいえない。つぎにあげるの
は，そうでないものの例である。
　○蒸汽のあふりをくって，筏は大きく揺れた。（波74）
　○爆発室の中で，爆発を喰ったと同じ結果になりますよ……（宝石1956年2月136）
　　　　　　　　　　の
　○はずみを食って，私は佛向けざまに引つくりかえった。（賭夜行路・前16）
　○ガラガラとウインチで船に積まれて行く，水で皮がペロペロになってみる材木に，
　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　の　　　　　　拍子を食って，一なぐりされると，頭のつぶれた人蔭は，（蟹工船61）
　このような例もあることを考えると，「人から……」という規定はせますぎるといえ
るだろう。
　ここに属する慣稽句には，つぎのようなものがある。
　○実のある処を心せようったつて其手は喰はなくってよ。（青銅の基督75）
　○駒子が，一バイ食ったのも，（自由学校136）
　○駒子は，平さんから，一本食ったという感じがした。（自由学校126）
　これらが慣矯句だというのは，つぎのような特徴による。まず，「その手はくわな
い」では，「手」の意味が「方法」「やり方」などと岡じであるにもかかわらず，「そ
の方法はくわない」「そのやり方はくわない」などの表現はない。この意味の「くう」
をうけるのは，一毅に動作（または道具）をあらわす名詞であって，「手」が方法をあ
らわしながらその位置にくるのは例外だ。つぎに，「いっぱいくう」「一本くう」につ
いては，「～を」という目的語をとっていないことがあげられる。これらは，全体と
しては「だまされる」「自分のおちどをつかれる」ことだが，その内容をしめすべき臼
的語は欠けている。しかも，偶然おちたのではなくて，目的語をとりえない表現なので
ある。一般に，ここに属する「くう」がほとんどつねに「～を」という図的語をとっ
ているのにくらべると，これは大きなちがいである。
　以上で，実例にあらわれたかぎりでの用法はほぼ記述したが，実はこのほかに「気に
くわないjという表現も「くう」にはいっている。
　○事毎に自分の境遇が気に喰はないでたs“いらいらしてみた。（或る女・前158）
　○答えを逃げようとしてしまうのが平井に気に食わない。（むらぎも8G）
この「くわない」にも，ふつう「食」の字がもちいられるが，これをほかの「くう」と
関係づけること，ほかの「くうJとのあいだに栂か意味上の共通点をみつけようとする
ことは，現代語の体系の中では無理ではないかとおもう。辞典の編集者がこの「くわな
い」をどう晃ているかは不明である。この慣用句は「気」の項で説明していて「くう」
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の項では扱っていない。また，食事の「くう一一1とこの「くう」とを別語として別の見出
しを立てているわけでもない。したがって，辞書でこの「くう」を食事の「くう」と同
語として扱っているかどうかについてはわからない。
　「気｝こくわない」は，慣用句の中でもかなり結びつきの度がつよいといえるだろう。
「（だれだれの）気に入らない」という表現はあるが，「（だれだれの）気にくわない」
というのはなさそうだから。このようなとき，「むらぎも」の例にみる．yうに，「（だれ
だれに）気にくわない」という。
　なお，辞典のなかには，「靴が足をくう」　「わらじが足をくっていたい」　「この毛抜
きはよく毛をくう」などの例文をあげているものがある。これらにあたる実例はなかっ
たが，実例があれば，多分〔0〕と〔1〕とのあいだあたりに1項馨立てて入れるのが適当
だろう。
〔雑誌9G種の資料による統計〕
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U．　「はかる」
　〔OGO〕　ものや作用の性質を量的に知ろうとすること。
　対象となる性質には，つぎのように，いろいろなものがふくまれる。
　○洞窟の深さを測って見ると，金長六十五聞，（恩讐の彼方に79）
　○あれは，水の速さをはかる器械です。（銀河鉄道の夜284）
　○熱をはかって見たら三十八度九分あった。（友情80）
　○「……並t圧を，計ってみなくっちゃ，いけないんだがなj（薪潮1956年1月178）
　以上の例のように，「はかる」がとる黛的語には，「深さll「速さ」「熱」と，性質
をあらわす抽象名詞がなることがおおい。しかし，また，これらの性質のもち虫である
実体をあらわす名詞が密的語になることもある。
　○その水を測るのは，附属のコップの冒盛によらなければ（暮しの手帖36号167）
　○その光線を熱量で測ってみると，（中央公論1953年12月178）
これらは，それぞれ「水の量を」「光線の熱鍛を」といいかえてもさしっかえない。つ
ぎの「体」は実体を，「体格」はその性質をあらわしているが，爾方とも隅じ事実をい
っている。
638第2部個別的二上
　○彼らは，そんな体を計ってなんか貰え　　○着る入の体格を計ってきめるとよいの
　　ない。　（スタイル1956年10月201）　　　　　です。　（主婦の友1956年11月付録撫装と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋装75）
　はたらきかけの対象として，ものをも，その性質をもとる，ということは，つぎのよ
うな動詞にもみられる。
　　　　　　　〈も　の〉
○私は改めて周露のわが絶望の同僚を数
　へた。（野火25）
○吉さんの鳥打幡子の内側をかぎなが
　ら，　（放浪記264）
○加治木は，足を速めて，興行街を通り
　抜けた。　（窓由学校211）〔ただしこれは
　本当に実体をあらわしているとはいいにく
　い。〕
○昭和二十六年ごろの「黒牛景気」に影
　響されて，採草地を拡げることにな
　り，　（農業朝日1956年10月72）
　　　　　　〈性質〉
○のがれ去った離下の数を数へて，　（李
　陵165）
○勘次は単衣を少し開いて鼻へ当て臭を
　嗅いで見た。（土・上94）
○船はもう可なり速力を早めて，霧のや
　うに降るともなく降る雨の中を走って
　みた。　（或る女。前89）
　「はかる」　「かぞえる」について，　「（からだを）はかる一．1
「（入を）かぞえる」と「（入数を）かぞえる」などを，それぞれ別の意味とすることは
できないだろう。
　　ものについて量的に知ろうとする
　　性質を量的に知ろうとする
といいわけると，一見別のことのようだが，実はまったく同じことを表現だけかえてい
ったにすぎず，ちがった規定ということ：にはならない。したがって，これら2つは，単
なる結びつき方のちがいということになる。これは，たとえば，
　　｛この自動車ははやい。
　　この自動車の速力ははやい。
　　｛白い花
　　白い色
○奔騰する濁流はすばらしい勢いで，濠
　の両側の土砂を削って押し流し，見て
　いるうちに幅をひろげつ5ある。　（小
　説春秋1956年5月77）
　　　　　　　と　「（体格を）はかる」，
のように，形容詞が実体に結びついて使われたときの意味と，性質に結びついて使われ
たときの意味とを別義とすることができないのと岡様である。
　単なる結びつきのちがいにすぎない例は，さきに「あける」についてもあげた。意味
がちがうと，これと結びつく単語の種類もかわるばあいが多いのは事実だが，その逆は
かならずしもなりたたないのである。
　物をはかるのと性質をはかるのとが区別できないことは，昆的語をとらない例につい
て，そのどちらともいえないことからも証明できる。
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　○冒痴話で測ったところでは春雲女の墓石は高さ約六尺（春琴抄137）
　　　　　　　　　めんニ　○そや，測り飯や，飯盒に入れて炊事囚が一つ一つはかりで測って，一瓦でも多いと
　　へずり取りやがる。　（真空地帯・上160）
これらは，「墓をはかる～墓の大きさをはかる」「飯をはかる～飯の重さをはかるll
と，2とおりにいいかえることができる。つまり，霞的語として，物をあらわす名詞・
性質をあらわす名詞の，どちらでもおぎなうことができる。そして，どちらに考えて
も，表現していることはまったく同じである。また，
　○准尉との距離をたえずはかるようにして歩いて行った。（真空地帯・k14）
　○涯離と時間とを箭って見るに，問題の敵の主力では無ささうに（李陵156）
のような，短離や時間は，もちろん物ではないし，かといって性質ともいいにくい。
　このほか，結びつきの特殊なものに，つぎの例がある。
　○時計を計ってみると十分問で約菅人程の人間がスタンドに吸収されてるるのであっ
　　た。　　（＄野牛　139）
道具が「はかるllの目的語の位置にくる例はほかにない。もしこれが「時計で計る」の
書きまちがいでないとすれば，まったく特殊な、孤立した例である。
　「はかる：対象としての性質は，たいていは物理的なものであるが，中には，つぎの
ように感覚的・理性的なもので，ちょっと数量化は困難とおもわれるものもある。
　○彼は自分で自分の指を握ってみて，握る時の感覚と，その握られた感覚とを計って
　　みたりした。（確夜行路・薄47）
　○だが此の私ひとりにとって明瞭なこともどこまでが現実として明瞭なことなのかど
　　こでどうして計ることが出来るのであらう。それにも拘らず私たちの聞には一切が
　　明瞭に分ってるるかのごとき追えざる機械が絶えず私たちを計ってみてその計った
　　ままにまた私たちを押し進めてくれてみるのである。（機械32）
　なお，つぎにあげる例における「はかるllは，「はかるような目つきでながめるJ
「からだのことを考えながら見る」というようなことをあらわしているものと思われる
が，現代の一般的な用油にはない使い方である。
　　　　からだ　○僕の身体をつくづく冒に測って，眉宇に一点の雲を宿した。（思嵐の言己・上147）
　〔eOl〕一定の暴を確認して取り出すこと。
　〔000）の「長さをはかる」などのばあい，対象となる量は未知であって，これを知ろう
とこころみることが「はかる」ことである。したがって，結果的には測定に失敗しても
「はかった」ことになる。「木の太さをはかったが，よくわからなかった．．1ともいえる
のである。しかし，「はかる」には，このほか，むしろ問題になる量は既知であって，
対象となるものを，その分量だけ取り出す，ということをあらわす用法がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のっけせん　○肩先から直角に11センチを謙り，この点から9センチのまち附線をとる。（主婦の友
　　1956年6肩付録夏の婦人服と子供服53）
　○袖ロは袖串の中央線を引き，それより一糎五耗前の方へよせて袖口寸法の二分の一
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　　ずつをはか弓ます。（婦人生活王956年4月付録春のスタイル集l18）
これらの例で，「ll　laンチ」「tw　ur寸法の二分目一’」という量は既知である。　Fはか
る」は，布地をこれらの寸法にあわせて取り出す，より具体的にいえば，その寸法のと
ころにしるしをつけるか、そこから切りはなすことをいう。
　この用渋で，「確認して」「取り田す」という2つの要素のどちらに重点がおかれる
かによって，変種が生じる。上にあげた裁縫の例では，「取り鐵す」ことよりも「確認
する」方に璽点があるとみられる。切りとらなくても，しるしをつけなくても，ものさ
しをあてて黛盛りをよんだだけで，「11センチをはかった」といえるからである。
　○穴の入口より奥迄，二十二間を欝る迄に，掘り穿つた。（恩讐の彼方に77）
という例では，「取り出す」という観点は一層うすれている。それは，さきほどの裁縫
の例などとちがって，これは洞窟全体の長さであり，一部分の長さではないからであ
る。裁縫のばあいに，たとえ切りとらず，しるしもっけなかったとしても，長い布地馬
体の中から「11センチをはかるjことは，その部分を他の部分から「取り出した」こと
だが，ここでは全長を問題にしているので，F取り出した」とはいいにくい。さらに，
この例では，「はかる」が特定の主体の動作ではなくなって，「二十二間を計る」全体
で「ご十二間の長さであるllという状態の表現になっているために，ますます「取り串
すAとはいえなくなっている。
　これと逆に，ザ取り出すAという動作の要素のつよい例としては，つぎのようなもの
がある。
　○小糠を鐘へ盤るのも白い塩を小糠へ交ぜるのも溝足気に見て居た。（土・上38）
この例で「はかる：のあらわしているものは、小ぬかをむしろへ移すという，まったく
具体的・空聞的な動作だ。もちろん，ここでも「籔を確認する」という要素は生きてい
るが，裁縫の例や洞窟の例にくらべれば，「取り出す：方の観点がずっとつよくなって
いる。このことは，「llセンチ」のような数詞ではなくて，「小糠」という具体名詞が
匿的語になっていること、「鐙へ：という移動の帰着点が示されていることによって，
ささえられている。
〔OIO〕推定すること。こうだろうと想像すること。
　ここに属する例のうち，比較的代表例に近いといえるのは，つぎのようなものであ
る。
　○兵隊のすべての行動を測ることのできる准尉がいる。（真空地｛｛多・上232）
○何人がそのような死に方をするかもはかられぬのじゃ。（出家とその弟子214）
○批に知られたというのを感謝して，中里氏の碑が二年ほど前に建った位だから，こ
　　この素朴さがはかられよう。（旅1956年1珊148）
「比較的」とつけたのは，「はかられる」のような形のものだからで，「～をはかっ
た」のような，動詞として，より基本的な語形のものには，適当な例がなかった。とい
うことは，〔G9）V：あげたものにくらべて，この絹法が文法的な諭での使用にやや自由さ
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を欠くことからきているかもしれない。　（この点をもっと積極的にいうには，屑例がた
りないと、思う。）
　なお，この用法は〔00〕にくらべて文章語的で，日常の会話にはあまりもちいず，やや
古い語感で文章のなかで使われる。つぎの「計るに」のような形武で，また「己れを以
て」のような文語脈のなかでつかわれている例は，その傍証になるだろう。
　○自分の学力を欝るに少なくも三年には入れる，（思出の記・上227＞
　○「己れを以て人を計る筆法ですね」
　と答へはしたが，　（起る女・蘭214～215）
　この点については，「はからずも」「あにはからんや」など，慣用句の中にこれと近
い文語的絹浩が残っている点（⊂012⊃）を参照。
　〔OO〕の類も〔Ol〕の類も，対；象についてなにかを知ることをあらわしている点では混じ
である。基本的なちがいは，〔GO〕の類が昌の前にある対象の性質についての直接的な認
識なのに対して，〔Ol）の類は，現在眼前に展開されてはいない事実についての間接的な
認識（すなわち推定・想像）だという点にある。したがって，多くのばあい，〔0◎の用
浩は未来の事実について考えることをあらわす。しかし，「ここの素朴さがはかられよ
う」という「旅」の例は，現在の事実についての推定であり，辞典にときどきみられる
「予測する」という訳語は，この〔03〕の類全体に対するものとしては，せますぎる。
　〔00〕と〔Ol〕とのちがいの第2は，〔00〕が蚤的にとらえられた性質を対象としているの
に対し，〔Ol〕はそれだけにとどまらず，どの程度，ではなくて，どのようにあるか，と
いう質的な側面についての認識もふくみ，さらに，静的な性質だけではなくて，広く環
象・事実についての推定をふくんでいることである。「素朴さがはかられよう」の例で
は，「素朴さの程度が」といいなおすことができる。つまり，墾的な認識といえる。し
かし，f“’ｺ隊のすべての行動を測る」「どのような死に方をするかもはかられぬ」では，
行動・死に方の量が闘題なのではない。また，単に行動や死に方の「性質」というより
は，どのような行動・死に方であるかという「内容」を推定しているのである。素朴さ
についての推定が数詞で答えられるとすれば》行動・死に方についての推定は動詞で答
えられる性質のものである。
　なお，coe）では「知ろうとする」という形で規定したのに対し，〔eので「推定する」
「想像する」と規定して，　「～うとする」の形をとらなかったことについて説明して
おこう。「知るJという乱淫は，認識の変化をあらわしている。
　　わたしはその水の重さを知った。
というとき，「わたし」が単に水をはかりにかけたりしただけでなく，露盛りをよんで
水の重さが栂グラムあるかという認識をえたこと，「わたし：の認識が変化したことを
あらわしている。単に知ろうと努力しただけの段階では，まだ「知った」とはいえな
い。ところが，
　　わたしはその水の重さをはかった。
では，「わたしJの認識が変化したかどうかは，はっきりしない。重さを知ったかもし
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れないし，はかったけれどもわからなかった，ということも，ありうるのである。つまり，
「はかる」は，認識の変化を匿的としたばたらきかけをあらわしているのである。はた
らきかけが実現すればいいので，その罵的が達せられたかどうかは，闘題にならない。
したがって，〔OO〕の意味の「はかる」は「知る」ではなくて「知ろうとする」と訳さな
ければならない。（なお，第1部3・1・3経過／結果p．218以下を参照。）
　それでは，〔01）の方の「はかる」（嵩推定する，想像する）のばあいはどうであろう
か。この用例が少なく，またこの「はかる」は臨常語で自由に使われる用法ではなく，
やや文章語的でもあるので，判断がむずかしいところもあるが，〔OO）のばあいとはちが
うように思われる。すなわち，「はかった（推定した）」というのは，単に推定・想像
し」：うとしたのではなくて，すでにそのイメージを頭にえがいたばあいにいう。⊂eo〕の
測定とちがって，〔Gl）の推定・想像という行為は，主体の一一方的な，主観的な行為であ
るから，二二として「はかろうとしてはかりえない」というようなむじゅんはおこらな
い。この点は「推定する」「想像する」なども同様である。それで，このばあいには
「～うとする」という形で規定する必要はない。
　さて，〔09〕と〔Ol）のどちらに入れたらいいか，まぎらわしい例がいくつかある。
　○妙に掴まへどころのない岡部といふ人工の，悪いにしろいいにしろ，その奥行の深
　　さを測るそれは錘りのやうなものであった。　（闘牛129）
　○子供の体重をはかり身長をはかってやりながら，その子供たちの心の重さをはかる
　　という一番大事なことを忘れていたのだった。（入問の壁・上143）
　○いろいろな出来事の意味を測る一応の門標のようなものが，（tlt界1956年1月66）
　これらは，．「深さを測る」「重：さをはかる」「～を測る一応の座標」と，それぞれ
蚤的な認識についての表現である点で〔00）の方にちかい。特に「人問の壁」の例では，
身長や体璽をはかるのと対にしているので，一層その色彩がつよい。しかし，ここでは
かられる対象である「（人間の）奥行の深さ」「心の重さ」「出来事の意味」は，それ
ぞれ，ものさしやはかりでは知りえず，かんたんに量的にあらわすことのできないもの
だ。したがって，何らかの手がかりから推定する以外に，はかり知ることはできない。
このように，これらの例は本質的には〔eG〕から〔91）への中聞的段階にあるものと思われ
るが，ここでは一応〔Ol〕に入れることにした。
〔OAI）　（よい時機を）ねらうこと。
　○頃合ひを計って，清岡は君江のつれられて行った岡じ待合へと，振りの客になり済
　　まして上り込み，（つゆのあとさき42）
　○お豊とやす代が傍で昼の食事のことで明子に相談したいのを言い出せず，それとな
　　しに計っていたが，　（くれない119）
これらの例は，とけいで正確に時刻をはかるのではなく，大体よいころだろう，と推定
するのである点で，〔00〕よりは〔Ol〕のグループに属する。しかし，蟻に時刻を推定する
だけではなく，よい時機はいっかとねらっているのである。
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　この用法は晦機をねらうばあいにかぎられている。繭にくる名詞も「時機」「ころあ
い」「きっかけ」など剰語にかぎられているだろう。
　〇二人はにらみ合ったまま，しばらく呼吸をはかっていて，（真空地帯・上117）
のような，「呼吸をはかる」という慣用句における「はかる」も，もし「呼吸」の意味
を「呼吸をおぼえる」　「その呼吸で」のように「調子」「やり方」ということだと考え
れば，ここに属するといえるかもしれない。しかし，これは実際に相手の呼吸の速さ・
強さなどを「はかる一tところがら出たものかもしれない。そのばあいには「はかる」は
基本的な〔00〕の意味である。
　〔012）　予想すること。
　これは，つぎのような，慣用句ないしは回船的な形でつかわれるだけである。
　○参勤の途に上らうとしてるるうち，図らず病に罹って，（隣部一族25）
　○左舷に出ると計らずも眼の前に陸影を見つけ出して，（眠る女・薗142）
　　　キうとっさん　○若い父親だなと思ったら，豊図らんや此は松村の兄で，（思出の詑・上ア。）
　○然るに栂ぞ図らんそれより一年を経て春琴の体にた讐ならぬ様子が見えることを砥
　　親が感づいたのである（春琴抄166）
「はからず（も）」「はからん」以外の形としては，つぎの例があった。
　　　　　　　　　　　　　　　えんりう　○図らぬ事で此処に三月あまりも掩留の身となったが，（思出の託・一L195）
いずれにしても，この用法は文語的なものが化石的に現代語のなかに残っているもの
で，文体的にもやや古く，かたいようである。
　〔ig〕　ある匿的のために努力すること。
　○それを機会として，生活共用体の確立と強化を計った。（肖由学校181）
　○県教組とのあいだで解決がはかられる。（目凹の壁・上183）
　○歩留り向上，コストの引下げを図ったことも，（東洋経済新報1956年12月1E73）
　この用法で，「～を」というff的語は，努力の霞標をあらわす。この目的語には，
以下の3種類がある。これらの区分は，結びつきうる単語の範囲を示すだけであって，
「はかる」の意味の芋位区分を示すものではない。
　第1は，上の例ヌ：の「確立と強化」「鰐決」「向上」「引下げ」など，動作i生名詞
（たいていは「～する」の形で動詞になる）である。量的にはこれが大部分をしめ
る。これには以下のような例があった。
　　安定　一家心中　永存　栄達　拡張　共存共栄　切りくずし　軽減　コストダウン
　　再挙　再建　充実　進歩　増殖　蓄財　調整　追求　統一　突破　発展　繁栄　挽
　　回　美化　普及　復活　復興　分散　方向転換　連絡　連携　簡易化　均衡化　軽
　　壁化　合理化　有効化
　第2は，つぎのような状態をあらわす名詞である。
　　安全　幸福　堅固　福祉
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　つぎの例文では，動作と状態とがならんで「はかる」にかかっている。
　○これらの事務の適正化と円滑を図るため，（ジュリ猫1956年10　fi　15　E？G）
　第1と第2とのどちらともつかない，つぎのような例もある。
　○私が皆様と力をあわせて，法の隆盛をはかります。（出家とその弟子209）
　○相互の親睦を図るために昔はクラブがあった。（叉芸春秋1953年8月2e5）
この「隆盛」や「親睦」は，「～する：という動詞の形も，「～な」という形容動
詞の形もない。それで，鋤作的な意味とも状態的な意味ともとれるが，どちらに考えて
も結局は大差ない。
　第3は，昌的自身をあらわす二二名詞である。これには，今のところの資料では「利
益A「便宣」「ため」の3つがある。
　○アメリカの利益をはかろうとする考え方を（敢造1953年8月13）
　○彼は彼女のために診察の便宜を計ってやった。（波134）
　○わが愛する女の幸福の為めを謀るばかりだ。　（蒲団21）
　さて，この〔30〕の類についての規定としては，ここでとった「努力する」というもの
以外に，「くわだてる」「計画するAというのもみられる。「計上する」ことは，ある
匿的のために「努力する」ことの第1毅階であって，「努力するAことのなかにふくま
れる。したがって，三者はかさなるところがあるわけだが，ここで「計画する」をとら
ずに「努力する」をとったのは，つぎのような例における「はかる」が，単に計画の段
階にとどまるものではなく，つぎの段階の実行をもあらわしている，とおもわれるから
だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな　し　○軍事思想の普及を欝る為，学校の生徒一同に談話をして聞かぜるとか（破戒222）
　○次ぎに，住昆の大部分が，拾い屋であるために，職業的な向上と合理化を計った。
　　つまり，拾うばかりでなく，加工生産も始めた。（自由学校181）
　もっとも，つぎのような例では，「はかる：＝「計爵するjと考えても通じる。
　○対空防衛の有効化を計るべきであり，これが完了したとき，原爆に関するある種の
　　取り極めをソヴェトと結ぶ問題を検討すべきである，（世界1954年4月108）
しかし，この文脈でも，「はかるsは，計画をその一部としてふくんだ，有効化の実施
全体をあらわしているともみられる。このように，計画とも努力の全過程ともとれる例
はあったが，討画することだけで，それ以後の実行段階をふくまない，とはっきりいえ
るような例は晃あたらなかった。それで，ここでは，　「くわだてる」　「計画する」とい
う規定をとらずに，「努力する」にしたのである。
　ただし，「計画する」という側面は，「はかる」の意味全体のなかでこの（lO）の意味
を位：丁づけようとするとき，大切な役わりをになう。「努力する」ことは意識の中にと
どまらない，客観的な事実である。そして，〔00〕や〔Ol）｝：見てきた「はかる」の意味
は，入問の認識についての，意識の中における事実だった。これがなぜつながるのか，
基本的な意味からどのようにして〔IO〕の意味が出てくるのかを，あきらかにするには，
「努力」が「計画」という意識的精神的な行為の上になりたつものであることを認めな
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ければならない。
　さきに，〔GO）における量的な，直接的な認識が，〔G匂の聞接的な認識（すなわち推
定）に移行することによって，未来の事実についての認識であるばあいがおおくなるこ
とをのべたが，推定と計画とは，ともに未来についての意識である（ことがおおい）と
いう点で相接している。ちがいは，一方が認識，一方面希望（にもとつく行為）だとい
う点にある。そして，計画がつぎの実行段階までふくむようにズレれば，この自0〕にな
る。
　なお，ここに属するものは原則として「～を」という目的語をとるが，これをとっ
ていない，自動詞的な例が，つぎの4例である。
　○鍛工はそのようにむしろ木谷のためにはかる気持をもって（真空地帯・上166）
　○花技は木谷と共にはかって，或る反軍的な顯体に役立つ或る仕事をしていたと考え
　　ればよいのだ。（真甕地帯・上227）
　○つまり向うは，侮蔑されてもと分っていてよかれと図ったのだ。（むらぎも313）
　○お腹に宿る子を水に流させようと謀る。（サンデー毎疑1956年　3月18日70）
　これらのうち，第2例（「～と共にはかってJ）や第4例（「水に流させようと謀る」）
などは，比較的「計画する：という実行以前の段階のニュアンスがつよいようにおもわ
れる。このような点が，もし自動詞的用法に一般的にみられれば，他動詞的用法と別に
：瀬田を立てるべきかもしれない。
（13）　ことを処理すること。
これに属するのはつぎの1例だけで，はっきりした垂球づけはできない。
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　の　　サ　　　○あの林中尉のやつはほんまにいんけんなやり方で事実をまげて，木谷を不利な立場
　においこみ，彼をおどしつけてことをはかろうとした。　（真窒地帯・上178）
　〔2〕相談すること。
　○さて，武帝は諸重臣を召して李陵の処置に就いて計った。（李陵166）
　○母に告げず，伯父に計らず，学校の諸友をも欺みて幽奔した（思出の紀・上170）
　O繭夜その疑を単干が幹部の諸将に洩らして事を計ったところ，（李陵i61）
　○滝本胸男氏にその由を図り，（婦入倶楽部1956年5月436）
　上の例のように，この用法の「はかる」は「～を」という冒的護をとるばあいと，
とらないばあいとがある。そのどちらにしても意味にかわりはない。
　根談ずることは，他人といっしょに，そのことについて計画することである点が，
⊂2⊃を〔1　）V：むすびつける。
　　花枝は木谷とともにはかった。〔1）
　　武並は諸重臣にはかった。〔2〕
ヒいう2っは，かなり近い関係にある。ただし，花枝と木谷とが「はかる」主体として
隅列にあるのに対し，〔2〕の主体はあくまで武帝だけで重臣は含まれない。〔2〕のばあ
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いには，「諸重臣にjと，相手をあらわす目的語をとりうる点で〔2）と形式上もちがっ
ている。なお，〔1〕では計画だけでなく実行段階まではいっていたが，〔2〕での相談と
は，案をねるところまでである点もちがう。
　〔3〕だますこと。
　○「はかったか」
　　福永太兵衛の声が咽喉をつんざくと同時に，二入は鞭をビシリとあてた。（落城21）
　○林中尉にうまくはかられたのだということをようやくさとったが（真空地欝・上193）
　これも，計画しての行為である点で，（1〕などと共通性がある。ただし，（1〕のばあ
いに「～を」という目的語のあらわすものが，計画の内容であるのに対し，このばあ
いには「ダレダレを」という人をあらわす目的語をとる（実例なし）点がちがう。
〔雑誌9G種の資料による統計〕
　　　　　　　かな計測量図謀　計
　000）深さを～21331一一19001）ヌカをむ1
　　しろへ～
010）行動を～　1
011）時機を～　一
〇12）はからずも1
6　一　一　一　一
一　1　一　一　一
?
一　一一　一　一　一　1
　　　　　　かな計測量図謀計
10）解決を～11　6　一　一　16　1　34
11）ことを～　一　一　一　一　一　一　一
2　）重臣に～　一　一　　一　1　－　1
3　）敵を～　　1　　一　一　一　一　1
12．「よ　む」
　〔oeo）文字にかかれたことばを見て理解すること。
　この基本的な意味での「よむ」の対象をわけると，つぎのような種類がある。
a）言語作晶
　○安吉は『文つかひ2という鶴外の小説を読んだことがあった。（むらぎも85）
　○彼女はいそいで，戸部雄三の指導要録を読んでみた。（人聞の壁・上81）
この「小説」「指導要録」など，言語作品の種類をしめす目的語をとる例は，いちばん
多いようだ。ほかには，つぎのようなものがある。
　　演説　戯蝕　記事　記録　原作　広告　告白　作　作品　作文　詩　辞　手記　知
　　らせ　随筆　筋書き　説教　説明　戦史　速報　弔詞　著述　伝　日認　判決　批
　　判　文章　返事　報道　翻訳　要旨　論文
b）言語作品をのせたもの
　たとえば，つぎの各組を比較。
　○心細い気持で古い外国の文飾をばかり　　○文学が専門だから，裳瀬霧は私より余
　　読んでみた。（冬の宿8）　　　　　　　　計読でみたといふ丈で、　轡凡97）
　○東独，ルーマニアといったあたりを見　　○フラッドの声を：耳にしながらバーtスは
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　　でまわっての報告を読んでみると，　　　報告書を読んだ。（宝石玉956年11月
　　（逓干［」読5篭　1956勾三11月25H　49）　　　　　　　　　　　　259）
　○少女は固い声でなおも漫画をよみ，　　○いつまでも漫画本を読んでいる。
　　（人闘の壁・上36）　　　　　　　　　　　　　（人臣の壁・上36）
「文学」「報告」「漫画」は言語（芸術）作品で，物体ではない。これに対して「文学
謝　「報告書．．1「漫画本」は1つ2つとかぞえることのできる物体である。しかし，も
ちろん，ここではこれを物体として扱っているのではなくて，そこに書かれていること
ばを問題にしているのである。これと逆に，「小説」や「漫画」ということばも，具体
的な本を，つまり物体をあらわすものとして用いることができる。たとえば「小説（漫
画）をふんづける（けとばす・もやす）」という表現ではそうである。
　この類に属するものには，つぎのようなものがある。
　　絵本　教科書　原稿　雑誌　参考書　書物　書類　菱yf聞　全集　手紙　ノート　葉
　　書パンフレット古本本名刺タ刊洋書
これらのなかには，比較的物体としての性質がつよいものと，そうでないものとがあ
る。「書類」や「名刺」は前者，「原稿」や「手紙」は後者であって，後者のばあいに
は雷鳥減価との区Sljがつけにくい。
c）書語形式
　これは「雷語作品」ということばを広くとれば，その中にふくまれるものだが，一応
「作品」とよぶにはみじかすぎるものをまとめた。
　○安吉はレスボスの愛といった風の言葉を読んだことがあった。（むらぎも198）
　○そのとき彼はもう一度封筒をひろげてその宛先をよんだ。（真空地帯・上135）
ほかに，
　　上書　句　社名　姓　名　文句
　なお，つぎの文の「書込んであるのを」も，「書込んであることば（文・文句）を」
というのと同義とみれば，ここにはいる。
　○そして其二三に〔中略3と書込んであるのを読んだ事がある。（武蔵野5）
d）作品名・作家名
　作品名のばあいは，当然需語作品としてまとめたものと同類である。
　○『魔風恋風xや『金色夜叉2などを読んではならんと（蒲鐡1正）
　○僕がバイブルを読んだことはこんな智慧となって芽を出しました。（冬の宿171）
これらは，「小説をよむ」「経典をよむ」などと同じだ。また，
　○安吉はいわば偶然に啄木を読んだのに過ぎなかった。（むらぎも298）
のような例における作家名は，この：文脈では，その作品をあらわすものとして使われて
いるので，これも「バイブルをよむ」というのとかわりない。
e）言語作品などを別の観点からとらえた表現
　○こんなうらぶれた思いの日，チェーホフよ，アルツイバアセフよ，シュニッツラ
　　ア，私の心の古里を読みたいものだと思う。（放浪詑79）
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　○安吉は封筒の中身を読んで行った。（むらぎも275～276）
f）言語作品の部分
○こS・e：一一’つ最近に来た友の手紙がある。その一一・・SSをよんで晃よう。（友惜119）
　○こsを読んだら，恐らく唾でも吐きかけたくなるだらう。（或る女・前204＞
ほかに，
　　あと　箇所　さき　部分
9）言語作品の量
　○行介は書出の数行を読んだだけで，（波110）
　○しかし相手は案外とどこおりなく一節をしまいまで読んだ。（むらぎも33）
h）夢語
　○ラテン語をペラペラ読みますよ。（新潮1956年4月156）
三）文字
　○併し最初の二字を読んだだけで，彼の眼は興麿にされてしまった。（波32）
　○あんな文字を佃が本当に読むのかしらと怪しみおどろいた。（伸子・上23）
　ここでちょっと問題になるのは，「文字をよむ」とはどのようなことか，という点で
ある。これが，文字を晃てそれをことばになおし，その意味をとる全過程をいうのであ
れば，それは今まであげてきた「小説をよむ」「姓名をよむ」などと岡じだ。しかし，
もし「文字をよむ」が文字を着て音になおすところまでで，意味をとるところまではふ
くまないとすると，「文字にかかれたことばを晃て理解すること」という最初の規定に
あわない。子どもが1字1字声に出してたどっているが，文章の意味はわからない，と
いうようなばあいにも，やはりこれを「よむ」といえるだろうが，そのばあいには，ほ
かの「よむ」とは区別しなければならない。
　　よ　なか　○夜中悪い精神の跳梁から寝つけなくなると，本を読んでも読んでいる字の意味を頭
　　がまるで受けつけなくなる。　（階夜行路・前129）
という例が，字を音声になおすことはなおしても，その意味をとることはしない，とい
うことならば，今いったばあいにあたる。しかし，この例もそれほどはっきり事実を言
いきっているわけではなく，ただ字をながめているだけ（つまり音声になおすこともし
ない）かもしれない。また，上にあげた「伸子」の例は，古代ペルシャの文字をよむこ
とであり，ペルシャ文字はよめる（つまり音声になおせる）が，ペルシャ語はしらない
から文章の意味はわからない，というような毅階でも，「文字をよむ」といえるかもし
れない。しかし，少なくとも上の場面で，細はペルシャ語の意味までわかったはずであ
り，これも「文字だけよんで意味がわからない」例にはならない。
　つぎの例は，直接的には「我事」という文字をどうことばにするかをいっているが，
これもつまり意味のとり方のちがいに出発しているのである。
　○菊池さんは，いつも熱れ事」と書いておられたが，私は「我が事：と読む方がよ
　　ろしいのだろうと思っている。（私の人生観112）
　結局，意味ぬきで文字だけよむ（音声になおす）ことをあらわすよい実例はなかった
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のである。それがあれば，あるいは基本的な意味と別に一項もうけるべきかもしれない
が，しばらく独立の項を立てるのは見あわせておく。
　さらにやっかいなのは，最近の問題として出てきた，機械がことばや文宇を「よむ」
という表現だ。
　0だから「欝本語を読む機械」は，やはり艶本の科学者が（ヌ：字を読む機械39正）
　○文字を読む機械に，この表をおぼえさせておけば，それと比べて，数字を“読む’t
　　ことができるわけだ。（文字を読む機械389）
「B本語を読む」といっても，入問とおなじように，その内容を理解するわけではない
し，「文字を読む」といっても音声化するわけではない。これらの表現は，機械がある
記暑（ことば・文字）を人間にちかいし方で扱うことをあらわしているにすぎない。人
聞のばあい，ことばと現実との関係，ことばと音声との関係がつかめなければ，よめた
ことにはならないが，機械では，記号間の対応関係がつけられれば（たとえば，「タ」
のキーをおしたときに，taと打ち出せれば），それで十分よめたことになる。機械を中
心にして考えれば，　「よむ」とは，ある記号があたえられたときに，それにふさわしい
反応をえらびとることである。実は，人減のばあいの「よむ」の行動は，その1っの限
定されたばあいだともいえる。
　引用符をつけることがある点からみても，この用法は，まだ完全に定着しきったとは
いえず，比ゆ的なニュアンスがある。しかし，ほかにかわるべき表現もないから，事実
が一般化すれば，この表現もいずれは定着するだろう。そして，機械の発達にともなっ
て，この「よむ」のような例は，これから，ますますふえていくだろう。そして，そう
なると，「機械がよむ」ばあいが逆に一般的な「よむjの規定にあてはまるものとして
〔0のの位置にあり，「人間がよむ」ことはその特別なばあいとして〔Ol〕の位置をしめ
る，ということになるかもしれない。
1）内容
　○無闘で薄太郎のことを読んで見舞状まで書いた丑松は，（破戒99）
　○大体こんな風な状景を読んだと思う。（世潮1954年4月36）
これも，「～のを：の形をうけることがある。
　○ある種の女たちが，品性のよくない，生活能力なぞも一向にない男たちに，かれら
　　の容貌や体格だけから引かれて行くのを冤聞きもし，読みもして，（むらぎも37）
　さて，以上a）言語作品　から　」）内容まで，「よむ」餐象となるものを10にわけ
たが，注意すべきことは，これらの対象がつねに「～を」の形であらわれるのではな
い，ということだ。以上のa）～j）までの各グループに属する単語が，2つ以上同時
に「よむ」にかかることがあり，その際1つは「～を」になるが，ほかのものは「N．
で」などの形をとる。たとえば，「本をよむj「書物をよむ」というのは多くみられる
表現だが，この「本．．1「書物」（bグループ）がつぎのように内容をあらわすことば
「事例」「原期」（」グループ）とともに「よむ」に関係するとき，「本で」「書物で」T
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の形になる。
　○台長夫人はいろいろな本で，年ごろの娘が些細なことから自殺するおそろしい豊鐘
　　を読んでみた。（潮騒150）
　○書物で民主主義の原鋼を読むのとは違う。（中央公論1954年1月21～22）
つぎの例は，やはりbグループに属する名詞「（パンフレットのやうな）もの」「名刺」
が，cグループ（言語形式）に属する「書葉JF名」とともにつかわれたとき，「～
で」の形をとったものである。
　　　　　　　　　　　あと　○きぬ子の事件があった後で，さういふ意味の雷葉を何か小さなパンフレッ｝のやう、
　　なもので読んだ時，（波295～296）
　○髪のふさふさと豊かな少女の名を，貰った名訳で読んだ。（帰郷141）
　もちろん，bグルーープの名詞が「～で」であらわれるのは，ほかに実際に「～
を」がっかわれているときにかぎるものではない。
　○あの先生が信州へ来てるさうだねえ。昨日僕は新聞で読んだ。（破戒187）
また，つぎの例は，hグループ（言語）の「ドイツ語」が，　eグループ（他の観点から
の表現）の「真物」と共存して「～で」になったものである。
　○社会主義の書物が読みたければ読ましてやるから，ドイツ語で真物を読め，（真知子
　　・前140）
　2つのものごとが同時に「よむ」に関係するとき，それらは「～を」と「～で」
の形で言いわけられるとはかぎらない。つぎの例では，一方が格助詞をともなわない形
で，　「～を：と共存している。
　○宣伝用の赤本を一二冊読んで社会主義を卒業したつもりなら（真知子・前140）
これと近い事実が，つぎの例では，一方が他方の修飾語になることで表現されている。
　○この一通の手紙を読んで居る中，（蒲団24）
　○漸く刑法講義の一枚も読むだかと思ふと，もう頼まうと来る。（平凡7正）
　「よむ：には，また，つぎに示すように，「（ある文字が）～と発音される」という
ことをあらわす用法がある。
　○伴と書いてとも子と読みます。（帰郷141）
　○細川七段の名は，チヒvとよむ。（棋道1956年3月112）
このばあい，「よむ」は本来の他動詞的用法ではなく，むしろ文字を主体とする性質の
表現になっている。つまり，だれが「よむ」のか，という，動作の主体はあいまいにな
り，一一・ee化される。つぎの例で，前の「読まないで」に対しては，「みなさんは」とい
う主語をおぎなってみることができるが，あとの「読む」についてはそれができない。
　　　　　　　　　　　　　　　あきら　○僕の芸名は本名と同じですが，朗を‘‘ろう”と読まないで下さい。“あきら”と読
　　むのですから。　（小説サロン1956年3月135）
　しかし，ここでは，この用法を完全に自動詞化したものとしてほかの他動詞的罵法か
ち切りはなすことはしなかった。その理由は，「名は，チヒロとよむ。」の「名は」を虫
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格といいきることに問題があるからである。「名を，チヒロとよむ」というのがおちつ
かないのと同様に，「：名が，チヒロとよむ」もおちつかない。つまり，この「名は」は
対格とも主格とも，いいきれないものである。しかも，これに近い自動詞化の現象は，
「当店の屋晋は『越後屋』といいます（申します）」「林という字は木を2つならべてか
く」「この薬がうっている店」など，いろいろな動詞にいろいろな形でおこっているも
のだから，それらについて1とおり眺めた上でないと，これを別の意味にするのが適当
かどうかの判断はくだせない。
　つぎの贋用句も，上にあげたものに近い。
　○幾何学（ジオメ｝リー）は，読んで字のごとくge（土地）のmetrla（測定）か
　　ら起こり，　（抵抗の科学300～301）
　〔eOl）　（お経などを）声を出してとなえること。
　文章を「よむ」ばあい，たいていは黙読だが，音読することもある。
　○竜ごにきかせるために，十吉は声を繊して読み，　（潮騒99）
　　　　　　　　　　　う　ち　○彼は一一晩かsつて，自宅できぬ子の読む弔辞を代作した。（波42）
しかし，また，黙読か音読か，はっきりしない例もある。声に出して「よむ」かどうか
は，熊掌にかかれたことばをみてその内容を理解する，という本質に関係ないから，い
ちいちの例について黙読と音読とをふるいわけるのは無意味だ。これらは，すべて〔00
0〕に属する。
　しかし，　「文字にかかれたことばをみる」という遇程をふくまずに，ただ声に出して
となえることだけをあらわす，つぎのような例は，〔OGO）の例と区古しなければならな
い。
　○重九郎は，此の不幸な選難者に，一遍の経を読むと，（恩讐の彼方に73）
　この類のものは「経をよむ」しか実例がなかったが，講談で，ある作品をかたるよう
なばあいにも，やはり「よむ」というはずである。
　〔002〕　（はかりの）穏盛りを見て量を知ること。
　はじめに，「文字にかかれたことばを……」と規定したが，この「文字」のなかに
は，記号類もふくまれる。たとえば，数学の＋，一一，∴など。数字はもちろんほかの文
字と区別する必要がない。
　○秤の上の子供が替るたびに，匿盛り盤の上を針がふるえながら動く。彼女は機械的
　　に数字を読み，機械的に記録してゆく。（人間の壁・上129）
しかし，これとおなじような動作でも，つぎの「黛をよむ」は，ややズレている。
　○商人は分銅の手を抑へて又9を読んだ。（土・上44）
　○やはり正確に秤の睡を読むときの調子でそれをいっていた。（むらぎも24）
つまり，文字以外の記号のばあいにも，一定の形が一定の読み方とむすびついている点
では文字と同じなのだが，はかりの目は，単にきざんであるにすぎず，その「読み方」
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は，相対的な位置だけによってきまるものだからである。ここから，
ヘズレていくものとおもわれる。
「数をよむ」など
　⊂醗〕数をかぞえること。
　「はかりの麹をよむ」のように，文字でないものを数に訳すことから，さらに，もの
の数をかぞえる，つぎのような用例がうまれる。
　○舟を淵の上にとめて水深に割宛てられる蛇籠の数をよんでみたりした。（あにいもう
　　と133）
つぎの例では，もう一歩すすんで，ただ口のなかで数をとなえるだけのことをあらわし
ている。
　○それもあんまり悪いかしら，などと思ひ迷って，どっちかにきめる閥を，口のなか
　　で，一から十までの数をよむことにした。　（多椿仏心・前247～248）
ただし，これらは，どちらも現代語としてはあまり使われない用法だろう。
　なお，「さばをよむ」という慣用句も，起源的にはここに属するものとおもわれる。
　○日本の皇室史は六葺年ばかりサバを読んでいる。（文芸春秋1954年3月正89）
〔020〕表面にあらわれていないもの（主として入の心）を，あらわれているものか
ら推察すること。
　これには，〈あらわれていないもの〉を慶的語とした例と，〈あらわれているもの〉
を目的語とした例とがある。
　前者の例には，
　○女は，私の心を読んだのであらうか。平坦な口調でいった。（冬の宿13）
　　　　　　　　　　　　も　○私は二人が私に対して有ってみる過分な希望を読んだ。（こsろ115）
などがあり，ほかに「意肉」「婦意j「心底」などをうける例がある。
　後者の例には，
　○私はその表情を読まうと思ったが，賭くて見えなかった。（冬の宿180）
　○広い鼻をした上等兵の顔をじっと読んでいた。（真空地帯・上31）
などのほか，「眼」「9の色」「顔魯」をうけた例がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ロ　これら2つの関係は，いわば手段と醤的（または結果）であって，「顔色」を見て，
　　　　の　　　　「心」を知るのである。「本をよむ」と「（本で）あることがらをよむ」とのちがいに近
いといえるだろう。つぎの例では，これら2種類のものが，「～に～を」という形
で，ならんで「よむ」にかかっている。
　○一農で，そこに，偽りのない好意を読んだ。（多情仏心・前171）
この「そこに」は，ここでは「女の困に」ということである。「女の目をよむ」「好窟
をよむ」は，ともにそれだけでなりたつ表現であるが，ここではそれを1つにまとめた
ものである。
　この用法について問題なのは，「表弼にあらわれていないものを推察する」のように
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一般化した規定を与えてもよいか，ということである。実例としては，顔・窮などにあ
らわれた表情から，他入の心を推察する例が大部分で，それ以外にはつぎのような数例
があっただけである。
　　　　　　な　か　　　　ありさま　　　　　　　　　　　　　　　あきらか　○蓮華寺の内部の光景一今は丑松も明に其真根を読むことが出来た。（破戒250）
　○恭吾が賭博の還のffを読む不思議な応力を持つた男だと，（帰郷68）
　○彼の哲学に反知性主義などを読んでしまうのだ。（私の人生観135）
したがって，「表情を見て他人の心を察する」のような規定ではせますぎるとしても，
推察・推定一般にまでひろげてよいかどうかは，かなり疑問である。たとえば，「列車
事故の原因をよむ」「遺跡の状態から当時の社会構造をよむ」などとはいえないだろ
う。しかし，では，推察・推定一般に対してどのような限定をくわえれば，この意味の
「よむ：の規定として正確なものになるか，ということは，まだわからない。上にあげ
た「破戒」「帰郷」の例は，かなり臨時的にもおもわれるが，この点も，もっと用例が
ふえないと，はっきりはいえない。
　〔623〕　碁・将棋などで，これから先の手や局面を考えること。
　「十手先までよむ」などは，よくつかう表現だが，実例はなかった。「考えるjとい
う規定では，多分不正確であろう。というのは「いい手を考えた」のように，生産的な
「考えつく：という意味のばあいには，「いい手をよんだ」とはいわないだろうから。
しかし，用例がないので》これ以上追求することは，しないでおく。
　この用法も，すでにすんでしまった，つまり表面にあらわれてしまった手をもとにし
て，これからさきの，つまり表繭にあらわれていない手を考える，という点で⑳203に
近いものである。
　これが比ゆ的にもちいられたものに，つぎの例がある。
　○ジョンソン大統領もまた，‘‘敵”の手をあれこれ読んだに違いない。（学悶の動き
　　245）
　〔3〕　詩歌をつくること。
　「詩歌」といっても，ふつうは和歌・俳句をつくることである。
　○かような歌をよむからにはお前は恋をしたのに相違ない。（出家とその弟子72）
　○蕪村が編集した女流俳人ばかりの句集に玉藻集というのがあって，その中に遊女の
　　詠んだものが幾つかある。（婦人公論王956年1月244）
これらの例では，「よむ」対象として表現されているのは，結果（生産物）としての和
歌や俳句だが，また，内容：・題材を対象としていうこともある。
　○古今集にも新古今にも勿論人聞のネガティーープな面をよんだ作品は多くある。（短歌
　　1956年3月　36）
　○一茶の句もこの行事をよんだものであるが？（週刊読売1956年7局29日44）
　和歌・俳句以外の詩について「よむ」がっかわれることはまれで，調査資料のなかで
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は，つぎの1例があっただけである。
　○バーシイ・シェリーが，ジョン・キーツの死を悼んでよんだ，一八ニー年ピサ刊の
　　r挽歌』‘‘Ad◎nais”の（中央公論1953年7月173）
　ほかの「よむ」が大体理解の過程をあらわしているのに対し，この「よむ」は言語作
品の生産を，表現の過程をあらわしている点で，大きく対立する。しかし，言語作品を
対象とする行動だという点では，これは〔Ol）「数をよむあ⊂02）「心をよむ：などにで
はなく，〔OG〕「本をよむ」のグループに，直接関係しているとおもわれる。
〔雑誌90種の資料による統計〕
　　　　　　　　かな　読　訓
GOG）　本を～　　　11　98　1
001）　お経を～　　　一　一
〇〇2）　はかりのi塁
　　　を～
C1）　数を～　　　　一　1　一
詠計
一一　110
一　　1
fi20）
021）
??
　　　　　かな読訓詠計
心を～　　　　一　一　一　一　一
十手先まで～一　一　一　一　一
和歌を～　　　2　一　一　1　3
13感覚動詞
　感覚をあらわす動詞は，
　　みる～みえる
　　きく～きこえる
のように，自動詞と他動調とが対をなしていることが多い。そして，その感覚の持ち主
である入間などを〔感覚の主体〕，視覚・聴覚などをひきおこす，刺激をあたえるもの
を〔感覚の対象〕とよぶことにすると，自動詞では，
　　（対象）が　　（主体）に　動詞
　（例）船が　　わたしに　　みえる。
となり，他動詞では，
　　（主体）が　（対象）を　動詞
　（例）わたしが　船を　　　みる。
となる。どちらにしても，表現を成立させる基本的な要素は，感覚・主体・対象の3つ
である。以下，これら3つの要素について，それぞれ検討することにすろ。すなわち，
　　ω　感覚をあらわす動詞には，どのようなものがあるか。
　　（2）感覚の主体としては，どのようなものが表現されるか。
　　③　感覚の呼声としては，どのようなものが表現されるか。
〈1）感覚をあらわす動詞には，どのようなものがあるか。
　視覚・聴覚など，1つ1つの感覚をあらわす動詞のほかに，いろいろな分野の現象を
ひっくるめてあらわすものとして，自動詞に「する」，他動詞に「感ずる」がある。それ
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で，図にまとめると，下のようになる。
　　　　　　　　　　　（自動詞）
　　　　　IT””’1［i華コ
?
?
きこえる
鏡ti£
　　　　　　
???
????????
　　（他動詞）
［IZIE］
［Z＝31］
［IZ　1］
　（いたがる）
（あっがる…）
???
　点線の部分は，問題のあるところである。ここでは，特に，一般的な表現である「す
る：　「感ずる」がどのくらいの領域をおおうかを問題にしたいが，その繭に，個別的な
感覚の表現について，2，3ふれておこう。
　①「あじわう」に対応する自動詞はない。これは，味が音・においとちがって，物体
から切りはなした形では存在しないことと関係があるのだろう。この点，色・形など視
覚の対象となるものも，物体から切りはなせないが，「あじわう」ことは，「みるAこ
とよりも一層能動的な行為を必要とする。
　②「傷がいたむ」に対応する他動詞としては，「傷をいたがる」が考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　あかぎれ　○お増が火を焚きにきて非常に鞍を痛がってみるから，（野菊の墓28）
しかし，この「～がる」という形は，感覚においてとらえることを表わす，というよ
りも，そのような感じを外に対して示すことを表わす，というべきだろう。「いたくも
ないのに，いたがってみせる」などの例はその謹拠になる。この点，「あっがる」「さ
むがる」などについても同様だ。それで，これらは，「みる」「かぐ！などと同じ資格
の他動詞としては扱わない。
　③触覚をあらわすようにみえるものに「さわる」がある。もし，触覚をあらわすな
ら，
　○伸子は，父の額に触って見た。（伸子・上55）
のように，「さわる」主体が人間のものは，「みる」など他動詞の類に，
　○コンクリートの煤けた壁が少女の背中にさはった。（潮騒68）
のように，その逆の関係にあるものは「みえる」など他動詞の類に，それぞれなぞらえ
ることができる。しかし，「みる」が視覚によって対象をとらえることを表わすのと間
様に，「さわる」が触覚による知覚を表わす，とはいえないだろう。「（手で）額にさわ
る」のも，「壁が背中にさわる」のも，
　　つ　　　　　○きっ先が相手の刀にさわれば，相手は必ず切ってくる。（中央公論1956年2擁258）
のように，ともに感覚をもっていないものどうしが「さわる」のと同じであろう。つま
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り，これらはすべて物理的な接触をあらわすのであって，触覚をあらわすとはいえない
と思われる。このことは，「自動車がはしるのをみた」のように「～が～するのを
（に）」の形で，一定の内容をもった現象・薯件が「みる」対象となりうるのに対し
　　　　　　　　　の　　　　「さわる」はつねにものを対象とする点からもいえると思われるのだが，この点は，あ
とで，感覚動詞のとる対象の種類を闘題にするところを参照。
　なお，「さわるAは，ふつう自動詞として「～にさわる」という形をとるが，つぎ
のように他動詞としてつかわれた例もある。
　○片手で膝のところをさわって「えヘヘ……」と笑った。（むらぎも85）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニうも　○余りの道ぢやから，手を触るさへ暑くるしい，旅の法衣の袖をか＼げて，表紙を附
　　けた折本になってるのを〔地麟を〕引張り出した。　（高野聖6）
ただし，この「高野聖」の例は特殊だろう。「手をさわる」の実例はこれしがなかっ
た。「むらぎも」のように，きわる対象を「～を」であらわすのは，ほかにも2，3
の例があった。
　④「内部感覚」としたのは，空腹・疲労・めまいなどの感じである。これらは，一つ
の動詞であらわされるのではなく，「～がする」「～を感ずるJなどの形であらわ
れる。
　さて，いろいろな感覚の領域をおおう，抽象的な表現としては，自動詞に「する」，
他動詞に「感ずる」がある。これらは，「みる」「きく」などの適用範囲だけでなく，
それらの鯛別的な表現をもっていない領域にもっかえるのである。各分野の実例を以下
にあげよう。
　　　　　　　　「す　る」　　　　　　　　　　　　　　　　　「感ずる」
（視覚）
○ふいと，どこかで，光り物がして（帰
　郷71）
（聴覚）
○私の背後にふと軽い足音がした。　（瓜
　立ちぬ135）
（嗅覚）
○鉄の臭のする繕鍬を擬て勘次は復土手
　を走った。（土・上1eo・vlel＞
（味覚）
○これは戦後シチュウだ。つくづくと｝
　敗戦の味がする一（自転学校175）
（痛覚）
○洋装が大嫌いで，ズロースをはくと，
　頭痛がするという。　（畿由学校101）
○室内に流れる冷たい荻窪の払暁の光線
　を感じた。　（伸子・上68）
○それ等の楽の音を感ずるやうになって
　からは，　（田園の集書88）
○西洋臭いその匂ひを快く鼻に感じなが
　ら，　（或る女。前114＞
○何本冒かで私は漸くその甘味を感じ，
　（野火53）
○お島は，腰の方にまた劇しい疹痛を感
　じた。　（あらくれ165）
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（触覚）
　○ド春」を着物に仕立てたら，こんな肌
　　ざはりがするんではないらしら，　（波
　　89）
（温度感覚）
　○脊椎骨の接ぎ葭接ぎ蘭に寒気がするほ
　　どで（河明り308）
（内部感覚）
　○農まいがしたり，むかついたり，　（主
　　婦と生活1956年6月455）
　以上のように，「する」
あいだにも，
　　　　　　　　　　　　　　　　　り○葉子の手はもうめれんすの弾力のある
　軟かい触感を感じてみた。　（或る女・
　荊62）
○寒さを少しも感じなかった。（厭がらせ
　の年齢273）
　　　　　　　　　　　「感ずる」は、あらゆる領城にわたる表現だが，
　　　　　　またこれらと：「みる」などの個鋼的な感覚の表現とのあいだにも，いろい
ろなズレがあり，義金におきかえうるという対応関係にはない。それらの点について，
つぎにのべる。
　　　　　　　　　　めまひ○息も切れなければ，眩徽も感じなかつ
　た。　（こsろ60～61）
　　　　　　　　　　　　　この両者の
　③「（～が）する」と「「（～を）感ずる」との対応
　たいていのばあい，「（～を）感ずる」といえれば「（～が）する」ともいえるが，つ
ねにそうとはかぎらない。たとえば，上にあげた例のうち「音」「においj「めまいjに
ついては「感ずる：「する」の両方が結びついているが「寒さ」に対しては「感ずる2
しか結びつかない。結びつき方からみると，つぎのように分類できる。
　　　　　〈濁方に結びつくもの〉　　　　　　　　　〈「感ずる3とだけ結びつくもの〉
　　光り物稲光り
　　音足音ひびき
　　におい　かおり
　　味　（甘味？）
　　頭痛疹痛
　　肌ざわり
　　寒け
　　めまい　はきけ　（船よい？）
これらをくらべてみると，
つき，
光光線
いたみ
触感
寒さ
つかれ
いたさ
暑さ　涼しさ
　疲労　飢え　空腹　ひもじさ
　　　　　　　　　　　　より動的な，現象をあらわすものは「（～が）する」と結び
　　　より静的な，状態をあらわすものはこれと結びつかない，といえる。このこと
は，今問題にしている感覚という領域をはなれて一般的に考えたばあい，「（～が）す
る」が広く現象名詞と結びつくこと，in方「（～を）感ずる」の対象としては物体や性
質であってもかまわないこと，などから当然予想されることだ。しかし，純粋に意味的
にだけみたばあい，「顧痛」は現象で「いたみ」は状態と，それぞれ別の分野に属する，
とは，かんたんに言いきれないだろう。したがって，この区別は，意味に裏打ちされて
はいるが，藏接的には結びつき方における区別だ。
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なお，
　　　　　　　〈他動詞＞
Q例えば外部から刺激として与えられる
　同じ電流を，眼は光と感じ皮膚の或る
　点では痛みと感じるなどである。
　（哲学以前196）
「感ずる」は自動詞としてもちいられることもある。つぎの例を比較。
　　　　　　　〈膚動詞〉
○われわれの顕に感ずるもっとも波長の
　短い光は藤色でその波長は十万分の四
　糎に過ぎない。（物質世界の客観性につ
　いて280）
　②「（～が）する」と「きこえる」などとの対応
　「味がする：「寒けがする」「めまいがする」などにあたる櫃1別的な感覚動詞はない。
その点で，「（～が）する」は個別的な感覚動詞を集めたものよりも領域がひろい。さ
らに，「音がする～きこえるj「においがする～におうJのように対応する表現が
あるばあいにも，つぎのようなちがいがある。
　㈹　「音がきこえるJ「かおりがにおうjのようにく現象＋が〉のいいかたのほか
　に，「タイコがきこえる」「花がにおうJのようなくもの÷が〉のいいかたがある。
　「する」のばあいは，〈現象＋が〉の形があるだけで，「タイコがする」「花がする」
　のようなくもの＋が〉のいいかたはない。
　（B）　「（～が）する」は，正確にいえば，感覚の表現ではなく現象の表現一一対象が
　そのような感覚をひきおこすような状態にあることの表現だ。（ただし「頭痛」「寒
　け」「めまい」などのばあいは，対象が自分の内にあるので，この両者を区別するこ
　とができない。）
　　音や光は，人間によって認識されることと，単に存在することとのへだたりが小さ
　く，「音がした」は「音がきこえた」にちかいが，つぎのような例では，耳立ちや雪
　どけという現象が客観的におこったことをいっているのであって，それらが「みえ
　た」あるいは「きこえた」ということではない。
　　Oあそこへ行く途中，どこかでタ立がして……虹が浮んだ……（鰍郵の憂讐93）
　　○雪鰐けのした村の中を，　（風立ちぬ154）
　　○私達は絶えず落葉のしてみる雑木林の中へはひって行った。（風立ちぬ129）
　（C）上にのべたことは，「（～が）するjでは感覚の主体が表現されない，という点
　にもあらわれている。「きこえるJについては，
　　○非常に高い，澄んだ鈴の音が彼に聞えたからだった。　（むらぎも205）
　　○未亡人の耳に，まもなくモーターの発火する音がきこえ，（人間の壁。上110）
　のように，感覚の主体（または感覚器官）が「～に」の形で示されることがあるが，
　「音がする」については，このようなことはない。「音がする」は聞き手のありなし
　にかかわりない客観的な現象だからである。
③「（～を）感ずる」と「みる」などとの対応
このばあいにも，「めまいを感ずる」にあたるような動詞はないから， それだけ「（を）
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感ずる」の領域は広いといえるが，その用洌のうち，「音を感ずる」「いたみを感ずる」
のように個々の感覚にわりあてることができるものは，そう多くない。具体名詞が目的
語になっているばあい，たとえば，
　○激しい男の息づかいを感じると，私は涙が霧のようにあふれて来た。（放浪詑39）
という例では，触覚も，温度感覚も，あるいはおそらく聴覚も動員されて，総合的に感
じとっているはずだ。
　「音を感ずる」「においを感ずるコなどと，現象・性質をあらわす冒的語をともなっ
ているばあいには，個別的な「きく」「かぐJなどの感覚動詞にちかい。たとえば，つ
ぎの2つの例では，ド感ずる」と「かぐ：とをいれかえても，不自然ではない。
　○西洋臭いその匂ひを快く鼻に感じながら，（或る女・前114）
　○のんびりした心持ちで樫の芽の強いかおりをかぎながら（賭夜行路・蔚241）
ただし，このようにおきかえができるのは，無意志的な動作のばあいにかぎられる。つ
ぎの例では，「かぐ」が意志的な動作とみられ，「感ずる」におきかえることはむずか
しい。
　○私はしみじみと白粉の匂いをかいだ。（放浪記124）
（2）感覚の主体としては，どのようなものが表現されるか
　他動詞のばあい，感覚の主体は，「わたしが（は）みる」のように主語として表現さ
れる。これは，「みる」「きく」「かぐ」「あじわう」「（～を）感ずる」などに実例
がある。一一fi，自動詞では，「わたしにみえる」のように，「～に」の形であらわさ
れ，これは，「みえる」「きこえる」に実例があった。
　感覚の主体として人問が表現されているばあいについては，特にいうべきことはな
い。ところが，人間のほかに感覚器宮が主体としてあらわされている例が，視覚・聴覚
のばあいにはある。
（視覚）
　○下人の爵は，その時，はじめてその死骸の中にうずくまっている入間を見た。（羅
　　生門11）
　〇二つの闘い綿三子が霞に見えてくる。（むらぎも356）
感覚今宮のワクを広くとれば，つぎの例もこの延長上にある。
　○広介の弱気に笑った顔が明子をじっと見た。（くれない136）
（聴覚）
　○それは彼のロで言ふのだが，彼の声ではない。その誰かの声を彼の耳が聞く。（田
　　園の憂縷118）
　○その耳には武家屋敷からきこえて来る百足の這うような静かな燈音が聞えつづけて
　　いる。　（落城37）
　これらの例で，ことさらに感覚器宮を問題にしているのは，俺か特鯛の表現効果をね
らっているのであろう。事実としては，　「みる」「きく」動作は当然囲・：耳ですること
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だから，これを特にいいたてても，あたらしい情報をつけくわえたことにはならない。
「下人の麗は……人間を見た」（羅生門）というのは，要するに「下人は……人間を見
た」というのとおなじだ。にもかかわらず，わざわざ「下人の爲は」としたことは，こ
のばあい，「みる」という動作が下人の意志と関係なくおこったこと，いわば，下入に
はその気がないのに昌だけがかってに行動して，みてしまったかのように，偶然おこっ
たことであることを賭示する効果をもっている。「田闘の憂縷」における「きく」の例
は，これとおなじような効果を一層はっきり，典型的に示している。「落城」の「きこ
え（つづけ）る：も，ほぼおなじといっていいだろう。（p・127参照。）
　「むらぎも3の「罷に見えてくるJは，これらとは，ややちがった効果をあげてい
る。これも事実としては単に「見えてくる」というのとかわりないが，それが一層具体
的な形象としてえがかれることになるのである。これは，想橡をしているようすをえが
いたものだが，頭のなかで概念的に考えたのではなくて，実際まのあたりみるような，
いきいきしたイメージをえがいたのだ，という点が強調されることになる。　「足である
く」などとおなじ種類の効果だ。
　感覚器官は，また，当然「目で（に）」「耳で（に）」と，手段としての表理をもう
ける。このばあいも，べつだん情報がますわけではないことは，主体としての表現とお
なじだ。このような表現がとられる理由の1つは，　「むらぎもllのド隠に見えてくるJ
と同様，描写を具体化するところにある。
　　く　り　○蔵裏の下座敷一それはもう巨に由ないでも，斯うして声を聞いたばかりで，人ny
　　　ありさま　　の光景が手に取るやうに解る。（破戒207）
　○もう死んでみる彼女はしかし，棺の中から，すっかり混一れた野面や，黒い縦の木
　　などをありありと晃たり，その上をさびしく吹いて過ぎる風の音を耳に聞いたりし
　　てるた，　（風立ちぬ106）
などはそれにあたる例だ。
　しかし，もっとおおいのは，欝や葺をほかのことばで形容・限定した例である。
　○平野はキラキラ輝く眼で伸子を見，短く笑った。（仲子・上39）
　○手拭の下から黒い瞳で寄年を見るのであった。（土・上121）
　○私は私にも最後の決断が必要だといふ声を心の耳で聞きました。（こsろ257）
これらの例では＿の部分の修飾語をいう必要があったために，「販」などがもちださ
れたのである。
（3）感覚の対象としては，どのようなものが表現されるか。
　これには，大きくわけて，2種類が考えられる。「におう」という動詞を例にとる
と，
　○誰も居ないサロンの壁に，薔薇の黄いろい花がよくにおっていた。（放浪記259）
　○綺麗に分けた濃い髪のポマードの匂ひがプンと部屋に匂った。（冬の939）
のように，「花：というもの・実体も，「匂ひllという，その実体の性質も，ともに感
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覚をひきおこす対象として表現される。「かおる」「かぐAという，嗅覚の動詞につい
ても，やはり，もののばあいと性質のばあいとがある。
　　　　　　　〈も　の〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈性　質〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にほひ○つりがねさうか野ぎくかの花が，そこ
　らいちめんに，夢の中からでも蕪りだ
　したといふやうに咲き，（銀河鉄道の夜
　257）
○時ちゃんは吉さんの鳥打帽子の内側を
　かぎながら，子供っぽく図をうるませ
　ていた：。　（放浪記264）
○お志保も近くて，髪の香が心地よくか
　をりか5る。　（破戒213）
○私はしみじみと白粉の匂いをかいだ。
　（放浪記三24）
○豚のように爽みをかぎながら（放浪紀
　13e）
○樫の芽の強いかおりをかぎながら（暗
　夜行屋各．前　241）
　このように2種類の対象があらわれるのは，嗅覚だけではなく，ほかの感覚について
もほぼ同様である。そして，対象がものであるばあいには，いろいろな単語がくるが，
性質のばあいには，ことばがかぎられている。嗅覚については，大体「におい」か「か
おり」で，ほかに上にあげた「くさみ」をかぐ，という1例があっただけである。それ
で，以下，ほかの感覚についても，性質をあらわす単語が対象になったものは，なるべ
くその全部を示すことにする。
区視覚〕
　　　　　　　〈も　の〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈性　質〉
　○島村は驚いて駒子を見た。（雪国147）　○駒子の姿を見ながら走ってみるので，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雪国166）
　○はじめてその男の顔をはっきり見た。　　○私の顔色を見て，すぐ不断の表情に帰
　　（伸子・上12）　　　　　　　　　　　　　　りました。　（こsろ213）
　○そして黙って，私の冒を見ていた。　　　○高の鋭敏な眼付きなどみると，（冬の
　　（放浪記99）　　　　　　　　　　　　　　　宿47）
　このほか，性質の類には，つぎのようなものがあった。
　　形かっこうりんかく
　　魚色合赤みどり
　　顔立ち　顔つき　指つき　雪色　身なり
　　表情　おもかげ
以上が，いわば静的な性質で，これに対して，
　　そぶり　歩きっぷり　あわて方苦しがりよう
などのような動的な性質がある。後者は，一定時間つづく動作についての性質で，それ
だけ視覚的な性絡はうすれている。
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などは，静的でも動的でもありうる。
　さらにここで注意すべきことは，動作そのものもまた「みる」対象になれることだ。
　○見知らぬ動物の動作でも見るやうな無関心で，見てみた。（野火143）
つぎのような，できごとをあらわす名詞のばあいも，濁様に「みる」の暇的語になれ
る。
　○行介は舞台の方こそ向いてみたが，少しも芝：居を見てみなかった。（波172）
　○いつれにせよ尾本も田代も肝心の闘牛は全然見てみなかった。（関牛144）
　さて，以上にあげたく性質〉は，くもの（実体）〉から切りはなすことができない。
つねに実体にともなっているものである。ところが，やはり「もの（実体）」とはよべ
ないけれども，性質とはちがって，実体からはなれたところに存在するものがある。
　○鷹か隼かと思はれる鳥の影を見ること　　○月を背にして自分の短い影を見た。
　　はあっても，　（口説157）　　　　　　　　　（田瞬の憂雛78）
この「李陵」の例の「影」は，「姿」とおなじだろう。「鳥の影を見る」とは，「鳥を
見る：というのとかわりない。ところが，「田園の二二」の「影」は，その三体である
「自分」からはなれて，地面におちている影像である。それは，物体ではない点でく性
質〉にちかいが，主体から空聞的にはなれたところに存在する点でく実体〉にちかい。
このように中間的なものをく現象〉とよぶと，　「影」とおなじように「光」にもく性
質〉のばあいとく現象〉のばあいとを，ひろうことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひかり　○春琴の瞳の光を一度も見なかったこと　　○横なぐりに落ちて来る金色の陽光を晃
　　を（春琴抄146）　　　　　　　　　ることが出来た。（多情仏心・前354）
「春琴抄」の例では，「瞳の光」は，瞳にやどっているもので，
　○彼が最初の煙を厚い胸の奥深く吸ひごむときに細めた眼の色，ぽッ！　と吐き出し
　　たときに開いた眼の輝きをみてみると，（冬の宿丈6）
の「眼の魚」「眼の輝き」とほとんど同じだろう。一方，「多情仏心」の例では「陽光3
は，これを発している太陽から完全に切りはなされている。したがって，前者をく性
質〉に，後者をく現象〉に属させることができる。ほかに，〈現象〉の例としては，つ
ぎのようなものがある。
　○一一瞬私は極楽鳥の幻影を見た。（野火52）
　Oそれはあんまり結構な，肉限の見ることのできない明晰で微妙な映像だつたので，
　　若者と許嫁は，船がゆったりとレンズの視界をよぎるあひだ，譲り合ってかはるが
　　はる見た。（潮騒161）
「幻影」は「私」の外にあるといえない点で，ほかのとちがうとも思われるが，言語的
には区別する必要がないだろう。
　以上は，「みる」についてだが，「みえる」の方についても，大体おなじことがいえ
る。
　○鳳の姿は見えないで，台所で返事がする。（平凡41）
　○ひよいひょいと構太の，雪のある皮並の堅い線が見えた。
などはく性質〉，
　○雨戸の際問から白い光が見えている。（くれない12）
　○しかし，切り抜いたように，矩形の薄明りが見えるのは，
などはく現象〉である。
｛聴覚〕
　　　　　　　　　　　　　　　　「き
　　　　　　　くも　の〉
○歌にも櫓林の奥で時雨を聞くといふ様
　なことは見当らない。　（武蔵野10）
○で，遠音に雪江さんの琴を聴きなが
　ら，　（平凡68）
　　　　　　　　きりぎりす○風呂に入り乍ら蟻蝉を聴くなんて，
　（破戒39）
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（蟹工船20）
（自由学校154）
＜」
　　　　　　　〈性質〉
　○雨の音を夢うつSの中に聴きながら，
　　（つゆのあとさき84）
○机の上に頬杖を突きながら，其琴の音
　　を聞いてゐました。　（こSろ175）
○寝豚の下で鴨くこほろぎの声を沁み沁
　みと聞きつつ，（田園の憂嵯42）
　　　　　　　　　　　　　　　　　「きこえる」
　○丁度腹を切らうとすると，城の太鼓が　　○鼓や太鼓の畜がのべつ陽気に聞えた。
　　微かに聞えた。　（阿部一一族41）　　　　　　　（あらくれ111）
　○どこかで氷を削る音と風鈴が聞える。　　○二二に高い，澄んだ鈴の音が彼に聞え
　　（放浪詑174）　　　　　　　　　　　　たからだった。（むらぎも205）
　視覚のばあいとくらべると，性質に属することばが，いちじるしく少ない。上にあげ
た「音」「ね」「声」，およびこれらを後要素とする「物音」「入声」の類をのぞくと，
「ひびき」「うなり」ぐらいしかない。また，これらがすべてく現象〉のグループに属
するものであることも注意すべき点だ。視覚のばあい，「姿」「色」などは実体から空
間的に切りはなせない。しかし，「音」や「声」は，これを発する人・楽器などをはな
れて，空濠的にも朋な位：置にあってよいものである。
　○波の打ち寄せる音が，海岸へ真向いになっているこの家の窓へ，いっぱいに円みを
　　もった激しさで聞えてくるのであった。　（くれない18）
　　　　　　　　へや　○声は燧にK：の室から嵐たと思ひました。　（こsろ212）
　このように，移動の表現をとれることからみれば，「ue：や「声」が，「色」「形」
などよりも，「光ll「におい」などと同類に属することは，あきらかである。
以上は，感覚の対象が名詞によって表現されている例であるが，このほか，「みる（み
える）」「きく（きこえる）：については，対象が〈用言＋「の」〉の形であらわされ
ることもある。
○八春先生は，娘が気のないやうに頷くのを見て，（本日体診51）
○気違いのように馬に鞭をあてて来るのがみえた。（落城25）
○雨が屋根づたひにバルコンの上に落ちるのを聞いてみた。（風立ちぬ105）
664　　第2部　　飼S［j的言己述
　○上甲板で叫んでみるのが，下迄聞えてきた。（蟹エ船7正）
これらの例は，「～姿（ようす，ありさま……）をみる」「～音をきく」などと需
いかえられないこともない。しかし，それよりも，「娘が気のないやうに頷く（の）」
という現象全体を「みる」対象としている，と考えた方がよさそうにおもわれる。つま
り，この「の：は，「姿」「ようす」「ff3など，現象の一側面をあらわすことばにあ
たるのではなくて，「こと」「動作」「現象」など，環象全体：をさしているものとおも
われる。（上にのべたように，「動作をみるjという表現もなりたつ。）
　このことがはっきりいえるのは，つぎにあげる例のように，「音」「声」などがr～
の」という目的語の中にふくまれてしまっているばあいだ。
　○聞き馴れた目本軍の機銃と小銃の音が起るのを聞いた。（野火106）
　○おつぎは直ぐ側でかさかさと飼かが動くのを聞くと共に，みいみいと豚らしい幅寅
　　のするのを聞いた。　（土・上149）
　○声を揃へて笑ったのが，遠くの方に聞えた。（多惜仏心・前164）
「土」の例についていうと，「動くのを聞く」は「動く音を聞く」といいかえられる
が，「鳴声のするのを聞いた」を「鳴声のする音を聞いたJとするわけにはいかない。
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1．　動詞の意味と文法的性質
1．1　単語の文法的性質
　意味と文法との関係ということが内題になるのは，主として文法論の側からである。
その1つは，文法論と意味論との境界線はどこにあるのか，ということだ。たとえば，
格助詞「v：jの用法をこまかく，いくつにも分けるとき，それはもはや文法論ではなく
て，意味論の領域である，といわれることがある。また，文法の記述にあたって，意味
はどの程度利矯すべきかという形でも，この問題はとりあげられてきた。たとえば，品
詞の分類にあたっては，動詞や形容詞の意味，つまりそれが動作や性質をあらわすとい
うことを基準としてとるべきかどうかが，議論の対象になる。しかし，ここでは逆に意
味論の側から，鋤詞の語い的意味に文法的性質がどの程度関係しているかということ，
記述の方法論についていえば，意味を記述するばあいに文法的i幹事・：文法的条件をどの
ように利用できるか，ということについて，ながめてみたい。
　はじめに，まえおきとして，文法というものについて，どのように考えるかを，すこ
しのべておこう。ここでは文法論を展開することが目的ではないが，文法についての立
ち場がさまざまである以上，あとでふれることについての理解をたすけるために，いく
つかの点について，あきらかにしておかなければならないのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　まず第1に，ここでは，対象を単語の文法的性質に限定する。これは，当面の問題が
動詞の語い的意味の記述から出発しているために，当然きまってくることである。文法．
的性質一般をとりあげるならば，〈文の文法的性質〉ということもはいる。単語以下の
形態素についても，〈文法的性質〉ということができるかもしれない。が，ここでとり
あげるのは，特にことわらないかぎり，単語のそれについてである。しかし，意味と文
法との関係をとりあげようとするときに，研究の対象が単語という単位であることは，
当揃の便宜上のことではない。文は，単語のばあいとおなじような意味で意味論の対象
とすることはできないだろう。文の意味論的研究というものは，もちろんありうるけれ
ども，それはおそらく個々の：文の意味に密着したものではなくて，一般的なものだろ
う。すなわち，単語の意味を前提にし，これこれの種類の意味をもった単語が結合する
ときに，どのような文が生じうるか，というようなことを研究するものであるだろう。
単語の数が有限であるのに対し，文の数は原理的に無限であって，それを意味的な観点
から個々に記述するということ，「わたしは本をよんだ」「わたしは乎紙をよんだ：「わ
たしは本をかいた」「わたしは手紙をかいた」などの意味を個々に言己汗するということ
は，言語学のしごとではないだろう。一方，形態素については，たしかにそれのもつ語
い的意味を記述することはできるが，それのもつ性質を文法的とよんでいいかどうか
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かは疑問である。（ここでは，語尾など，それ自身が文法形式を構成する・要素であっ
て，語い的意味をもっていない形態素は，はじめから問題にしていない。）形態素も，
たしかに一般的，法剣的な薗をもっている。たとえば，語構成上の性質がそれである。
しかし，語構成論が定義上文法論に属するかどうかもうたがわしいし，かりにそれが文
法の1分野をなすとしても，そのばあいに見られる性質は，ここで問題にしょうとする
ような，単語にみられる文法的性質にくらべて，はるかに貧弱である。
　以上のような理由から，意味と文法との関係を考えるにあたって，特に単語という単
位に注目しなければならない必然性があると考える。
　第2に，ここで考えている単語が，現在の学校文法でいうところの単語とはかならず
しも一致しない，ということについてことわっておきたい。ということは，具体的にい
えば，動詞に助詞・助動詞などのついたもの全体をその単語の語形と見なす，というこ
とである。　「かきます」　「かいたJなどの「ます」　「た」を助動詞として，別の単語と
するならば，　「かき」　「ますAとの関係，　「かい」と「た：との関係が，「かく：とい
う単語の文法的性質として，とりあげられなければならない。すなわち，「かく」とい
う単語にとっては，いわゆる活用と助講・助動詞への接続とが，その文法的性質であ
る，ということになる。しかしここでは，「かいた」「かきます」を1つの語形として
みとめる。したがって，「かく」の文法的性質とは，「かいた」の形をとって過去の意
味をもつこと，などである。なお，「かいている：のように，形式的には3単語であっ
ても，なおこれを広い意味での語形としてみとめるばあいがある。
　さて，単語の文法的性質にはどのようなものがあるか。これは，いろんな観点から分
類することができるが、一応ここでは，つぎのようにわけておく。
　　形態論的一7（1）一定の文法形式（広義の語形）をとりうること。
　　　　　　　ノ構轍[＝轟響懇誠誓三響きうること（連語論的）．
　「よむ：という動詞についていえば，「よんだ」　「よみます」「よめ」「よんでいる」
などの文法形式をとりうることは，（1）の形態論的形式に属する。そして，この勤詞がた
とえば，「本を」という形式の名詞とは結びつくが，「本の」「本へ」などの算式をと
った名詞とは結びつかないということ，あるいは「よんだ本」という形はあるが，「よ
んだはやく」という形はない，ということ，これらは（2）の連語論的性質に属する。さら
に，この動詞が述語や連体修飾語になりうるということは，（3）の性質に属する。これら
の区別は同じ現象を別々の側面から晃たにすぎないばあいが多い。「よめ」という命令
形をとりうるということは，まさに，それが述語になりうることの，1つのあらわれで
ある。「本が」という文法形式をとりうることは，それが用言と結びつくという連語論
的な性質，また主語になりうるという，せまい意味での構文論的性質と同じ事実を，別
の颪からいったにすぎない。したがって，これらの概念はさらに学問的に検討されなけ
ればならないものをふくむが，ここでは一応文法的性質を分類するために，この2者3
類のグループに分けておく。
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　さて，単語の文法的性質がちがうというばあい，そのちがい方にもいろんなタイプが
ある。一般化していえば，つぎのようになる。
　単語A，Bにa1，　a2……am；bb　b2……bnという文法形式があるとき，
　（1）amに対応するbmがないばあい
　　　　のる～のれ：ある～0
　　　　しずかな～しずかに：小さな～0
　（2）amとbmとで文法的意味がちがうばあい
　　　　現在形で「のる」（未来）：「ある」（現在）
　　　　「わたしの」　（所属）：「特別の」　（質）
　（3）amとbmとで手つづきがちがうばあい
　　　　のる～のれ：みる～みう
　　　　しずかな～しずかに＝どんな～どんなに
　あとでのべるように，語い的意味と関係するのは，このうち，（1）と（2）だけであって，
（3）ではない。
　1つの単語が2つ以上の文法的性質をもっているとき，それらのあいだには，やはり
いろんな関係がなりたちうる。基本的には，つぎの2つのばあいがある。
　第1は，おのおのが無関係であって，その観点からすれば十字分類が成立するような
ものである。たとえば，動詞が，「を」格の名詞を要求するかどうかということと，醸
的地の「に」格を要求するかどうかということは，相互に無関係である。「を」格だけ
を要求するものには「のむ」　「きく」などがあり，「に」格だけを要求するものには
「ゆく」「かえる」などがある。そして「はこぶ」は，「荷物を倉庫にはこぶ：のよう
に，両方の絡をともに要求することができる。「はじまる」「しぬAのように，どちら
の格をも要求しないものもある。「～している」の形をとりうるかどうかということ
と，命令形があるかどうかということも序開係である。大部分の動詞は「～している」
の形をとり，命令形をもっている。しかし，「あわてる」や「ばかげる」は「～して
いる」の形はもっているが，命令形はなく，逆に「いる」は命令形「いろ」をもってい
るが，　「いている」というかたちはない。そして「ある」という動詞には，このどちら
もない。このように，ある文法的性質の存在が，ほかの文法的性質の存在に，直接の関
係をもっていない，というばあいがある。
　第2に，文法的性質は相互に密接な関係をもっていて総合されるばあいがある。たと
えば，動詞が，「をj格の名詞を要求することと，それに受け身の用法があることとの
あいだには，密接な関係がある。これら2つの性質をもっているものが，つまり他動詞
である。もちろん，艶本語のばあい，「を」格にも「空をとぶ」のように対象をあらわ
さないものがある。受け身にもいわゆるめいわくの受け身があって，自鋤詞をふくめた
大部分の動詞は受け身形をもっている。したがって，単純にこの両者が対応するわけで
はないが，その用怯をこまかく吟味していけば，やはり両者のあいだに密接な関係があ
ることは明らかである。また，あとでのべるように，動詞の中には，もっぱら，「～し
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た」「～している」のかたちをとって，状態をあらわすのにっかわれるものがある。
（あとで「状態詞」と呼んだもの）。「ばかげた」「こましゃくれた」などがその例であ
るが，これらの動詞に共通にみられる性質としては，もっぱら「～したJ「～して
いる」の形でしかつかわれない，ということ（形態論的性質）とともに，それが「～
した」のかたちで述語にならず，連体修飾語としてのみもちいられる，ということ，そ
の連体的用法においては主語をとらない，ということ（連語論的・構文論的性質）があ
る。これらは相互に密接な関係をもっており，これらの性質の総合された結果として，
「ばかげた」などが動詞から晶詞論的にもずれている，ということがいえるのである。
肇．2　語い的意味と文法的性質との関係
　語い的意味といちいちの文法的性質との関係についてのべるまえに，語い的意味と文
法的陸質との蘭係についての一般論をのべておく。例はなるべく動詞からとるが，必要
に応じてほかの品詞からもひくことにする。ここにあげるのは，おぼえがき的なもので
あって，別段体系だった記述ではない。
（1）文法的意味に関係ない文法的性質は，語い的意味に関係しない。
　文法はそれ自身の内容（意味）と形武（文法的手つづき）とをもっている。そして，
まえに見たように，文法的性質がちがうということには，おなじ形式をもっていて文法
的意味がちがうというばあいもあるし，おなじような文法的意味を実現するのにちがっ
た文法的な手つづきをとるというばあいもある。そして，後者のばあいは，語い的意味
に無関係である。たとえば，1段活絹と5段活用というちがいは，純粋に手つづき上の
ことであって，文法的意味，それの一般化されたものとしての文法的カテゴリーを組織
づけるという点では，1段活用であろうと5段活矯であろうと，まったくちがいはな
い。「のろう」であるか「みよう」であるか，　「のれ」であるか「みろ」であるかとい
う手つづき上のちがいは，これらの形式が意志や命令という文法的意味を実現している
点になんの影響もおよぼさない。このような文法醐生質のちがいは，動詞の語い的意味
に関係しないのである。1段活用だからこれこれの意味をもつ，5段活用だからこうい
う意味になる，ということはない。1段と5段とのちがいは，たとえば自動詞と他動詞
との対応関係にあらわれる。すなわち一定の意味的なグループをつくる手段として利用
されるばあいがある。しかし，そのばあいでも，対応している一方が1段活用であれば
他動詞で，5段活用であれば自動詞だ，というような一義的な関係にはない。おなじよ
うな手つづきが，あるばあいには自動詞をつくるために，他のばあいには他動詞をつく
るために利用されている。語尾の一u（5段）を一eτu（1段）にかえるおなじ手つづき
が，　「たつ」から「たてる」をつくるときには自動詞を他動詞にかえるものとして，
1”’墲驕vから「われるコをつくるときには，他動詞を自動詞にかえるものとして，まっ
たく逆のはたらきを示す。もしかりに自動詞とか無意志動詞とかいう一定の種類が，1
段・5段のどちらかに多かったとしても，それは単に統計的な意味しかもたず，1段・
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5段の活用であることによって，それらの種類になるのではない。おなじような関係は
形容詞と形容動詞とのあいだにもみられる。これらは，ふつう品詞がことなるとされ
ているものだが，そのちがいは，むしろ純粋にかたちをつくる手つづき上のものである。
形容動詞に抽象的な意味をあらわすものが多いとしても，やはりそれは抽象語のつくら
れることが多かった近代にはいって形容詞の造語力がおとろえた，というところから
くる間接的な結果であって，形容動詞自身が抽象的な意味をになう形式であるのではな
い。
②文法的性質は一定の語い的意味が実現するための条件である。
　すべての単語は一定の具体的な条件のもとでつかわれる。この条件には，非言語的な
ものと言語的なものとがある。非言語的条件というのは，その単語のつかわれた状況で
ある。言語的条件というのは，その単語をとりまく文脈である。
　「その机をどけてくれJということばは，実際にHの前にあるのが机であるばあいに
冷せられる。もしそれが机でなくてイスであれば，話し手はドそのイスをどけてくれ」
というだろう。このように，「机」とか「イス」とかいう単語のどれをつかうかは，そ
れがどのような状況でつかわれるかによって舗約される。しかし，それはまた同時に
「その……をどけてくれ」という書面的条件（文脈）の中においてつかわれている。単
語は単独でつかわれることもある。「火事！」「どろぼう！」「かえれ！」などの1語
文は，文脈をもっていない。そこにあるのは非言語的条件だけである。しかし，多くの
ばあい，非雷語的条件は言語的な条件とともにはたらく。
　単語がつかわれる条件だということは，研究する側からみれば，その条件をおさえる
ことによって単語の意味に近づくことができる，ということである。「火事」というこ
とばが何を慧味するかをしるには，まず話し手がどのような現象を慶の繭にしてこのこ
とばを発したかを研究すべきである。「その机をどけてくれ」というばあいにも，話し
手の劉の蔚にあるものがどのような物体であるかを観察することによって，「机」とい
う単語の意味に近づくことができる。これと同様に，言語的条件（文脈）も，やはりそ
の単語の意味が何であるかをしる手がかりになる。
　言語的条件は，さらに，文法的条件と語い的条件とにわけることができる。文法的条
件とは，それが，文法的にどのようなはたらきをしているか，ということであり，その
単語自身の語形，または，その単語が直接に結びついている他の単語の語形によって示
されることが多い。たとえば，「かえれ」「よめ」「くえJなどの命令形をとっている
ことは，その単語の意味が命令の対象になるようなものであること，すなわち，物体の
名前などではなくて，それがある種の動作であることを示している。これはその単語自
身の語形によって示された条件である。一方，他の単語の語形によって示された条件と
いうのは，「文法的文脈」といいかえることができるだろう。たとえば，
　　まちへ　かえる（移動）
　　まちを　つくる（はたらきかけ）
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　　まちで　あそぶ（動作）
　　まちに　いる（存在）
などでは，それぞれ，動詞自身の語形ではなくて，これと結びついている「まち」とい
う名詞の語形が，これらの動詞にとって文法的条件になっているのである。「まちへ1
「まちを」などと名詞の語形がそれぞれにちがっていることが，これと結びつく動詞の
意味的な側面を明らかにする。たとえば「まちへ」というかたちと結びついていること
は，「かえるjという動詞がそのような帰着点を必要とする移動の動作をあらわすこと
を示している。「まちを：という名詞のかたちと結びついていることは，「つくる：が，
何か対象に対してはたらきかけるという側葡をもった動詞であることを示している。前
の，それ自身の語形による条件づけは，その単語の形態論的性質のあらわれであり，あ
との，他の単語との結びつきによって明らかになる条件は，その単語の構文論的（連語
論的）性質のあらわれである。
　このような文法的条件（文減的文脈）とならんで，語い的条件（語い的文脈）もま
た，単語の意味を明らかにするのに役にたつ。文法的条件が岡じであっても，「州（海，
プール，水の中）でおよぐ」というのと「グラウンド（道，原っぱ，にわ）ではしる」
というのとをくらべると，「およぐJ「はしる」が，それぞれどのような場所で行なわ
れる動作であるかに，はっきりちがいがあることがわかる。「～で」というかたちは，
どちらもその動作が行なわれる場所を示している。そのかぎりで，文法的文脈はおなじ
である。しかし「およぐ」が水の中で行なわれる動作であり，「はしる：が陸の上で行
なわれる動作であることは，これと結びつく名詞の種類によって明らかにされる。
　なお，今回の調査のように用例だけから意味を帰納しようとすることは，まったく言
語的条件だけをたよりにしているものである。
（3）文法的文脈は語い的文脈とともにはたらく。
　言語的条件を文法的なものと語い的なものとにわけたが，実際には，この両者は相と
もなってはたらいているのである。「川でおよぐ」というばあいに，「およぐjが水の
中で行なわれる動作であることをあらわしているのは，一方では，これと結びついてい
るのは「潤」という単譜であって「グラウンド」や「原っぱ」ではないという語い的条
件による。しかし岡時にそれは「廻を」や「川と」という語形ではなくて，まさに「川
で」という語形と結びついていることからわかるのであって，文法的条件もはたらいて
いるのである。
　別の例をあげよう。　「つぶやく」ということばは，岩波国語辞典では，「小声でひとり
ごとを言う。Aと規定してある。ほかの辞典も大体同じである。ここで「ひとりごとを」
という限定があるのは，多くのばあいにあてはまるが，つねにそうだとはいえない。
　○「困ったね」
　　羽根田は，総務課長室を出ながら，駒子に，咬いた。（自由学校356）
　このような例では，羽根睡はあきらかに駒子という相手に知らせるべくつぶやいてい
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るのであって，ひとりごとをいったわけではない。「小声でjという規定はあてはまる
だろうが，「ひとりごとを言う」という規定はあてまらないのである。そのことがわかる
のは，「駒子に」という相手を示すことばがあるからだ。駒子が相手であることは，「～
に」というかたちをとっていることからわかる。しかし，おなじ「～に」という文法形
式をとっていても，もしその単語が「駒子」のかわりに「自分」だったら話はかわって
くる。「宙分につぶやいた」だったら，それは，まさしくひとりごとをいっていることを
あらわす。したがって，ここでは「～に」というかたちの名詞と結びついていること
（文法的文脈）とその名詞が自分以外の人物をあらわすものであること（語い的文脈）
とが，ともにはたらいているのである。
（4）文法的性質は語い的意　の形式的側薦に関係する。
　文法的条件は，ある動詞が移動であるか，はたらきかけをもっているか，というよう
な意味の形式的側面を明らかにする。そして，それ以一とではない。「まちへ」という語
形と結びつくことは，f“一かえる」という動詞のあらわす動作が移動であることを示して
いる。しかし，それがどのような方法による移動であるか，嘩をつかうのか足をつかう
のか，また，いそぎの，早い動作であるかいなか，どのような目的で行なわれるのか，
といったことは，いっさい示していない。そのようなことを明らかにするためには，
「二階へかえる」といえるか，「自動車でかえる」といえるか，など，いろいろに名詞
をとりかえてみること，つまり語い的条件を明らかにすることをしなければならない。
　ここで語い的意味の形式的側面とよんだものは，見方をかえていえば，範ちゅう的な
側面といってよいかもしれない。すなわち，「かえる」という動作を規定すれば，「も
といた場所への移動．．1というようなことになるだろうが，つまり「移動」ということは
「かえる」の上位概念なのであって，どのような上位概念に属する動作であるか，どの
ような範ちゅうにはいる動作であるかを明らかにするのが，文法的匪質の役わりだとい
えるのである。その範ちゅうのなかで，どのような特徴をもつ単語であるかは，語い的
な結びつきが明らかにする。このことは，文法的条件はより大まかな特徴を明らかにし，
語い的条件がよりこまかな特徴を明らかにする，といいかえてもよい。
　しかし，その範ちゅうの接点にあたるところでは，文法的条件がかなりこまかなちが
いを明らかにするばあいもある。これについては，あとで構文論に関係したことを問題
にするばあいに具体例をあげるが，意味の分析例のところでとりあげたものをもう1
度つかうと，たとえば「あつめる」と，「つのる2「募集する」とのちがいがある。こ
れらは，一見きわめて近い意味に属するが「（どこどこに）あつめる」といういい方を
取りうるのは「あつめるJの特徴であって，「つのる」「募集するJは，このような空
間的な到着点をあらわす名詞とは結びつかない。つまり「あつめる」には空聞的な実寸
性があるが，「つのるJ「募集する」にはそういう性質はないのである。このことは「あ
つめる」と「つのる」「募集する」が別々の形式的側薦をもっていることを示す。な
お，「ほす」（p．224），「ひびく」（p．231）の分析を参照。
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（5＞文法的性質をこまかくしらべれば，それだけ実質的意味に近づく。
　文法的性質が語い的意味を明らかにするというとき，その下隈は0であった。すな
わち，文怯的性質のうち純粋に形武的な手つづきに関するものは，語い的意味に無関係
なものである。それでは，その上限はどこにあるだろうか。さきに「川でおよぐ」と
「グラウンドではしる：という語い的条件のちがいによって，「およぐ」と「はし
る」とが，それぞれ溺の意味をもっていることを明らかにできることをのべた。しか
し，「メ恥はまた「海」「プール：「水の中jとおきかえてもよいし，「グラウンド」
は「道」「原っぱ」「にわ」とおきかえてもよい。すなわち，語い的条件というとき，そ
れはただ1つの単語と結びつくということではなくて，一・…定の意味的な種類に属する単
語との結びつきであることが多い。そして，文法的条件をこまかく観察していくと，し
だいに，このような一定の意味的なグループの単語に近づく。たとえば，一般に「～
を」というN的語は，これと結びつく動詞の示す動作がはたらきかける対象をあらわ
す。しかし，たとえば「おどりをおどる」のようなもの（英文法でいう同族目的語のば
あい）には，はたらきかけというのは適当ではない。もし，「を」格の匿的語をとると
いうだけで文法的分析がおわるならば，「おどりをおどる」も，「家をたてる」も，「茶
わんをわる：も，みなおなじになってしまうが，これら同族霞的語のばあい，生塵物で
ある対象のばあい，変化をうける対象のばあいなどというものを，それぞれ文法的にも
別のものとして分析していけば，しだいにそれは語い的条件のあらわす実質的意味に近
づいていくのである。また，「ぬすみをはたらく」「本代をかせぐ：という2つをくら
べてみよう。「はたらく」と「かせぐ」とは意味が近い。しかし「かせぐ」は単に「は
たらく」のではなく，報酬をえるためにはたらく，あるいは逆に，もっと積極的に，
はたらくことによって報酬をえる，ということをあらわしている。このことが上にあげ
た2つの厨的語のちがいにあらわれている。すなわち，どちらも「をA格の目的語をとる
のだが，「はたらく」の方は「ぬすみをはたらく」のように，「おどりをおどる：とお
なじ種類のもの（同族目的語）にかぎられる。これに対して，「本代をかせぐ」の「本
代」は獲得した対象である。したがって，どのような目的語をとるかという文法的性質
のちがいが，これらの動詞の意味的な性質のちがいに結びついているといえるのであ
る。
　もっとも，分析をこまかくしていけば，それはもはや文法的分析をしているのではな
くて，意味論約な分析にすぎないのではないかという議論がでるだろう。その具体的な
限界がどのへんにあるか，文法論と意味論との境界線がどのへんにひかれるべきであ
るかについては，いまいうことはできない。というよりも，いうべきではない，と考え
る。なぜなら，それだけこまかな文法論的分析，逆の藤からいえば，それだけ一般化し
た意味論的記述というのは，まだほとんどないからである。境界領域が問題になる程度
に，文法論・意味論の両側藤から近づいていった具体的な調査が多くつみかさねられた
ときに，はじめてこの点についての一一rc論をのべることがゆるされるだろう。
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（6）　法的対立がほとんど中和されることがある。
　文法的形式の意味をいちいちの例にあたって考えていくと，その形式が典型的な用例
においてもっている意味を，どのくらいのこしているのかが，うたがわしい例にぶつか
る。ばあいによっては，ほとんどおなじ現象が2つの文法形式によってあらわされるこ
ともある。それも，「～に」と「～へ」のように，本来談義的な形式のばあいもあ
るが，一般的には対立する意味をあらわす形式でありながら，特定のばあいに，その対
立が，中和されてしまうこともある。Fふみこむ：「はげむ」の分析のところでのべた
ことだが，「足がふみこむ」と「足をふみこむ」，「稽古をはげむ」「稽古にはげむ」と
いうのは，それぞれ，まったくおなじ事実をさしている。「ふみこむ：のばあいには，
自分の足であることによって，「足をふみこむ．．1といっても，はたらきかけ性が問題に
ならなくなっている。「はげむ」のばあいには，そのはげむ動作の内容をあらわすもの
であって，「～をJと「～に」がちょうど接触する矯法である。このようなばあ
い，単に形式的に，「を」格の名詞と結びついているというようなことは，あまり意味
がないのであって，やはり文法的な意味のこまかい分析がなければ，語い的意味との関
係を明らかにすることはできない。
（7）文法的性質は単語より大きい単位について考えるべきばあいがある。
　はじめにのべたように，ここではく単語〉という単位の文法的性質について問題にす
る。しかし，ある種の文法的性質は，単語を孤立させたばあいにはあらわれず，それが
いくつかあつまってできた連語において，はじめてあらわれることがある。たとえば，
「ある」「ふる」「さげる：というような動詞は，一般的にいえば，相手をあらわす名
詞とは結びつかない。その点で，「みせる」「あたえる：「たずねる」などの動詞とは
ちがっている。しかし，たとえば「かれに話がある（手をふる，頭をさげる）」という
ようなばあいには，相手である「かれに」という名詞と結びついている。形式的にいえ
ば，「かれに」も「話力㌔や「手を：「頭を」などとならんで，それぞれ「ある：「ふ
る」「さげる」にかかっているわけだが，このばあい，相手を要求しているのは，その
動詞だけではなく，「話がある」「手をふるj「頭をさげる」という連語金体である。
「ある」「ふる」「さげる」という動詞自身の性質としては，あくまで，相手をあらわ
す名詞と結びつくということはない。ただ，「話がある」「手をふる：「頭をさげる」と
いう，相手を要求する連語の形式をつくりうるという能力をもっているだけである。辞
典をつくるとき，相手を要求する動詞というのは，当然記入されるべきだが，そのば
あいにこれらの動詞を，そのグループに入れることはできないであろう。しかし，相手
を要求する連語をつくりうるということは，やはり，「ある」「ふる」「さげる：という
見蹴し語のもとに記述しておくべきことであろう。
（8）多義語のばあい，意味ごとに考えなければならない。
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　単語の長さではなくて，単語の幅についても，やはり考慮しなければならないことが
ある。たとえば，「あたるコという動詞をとってみると「矢が的にあたる」というばあ
いには「～に」という目的語と結びつき，「企画があたる：というばあいには，これ
と結びつかない。そして，これらは自動詞だが，「心あたりをあたる」という表現では
他動詞になっている。このように，1つの単語でも，その意味によってさまざまに文法
醐生質がかわってくることがある。「考えがかわる」というばあいには，普通に変化を
あらわすが，「かわった趣肉」では変化をあらわしておらず，ほかのものとちがってい
る，という性質をあらわしているにすぎない。そのような意味のちがいに応じて，文法
的にも，後者のばあいには，連体的に「～した」の形でつかわれるか，または「～し
ている」の形でつかわれるかに用法がかぎられている。一般に辞典には記述してない例
をあげると，「まけるAは，つぎのように，「おとる！という意味でつかわれることがあ
り，そのばあいは否定形を要求する。
　○晩餐は仏蘭西風なあっさりした，それで完備した食堂の装飾に負けない贅沢なもの
　　であった。　（真知子薗24）
　⑨　文法現象の量的側面も意味に関係する。
　文法現象のなかには，随意的なものと強制的なものとがある。たとえば，H本語の他
動詞は一般に直接目的語をとりうるだけであって，とらなければならない，というわけ
ではない。そして，「かぞえる」「計算する：などのばあいには，「入数をかぞえる（計
算する）」のように，直接貝的語をとっていても，「わたしがかぞえた（計算した）とこ
ろでは」のように，これをとっていなくてもかまわない。しかし，なかには，つねにと
らなければならないものもある。たとえば，「算する」はつねに「集会の人数は五予人
を算した」のように「を」格の葭的語と結びついてつかわれる。そして随意的な文法現
象のばあいには，それがどの程度よくもちいられるのか，という鐙的な側面にちがいがみ
られることがあり，これがその動詞の語い的意味と関係しているばあいもある。たとえ
ば，「いく」「くる」という鋤詞は「～に（～へ）」「～から」という到着点・出発
点をあらわす名詞と結びついてつかわれることが多い。それに対して，「あるく」「はし
る」のように移動のしかたをあらわしている動詞では，このようなことがきわめてまれ
である。まれではあるが，全然ないわけではない。
　○彼女のしたことは，踊ってみる人々を避けながら，真直ぐに床を横切って，演奏中
　　の画家のところへ歩くことだった。（帰郷93）
　○砦からは二三十人ずつの黒菅勢が鹿柴や逆茂木を伏せた丘に走った。（落城32）
　したがって，これらが「～に」や「～から」と結びつきうるかいなかという質的
な側目だけをとりあげるかぎり，「いく」「くる」も「あるくJ「はしる」も，ともに結び
つくというにとどまる。しかしその量的な側面を考慮すれば，馬・く．．1「くる」のよう
に，移動の方向を示すものにくらべて，「あるく」「はしる」のように移動のしかたを示
しているものは，その移動をあらわすという側薗がかなり弱いことがはっきりいえるの
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である。
肇．3　用法の限定による品詞性の変化
　晶詞というのは，文法的［生質の束である。1つの単語は，文法的な観点からみたと
き，何十もの性質をもっている。その性質のうちのかなりの部分を共有しているものが，
おなじ品詞としてまとめられるのである。たとえば，ある連署が動詞に属するというと
き，それは学校文法に規定するような，用言で，終止形がウ段でおわるもの，といった単
純な文法的性質しかそなえていないのではない。いや，用言であるということが，すで
に活用があるというにとどまらず，数多くの文法的性質をそなえていることを，あらわ
しているのである。それは，現在／過去　という，ときのカテゴリーをもつ。肯定／否
定』という，みとめのカテゴリーをもつ。ふつう／ていねい　という，ていねいさのカ
テ：ゴリーをもつ。このような形態論的性質とならんで，それは述語になり，連体修飾語
になる，という構文論的性質をもつ。そして，用欝のなかでその単語が特に動詞に属す
るというとき，これらの性質にさらに動詞独特の性質がくわわる。その単語が，受け身
・使役などボイスのカテゴリーをもつこと，持続態などアスペクトのカテゴリーをもつ
こと，これらは絹言のなかでも形容詞にはみられない，動詞独自の文法附1生野である。
　もっとも典型的な動詞，そして大部分の動詞においては，このような何十もの文法的
性質は，一応そなわっている。しかし，なかには，そのいくつかをかくものがある。その
ような点について，個々のカテゴリー捌に，あとでみていくのであるが，ここではま
ず，典型的な動詞からのズレがひじょうに大きいもの，つまり動詞として当然そなえて
いるべき文法的性質のうち，かなり璽要なもののいくつかをかいていて，ほとんど動詞
とはよびにくくなっているもの，の例をあげることにする。
　例として，いちばん多い（1）のaのグルーープに属するものについて説明しよう。「ばか
げる」という動詞をとってみる。これはふつう辞典に「ばかげる」の形であがってい
て，下1段活用の動詞とされているものである。そして，ばあいによっては「げ，eデ，
げる，げる，げれ，げろ（げよ）」のように，いちいちの活用形まで，ていねいにのせてい
る辞典もある。しかし，たとえば「ばかげない」あるいは「ばかげろ」　「ばかげます」
というようなかたちが，現実につかわれるだろうか。それどころか，見出しとしてあげ
られている「ばかげる」というかたちでさえ，実際につかわれることがあるだろうか。
この動詞は，もっぱら「ばかげた話」のように「～した」のかたちでつかわれるか，
「ばかげている」という形でつかわれるか，そのどちらかである。そして，「～てい
る」のばあいには，終止法と連体法がともにあるが，「ばかげた」のかたちは連体法だ
けであって，述語として終止法にたつことはない。このことは，動詞の基本醐生野がう
しなわれていることを示す。もっとも，これらの用法がないことを（特に用例の薦から
帰納的に）確認することはむずかしい。たとえば「ばかげてきた」といういい方がある
かないか，などというのは，判断にまようところである。一応今の段階で動詞としての
本質をうしないかけているのではないかと見られる種類の単語を分類してあげると，つ
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ぎのようになる。
（1）状態詞化したもの
a　もっぱら「～た」（連体）「～ている」の形でつかう。
　うがった（払方）・かわった（人）・くだけた（態度）・くたびれた（服）・げび
　た・こましゃくれた・（手の）こんだ・こった（もよう）・さばけた（人）・しけ
　た（顔）・しゃれた（かざり）。すぐれた。ぬけた（やつ）・ばかげた・ひいでた
　・ませた／
　きりたった。おもてだった。きわだった・殺気だった。ふしくれだった。水ぎわだ
　つた／ずぬけた・ずばぬけた／かどばった・眠角ばった／度はずれた・なみはずれ
　た／耳なれた・ものなれた・世なれた／まがりくねった・まわりくねった／
　あぶらぎった・いりくんだ・かたどった・気ちがいじみた・こみいった・才はじけ
　た・すきとおった（声）。なまめいた・にがみばしった・ひねこびれた・まじめく
　さった・みえすいた・もちあわせた・世ばなれた・かけはなれた・手なれた・ねれ
　た（人）・だまりこくった・あかぬけた・たちまさった・（赤みの）かった・出す
　ぎた（なお，　「ありふれた」P．87～88参照。）
b　もっぱら「～」　（連体）；“一～ている」の形でつかう。
　時めく
。　もっぱらザ～」（終止・連体）の形でつかう。
　いける（口）。はなせる（男）　・いかす（やつ）　cf・きかせる。くわせる・なか
　せる・わらわせる
d　もっぱら「～ている」の形でつかう。
　しょっている
（2）連体詞化したもの
a　もっぱら「～た」　（連体）の形でつかう。
　ありあわした・奥まった・おもだった・甲ばしった・げすばった・下がかった・し
　れた（こと）・ひねった（p・297参照。）・ほめた（話）・みあげた（行ない）・た
　だきあげた
b　もっぱら「～S（連体）の形でつかう。
　息づまる（熱戦）（「～きわまる」という丸払動詞も，これに近い。）
（3）副詞化したもの
もっぱら「～て」の形でつかう。9的語はとらないのがふつう。
　息せききって・うちつれて・かいつまんで・すきこのんで・つれだって・9がけて
　cf．とんで（P．245～246）
（4）副詞・連体詞化したもの
「～て」または「～た」の形でつかう。述語にはならない。
　うってかわって⊂た）・たまりかねてCた〕・ひきつれて⊂た〕・ことよせてCた）
1。　動詞の意味と文怯的性質　677
（5）条件語化したもの
「～と」「～ば」「～て……たら」などの形でつかう。
　まかりまちがうと
（6）後置詞化したもの　つねに爲的語をともなう。
a　もっぱら「～て」の形でつかう。
　（～を）おして・さしおいて・めがけて。（～に）つけて。ついて・つれて・と
　って・免じて。あかして・かけて・際して・（～と，を）にらみあわせて・（～
　と，に）ひきかえ〔て〕（～は）さておき〔おいて〕（～を）もって
b　「～て：「～た」（連体）の形でつかう。
　（～を）相手どって・あげて・ひっさげて・（～に）よせて・したがって・む
　けて（p・277参照。）（～から）みて・（～と）あいまって
。　「～て：「～た：　（連体）「～ている」の形でつかう。
　（～を）うけて・介して・つれて・（～に）即して
　ここで「状態詞化したもの」とか「後置詞化したもの」とかいう見出しをかりにかか
げたが，これらが本当に「状態詞」「後置詞」などと別の品詞名でよばれるべきものか，
それとも動詞のなかの特殊なグループというにとどまるか，という品詞分類上の問題に
は，ここではふれない。それについては，別の晶詞分類論的研究があるべきである。特
に，「状態詞」という用語をつかって動詞と別の品詞であるかのようにしたのは，「状
態動詞」という呼び名が，すでに「ある」「いる一．1などをさすものとしてつかわれてい
る，ということによるものである。いずれにしても，晶詞が文油的性質の束であるから
には，1つの品詞のなかにいろんなタイプがみとめられること、そして1つの品詞と他
の品詞とのあいだは飛躍的ではなく連続的であり，最後に2つの品詞をわけるものとし
て引かれる1線はほとんど便宜的なものでしかないことは確かである。
　たとえば，典型的な忌詞から状態詞にいたるあいだにも，つぎのような段階がある。
　1）「さっき風でまがったマス｝」
　この表現は，過去にある変化がおこったことをのべているだけで，現在の状態にはふ
れていない。
　2）　「まがった禽十金」
　これは，過去における変化を事実の上では前提にしているとしても，直接のべている
のは現在の状態だ。
　3）　「まがった道」
　これは，変化を前提にしない状態・性質の表現である。まっすぐだった道がまがった
わけではない。
　4）「まがったことはきらいだ」
　これも状態・性質の表現だが，これに対応する変化・動作の意味の「まがる」はな
いv
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「～た」という形式の文法的な意味は（3）と（4）とで同じとみるべきかもしれないが，語
い的意味の観点からは（1）（2）（3）と（4）とのあいだでわかれる。ここで状態詞とよんだのは
④のばあいだけである。この④の「まがった（こと）」や「かわった（人）」「くだけた
（態度）」のように，多義語の一部の意味が状態詞化したにすぎないものにくらべて，
「ばかげた」「ませた」のように，もっぱらその意味でしかつかわれないものは，一層
典型的な状態詞である。
　なお，ここにあげた類のことばの意味的な性格として一般的にいえることは，動詞本
来の変化・動作などという動的な属性に対して，状態・性質・関係など，静的な属性へ
の移行がみられるということである。
　用法の限定は，以上にあげてきた，動詞からの品詞としてのずれというよりも，むし
ろ，文体に関連しておこっているばあいがある。たとえば，「すだく」「なみいる」と
いう動詞は，ふつうは，このかたちで連体的につかわれる。「すだかない」「なみいた」
などの，ほかの語形でつかわれることは，おそらくはとんどないだろう。このかぎりにお
いて，それはさきに状態詞化したものとしてあげたグループとおなじである。しかし，
さきにあげたものが，文体上ほとんど制約がなく，書きことばでも話しことばでも自由
にっかわれるのに対し，こちらの例は，かなり文章語的な，しかも和文脈でおもにつか
われる雅語的なことばである。晶劇論上，かりに状態詞というものをたてたとすれば，
これらがそのグループにはいるべきかどうかは，かんたんにいえない。しかし，用法の
制限の現象薗においてはおなじであっても，制限の根拠において，一般の状態詞とちが
うことがあることは，みとめなければならない。このグループには，つぎのようなもの
がある。
　　〔基本形・連体的〕いなむ・暮れゆく・すぎゆく・心ゆく・ものいう・能う・まが
　　う・みまこう・すだく・並みいる
　　〔その飽〕おもんみる・なみする・なんなんとする
　「すだく」「なみいる」がもっぱら基本形でしかつかわれないのに対し，「なんなん
とする」は，「なんなんとしている」のかたちでもつかわれる。そのような用法上のち
がいはあるが，これもやはり状態詞的なものである。それに対し，「おもんみる」は，
「おもんみるに」のように条件をあらわすばあいに多くつかわれる。これは，いわばさ
きにく条件語化したもの〉としてあげた「まかりまちがう」に近いものである。しか
し，いずれにしても，以上にあげたものは，みな文語調の化石化した名ごりであって，
現代語の体系のなかでは文法的な用法の制限と文体の捌限との両側面によって特徴づけ
られるものである。
　さらに，文法ともある程度関係するのだが，もっと用法が限定されて，慣用旬のなか
でしかっかわれないものがある。たとえば「蚤をあざむく明るさ」という用法，つまり
「……をもしのぐ」「……をこえるほどの」，という意味の「あざむく」の用法は，こ
の慣矯句のなかでしかみられない。「海をあざむく広さ」「山をあざむく高さ」などと
いう表現はゆるされない。その点で，さきにあげた「すだく：「なみいる」の類より
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も，もっと制限されている。「すだく」のかかることばは，ほとんど「虫の膏」である
が，「こおろぎ」や「きりぎりす」という単語を被修飾語にしてもいい。「なみいる」
のばあいだったら，人をあらわす名詞であれば，「大臣」「教師たち：「父兄」その他
たいていのことばをもってきても，さしつかえないだろう。「あざむく」が「あざむい
たAや「あざむかない」にならない，という形態論的な制限だけではなく，その前後に
どのような単語がくるのかという結びつきの上での語い的制限がある点で，この動詞は
ひじょうに特徴のあるものである。このように，特定の慣用瑚のなかでしかっかわれな
いものとしては，つぎのような動詞をあげることができる。
　　昼をあざむく明るさ・小またの切れあがった女・身の毛もよだつ話・耳を聾する爆
　　音・勇を鼓して・万事休す・手をこまぬいて・こけつまろびつ・ふるいっきたいよ
　　うな女・足跡を印する・手をつかねて・昇（枕）をそばだてる
1．4　動詞の意味と形態論的性質
　動詞の形態論的性質がその語い的意味とどのようにして関係しているかをしらべるに
あたって，まず動詞のもっている形態論的カテゴリーを用書的なものと動詞的なものと
にわける。はじめにこの分類について説明しておく。
　形態論的カテゴリーは，いろんな観点から分類することができる。たとえば内容の面
からは，ことがらの存在の形式をあらわすものとしてアスペクトやボイス，話し手の態
度をあらわすものとしてムード・ていねいさ・とりたて，ことがら間の関係をあらわす
ものとして中止・条件など，と分類することができる。また形式繭からは，せまい意味
での語形を利画するものとしてボイスなど，形式化した単語をつけてあらわす（「～
（して）いる」のように）ものとして，アスペクトなど，というように分類することも
できる。しかし，ここで用言的カテゴリー一と動詞的カテゴリーとにわけたのは，その文
法範ちゅうがどのような範囲におよぶかという観点からの分類である。このような観点
からは，一般に，形態論的カテゴリーを超晶詞的・体書的・用書的・動詞的などに分類
することができる。超品講的というのは，特定の品詞にかぎらず広く見られるものであっ
て，たとえばくとりたて〉というカテゴリーはそうである。これは，「学校へはJ「学
校さえ」のように名詞に毘られるのはもちろんだが，「行きはしない」「広くさえあれ
ば」のように，動詞や形容詞にも見られ，また「ゆっくりははしらない」のように副詞
にもあらわれることがある。一方体言的カテゴリーとしてはく格〉をあげることができ
る。これはもちろん名詞に國有のものであって，用言を格のかたちにするためには，
「本をよむのが」「本をよむのを」のように助詞の「の」をつけることによって，その
前にある用言を体言化しなければならない。並立の「と」や「など」のかたちも「の」
と同様に体：言化のはたらきをもっている。（「みるときくとは」「しぬなどとんでもな
い」）これに対し，用言的カテゴリーというのは，動詞・形容詞（形容動詞）および「名
詞＋だ」のかたちに見られるものであって，テンス・ムード（推量）・ていねいさ・条
件などがふくまれる。たとえば，テンスの対立は動詞で「よむ～よんだ」，形容詞で
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「さむい～さむかった」，〈名詞＋だ〉で「学校だ～学校だった」のように，どの
ばあいにもみられ，しかも，それらにおける意味的なちがいはあまりない。さらに，動
詞的カテゴリーというのは，アスペクいボイス・やりもらいなどであって，これは
動詞固有のものである。たとえば，「～している」「～してしまうjというかたち
（持続態・終結態）は，「よんでいる：「かいてしまう：のように，動詞にはみられるが，
Cさむい」とか「学校だ」のような，形容詞や用言的につかわれた名詞には，みられな
い。受け身。使役などのボイス，あるいは「～してやる：「～してもらう」などの
やりもらいのカテゴリーについても同様だ。これらも動詞には一般に見られるが，形容
詞や「～だ」のかたちには見られないものである。
　ここでこのように動詞の形態論的カテゴリーをわけるのは，意味との関係において，
これらがちがつた性質をもっているからである。
1．4．望　用言的カテゴリー
　ここに属するのは，上にのべたように，テンス・ムーy（直説および推蚤）・みとめ
方・ていねいさ・中止・条件などのカテゴリーであるが，これらは原期としてどの動詞
にもみられる。その意味のあらわれ方も比較的至純であって，動詞によるちがいはあま
りない。「よまない：という否定形，「よみます：というていねい形が，ある動詞では
こういう意味になig　3別の動詞では別の文法的意味をあらわす，というようなことは，
ほとんどないのである。また，たまたま，これらのカテゴリーに属する形式（否定形・
ていねい形など）がかけている動詞があったとしても，それは動詞の語い的意味にもと
つくよりも，その動詞の文体や慣用句性などに関係することが，すくなくない。たとえ
ば「すだく」という動詞に「すだいた」「すだかない」などのかたちがなく，「なく」
や「さえずる」に，「なかない」「さえずった」など，いろんなカテゴリーがそなわっ
ているのは，これらの動詞の意味から説明することは困難である。
　さきに品詞論上の問題としてあげた，状態詞化したグループなどにも，やはりこれら
のカテゴリーはそなわっている。「ばかげる」に「ばかげない」という否定形がなく，
「ばかげます」というていねい形がないことは，一見この単語にくみとめ方〉やくてい
ねいさ〉というカテゴリーがかけているのではないか，とおもわせる。しかし，実は「ば
かげていない」「ばかげています」のように，祷続態においては，この動詞も否定・て
いねいの表現をもっている。つまり，問題は，みとめ方・ていねいさのカテゴリーより
も，持続態しかなくて基本態をかいているという，アスペクトの面における特徴にある
のだ。そして，アスベクFは，つぎにのべるように，動詞的なカテゴリーに属する。
　⊂テンス〕
　用言的カテゴリーのうち，テンスは動詞の意味と無関係だとはいえない。すなわち，
「ある」「いる」など状態・存在の動詞が，このかたちで現在ないし未来のことをあら
わすのに対し，「よむ」「はしる」「なく」など動作をあらわす動詞は，このかたちで
現在をあらわすことがなく？つねに未来をあらわすのである（終止法のばあい）。しか
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し，このちがいは，前者が状態動詞で「～ている」のかたちをもっていないのに対
し，後者は動作山詞であって，動作の進行ないしは結果の持続をあらわす「～てい
る」のかたちをもっているというちがい，すなわちアスペクトのちがいと関係している
のであって，テンスが直接語い的意味と関係しているわけではない。語い的意味がアス
ベグトを規定し，そのアスペクトがテンスを規定しているのである。ただし，アスペク
トをなかだちとしないで，テンスが直接動詞の意味と関係しているものも，あるかもし
れない。たとえば，「現存する」ということばは，「現在（話をしている瞬間に）存在
する：ことをあらわすだけで，たとえば「10年前に現存した」とか「将来現存するだろ
う」とかいう表現は，なりたたないようだ。とすれば，動詞の意味が，〈現在〉という
テンスのカテゴリーにしかもちいられない，という文法的性質を規定していることにな
る。このことはたとえば「実在する」という類義語が，「過去に実在した」「現在実在
する」「将来実在するであろう」のように，どの疇間についての現象もあらわしうるこ
ととくらべれば，明らかな蒋徴である。このようなものとして，ほかにどういう動詞が
あるかは，これから調査してみなければわからない。
　〔みとめ方〕
　つぎに，みとめ方の上で特徴のあるものとして，まず，否定形がぜんぜんつかわれな
いものがある。これは「ある」という動詞で，この否定には形容詞の「ない」がっかわ
れる。ほかにこのような動詞があるかどうかは不明である。もちろん，さきにあげた状
態詞化したものの類では，基本態における否定形をもっていないものが多い。逆に否定
形でしかつかわれないものもある。たとえば「たくむJという動詞は，ふつう「たくま
ない（たくまぬ）ユーモア」とか，「たくまずして」とか，語形はいろいろだが，とに
かく否定のかたちでのみ，つかわれる。といっても，これも「そのことは特にたくまな
い（たくまなかった）」のように，終止法にたつことはなく，連体詮ないしは連摺法に
つかわれるだけだから，やはり動詞本来のものからずれて，他の品詞への移行の途中に
あるとみられる。これにくらべて，もっと興味があるのは，否定的な文脈でしかつかわ
れない動詞だ。「かまわない：　「たまらない」「（……に）しかない」「わりきれない」
「わるびれない」などである。これらは，かならずしもその動詞出身の語形としては否
定形しかもっていないわけではない。しかし意味的には否定の文脈においてだけつかわ
れる。「かまう」「たまった」などの肯定形は，「かまうものか」「たまったものでは
ない」のように，反語や引きのばした表現における否定など，文脈全体として否定のば
あいだけにっかわれるのだ。「わるびれる（ようすもなく）」も同類。「毘あたる」と
いう動詞も，圧倒的に否定的文脈でつかわれるのだが，これは：文学作画の中で肯定的に
つかった例も見られる。今，この動詞が肯定・否定のどちらでつかわれたか，という数
字を，総合雑誌・雑誌90種および文学作品・説明文にわけて示すと，つぎのようになる。
　　　　総合　　90種　　文学　　説明文
　肯定　一　　　一　　　3　　　一
　否定311315
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　これらの〈否定〉は，単に否定的文脈でもちいられている，ということではない。す
べて「見あたらない」「見あたりません」「見あたらず」のように，語形としても否定
形をとっているものである。例外になっている文学作品の3例を，つぎにあげる。
　○こSの代りの婆やでも見当つたといふのではあるまいかと（桑の実97）
　○青天白臼旗ばかりでなく，英国旗を掲げてある店舗も見あたった。（帰郷61）
　○かなり，知識的な顔附も見あたるし，前には相当な家の主人だつたらうと思はれる
　　やうな品のよい老人や（帰郷160）
　「見あたる：ほどではないが，「よりつく」も否定につかわれることが多い。
　肯定
否定
　？
ただし，
総合
　　　　「よりつこうとしない」
のは，つぎの2例で，
れることができそうなものである。
　　　　　う　ち　○自分の生家へも，姉の家へも寄りついて行きたくはない。（あらくれ135）
　○お島たちが，寄りつく処もなくなって，　（あらくれ174）
「よりつく」が肯定にもちいられた例をつぎにあげる。
　○お島たちの寄りついて来ることを，余り悦んでもみないらしかった。（あらくれ196
　　～197）
　○従って野島は杉子のそばによりつくのがいやになった。（友情73）
　○駒子は，良入の寄りつきそうな所は，もれなく，当って歩いた。（自由学校48）
　さきにあげた，「見あたる」が肯’定にもちいられた例は，人によっては不自然に感じ
るかもしれない。それに対し，「よりつく」の肯定の例は，ほとんど不自然さを感じさ
せないだろう。肯定の例がしめる比率からいっても，「よりつく」は「見あたる」より
もずっとたかい。しかし，一般の動詞では、肯定が否定よりも圧倒的に多いことを考え
れば，「よりつく」で否定の方が多いということは，やはり異常な現象であり，この動
詞の文法的性質として注意しなければならない。
　なお，「よりつく」に対応する他動詞「よせつける」の方では，総合雑誌1例・雑誌
90種2例・文学7例，計10例のうちで，肯定的文脈におけるものはつぎの1つにすぎ
ず，あとはみな否定的文脈でつかわれていた。
　○顔と顔とをよせつけて秘密らしくひそひそ話してみるもの，（冬の宿186）
　このように，ある種の動詞にあっては：否定がこのんでつかわれること，しかもそれに
はおそらくいろんな段階があるこ：とは，これからの大量のデータをあつかう統計的な調
査において，さらに広くしらべられるべき1つの項目だろう。今のところ，否定によくつ
かわれることと，意味との関連はうすいようにおもわれる。すなわち，これこれの語い
的意味をもった動詞は否定のばあいが多い，というのはむずかしい。これは肯定一否定
90種　　文学　　説明文
一　　　　3　　　　－
　1　7　一　　　　　2　　　　一
　　　　　　　「よりつきもしない」などは否定に入れた。？とした
　　「否定的文脈」という用語の定義しだいで，肯定にも否定にも入
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が用言的カテゴリーであることから当然ともいえるが，この点もさらに豊冨な資料によ
る証明がほしいところだ。なお，「たやす」（p・27）参照。
　1つの動詞全体としてではなく，ある意味においてだけ，否定形でつかわれる，とい
うものもある。
「そらす：は，
　○対手は，人を外らさぬ応対を，それとなく，心得てる女で，（自由学校29）
のように，他人のきげんを損ずる，という意味では，つねに否定的にもちいられる。今
回の資料中に，この用法は5例（みな文学作品）あったが，うち4例は否定形であり，
他の1例も
　○田川博士は固より船の正客である。それを外らすやうな事務長ではない。（或る女
　　・自｛∫　135）
と，否定的文脈におけるものだった。
L4．2　動詞的カテゴウー
　このクループのカテゴリーとしてはアスペクト・ボイス，およびムードのうちの命令・
意志などがある。
　〔アスペクト〕
　アスペクトは，形態論的カテゴリーのうちで，動詞の意味との関係が，今までに，も
っともよく講べられているものである。金田一一rkの論文（文献〔13〕〔14〕）を参照。ア
スペク｝に応じた意味のちがいとしては，状態動詞・継続動詞・瞬間動詞などの分類が
ある。ただし，「かれは今手紙をかいている」が継続動詞で，「かれはたくさんの小説
をかいている」が瞬問動詞だというならば，このちがいは，動詞の意味のちがいという
よりも，1つの意味のもっている2つの側面のちがいであろう。「かれ■という人をあ
らわす単語が，「かれにぶつかった」では物理的な薗，「かれは死んだ」では生理的な
颪，「かれは入学した」では社会的な面を，特にとりだしていっているように。
　ある動作，現象のすすみ方のちがいをあらわす手段には，つぎのようなものがある。
　（1）語形＋補助動詞
　「（～て）いる」「（～て）しまう」「（～つつ）ある」など。これはいちばん
純粋にアスペクトとよべるものである。「かいている」は「かく」の1つの文法形式で
あり，「かく」と「かいている」とは，語い的にはおなじ単語に属する。
　（2）複合動詞
　「かきはじめる」｛一一かきつづける」「かききる」など。これについては，武部論文
（文献〔30〕）を参照。「かく」と「かきはじめる」とは，べつの動作だ，ともいえる
が，後要素が形式化しているから，「かきはじめる」を「かく」の1つの変種とみるこ
ともできる。
　（3）べつの単語
　「さがす」と「みいだす」などがこの例になる。これらは，おなじ現象の2つの段階
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というよりも，ひきつづいておこる2つの現象であり，厳密な意味でアスペクトとよぶ
ことはできない。しかし，両者のあいだをゆれ，両者をつなぐものとして「みつける：
があり，「さがす」に接尾的要素をつけた「さがしだす」は「みいだす」とおなじ結果
のグループにはいる，など，雷語的な面でも，これらを一括する根拠がないわけでもな
Vi．　（p．219．w220）
　動詞の意味記述に直接関係があるのは，この（3＞のような例である。これについては，
第1部　3．1　段階　を参照。
　〔ボイス〕
　ボイスの観点からは，自動詞と他動詞という分類ができる。ところで，他動詞の特徴
としてのくはたらきかけ性〉とは，意味的な特徴に完全に一致するものとはいえない。
　たとえば「動物という概念は単細胞の生物をふくんでいる」のようなばあい，「ふく
む」は単に関係する相手をあらわしているだけであって，すこしもくはたらきかけ〉と
いう意味はもっていない。（P・428～429）感覚動詞の「みる」や「きくJにしても，こ
ちらから積極的にはたらきかけるとはいいがたい。また，紅霞活動の動詞が，　「（スト
トン節を）どなる」「（ひとり言を）つぶやく：などのように同族卦算語をとっている
ばあい，はたらきかけているとはいえない。　（p．340～341）
　使役の表現には，積極的に，なにかをさせるばあいと，消極的に，その行為をゆるす
ばあいとがある。「へやにはいらせる」のにも，命令するのと許可するのとがある。こ
れとおなじように，「へやにいれる」のような他動詞による表現も，積極的にはたらき
かけていれるだけでなく，消極的に，はいるままにしておく，ということもあらわす。
さらに，使役や他動詞による表現は，あるよくないことがおこったのは自分の不注意など
が原困だ，といったニュアンスをあらわすことがある。これについては，「ころす」
（p・432～433）「くるしめる」（p・434～436）の分析を参照。
　一方「を」格の名詞でなくても，はたらきかける対象をあらわす，というべき例があ
る。「～にぶつかる（あたる）」などというばあい，その対象にはたらきかけている
といえないことはない。「だれだれにおしえる」　「だれだれにたずねる」などについて
も，同様である。したがって，自他の区別は，意味と密接な関係はあるが，意味的分類
そのものではない。
　なお，おなじ他動詞でも，対応する自動詞があるものと，ないものとでは，意味的に
差がある。すなわち，鶴者は対象に対するはたらきかけと対象の変化とを，後者は，単
に，はたらきかけをあらわす。「たかまる」「しずむ」　「そまる：「くずれる」「よご
れる」などの自動詞は，対象における変化自体をしめし，これに対応する「たかめる」
「しずめる」「そめる」「くずす」「よごす：などは，はたらきかけと変化とをともに
あらわしている。一方，「なぐる」「けとばす」「おさえるAのように，対応する自動
講のない他動詞は，対象に対するはたらきかけをあらわすだけで，その結果には無関心
である。結果として，相手はきずつくかもしれないし，たおれるかもしれない。しか
し，そのことは，「なぐる」や「けとばす」という動詞が積極的にあらわすわけではな
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い。この問題については，「かわかす」と「ほす」（p・228），「あたためる：「「熱する」
と「あぶるJ（p．321），「もうける」と「かせぐ」（p・335）の対立を参照。
　動詞のなかには，もっぱら受け身形でもちいられるものがある。
　○浅い夢魔にうなされて眼を単ばさましたとき，（冬の宿139）
　○伴子は気圧されたやうに顔を蝦らめて答へた。（帰郷172）
　○市九郎は，深い悔恨に囚はれて居た。偲讐の彼方に60）
　○それでも勘次はお品にひかされて，まだ残って居る繭鵜を撞いで帰って来て畢つた。
　　（土・上39）
　○いちずな三姫の熱いなさけにほだされたのだ。（出家とその弟子118）
などがそれで，「うなす」「けおす：「とらう：「ひかす」「ほだす：という動詞の形
は，すくなくとも現代語では使われない。例はなかったが，「身につまされる」もこれ
らに近い。（ただし，「～に」という相手をしめす目的語をとらない，つまり，なに
が「つますjのかがあきらかでない点では，これらとちがっている。）
　○仲のよい彼女等夫婦には，散々にアテられたり羨しがらされたりしたが，（傑作倶
　　楽部　1956年4月　270）
　○神子は視点の定まらない熱にうかされた眼で看護婦を晃た。（伸子・上68）
などでは，「あてる」「うかす」という形はあるが，意味的にずれていて，独立の動詞
とみるべきかもしれない。
　使役の方では，以下にあげるものが，形の上からは使役的なのに，もとの動詞との対
応関係が一般の規貝睦的なものからずれていて，独立の他動詞となっている。
　　おくらせる（おくれる，xおくる）
　　ちぢらせる（ちぢれる，×ちぢる）
　　つからせる（つかれる，xつかる）
　　ふくらせる（ふくれる，xふくる）
　　ふるわせる（ふるえる，Xふるう）
　　まぎらせる（まぎれる，xまぎる）
これらと対立の型はちがうが，
　　にぎわせる（にぎわう，Xにぎう）
も同様。
　「しのばせるjでは，
　　　　　　　　　　　　　　　を　○また逢ふ日のたのしみが待つ間を忍ばせた。（潮騒108）
の例は，「（かれが）待つ聞をしのぶ」という，もとの形を考えることができるから「し
のぶ」の使役だが，
　○薬ならば荷にもならずにポケットに忍ばせることも出来た。（帰as　35）
　○彼等は足音をしのばせながら事務室の方にかけこんで行った。（真円地帯・上77）
では，「薬がポケットにしのぶ」「足回がしのぶ」という形が考えられないから，「あ
てられるj　「うかされる」とおなじである。
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　〔ムード〕
　動詞のムーyのうち，直説法対推量法の対立は推鐙の方が「だろう」「でしょう」を
つけただけであり，この形式は形容詞や名詞のばあいにも同様である。すなわち，それは
動詞的カテゴリーではなくて周書的カテゴリーである。そして推量というカテゴlj　一の
意味は動詞によってかわることはない。推量法でしかもちいられない動詞，あるいは推
量法にはもちいられない動詞というものはない。（もちろん慣用句の中でしか使われな
いようなものは別である。）これに対して，命令・さそいかけ・禁止などは，形容詞・名
詞＋だ，などのかたちには見られない，動詞固有の文法的カテゴリーであって，これら
の用法があるかないかは，動詞の意味的な種類によって強く影響される。これについて
は，「第1部6．意図」の項を参照。
1．5　動詞の意味と構文論的性質
　はじめにのべたように，ひろい意味での構文論的性質を，ここでは，連語論的なもの
とそれ以外の，せまい意味での構文論的なものとにわけて考える。「連語論」という概
念は，まだあまり一般的なものになっていないが，これは，文のなかでの単語と単語と
の結びつき方をあつかうものである。このばあい，「連語」は非陳述的な，一定の対象
をあらわすという点では単語とお．なじ次元にある結びつきに限定される。たとえば，
　　白い　かべ／くつの　ひも
　　本を　よむ／駅に　ちかい
などがそれで，ふつうの学校文法にいう「修飾一丁修飾」の関係にあるものと，ほぼ
一致する。
　連語論自体のりんかくも，まだそれほどはっきりしたとはいえない段階では，構文論
マイナス連語論というかたちで考えられた，せまい意味での，陳述的な構文論の姿は，
ますますアイマイなものにならざるをえない。しかし，一応このようなかたちで区別を
つけたとき，動詞の文法的性質のうちで意味記述ともっとも直接に関係するのは，連語
論的性質だ。形態論的な，あるいは（せまい意味での）構文論的な性質は，これにくら
べれば，より純粋に文法的なもので，これを細分していっても実質的意味には達しな
い。これに対して連語論的陸質は，はじめからそのうちに実質的要素をふくんでいる。
　　　　　　　　り　　　の連語とは，ほかの単語とのむすびつきだから，語い的条件がきりはなせない。
　　道を　つくる
　　道を　ながめる
　　道を　あるく
　これらにおける名詞と動詞との関係は，それぞれちがっている。つまり，これらはち
がつた型の連語に属する。この連語としての関係そのものは文法的なものであり，した
がって，このような名詞とむすびついてこのような関係をつくりうることも，おのおの
の動詞の文法的性質（能力）ではあるが、その性質をささえているものは，これらの動
詞の意味上の性格である。そして，文法的なむすびつきを細分していくと，それはしだ
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いに語い的なむすびつきとしての性格をつよめ，そのさかい目は，はっきりしない。こ
のことは，上にも，1・2一（5＞「文法的性質をこまかくしらべれば，それだけ実質的意味
に近づく」というかたちでのべたが，これは特に連語論的な性質にあてはまる。
　品詞がそれ自体としては文法的な分類でありながら，かなりの程度に意味的分類に対
応し，意味的分類の出発点として利用できる（でなければ働詞の意味の記述」という
テーマは無意味だ）ように，連語的条件の分類も意味の大わけとして利用できるだろ
う。その1つの具体例として，以下に奥田靖雄氏の研究を紹介しよう。（『教育国語出12
号から「日本文法・連語論」として連載中。）この研究で，まずとりあげられたのは，
「を」格の名詞と動詞とのくみあわせだが，連語の種類とこれをつくる動詞の例とを最
初の蔀分だけあげると，つぎのようになる。
（1）対象的な結びつき
　1）対象へのはたらきかけ
　　11）物に対するはたらきかけ
　　　a）もようがえ一あたためる，そめる，ぬらす，わる……
　　　b）とりつけ一あてる，つける，つむ，なする，はめる……
　　　c）とりはずし一とりのぞく，ぬく，はずす，はなす……
　　　d）うつしかえ一だす，はこぶ，ひろいあげる……
　　　e）ふれあい一いじる，おす，かむ，さする，つかむ……
　　　f）結果的な結びつき一こさえる，たく，つくる，ぬう……
　　12）人に対するはたらきかけ
　　　a）生理的な状態変化一あそばせる，なかせる，ねかせる……
　　　も）空間的な位置変化一おくる，かえす，もどす，やる……
　　　c）心理的な状態変化一いらだたせる，こまらせる，たかぶらせる……
　　　d）社会的な状態変化一一やとう，めあわす，縁づける……
　　　e）よびかけ一うながす，おしえる，さそう，まねく……
　　13）事に対するはたらきかけ
　　　a）変化のむすびつき一たかめる，とめる，みだす，けがす……
　　　b）出現のむすびつき一きたす，もたらす，おこす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下略）
　意味分類体辞典（シソーラス）における分類が，ことばのあらわす対象についての，
論理的，科学的，あるいは常識的な分類なのに対し，連語論からする分類は，晶詞分類
と同様，ことばについての言語学的な分類である。奥臨画の分類でも，〈とりつけ〉の
動詞は（「を」格以外に）「にJ格の名詞を，〈とりはずし〉の動詞は「から」格の名詞
を要求する，といったことが分類の根拠になっている。そして，ある動詞を一一S9の意味
的なグループに分類するということは，その動詞の意味を1つの側面から規定すること
にほかならない。上にあげたのは，　「を．．1格の名詞との結びつきという観点からのもの
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だが，ほかの観点からの分類をかさねあわせることによって，動詞の意味的な体系は，
しだいにはっきりとした形で示されるものと期待できる。
　しかし，それには，まず連語の研究がすすむのを待たなければならない。ここでは，
したがって，連語的な関係と動詞の意味とを全体としてながめることはやめて，結びつ
きのちがいが意味のこまかな区別を反映する1つの例をあげることにする。
　相手をあらわす名詞は，「v：：格および「と」格の両方の形をとる。そして，このど
ちらの形と結びつくかは，動詞によってきまっているばあいがある。たとえば，敵対行
為をあらわす動詞のうち，「手むかう」「はむかうJ「抗する」「敵する」などは，
「に：格の名詞と結びついて
　　AがBに～する
という型の文をつくり，「あらそう」「たたかう」「わたりあう」「対戦する」などは，
「と」格の名詞と結びついて
　　AがBと～する
という型の文をつくる。これは動詞の意味上の差と関係しており，後者のグループでは
相手と自分とが対等であり（すくなくとも，対等でないことを積極的にはあらわしてお
らず），行為が相互的なのに対し，前者のグループでは，相手が自分よりも強大，また
は積極的にたたかいをしかけた側で，行為はこれに対する一方的なものであることがし
めされている。
　さらに，第3のグループとして，両方の格のどちらとも結びつく動詞がある。たとえ
ば「対抗する」は，
　　　　　　　　〈～に〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈～と〉
　○李陵の胡地で儲けた子が，鳥籍都尉を　　○關氏や衛律等と対抗して李陵も心なら
　　立てて単子とし，呼韓邪単干に対抗し　　ずもその紛争にまきこまれたらうこと
　　て童に失敗した旨が（李陵203）　　　　　は想像に難くない。（李陵202）
と，両方のいい方ができる。このばあいにも，どちらの形と結びつくかによって，「対
抗する」の意味に，上にのべたのとちかいニュアンスの差が生じるようでもある。しか
し，それは，ヱつの意味のもつ広がりのなかでの，文脈によるニュアンスの差であっ
て，2つのべつべつの意味がつかいわけられているのだとまでは，みるべきではないだ
ろう。
　「ふざける」「たわむれる」も，どちらとも結びつく。
　　　　　　　　〈～に〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈～と〉
　○だからビーヤ＊・　一一ルの女なぞにふざけ　　○ビーヤホールの女など㍉面白さうに
　　てるないで，（あらくれ192）　　　　　　　ふざけてみること（あらくれ193）
　○一月あまりのFH5一一一・晩も男に戯れる折が　　○これが実際男と戯れた初めであったが
　　なかった。　（つゆのあとさき38）　　　　　　（つゆのあとさき32）
　　「～に」の形と結びついた方が積極的なはたらきかけであって，「～と」の形と
結びついたものは，一方的な行為ではなく，爾者があわさって主体になった表現で，は
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たらきかけの要素はよわいと見られる。しかし，上の例のように，実際にはほとんど岡
じばあいの表現に用いられる。
　なお，この二二については，「よりそう」「つれだつ：などの分析（p．88～89），「く
みたてる」「くみあわせる」などの分析（p．190～191）を参照。
　つぎに，「～に」「～と」との結びつきによって区別される類義語群の例をあげ
よう。
AがBに～ AがBと～ AがBに～`がBと～
手むかう あらそう 対抗する
はむかう たたかう
抗する わたりあう
敵する 対戦する
ちぎる ちかう
約する
約束する
いう かたらう はなす
のべる はなしあう かたる
おっしゃる しゃべる
うちあわせる 相談する
交渉する
よりすがる よりそう
とつぐ 結婚する
嫁する
あやかる にる
くわわる あわさる
まざる
合流する
合同する
せまる ちかづく
1。5．1　2動詞間の構文機能の対応
　つぎに，構文上のはたらきの点で対応する動詞のグループについてのべる。
　文のなかには，これを購成する単語がちがっていても，まったくおなじ意味をあらわ
すものがある。
　　AはBの最初の男の子である嵩AはBの畏男である
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この2つの：文において，A・Bにどのような単語をあてはめてみても，もし左辺がなり
たてば右辺もなりたち，逆に右辺がなりたてば左辺もなりたつ，という関係はかわりな
い。このような論理的関係にあることを，上のようにコであらわすことにする。
　文全体が同義的であり，しかも，おなじ構造をもつているとき，2つの文における，
共通していない対応部分（上の例で＿をひいたもの）も，やはり同義的である。もし
その部分がともに1単語なら，それらは同義語である。
　　AはBの妻であるごAはBの女房である
（ただし，ここでは「妻J「女Ptjがなにをあらわしているか，つまり対象的意味だけ
に注幽し，したしみ・軽べつなどの感情的意味は無視することにする。）
　左辺がなりたつときは，かならず右辺もなりたつが，逆はかならずしも真ではない，
という不可逆的な関係にある文もある。この一方的な関係を一→であらわす。
　　AはBの長男である一→AはBのむすごである
このばあい，共遜でない対応部分（「長男」／「むすご」）はE位下位の関係にある。
　さて，以上は，共通部分の構造上の位置がまったくおなじものについてだった。つま
り，左辺でも右辺でも，
　　AはBの……である
という形の文になっていた。ところが，左右の文で，AやBなど共通の要素がべつべつ
の位置をしめ，しかも文全体としては同義的だというばあいもある。
　（可逆的な例）
　　AはBの親であるご3はAの子である
　　AはBにかった；コBはAにまけた
　　AはBより大きい；2BはAよりちいさい
　（不可逆的な例）
　　AはBの父である一→BはAの子である
　　AはBをころした一→Bは死んだ
　　AはBよりもせまくるしい一一一・　BはAよりもひろい
　これらの関係がなりたつとき，対応する1対の単語は，同義語でもなければ上位下位
の関係にあるわけでもない。ただ，可逆的な対は，いわゆる反対語（この概念は未整理
であり，いろんな関係にあるものをふくんでいる。P・707の補注を参照。）の一部をなし
ている。ここでは，この種の動詞にどのようなものがあるかを概観することにする。
　はじめに，全体の一覧表をあげる。
1　可逆的なもの
（対称的）
　1）AがBにんするi　IBがAにyする（かつ一まける）
1’jAがBにCをxする；＝tBがAにCをyする（かす一かりる）
　2）AがBをxするごBがAを］する（かぶる一おおう）
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　3）AがBよりxする；ゴBがAよりyする（まきる一一おとる）
　4）AがxするZAがyしない（うかる一おちる）
（非対称的）
　5）Aをxするi2A｝：yする（まかす一かつ）
　6）AがBをxする二BがAにyする（まかす一まける）
　7）AがBをxするごBがAから（Aで）yする（くみたてる一なりたつ）
　8）AがBに（Cを）xするごBがAから（Cを）yする（かす一かりる）
　9）AをBでxするごAにBをyする（おおう一かける）
涯　不可逆的なもの
　1）AがBをxする一一一eFBがyする（こわす一こわれる）
　2）AがBに（Cを）xする一→Bが（Cを）yする（おしえる一まなぶ）
1　可逆的なもの
　可逆的な関係をつくる動詞は，対称的なものと非対称的なものとにわけられる。対称
的というのは，
　　AはBにかった潔BはAにまけた〔1）のグループ〕
のように，左辺と霜辺とがまったく同じ構造になるものである。非対称的というのは，
　　AはBをまかした；2BはAにまけた〔6）のグループ〕
のように，左辺と震辺とで構造のちがう文になるものである。
　対称的なものには，つぎのような動詞の対がある。
1）AがBにxする潔BがAにyする
　かつごまける
　まさる（すぐれる）ごおとる
「まさる」「おとる」は，一般に，文章の中では「～に」という形とむすびつく。し
かし，ときには「～より」とむすびつくこともある。
　○詩人と名が附きや，皆普通の人より勝ってるやうに思ってみた。小説，殊に輸入小
　　　　　　　　　　　　　おもて　　説には人生の輿相が活字の面に浮いてみるやうに思ってみた。西洋の詩人は皆東洋
　　の詩人に勝るやうに思ってみた。（平凡98）
　○娘の嘆をきいて，承知で心中に出して　　○われわれ人間の方が蟻などよりもだい
　　やる遊女の母親にも劣ってみるのであ　　　ぶ劣っているかと思われる事情がある
　　る。　（人格主義117）　　　　　　　　　　のである。　（貧乏物語65）
一一?ｉ，「すぐれる」は，ふつう
　○人より優れていることを示すために反対する人がいる。（革命期における思惟の基準
　　145）
のように「～より：とむすびつくが，つぎのような文語的・慣用的表現では「～に」
とむすびつき，そのかぎりにおいて「おとる」と対称的関係をなす。
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Oお師薩様は御器量や芸能が諸人にすぐれてをられたばかりに（春琴抄141）
○この手紙の主は幼にして容色人にすぐれ，かつ富裕なる名家に人となりしがため
　に｝名門の子弟の婚を求むる者も少なくなかったのであるが，（貧乏物語119）
　おくれるご先だつ
　「おくれる」は，移動のときに他人よりもおそくなり，あとからいくことをあらわす
ときには「～に3とむすびつくことが多い。
　　　　　　　　　　　　すニ　しつれ　○蓮太郎と丑松の二人は少許連に後れた。（破戒14三）
　○部隊にずっと遅れて，負傷者が一塊りになって歩いて来た。（帰郷77）
つまり「～に」とむすびついた例では，空間的な位置関係をしめすという面がつよ
い。一方「おくれる」は「～より」ともむすびつく。このばあいには，むしろ二三的関
係が（他の人よりもおそい時点で，あることをする，ということが）つよく出ている。
　○其BもK：は私より後れて帰る時間割だつたのですから，（こsろ229）
　○だれよりも遅れて一条先生が煙草のけむりをなびかせながら，肩にレーンコートを
　　かけてはいって来た。　（下問の壁・上正8）
　これに対し，「先だつ」は，空気的。蒔問的，どちらのニェアンスのばあいにも，「～
に」をとることが多い。
　（空間的）
　○山なす松葉の束を背負って少女に先立って歩きながら，（潮騒30）
　（時閥的）
　○一旬奴の侵略に先立って，轡師将軍が三万騎に将として酒泉を出た。（李陵153）
ただし，「～より：の例もないことはない。
　○墓へ行くにも人よりも先立って非常に急いだのであったが，（lt・上185）
　このような対応関係をつくる動詞の対は，上にみるとおり，そう多くない。しかし，
ある種の受け身形には，これと同じ対応をしめすものがある。たとえば，
　　犬が子どもにかみついたIi＝　t子どもが犬にかみつかれた
つまり，ふつうの受け身のように，「を」格の目的語を主語にするのではなく，「に」
格の冒的語を虫語としてとるような受け身のばあいである。（これは，自動詞の受け身
だという点では，「わたしは雨にふられた」のような，いわゆる「めいわくの受け身」
と同じである。しかし，後者のばあい，もとになる文「雨がふった」にはない要素「わ
たしjが，受け下文にあらわれる点で，ここで問題にしているものとはちがう。）
　この種の受け身をつくる動詞としては，まず，「かみつく」と同様に「～つく」と
いう形のものがある。
　　おいつく　くいつく　くみつく　なきつく
など。つぎの2つの：文は，表薗的にはどちらも「（Aが）Bに～」という形で同じよ
うにみえるが，実は根互に転換しうる，対応した，別々の構造をもっていることに注
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意。
　○大滝老医師が，門のところで八春先生　　○きいているとその男に追いつかれそう
　　に追ひついた。（本H休診94）　　　　　　なので，（暗夜行路・前176）
このほか，つぎにあげるような動詞も，やはりこの種の受け身文をつくるとおもわれ
る。
　　近づく　近よる　せまる　おしよせる　つめよる　よりそう　ぶつかる；ほれる
　　なつく　あまえる；這いよる謡しかける　くいさがる　ねじこむ；そむく
上にあげた「おいつく」と同様，つぎの2つの文も，見かけ上の構造は一致するようだ
が，実は対応する別々の文型に属する。
○魏畿麟欝臨惚iO髪1を瀦聯チ惚れられたとな
「～にほれられる」と同じ意味は，また，「～からほれられる」であらわされるこ
ともある。
　○平さんから，惚れられるということは，（自由学校269）
1’）AがBにCをxするごBがAにCをyする
　これは，1）にくらべて，「cを」という要素がくわわっただけのものだ。
　　かすごかりる
　　（物を）あたえる，やる，くれる　lrもらう
　　さずける；eさずかる
　　おしえるこおそわる
　　いいつける順いいっかる
　　ことづけるこことづかる
　このグループでも，右辺の動詞には，「BがAにCをyする」という対称的な形のほ
か，「BがAからCをyする」という非対称的な形がある。
　○あの男にでも金をかりようかしらと思　　〇十年ほど前交渉のあった女から三干円
　　う。　（放浪記280）　　　　　　　　　　　　の金を借りて（闘牛96）
　○降4の三惑ての仕方を看護婦に教はつ　　○安吉はそれを木村から教わった。
　　た。　（生まざりしならば正99）　　　　　　　　（むらぎも331）
この点については，8）参照。
　つぎにあげるような動詞のつくる受け身文は，もとの文とのあいだに，「かす二か
りる」などと同様の対応関係をつくる。
　　たのむ　たずねる　もとめる　申しこむ　しいる　ゆるす　ことわる　おごる　ゆ
　　ずる
たとえば
　　AがBに用事をたのむ；2BがAに用事をたのまれる
このばあいにも，右辺には「BがAから～される」という非対称的な形があらわれ
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る。
　○安夫は父に組含の用事をたのまれて，　　○そんな華やかな娘さんから，はいから
　　前Hから津の県庁へ行き，（潮騒54）　　　の用事を頼まれて，（冨爆点心71）
　なお，一般に，「～に」という相手をあらわす冒的語をとる他動詞では，
　　AがBにCをxしてやる（くれる）　2BhSAにCをxしてもらう
という公式がなりたつ。たとえば，
○この戯抽をかの女の日課として教へて
　遣らうかと（蒲団6）
○看護婦が新聞や雑誌などによって教へ
　て呉れる文字を熱心に覚えようとし
　た。　（生まざりしならば186）
　おかみさんがおくみにそういうも←一
　のをおしえてやる
単独では相手の「～に」とむすびつかなくても，
動詞がある。この種のものでも，同様の転換が可能だ。
たとえば，
○まつ子はほの暗い裸電灯の下で，弟に
　漫画の本を読んでやっていた。　（人間
　の壁・上34）
○船長さんがその前に弔詞を読んでくれ
　ることに（蟹工船90）
　新治が母親に葉書をよんでやる　←一
〇行立は似寄りの柄のメリンスを一丈，
　きぬ子に買ってやった。（波83）
○父は赤い硝子玉のはいった指輪を私に
　買ってくれたりした。倣浪詑14）
　　かれが君江に切符をかってやる　←
ただし，同じ動詞でも，文脈によっては，
　　とし・う。　（高崎山正8）
→かの女がかれに戯鶴をおしえてもらう
一→かれが看護婦に文字をおしえてもらう
　　　　　　　　　○おくみはそこへ女中代りに這入って，
　　閑々にさういふものを教へて貰ふ女に
　　なった。　（桑の実7～8）
　　　「～てやる」の形ではむすびつく
→弟がまつ子に本をよんでもらう
→みんなが船長に弔詞をよんでもらう
　○新治にこの葉書を読んでもらふと，お
　　しまひの一句で母親は泣き出した。
　　（潮騒74）
→きぬ子が行介にメリンスをかってもら
　　う
一→私が父に指輪をかってもらう
　○雪江は既に二三度芝居の切符を買って
　　貰ったこともあるし，　（つゆのあとさき
　　18）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　このような転換のきかないばあいがある。
○ゲrのロザリオをこしらえて，それを世界中のカトリック教徒に買ってもらうのだ，
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これは，
　　カトリック教徒が（　）ロザリオをかってやる（くれる）
とまでは言いなおせるが，（　）の位置に「かれに」を入れることはできない。入れ
るとすれば「かれのために」である。ともに「かってもらう」主体ではあっても，「つ
ゆのあとさき：のく震江〉は，利益をうける人であるだけでなく切符をもらう人でもあ
るのに対し，「高崎山」のくかれ〉（この文では表現されていない）が単なる受益者で
ある点が，このようなちがいをつくっている。
2）AがBをxする認BがAをyする
　このような公式にあてはまる鋤詞は，あまり見あたらない。ただ，「かぶるAと「お
おう」とのあいだに，特殊なばあい，この関係がなりたつことがある。
　　　　〈AがBをかぶる〉
○右手は雷をかぶった畑で，（雪匿51）
　○白いベレ媚をかぶったやうに白毛を冠
　　つて笑ってみる童顔に，　（帰郷87）
また，
　　上まわる；二≧下まわる
は，つねにこの関係をつくるはずである。
　○限られた経済力の向上をたえず上まわ
　　る欲望の増大に，（抵抗の科学303）
　　　　　〈BがAをおおう〉
○北国の黒蒼盆地は深い雪におおわれて
　しまうのである。　（落城10）
○頭髪は永く延びて鐵だらけの額を掩う
　て居た。　（恩讐の彼方に84）
L経済禰上が欲望の増大、蹴る
3）AがBよりxするごBがAよりyする
　ここにはいるものとしては、上に1）でのべたように，
　　まさる（すぐれる）ごおとる
　　おくれるご先だつ
があり，また，「～ている」の形でならあてはまる，というものには，
　　ふとる：二やせる
　　でっぱる：二ひっこむ
　　にごる；；二rtすむ
　　しめる：諄ゴかわく
　　ゆるむごしまる
など，かなりの数の動詞がある。たとえば，
　　兄は弟よりふとっている。
といえば，つねに
　　弟は兄よりやせている。
といえるはずである。ただし，これはあくまで「～ている」という状態表現にかぎる
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のであって，
　　兄は弟よりふとった。
という変化の表現のときには，
　　弟は兄よりやせた。
とは，かならずしもいえない。
4）Aがxする二ごAがyしない
　これは，以上のグループとはちがって，2つ以上の要素がいれかわる，というもので
はない。一方の否定表現が他方の肯定表現にあたる，というような関係にあるものであ
る。
　　うりきれるごうれのこる
　　うかる，合格するごおちる
　　あたる二はずれる
　　ひきうける；＝2ことわる
　　　　　　　　　　　　i　　さるごとどまる
　　傷ずる；＝≧うたがう
　　ゆきあうgtゆきちがう
たとえば，
　○自分の学校の生徒は問題がおこりがちであるから，決して引きうけない。　（入間の
　　壁・上111）
では「かならずことわる」に，
　○それはお断弓しなければ，妾は杉子さんと絶交するわ。（友情69）
では「おひきうけになれば」に，それぞれ言いかえることができる。もっとも，「うか
る一おちる」のような現象には，中間的な，うかりもおちもしない状態というのは考
えにくいが，「ひきうける一ことわる」では，そのどちらでもない，保留・思案中と
いったこともありうる。だから，「ひきうけなかった」ことがかならずしも「ことわっ
たことを意味するとはいえないかもしれない。
　○それを信じないのは，人類を信じないのです。（真知子・前72）
　○しかし，一般は七日に受取つた休戦報告を疑はなかった。（伸子・上　45）
でも，それぞれ「うたがう」「信じたJにおきかえることができる。ただし，このばあ
いにも，「信ずる：の否定がつねに「うたがうJだとはいいきれない。たとえば，
　○彼は巷説を儒じなかった。片野は失恋で自殺するやうな男ではない。（厚物咲41）
では，その「信じなかった」を「うたがった」とするよりも，もっと積極的に，「まち
がひだと信じた：といいなおした方がよいだろう。このすこし前に，「巷説によると片
野俊三は未亡人にたいする失恋の結果総首したといふことになってみる」とある。「彼」
はこの説をうたがった，つまり正しいかどうかわからないと考えたのではなくて，まっ
たく正しくないと信じたのである。
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　なお，「～ている」という状態表現でこの種の対立をつくるものは少なくない。た
とえば，
　　そろうご欠ける
　　すたる　1はやる
　　とまるこうごく
　　はまる二はずれる
　　あくごふさがる
　　めざめるitねむる
　　おぼえる＝わすれる
　　ぬぐ：二着る
　　くっつくごはなれる
　　いきる；＝2しぬ
など。例文をあげれば，
　○話のこまかい筋はもう覚えていない。
　　（むらぎも190）　　　　　　　　　　一一）■わすれている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○司馬遷は極度の憤怒の中にあっても此
　　おぼえている　　　　　　　　←一　　　の纂を忘れてはみない。（李陵176）
　つぎに，やはり可逆的ではあるが非対称的なもの，つまり左辺と右辺の形が一致しな
いものをあげよう。
5）Aをxする1　±Aにyする
　　まかす，やぶるごかつ
　愛する；＝≧ほれる
○併しあなたの前で，あなたの奥さんを
　愛してゐますとは，さう誰にだってい
　へるものではありません。（波134）
○君，人の女房に惚れるんなら，もっと
　真剣におなんなさいよ。　（波132）
6）AがBをxするご】3がAに夕する
　　まかすごまける
　　めとる二とつぐ
　　みちびく潔したがう
　　支配するご従属する
　　ふくむごはいる，属する
　　つかまえる二つかまる
　　おしえるこおそわる
この簸後の対については，上にy）であげたように，
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　　AがBにCをおしえる→BがAにCをおそわる
という転換も可能である。そして，
　○教へる方も盲人なら教はる方も盲人の場合が多かったので（春琴抄161）
のような例についても，
　　師眠が弟子に三味線をおしえる→錦子が師匠に三味線をおそわる→師匠に三味
　　　　線をおそわる弟子一→おそわる方
のように考えて，「三味線を」といった黛的語をおぎないうるものとすることもでき
る。しかし，　「おしえる」は，
　　AがB（人）にC（ものごと）をおしえる
という型のほか，
　　AがB（人）をおしえる
という型の文をつくることもある。
　○而も佐助は春琴の相手をする余暇を割いて多くの子女を教へてるた（春琴抄204）
だから，
　　師匠が弟子をおしえる→弟子が師匠におそわる一→師匠におそわる弟子→おそ
　　　　わる方
という解釈もなりたつのである。
　なお，受け身の構文は，これらと同じである。
　　太郎が二郎をなぐる二二郎が太良βになぐられる
　また，可能動詞や「みる一みえる」「きく一きこえる」のばあいも，これに近
い。
　　かれが英語をよむご英語がかれによめる
ただし，可能だということは，かならずしも実現したことを意味しないから，ここは一
方通行で一→にすべきかもしれない。
7）AがBをxするごBがAから（Aで）yする
　　くみたてる，構成する津なりたつ
○だがタバコモザイクウイルスを取り出
　して，それを構成する物質を調べるに
　は，　（生命の四号を解く154）
三つの物質がDNAを構成する　←
一→タバコモザイクウイルスがその物質か
　　ら（物質で）なりたつ
　ODNAは，糖（デオキシリボース）と
　　燐酸と塩基という三つの物質から成り
　　立っている。（生命の賭号を鱗く160）
8）AがBに（Cを）をxする江BがAから（Cを）yする
　かすごかりる
　　（物を）あたえる，やる，くれるこもらう
　　さずける＝さずかる
　　おしえる：；＝1おそわる
　　いいつける＝いいつかる
　　ことづけるごことづかる
これらのグループでは，
　　AがBにCをxする；＝2BがAにCをyする
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という対称的な転換も成立することは1’）にのべたとおりである。
　また，1）および1’）でのべたように，ある種の動詞のつくる受け身文も，この型に
属する。
　このほか，ここに属するとおもわれるものに，つぎの対がある。
　　（抽象物を）あたえる；2うける
たとえば，
○鷹揚な態度は，これまで想像してみた
　とは違った印象を彼女に与へた。　（真
　知子・薗127）
報告が曾田一等兵に印象をあたえ←一
　る
このばあい，
　かれが彼女に金をあたえる
　　二彼女がかれに金をもらう
　　Z彼女がかれから金をもらう
一→彼女が鷹揚な態度から印象をうける
○曾田一等兵は先Bよんだときよりもは
　るかにはげしい印象を，この報告から
　うけた。　（真甕地帯・上93）
「～をllの位置にくるのは抽象名詞である。具体名詞なら，
という2とおりの1表現があるが，抽象名詞では，
　　かれが彼女によい印象をあたえる
　　　　；2彼女がかれからよい印象をうける
という転換があるだけで，「彼女がかれにょい印象をうける」とはいわない。（まれに
は「～に」といいそうな気もするが，実例はなかった。）この「印象」の類としては，
　　利益　損害　打撃　衝撃　待遇　訓戒　苦しみ　屈辱感
などがあり，要するに相手にある影響をおよぼす，ある結果を生じさせる，というばあ
いの表現である。
9）AをBでxする：g＝tAにBをyする
　おおうごかける，かぶせる
　ふさぐ二つめる（P．451参照。）
　　もてなす潔ふるまう（p．　325～326参照。）
たとえば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんけち○薄太郎の死体の上には旅行用の茶色の膝懸をかけ，顔は白い三布で掩ふてあった。
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　　（破戒295）
では「死体をひざかけでおおい，顔にハンケチをかける」といっても大差はない。
∬　不可逆的なもの
1）AがBをxする一Bがyする
　この型に属するものとしては，まず他動詞と自動詞との対立がある。
　　こわす一→こわれる
　　あげる→あがる
など。「こわした」以上「こわれた」にちがいないが，だれもこわさないのに，ひとり
でに「こわれる」こともあるから，転換は可逆的ではない。
　自他は，おなじ語根をもち，形態的に対立したものについてだけいわれるが，意味的
にこれとおなじ対立をしめすものに，つぎのような例がある。
　　ころす一→死ぬ
　　つくる→できる
　　やる→いく
　　よこす→くる
　○合同の組合から中田勝一という代表がきて報告をしたが，中田の話し方がおそろし
　　く丁寧だったことも強い印象として安吉に残っている。相手が大学生だというの
　　で，わざとそういう人問をよこしたのだったろうか？（むらぎも196）
　自動詞に対する使役も，自他と同様ここに属する。
　　いかせる一→いく
　　ねむらせる一→ねむる
など。
2）AがBに（Cを）xする→Bが（Cを）yする
　他動詞の使役はこの型に属する。
　　よませる→よむ
　　みさせる→みる
使役ではないが，「～せる」という形の他動詞とこの関係にたつものがある。
　　みせる一みる
　　きせる→きる
　　あびせる→あびる
　　かぶせる→かぶる
また，
　　おしえる一→まなぶ，ならう
という関係もなりたつ。「まなぶ」や「ならう」は，
　○かういふ知識もその若い学者から学ぶところが多かったと，娘は真向から恋愛の野
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　　情を語り兼ねて先つかういふ話から始めたのであった。　（河明り288）
のように先生があって
　　若い学者が娘におしえる一→娘がまなぶ
という関係がなりたつこともあるが，
　○夜はおそくまで経を学んで，有明の月の出るのを知らなかった事もありました。
　　（出家とその弟子162）
のように独学のばあいには，この関係がなりたたないから，可逆的だとはいえない。
1．5．2　1動詞における構文機能のかさなり
　以上にあげたのは，すべて2つの動詞のあいだにみられる関係だったが，これと似た
ことが，おなじ1つの動詞についていえることがある。つまり，1つの動詞が，内容的
には同一の，2つの構：文のなかではたらくばあいがあるのだ。したがって，ごの左右
薗辺のどちらにも，おなじXという動詞がlllてくることになる。つぎにその例をあげる
が，これらはみな可逆的な関係である。（このほかにも，さがせば，ほかの型の転換を
する動詞があるだろう。）
　やはり最初に一覧表をあげる。
（対称的）
1）AがBとxする二BがAとxする（結婚する）
2）AをBとxするごBをAとxする（くらべる）
3）AがBにんする＝BがAにxする（さわる）
（葬対称的）
4）AがBにんするX＝2BがAでxする（みちる）
5）AをBにxする二BをAでxする（ぬう）
6）AがBをxする二Bがxする（ひらく）
7）AがBにんする暮二2Bがんする（失敗する）
まず，対称的なもの。
1）AがBとxする犀2BがAとxする
　たとえば「AがBと結婚する」以上，「BがAと結婚する」にきまっている。
　　AがBと会う／AがBとたたかう
なども同様。この種の動詞は，かなりたくさんある。まず，「～あう」「～かわすs
という接尾的な要素をもった複合動詞のグループがある。
　○弓山とぐずぐず婁い合って厚い唇をむき出している安西（真窒地帯・一L221）
　　安西が弓山と言いあうご弓山が安西と言いあう
　○隣の俗物は苦もなく日増しに女に親しむ様子で，物を言交す五分問がいっか十分二
　　十分になるe　（平凡117）
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　　俗物が女と物を言いかわす一ご女が俗物と物を言いかわす
このほか，このグループに属する動詞としては，つぎのようなものがある。
　　であう，相談する，対談する，対座する，対話する，会談する，協定する，妥協す
　　　　る，交際する，交渉する，文逓する，姦通する，協力する，共演する，共謀す
　　　　る，合作する」
　　約束する，ちぎる，ちかう，婚約する，縁ぐみする」
　　あらそう，きそう，けんかする，交戦する，競争（走）する」
　　近づく，くっつく，さわる，接する，接触する，接続する，ぶつかる，衝突する，
　　　　握手する，接ぶんする」
　　かきなる，ならぶ，そう，よりそう，つれだつ，つらなる，平行する，共存する，
　　　　並立する，重複する」
　　まざる，あわさる，合併する，合同する，合流する，結合する，連合する，連立す
　　　　る3
　　まじわる，交差する，交錯する，関係する，均衡する」
　　似る，酷似する，対応する，対立する」
　　かわる，交替する」
　　わかれる，離別する」
これらのうち，「AがBとxする」という形のほかに，「AがBにxする」という形を
もとるものがあり，そのばあいには「BがAe：・xする」という逆の表現はかならずしも
なりたたない。これについては3）を参照。
2）AをBとxするごBをAとxする
　つぎの例がしめすように，「くらべる」や「比較する」は，この型に属する。
　○隆文のしなやかな，白い指を，良入のそれと比べたように，（自由学校71）
　　白い揚を良人のそれとくらべる；2良入のそれを白い措とくらべる
　○宗教的態度を哲学その他の諸態度と比較して見たい。（哲学以前169）
　　宗教的態度を諸態度と比較するご諸態度を宗教的態度と比較する
重点・関心のおかれているのは，左辺の表現においては，「A」の方，つまり上の例で
いえば「白い指」や「宗教的態度」であって，「B」つまり「良人のそれ」や「哲学そ
の他の諸態度」ではない。これが右辺の表現では逆になる。だから，転換したことによ
って表現上の価値はかわってしまうが，事実としては両辺が可逆的な関係にある。
　なお，このような関係がなりたつとき，もう1つの表現「AとBとをxする」も，つ
ねになりたつ。すなわち，
　　AをBとxする潔BをAとxする＝AとBとをxする
たとえば，「哲学以前」の例は，「宗教的態度と哲学その他の諸態度とを」と言いかえ
ること：ができるし，
　○私は心のうちで，父と先生とを比較して毘た。（こsろ63）
からは，重点のおき場所によって，
　　父を先生と比較して見た
　　先生を父と比較して見た
どいう2とおりの表現をみちびきだすことができる。
　このことは，1）についてもあてはまる。つまり，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）のばあいには，
　　AがBとxするごBがAとxする；＝2AとBとがxする
という関係がなりたつ。
　2）に属するものとしては，つぎのような動詞をあげることができる。
　　つきあわせる，てらしあわせる，対比する，対照する」
　　あわせる，合併する，接続する，連結する，併噛する」
　　とりかえる，いれかえる，交換する：
　　まちがえる，とりちがえる，混同する」
　　かけあわせる，交配する」
3）AがBにxする揖BがAにxする
　1）にあげた動詞のうち，つぎのようなものは，また3）の型にも属する。
　　近づく，くっつく，さわる，接する，接触する，接続する，ぶつかる，衝突する」
　　かさなる，ならぶ，つれだつ，つらなる」
　　まじわる，交差する，関係する」
　　似る，酷似する，対応する，対立する」
　　かわる，交替する」
　　わかれる，離別する」
　　ふる
　　　　　　　　　　　　　　　　　（波○額へる手が行介の外套に触った。
　125）
背中が壁にさわる 一t’in一一
これ以外の動詞でこの型の転換が可能なものは，ほとんど冤あたらなかったが，
する」はそうである。この動詞は，主語として「人」をとることも，
れに類する悪い状態）」をとることもできる。
　　　　　〈人が病気に～〉
○悠子の顔を一とめ見て，もうこの娘は
　暴漢の悪疾に感染してみるな，と気が
　ついた。　（本H休診83）
一→外套が手にさわる
　○コンクリートの煤けた壁が少女の背中
　　にさはった。　（潮騒68）
　　　　　　　　　　　　　　　　「感染
　　　　　　　　　　　「病気（およびこ
　　　　　〈病気が入に～〉
○彼の絶間のない内心の不安が募って来
　た。それは伸子にも感染せずにすまな
　かった。　（伸子。．ヒ85）
つぎに，非対称的なものをとりあげる。
4）AがBに劣するごBがAでxする
　「みちる」「あふれる」は，たとえば酒と杯とについて，つぎの3つの表現をとる。
704　第3部　意味とほかの性質との関係
　（1）酒が杯にあふれる。
　（2）杯が酒にあふれる。
　（3）杯が漕であふれる。
　　　　　　　「みちる」
（1）○暫くして青い煙の満ちた家の内には心
　　も切らぬランプが釣るされて，　（土・
　　上201）
（2）○母なるものは青い畑に満た竈の前に立
　　つては細りつつ，　（土・上169）
（3）○周圏の閣が私と同じ方向に進む，兵士
　　の群で満ちてみるのを私は感じた。
　　（野火115）
　　　　　　「あふれる」
○光が，空にも，地上にもしつかに流れ
　ながら次第に濫れてこようとしてゐ
　た。　（冬の宿155）
○昼の花園の如き光と色とにあふれた祭
　りの光禦と（青銅の基督95）
○もう外の世界は暖かな光であふれでる
　たのだ。（冬の宿155）
　このうち，（2）の「杯が酒にあふれる」という表現は，今ではやや古風だが，（1×3）のよ
うに，ものを主体としても，場所（いれもの）を主体としてもいえる動詞は少なくな
い。これについては，p・42～43を参照。
5）AをBに乱する津BをAでxする
　これには，すくなくとも2とおりのばあいがある。
第ヱは，Aが材料，　Bが生麓物，という関係にあるもの，たとえば，
　　はぎれをスカートにぬうごスカー｝をはぎれでぬう
　第2は，Aが道具的な対象，　Bがそのとりつけられる対象をあらわすもの，たとえば，
　　ペンキを壁にぬるご壁をペンキでぬる
これらについては，奥瑛論文（p．496）にくわしい。なお，後面に近いものとして，「さ
かずきをのむ＝酒をさかずきで（から）のむ」などがある。p．621～622参照。
6）AがBをxするごBがんする
　これは，自動詞と他動詞が同形のものである。ただし，単に同形だというだけで意味
のちがうものは，転換がきかないから，ここではあっかわない。たとえば，
　　風がふく～笛をふく
　　波がよせる（かえす）　～車をよせる（かえす）
　これまでに指摘されているこの種の動詞には，つぎのようなものがある。
　　戸がひらく二戸をひらく
　　芦がとじるぽ戸をとじる
　　水がますご水をます
　　枝がたれるご枝をたれる
　　根がはる；2根をはる
　　話がおわる漂話をおわる
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今回の資料から，両方にもちいられた例をいくつかあげておく。
　　　　　　〈自鋤詞〉
○芽柳の枝が垂れてみるのが，ショウウ
　ィンドウの硝子に映ってみた。　（帰郷
　15e）
○その発音には，社会に関する学問，人
　問に関する学問という意味での学とい
　う感じがすこしも伴っていなかった。
　（むらぎも93）
○胸のボタンとボタンの聞が少しはだけ
　て（娯楽よみうり1956年6月1a62）
○大きな木の根が歩きにくく道へ張って
　いる。　（むらぎも304）
○前山の一支脈は延びて，正面の林の後
　へ張り畠して来てみた。（野火11）
　しかし，
でも，
　　　　　　　〈自動詞〉
○油鼠篇富謡ツチヤ「
のように，例がないことはないが，漢語では，
　　　　　　　〈霞動詞〉
　○もし信頼度が高く，安価な「文字を読
　　む機械」が完成すれば，（文屋を読む機
　　械393）
　○その薦と平行して照し込むタHの光線
　　が，榊の黒い硬い葉の上に反射して
　　（田園の憂諺33）
　　　　　　〈他懸詞〉
○壁の上から枝を垂れてみるブーゲンヴ
　ィルの花の紅い色も，変らない。
　（帰郷61）
○空想とか夢想とかいう感じを伴わず
　に，美という言葉を発言するのは容易
　ではない。（私の入生観125）
○もう一人は，アロハ模様の半袖シャ
　ッの胸をハダけ，　（直心学校205）
○すべての樹は，土の中ふかく出来るだ
　け根を張って，　（田園の憂馨22）
○家nの庇を長く張り出して，その端を
　支へる柱が道路に立ち並んでみた。
　（雪国154）
この種のものが多いのは，サ変動詞，それも漢語語幹のばあいだ。湘語語幹
　　　　　　〈他動詞〉
○碑やアお嬢ちゃんおんぶしておくれッ
　！　（放浪言己15）
　　　　　　〈他動詞〉
○「日本語を読む機械」を一日も早く兜
　成しなければならないのである。
　（文字を読む機械393）
○やがて彗星は雲の上に出た。金色の太
　陽光線を反射し，鮮かな羅を引いてい
　る。　（未知の星を求めて333）
のように，多くの例をひろうことができる。轡他両方の実例があったかどうかにかかわ
らず，とにかく爾方にもちいられる可能性があるとおもわれる漢語サ変動詞を，つぎに
あげておく。
　　異化する，一新する，逸する，一転する，一変する，移転する，移動する，煙滅す
　　る，運転する，液化する，欧化する，汚染する，汚損する，開業する，解散する，
　　開始する，解消する，解体する，開通する，園転ずる，圓復する，確定する，確立
　　する，化する，嫁する，合体する，合併する，還元する，完備する，完了する，緩
　　和する，殿損する，逆転する，休刊する，休業する，休止する，具体化する，屈伸
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する，屈する，具備する，薫ずる，軽減する，継続する，激化する，激発する，結
果する，決壊する，結合する，結集する，決する，顕現する，現出する，減少す
る，減ずる，固定する，混合する，混ずる，根治する，湿擬する，再開する，再現
する，再興する，再生する，産する，散ずる，磁化する，持続する，実現する，弱
化する，集結する，収縮する，収束する，集中する，終了する，縮小する，樹立す
る，純化する，昇格する，焼失する，成就する，生ずる，消磨する，深化する，
震寵する，伸縮する，伸長する，紳展する，振動する，生育する，析出する，接合
する，接する，接続する，接着する，絶滅する，漸増する，増加する，増減する，
喪失する，増進する，損壊する，損傷する，損ずる，存続する，大成する，大破す
る，着色する，中絶する，中断する，中和する，調和する，鎮静する，逓減する，
停止する，停車する，定着する，撤退する，添加する，電化する，展開する，転國
する，転換する，転ずる，転覆する，点滅する，同化する，岡伴する，内定する，
倍化する，廃刊する，輩出する，倍増する，破壊する，爆沈する，破損する，発散
する，発生する，反映する，反転する，普及する，復元する，腐食する，復活す
る，衡日する，復興する，分解する，紛失する，噴出する，分離する？変形する，
変ずる，亡失する，没する，滅する，融解する，融合する，溶解する，冷却する，
漏洩する，露出する
　自他而用の1つの型としては，ふつう自動詞であるものが，自分のからだ（の1部
分）を対象とした表現にもちいられる，というばあいがある。つぎにあげるような実例
があった。
　　手をさわる（p．238）
　　足をふみこむ（p・　267）
　　からだをひたる（p．　373）
　　うでをもたれる（p・485）
このほか，この報告書にあげた自他両方の例としては，「たたえる」（p．51～52）「くりだ
す」　（p・　82）「感ずるA　（p．　658）がある。
7）AがBにxする；＝tBがxする
つぎの「手間どる」「失敗する」などは，
○何や角やに手間取って，外に出ると
（思出の記・上37）
幕府が任命に手間どる
○伯父さんが事業に失敗したので，
　（波224）
一
これに属する。
一→何やかやが手間どる
　○だがすでに幕臆の威令が行われず，征
　　長総督の任命が手間どつた。　（サンデ
　　一毎日1956年10月7日24）
←一事業が失敗する
父が製糸事業に失敗する
このグループに属する動詞は，
　うかる，含配する，バスする，おちる」
成功する」
　ひいでる，すぐれるj
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○果ては父が最後の賭として望を属して
　居た製糸事業が見事失敗して　（思出の
　記・上Io～11）
などである。意味的に一般化すれば，Aは活動・属性の主体である人間，　Bはその活動
や属性，ということになる。
　なお，「失敗する」には，「～を失敗する」「～で失敗する2という形もある。
　○その乏いろいろの障碍のために五回も渡航を失敢している。（私の入生観go）
　○ふと津上は今度の闘牛の事業で失敗するのではないかと思った。（闘牛llo）
「うかる」「成功する」その他についても，「～で～する」という表現は可能であ
ろう。
〈補注　p・690参照〉　動詞の反対語には，つぎのような種類がある。
A）おたがいに，もとの状態にするようなはたらき
　大部分の反対語はこれに属する。たとえば，「おとろえる」「うめる」という作用
　によってある状態になったものは，「さかえる」「ほりだす」という作絹がくわわ
　ることによって，もとの状態にかえる。この逆も真である。このグループには，
　　すすむ一しりぞく
　　あがる一おりる
　のように方向をあらわすもの，
　　たかめる一ひくめる
　　ふとる一ほそる
　のように形容詞と関係のあるものがふくまれる。これらは尺度が問題になるものだ
　が，「うめる一ほりだす」のように、尺度があまり問題にならないものも多い。
At）逆の状態にするはたらき
　A）のグループも逆の状態にするのだから，この規定は不完全である。しかし，
　A’）のグ］〉・一一ブでは，おたがいに「もとの状態」にもどすということはない。たと
　えば，「かなしむ」　「あおざめる」の反対語は「よろこぶ：　「あからむJだろう
　が，かなしんだ（あおざめた）状態がもとの，ふつうの状態にもどるのは，よろこ
　ぶ（あからむ）ことだとはいえない。A）のグループが
　　　　一e一一ig一〉
　のように図示できるのに対し，A’）は
　　　　　　一ゆ
　のようにあらわすことができる。このグループは，
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　　愛する一にくむ
　　はじる一ほこる
　　けなす一ほめる
　のように，精神状態についていうことが多い。
B）一定の状況のもとで，むじゅんするはたらき
　たとえば，「わかれる」という状況は「いきわかれるAか「しにわかれる」かで，
　その両方であるとか，第3の状況になるとかいうことはない。これは，名詞のばあ
　いに｛一一人悶」が「男sか「女」かのどちらかである，というのににている。この類
　の実例は，P．696の4）にあげた。
C）一定の現象をべつの立ち場からみたもの
　　かす一かりる
　　やる一もらう
　　うる一かう
　　おしえる一おそわる
　など。LyonsのいわゆるConverseは，このC）とつぎのCi）とにあたるようで
　ある。「かす」には「とりたてるj，「かりる：には「かえす」という反対語もある
　が，「かす一とりたてる」「かりる一かえす」の対立はA）である。
C’）対応するべつの人の動作
　「やる」と「もらう」とは，おおくのばあい，立ち場のちがいによる名づけにすぎ
　ない。しかし，「やる」が一方的行為として「やろうとする：に近くもちいられ，
　「やったがもらわなかった」ということもありうる。こうなると，「やる」と「も
　らう」とは，べつの人間のべつの動作であり，ただそれが一貫した現象の対癒する
　部分として，おぎないあうのである。この類には，
　　せめる一まもる
　　おう一にげる
　　もうしこむ一一うけつける
　　いじめる一かばう
　　おくる一むかえる
　などがある。
2．動詞の意味と文体的性質
12．　1　単語の文体的性質
　文体と意味との関係を論じるにあたって，まずここで問題にするF文体」というもの
・につい定義的な説明をしておかなければならない。「文体」ということばは，文章全体
の性質についてもちいるのが，その本来の，もっともふつうの用法であろう。それは，
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個人二人の文章の特徴についていうこともあり，また一般化して「論文的な文体」「く
だけた文体」などということもある。しかし，ここでは，動詞の文体を，つまり単語の
文体を問題にする。単語の文体というのは，文章全体としての文体をなりたたせるよう
な，飼々の単語のもっている特徴のことである。たとえば，ある文章がくだけた調子で
かかれているというとき，その調子を決定する1つの要素としては，そこにっかわれて
いる単語の性質，すなわち，あまりかたくるしいものではなく，B常的な会話でもっぱ
らもちいられるものだ，ということが，はたらいているであろう。
　単語の文体をここでは大きく，H常語・文章語・俗語の3つにわける。「日常語」と
は，話しことば・書きことばを通じて，あらゆる雷語生活の場面にもちいられ，特に文
体上の制約がないものである。「文章語：とは主として書きことば，またはあらたまっ
た場薦における話しことばで使われるものである。「俗語：とは，もっぱらくだけた話
しことばでだけもちいられ，書きことばの中や，あらたまった場面における話しことば
には，あまりあらわれないものである。
　ここで注意しなければならないのは、霞常語・文章語・俗語というちがいは，それぞ
れ，いちいちの単語のもっている特徴であって，それがどのような言語活動に現にあら
われているかということとは関係ないことである。この点は，特に「文章語」と「書き
ことば：という用語の区JEIII｝：ついて，のべておかなければならない。ここでは，単語そ
れ自身のもっているH常語・文章語・俗語という文体的性質と区別して，言語活動・雷
語二二のあり方をあらわすものとして，「書きことば」「話しことば」という用語をつ
かう。したがって，ある1つの単語が，会話の中にあらわれれば「話しことば」であり
文字に書かれれば「書きことば：になる。しかし，それがどちらの形をとろうと，H常
語または：文章語だという単語としての性質にはかわりない。小説の会話に出てくるよう
なことばには俗語がふくまれる。そして，小説の会話として文章の中に登場するかぎ
り，それは「書きことば」である。しかしこれはあくまで1次的には「話しことば」と
して存在し，ふつうのヂ書きことばゴ（小説でいえば地の文）にあらわれることはない
のだから，このような形における「書きことば」にあらわれるということは，それが俗
語であることをさまたげない。
2．2　文章語における意味の限定
　H常語と文章語との意味的な対応について一般的にいえることは，文章語の方が意味
的に限定されていることが多いということである。これは，つかわれる場面において，
R常語は範闘が広く，文章語は範囲がせまい，ということと対応している。あとであげ
るように，文体がちがうだけで意味的にはほとんどちがいがない，という例も多いのだ
が，一見ちがいがないようにみえても実は文章語の意味範弼が限定されている，という
例もすくなくない。たとえば，Fあつめる」と「取集（蒐集）する」とを比べてみる
と，これらは意味的にほぼおなじようにも考えられる。そして「荻集」に対しては「と
り集めること」「集め寄せること」などという訳を与えている辞典もあって，これでは
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ほとんどちがいが明らかにならない。しかし，たとえば例解国語辞典ではこのことばを
「趣味・研究などの隠的で品物などを寄せ集めること。」と説明している。これによれば
「収集する」は「あつめる」に比べて第1に対象の面で限定がある。人を「あつめる」
のは「収集する」のではないのである。第2に目的の面で限定がある。「ききんにそな
えて，全国から米をあつめる」のように，つかうために「あつめる」こと，趣味・研究
などの目的でなく集めることは「収集」にふくまれないのである。
　なおN常語と文章語の意味とを比べるというとき，これは，一見したところほとんど
同じ意味をもっているような対についていうのである。そうでなければ，文章語の方が
意味範囲が広いという例も，もちろん少なくない。たとえば，「ひく」というH常語と
「かなでる」という文章語とを比べると，「ひく」が弦楽器なのに対し，「かなでる」
は管楽器でもいいので，文章語「かなでる」の方が広い。しかし，さらに「ならす」と
いうE常語をもってきて「かなでる」と比較すると，これは打楽器や臨時に楽器のよう
に使われるものについてもいうことができるので，もっと広い。ここでとりあげるの
は，このような例ではなく，一晃ほとんど岡三と見られ，辞典の説明でも区洌がないよ
うな日常語と文章語の対についてである。
　日常語の意味範囲が文章語よりも広いというとき，その広さには2とおりのばあいが
ある。第1は，日常語が多義語で，Aの意味が文章語のある単語に，　Bの意味が文章語
の別の単語に，それぞれ対応するというばあいである。もう1つは，多義語ではなく，
1つの意味しかないのだが，文章語の2語に対応するだけの広さがあるというばあいで
ある。ある単語を多義語とみとめるかどうかの判定はむずかしく，結果は辞典によって
ちがうが，ここでは一応岩波国語辞典を基準にとる。まず，第1のばあい，すなわち日
常語が多義語である例をあげよう。たとえば「たすける」という動詞（ヨ常語）は，一
方で「すくう」「救助する」という動詞（文章語）に対応する意味をもち，また「補佐
する」（文章語）に対応する意味をもつ。
○私の今取るべき最も英雄的な行為が再
　び谷へ下り，倒れた傷兵を助けること
　にあるのは明白であった。（野火43）
○母が伯母を扶ける程では無いが，僕も
　聯か伯父の助になった。　（思出の記・
　上94）
○もし海難に遭って救はれれば，　（潮騒
　5）
○乗組員四百二十五入。最後なり。救助
　される見込なし。（蟹工船28）
○会議は，英国の首相が議畏となって，
　英連邦関係国務相がこれを補佐しつつ
　行われる。　（東洋経済新報1956年7月28
　S　55）
これら2つの「たすける」は，辞典でそれぞれ別の意味とされているものである。つ
ぎにあげる「やすむ」と「休息する」「欠席する」，「もつ」と「所持する」「所有す
る」などとの対応関係においても，このことはおなじである。
○濃蟹瀦鍵田へ往って∵警鼻覧鰭工み’嫌㈱
　○だって先生は一度だつて学校をお休み
　　になったことがないんぢやありません
　　カtSo　　（波　94）
　○私はそれまで自分が手榴弾を持ってる
　　るのを，忘れてみたのである。二人の
　　声に驚き，私は急いで腰を探った。
　　（野火149）
　○彼等は食色の奴隷よりも遙かに高い入
　　絡を持ってみる（人格主義80）
　なお，逆に文章語の方が多義的で，
う，まれな例に，　「もってくる」：
　○おばさんが自分にも来たということを
　　いって安吉あての分を持ってきてくれ
　　たものだった。（むらぎも113）
のように，
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E常語はそのうちの一方にしかあたらない，
「もたらす」がある。具体的な動作では，
　　　　○ある日竜二が，新治を有頂天にさせる
　　　　　手紙をもたらした。（潮騒116～117）
○この委員会を欠席して外堀公園へ行っ
　て誤解を解こうということも，　（人聞
　の壁・上339）
○上官に対する兵隊としてあるまじき言
　葉は，彼の所持せる私物の手帳のなか
　に，いたるところに発見され，　（真空
　地餐｝。＿E　l26）
○芸術家にも宗教家にもなり得る自由な
　人格を所有する（哲学以前186）
　　　　　　　　　　　　　　　　とい
　　　　　どちらもっかえるが，抽象的な，原因をあらわす意味では，
　○町村合併はこの街にいろいろな変化をもたらした。（入聞の壁・上29）
のように，文章語である「もたらすJの方しかつかえない。
　つぎに文章語の2つの単語が日常語の1つの意味に対応するというばあいがある。こ
のばあいも，意味が1つか2つかの認定は岩波国語辞典による。たとえば，つぎの「し
ずむ」「かえす」は，それぞれ「沈没する」と「沈下するj，「返却する」と「返還す
る」に対応する。これらの「しずむ」や「かえす」は，それ自身多義語ではあるが，こ
こであげた文章語に対応しているかぎりにおいては，それぞれ岡じ意味とされているも
のである。
○ポロ船だ，沈んだらかへって得するん
　だ。　（蟹工船27）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○船が一一瞬問宙に浮かぶ。一が，　ぐウ
　と元の位置に沈む。（蟹工船19）
○私は早速先生のうちへ金を返しに三つ
　た。　（こSろ65）
○千島を日本に返すためにヤルタ協定を
　覆えすような線に（ジュリスほ956年12
　月lH10）
この類のものとしては，このほかに
　つかまえる／逮捕する・捕獲する
　忘れる／忘却する・失念する
　えらぶ／選択する・選抜する
○秩父丸が沈没したつていふ無電が入つ
　たんだ。　（蟹工船32）
○この地方が地質時代に沈下して海に溺
　れた後，　（野火125）
○少年は，ポケットから，隆文の金をと
　り出して，素直に返却した。　（自由学
　校124）
○ハボマイ，シコタン両1鵬とともに，E
　本に返還されねばならない。　（東洋経
　済新幸昼1956年6月91ヨ　54）
712　第3部　意味とほかの性質との関係
　　うばいとる／掠奪する・奪取する
　　ひっくりかえる／転覆する・転倒する
などがある。
　なお，ここにあげたような動詞についても，1つの日常語の意味の範遜は，かならずし
も対応する2つの文章語の範囲によっておおいつくされるものではない。たとえば「し
ずむ」については，つぎにあげるような人聞の意志的な動作をあらわすばあい，「沈没
する」とも「沈下する」ともいえない。
　○どんな速い底水のある淵でも赤座はひらめのやうにからだを薄くして沈んで行き，
　　水中の慰の永いことは人夫達も及ばなかった。（あにいもうと134）
2．3文章語における意味のかたより
　以上にあげたのは，1つのH常語の意味を文章語の2語が分担してあらわしている例
であるが，これからのべようとするのは，杢として，H常語と文章語とが1対1に対応
し，しかも文章語の方はその意味範囲がせまく，ある一方にかたよっている，というよ
うな例である。文章語が意味範囲をせばめるばあい，それは一定のかぎられた分野，か
ぎられた方向にかたよりがちである。
　もっとも，文体がちがえば意味的にもちがう，とは，かならずしもいえない。文体的
に別の層に属していても，ほぼ完全な同義語に近いものもある。その例を以下にあげよ
う。ならべ方は「分類語彙表』の順である。斜線の左h：　H常語，右が文章語。
　（抽象的関係）
　　あてはまる／該当する
　　なくす／紛失する
　　ほろびる／滅亡する
　　うけつぐ／継承する
　　くりかえす／反復する
　　つく／到着する
　　にげる／のがれる
　　はいる／いる
　　しめる／とじる
　　つぶる／つむる
　　さわる／ふれる
　　じゃまする／さまたげる
　　すりへる／摩滅する
　　ふえる／増加する
　（精神および行為）
　　つかれる，くたびれる／疲労する
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　　よっぱらう／酩酊する
　　おこる／いかる
　　こだわる／拘泥する
　　まねる／模倣する
　　たす／くわえる
　　わる／除する
　　おがむ／拝する
　　つきあう／まじわる
　　たずねる／おとずれる，訪問する
　　つかう／もちいる
　しかし，一方では，文体のかたよりが意味のかたよりに対応しているものもある。文
章語がE常語にくらべてかたよりがちな分野・方向というのは，
　1）大規模なことがら
　2）公的なことがら
　3）柚象的なことがら
　4）よいことがら
などである。
2．3．1大規模なことがら
　これには，まず，物理的現象として大規模であるものへのかたより，という例があ
る。たとえば「たてる」と「建築するjとをくらべると，「家をたてる」「家を建築す
る」では，ほぼその意味がひとしい。もちろん「たてるjには，このほか，　「棒を立て
る」などいろいろな用法があるのだが，一応ふつう「建てる」と漢字をあてるような用
法について比較すると，両者は，ほぼおきかえることができる。たとえばつぎにあげる
例を比較。
　○創立運動員は，今度最初に理学都を建　　○幸い大学病院附近に，理学部を建築す
　　てる。（総長就業と廃業360）　　　　　　べきあき地があったから，　（総長就業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と廃業354（ノ355）
　ところが，ふつうの家やビルなどとちがって，ひじょうに小さな，そまつなたてもの
には，「建築するJとはいいにくい。
　○市九郎は，雨露を凌ぐ為に，絶壁に近く木小麗を立てた。偬響の彼方に75）
　このばあい，たてものの大きさだけではなく，そのりっぱさ，すなわち評価的な観点
もはいっているかもしれない。
　なお「営造する」になると，文章語的性格も意味面での大規模さも，一層はなはだし
い。
　「ながれでる」と「流出する」とのちがいも，やはりその主体である液体の量に関係
する。「ながれでるJも多少文章語的な傾向があるが，「流出する」はいつそうかたい
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文章語であって，「流出する一．1液体はかなりの量があるのがふつうである。たとえば，
　○横谷が現はれ，流れ出る水が落ち合って，河原を拡げてみた。（野火48）
の例は「流出する一．1といいかえてもいいが，
　○寂しい，唯寂しい涙がほろほろと留度なく流れ出るのだった。（巡る女腹48）
の例を「流出する」におきかえると，かなり不自然で，おおげさである。なお「流出す
る」は実例がなかった。
　「はこぶ」と「運搬する」「運送する」のばあいにも，やはり文章語である「運搬す
る：「運送する」の方は対象の量が多く，移動の距離も長いといった傾向がみられる。
「運搬する一．1は，たとえばつぎのような例が典型的である。
　○伐木してすぐ運搬すると重いから，山林で種菌の接種を行ない，二年署になってか
　　ら遭当な所に運搬するとよい。（農耕と園芸1956年1月47）
　これはもちろん「はこぶ：といいかえることができる。しかし「はこぶ」がっかわれ
ている例のなかには「運搬するAでおきかえることができるものも，できないものもあ
る。いま，食べものなどについて「はこぶ」がっかわれた例からひろうと，まず
　○鉱山の方へ搬ばれてゆく，県営や醤油などを荷造した荷馬が，（あらくれ114）
の例はかなり多量のものを遠くへ「はこぶ」ばあいであって，「運搬する」におきかえ
ることができる。
　○石廊下に週番上等兵が補充兵をつれてはこんできた飯と汁を（融融地帯・上28）
ではそれほど量も距離も大規模ではないが，それでもまだ「運搬する」ということもで
きるだろう。しかし
　○小甲張りした服装に改めた店員が，膳を運んで来た。（河明り263）
の例になると，「運搬するjをつかうのは，あきらかに大げさだ。「膳を運搬する」と
いうのは，トラックかなにかにつみこんで，問屋から小売店へおろすようなばあいだろ
う。さらに
　○軍曹は湯飲茶碗を准尉の前にはこんだ。（真空地帯・上16）
　Oへなへなのスプーンで小豆を舌の上へ逮びながら，（むらぎも199）
になれば，「運搬する」ということは，まったくできない。もしそういったとすれば，
それはこっけいな感じを出すためにわざと大げさな表現をした，ということになるだろ
う。
　「つみこむ」「つむ」と「積載する」の対立でも，やはり「積載する」は量が多い方
にかたよる。
　○どうしても八輌の貨車の業分は，牛も荷物も一応貨車から降ろして，船に積込み，
　　宇野で改めて洌の貨車に積載しなければならなくなった。（闘牛工16）
の例では，「つみこむ」「積載する」がおなじ文の中で使いわけられているが，この文
脈ではこれらを入れかえても別段不都合はない。しかし，つぎの例では「つみこむ」を
「積載する」にすると大げさである。
　Qかれは，自転車にフ5ンから炊事道具までつみこんで，（高崎山29）
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　つぎに，ものの空間的な大きさというよりも，その動きの大きさ・はげしさを文章語
があらわしているばあいがある。たとえば「ふるえる」については，
　○どっと風が吹くたびに室の硝子芦全体が激しく震へた。いや，ホテル中がふるへて
　　鳴った。　（冬の宿162）
　○すると安普講の家ぢゆうが震動して鳴りひびくのだった。（冬の宿74）
のように大きな動きのばあい，「震動する」とおなじであるが，
　○彼の指の動き方を伝へて燦へて居る茎の上には（田園の憂謬115）
のようにわずかな動きのばあいには，「震動する」とはいいにくい。
　運動の量の問題としては，移動をあらわす動詞で，文章語がより長い距離の移動にか
たよるという傾向がみられる。まず，移動の距離のところ（p・304～305）でとりあげ
た，「うろつく」「さまよう」；一一さすらうllの1組を参照。そこでのべたように「うろつ
く」の距離がいちばん短かく，「さまよう」がこれにつぎ，「さすらう」はかなりの長
い距離・広い急心にわたって歩きまわることをあらわす。そして，このちがいは，これ
らの動詞の文体上の差，すなわち「うろつく」はやや俗語的な日常語であり，「さまよ
う」「さすらうuは：文章語で，ことに「さすらう」は雅語的なことばであるというちが
いに対応している。移動の距離は「おりる」と「くだる」とのちがいにもみられる。
「くだる」は「おりる」にくらべてやや文章語的である。そして坂のように長い距離の
ばあいには，「おりる」も「くだる」もともにっかわれる。
　○やがて自転車はエナメル塗の背を光ら　　○小型のモーターを取りつけたモーター
　　せながら，ゆるやかに坂を降りて行　　　バイクであった。校門の前の坂道をく
　　き，青い樹立の陰に姿を隠した。　（帰　　　だりながら，スイッチを入れる。
　　郷10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入間の壁・上108）
　それで，つぎのように，どちらにでも読める文もある。
　〇五蒼助は，坂を下りながら，話しかけた。（慮由学校204）
　しかし，短かい階段のような径路のばあいには，「おりる」とはいえるが，「くだるj
とはいえない。
　○加治木は，痛きに立って，階段を降りた。　（慶由学校23ア）
　運動の踵離の大きさは，また「おちる」と「落下するjのちがいにもあらわれる。か
なりの距離があるばあい，「おちる」も「落下する：もどちらもっかえる。
　○その二階から落ちたので，地上までほ　　○オバサマを襲った悪漢を，その男が投
　　んの瞬間のはずだが，落ちる姿をはつ　　　げ飛ばしたら，プーンと，十メートル
　　きり眼で追へたほどの時間があったか　　　ぐらい離れた畑へ，落下したそうよ。
　　のやうに見えた。（雪麗17め　　　　　　　（自由学校257）
　上の例は，あきらかに，わざとこの「落下する」という文章語を使うことによって，
その距離が大きいことを誇張した表現である。しかしごく短かい距離については「落下
する」とはいえない。たとえばつぎの「おちる」はその例である。
　○伴子の腕を滑って砂利道に落ちたハンドバッグを，恭吾は拾ひ上げた。（帰郷279）
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　このばあいにも，単に距離だけではなく，「落下する」ものの重さ・大きさ，あるい
は早さといった要素もからんでいるかもしれない。なお，純粋に客観的な表現として
「落下する」がっかわれるばあい，すなわち物理現象の記述などでは，上にのべたよう
なかたよりはない。
　○璽力のごときも，自由に落下する物体に固定した座標系への移行に際して現われる
　　見かけのカと打消し得るものであった。（物質世界の客観性について266）
　このように全体として文章語的な文脈のなかで「「rs下する」をもちいても，特別の効
果はしめさないのであって，さきにあげた，会話のなかで「落下する」がっかわれてい
る例とは対照的である。
　つぎに，物理的な現象ではなくて，もっと柚象的なことについても，日常語よりも文
章語の方が大規模なことをあらわす傾向がみられる。たとえば，「とりかかる」と「着
手する：という1対を比較してみよう。つぎの例ではこの薗方がとなりあってつかわれ
ている。
　○父の蒐集した資料と，宮廷所蔵の秘冊とを用ひて，直ぐにも父子相伝の天職にとり
　　か》つたのだが，任官後の彼に先づ課せられたのは暦の改正といふ事業であった。
　　此の仕事に没頭すること了度満養浜。太初元年に漸く之を仕上げると，直ぐに彼は
　　史記の編纂に単手した。遷，時に四十ご。（李陵17e～171）
　そしてこの文脈で「とりかかる」と「着手する」をいれかえることは可能である。し
かし，このような大がかりなことではなく，もっと日常的なちょっとしたことに手をつ
けるばあい，「とりかかる」とはいえても，「着手する：とはいえない。
　○お島は，自分の部屋へ入ると，急いで寝支度に取りカNsつた。（あらくれ63）
　○彼は木谷との対話を打ち切って，食事にとりかかったが，（真空地欝・上124）
これらの文で，「寝支度に着手する」「食事に着手する」などというのは，あきらかに
大げさであり，不自然だ。
　あることがらが大規模であるかどうかということは，あとでとりあげる公的か私的か
という対立とかさなることが多い。公的なことは，私的なことよりも一般に大規模であ
る。したがって，つぎにとりあげるような例でも，公的／私的の対立とみた方がよいば
あいもあるかもしれない。
　「とりかかる」と「着手するJに意味的に近いものとして，「はじめる」と「開始す
る」，「おわる」と「終了する」，「はかどる」と：「逸算する」などの対をあげることが
できる。これらのばあいにも，「開始する」「終了する」「進領する」という文章語
は，小規模な，馬丁的な，私的なことを表現するのには，ふさわしくない。
　　　　　　　　〈大〉
○伊谷君が硯究をはじめたころ，　（高綺
　出15）
○やがて午前六時，われわれは一斉にレ
　ンズに屋を当て，捜索を關始した。
　　　　　　　　〈小〉
○それから，爺さんは，彼の最近の身の
　上席を始めた。　（Q由学校170）
　（寧身の上話を開始する）
　（未知の星を求めて333）
○良当は，大会が終ってからお宅で払つ
　て頂く筈でしたが，　（薩牛120）
○大会が終了した時花火を打揚げるさう
　ですが，（闘牛147）
○彼等は捗どらぬ工事に，何時の間にか
　耀き切って居った。　（恩讐の彼方に78）
○竹矢来のリングを造るのだが，たかが
　そんな事さへ予定通りには進捗してく
　れないことなどを（闘牛108）
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○老婆の話が終わると，下入はあざける
　ような声で念を押した。（羅生門16）
　（＊老婆の話が終了する）
○二人の女が算盤を舟の下にあてがって
　は押しあげてみる。見るからに捗らな
　し、o　　（潮騒35）
　（＊押しあげが進捗する）
　つぎに，社会的な現象についても，やはり文章語の方が大規模になるという傾向がみ
られる。たとえば「ひっこすJと「転居する」とをくらべてみよう。辞典ではふつうこ
の両者をまったくおなじにあつかっており，事実大部分の例ではおなじ現象をあらわす
のにもちいられている。
　○彼等がこの家へ引越して来る時に，　　　○彼がこの家へ転居して来たてに鼻聾
　　（田園の憂雛55）　　　　　　　　　　　　　　の憂醗85）
　しかし
　○「ああ，違ふのよ，机だけ引越すのよ一ここ，お互に出入りが邪魔だから，元の
　　部屋へ行きたいと思、ふの」（伸子・上188）
という例では，「転居する」におきかえることができない。この例では，独立の家から
家へと「ひっこす」のではなく，家のなかの1つのへやから鋼のへやへと「ひっこす」
のである。このような小規模な移動は，「ひっこす」ことであっても，「転居する」こ
とではない。大きなアパートのなかで，へやからへやへ移ったばあいは，「転居したJ
といえるかもしれないが，やはり多少ひっかかりが感じられる。「移転する」も「転居
する」に近いだろう。
　「まける」と「やぶれる」とでも，きわだったちがいではないが，多少傾向に差が感
じられる。国が戦争で「まけるtiようなばあいには，どちらでもかまわない。
　OH本が敗けて来て憲兵がいつもより神　　○敗れても平和が来てみる。（帰郷157）
　　経過敏になってみた（帰郷254）
　しかし，もっと小さなことについては，「やぶれる」よりも「まける」の方が自然で
あろう。
　○其癖負けた時にも，もう一番遣らうと云った。要するに，勝っても負けても，炬燵
　　にあたって，将棋を差したがる男であった。（こsろ63）
　ただし「やぶれる」の方にもつぎのような例がある。
　○島でもつとも老練な海女がよその土地の海女に仕込まれた練達な少女に敗れたので
　　ある。　（潮騒130）
　したがって「やぶれる」は大規模な現象について多くもちいられるという程度の，傾
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向の上でのちがいにすぎないかもしれない。しかし，つぎのような例では，「やぶれ
る」というのは，どうみても不自然である。
　○彼女に負けて今露は出掛けないと約束した広介を（くれない106）
　さきの「潮騒」の例は，一応正式に競争をして「まけた」ばあいである。それに対し
てこの「くれない」の例は，正式のあらそいなどというものではなく，もっと小さな家
庭内の事件にすぎない。そこに「やぶれる」が一層使いにくい理E勘ミあるのではないか
と考えられる。実例はなかったが，「かくす」とF隠匿する」，「ぶんどる」と「農圃す
る」などのあいだにも，これに近い関係があるものとみられる。
　つぎに，生理的な現象の例をとりあげる。「うめく」と印乱吟する」とは，つぎのよ
うな例ではほぼおなじである。
　　　　　　　　　　　う　め　○岡の蔭の熊笹の中に綿早き倒れて居る　　○空襲中，彼は鎌倉の病院の薄汚い一室
　　ところを尋ね当てて，　（破戒107）　　　　で神馬していた。（私の入生観59）
しかし
　○彼は凡てがいやになり真つ暗になって力無く坤めいた。（青銅の基督100）
では，「紳吟ずる：というと大げさにきこえる。ただし，このばあい「噂吟ずる」が不
適当なのは，「うめく」にくらべて声が大きいとか，深刻な事態であるとかにもとつく
と，かるがるしく断定するわけにはいかない。というのは，「ロ申吟ずるjの例は4例し
かなかったが，どれも，具体的なうなる動作をあらわすというよりも，上にあげたよう
に，病気などで苦しみなやむことを形象的に表現するためにもちいられた例ばかりだっ
たからである。「うめく」は，これに対して，具体的な動作にもちいられている。これ
が「うめく」と「g申吟ずる」との相違点の1つである。また「ロ申吟ずる」は，これと関
連して，大体継続的な現象をあらわすのに対し，上の「青銅の基督」の「うめくsは1
回かぎりのうめきをあらわす。このような点にも「うめく」と「畔吟ずる」のちがいが
あるので，どれが決定的にはたらいているのかをいうことはむずかしい。
　言語活動についても，一方が大げさな動作にかたよっているという対立がみられる。
たとえば「ののしる」と「罵倒する」とでは，文章語である「罵倒する」の方が大規模
な動作といえるだろう。言語活動における規模の大きさとしては，声の大きさもありう
るし，内容の重要さや，話をするときの態度のはげしさもあるだろう。いろいろな観点
で，文章語のあらわす動作の規模を特徴づけることができるはずである。「罵倒す
る」のばあい，すくなくとも声の大きさではない。話の内容，または話をするときの態
度という点に特徴があるのである。内容的にも，また態度の上でも，かなりはげしいば
あい，たとえば
　○口を極めて彼等は李陵の売国的行為を　　○「不届者J「不忠者」「露助の真似する
　　罵る。（李陵167）　　　　　　　　　　　売国奴」さう罵倒されて，（蟹エnc　115）
では，「ののしる」でも「罵倒する」でもちがいがない。しかし
　○椀かあてつけらしく鶏を罵りさうにするのを彼は制止した。（田園の憂毯52）
の例のように，それほど大ごとでないときには，「罵倒する」といえないことはないに
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しても，「ののしる」の方が適当だろう。
　感覚的な活動についても，文章語における大規模性をみとめうる例がある。「みつめ
る」と「凝視するJ「熟視する：とをくらべてみると，文章語である後者においては，
特にその態度が熱心である，という方へのかたよりがみられる。
　つぎにあげるような例では，これら3つの動詞のあいだに大きなちがいはみられない。
　○静かに葉子の手を離して，大きな眼で深々と葉子をみつめた。（直る女・前26）
　○「何だ，それは。」男は眼を円るくして女の顔を凝視した。（冑鋼の基督23）
　○陵は黙して答へない。暫く立致を熟視してから，己が髪を撫でた。（李陵199）
　ところが，「みつめる」は，一心にみつめるばあいのほか，つぎにあげるような文脈
でもつかわれる。
　○私はホテルの窓がまだごつ三つあかりを洩らしてみるのをぼんやりと見つめてゐ
　　た。　（風立ちぬ74）
　○ぽうっと島村を見つめてみたかと思ふと，突然激しい口調で，（雪国76）
　○ただ比恵として，虚空を見つめるばかりである。　（未知の星を求めて326）
　これらの例では，「みつめるjが「ぼんやりと」「ぽうっと」「窪然として」などと
いう形容をともなってつかわれている。ということは，意識的に，熱心に対象を知ろう
としているのではなく，視線はある一点にくぎづけにされているものの，その対象を意
識の中にはっきりとらえているかどうかは，うたがわしいばあいに，つかわれているの
である。「凝視するj「熟視する」には，このような形容をともなってつかわれている
例がない。特に「熟視する」については，つねに意図的に，熱心にみつめることにかぎ
られるとおもわれる。「凝視する」は，これよりも多少ゆるいかもしれない。たとえば，
　0彼はビルの五階の窓に立って悠然と天の一角を凝視している。（小説の泉1956年9
　　月448）
のような例がある。このばあいにも，なにをみつめているのかは，あきらかでないが，
おそらくそれほど熱心に対象を知覚しようとしているのではないはずだ。しかしそれに
してもドぼんやり凝視する」などという表現は，やはりあまり適当とはおもえない。
　精神現象についても，文章語は度あいが強いものにもちいられる，という傾向がみら
れる。まず「おどろく！「びっくりする」と「驚嘆する」「驚愕する」「仰天する■と
をくらべてみよう。文章語である後者は，E常語である「おどろく」「びっくりする」
のあらわす範士のうち，とくに度が強い部分とだけ，かさなっている。
　○昔の多少は大人気なく見えた蘇武の痩我慢が斯かる大我慢に迄成長してみるのを見
　　て李陵は驚嘆した。（李陵195）
　○マレンコフがこのアイスラーの書簡に接して驚鰐したのは当然である。　（中央公論
　　1953年10月　88）
　○叫むだ僕の顔は真蒼であったらふ。宿の亭主は仰天した（思出の記・上169）
などの例は，みな「おどろく」「びっくりする」でおきかえることができる。しかし
　○古本屋を見て歩いたけれど，何でもあるので吃驚しましたね。値段の高いのにも驚
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　　きましたけれど，（帰郷301）
の「びっくりする」「おどろく」をこれらの文章語でおきかえたとすれば，漂文よりも
一そう強いおどろきを，おそらくはややオーバーなまでのおどろきを，あらわすことに
なる。
　つぎに「こまるjと「困惑する」「困却する」とをくらべてみても，文章語である
「困惑する」咽署する」は，特にこまり方がひどいばあいにっかわれる。
　○有馬教育長はいかにも困っているらしい様子で，（入間の壁・上134）
　　り　　　の　　　サ
　○おくみは何と言へばいXのか困惑しつ㍉　（桑の実84）
　○韓国政府が，これら列強の干渉にほとほと困却し（中央公論1953年12月111）
のように，こまり方がひどければ，どれをつかっても大差ないが，
　○与告は懐の中で頻りにせがんで居る。お品は平常のやうでなく何も買って来なかつ
　　たので，ふと菌つた。（土・上18）
のように，ちょっとしたこまり方のばあいには，咽越するj咽却する」をつかうと大
げさにひびく。なお，やはり漢語ではあるが，「閉ロする」は，「困惑する」や時却
する」ほど文章語的ではない。それに応じて，そのあらわす内容も，これらほど大げさ
なばあいにかぎられず，もっと日常的な，ちょっとしたこまり方のばあいにもつかわれ
る。
　○ズボンがズリ落ちそうで，閉口するのであるが，（自中学校361）
　「ぐるしむ：と「苦悶する」「苦悩する」「襖悩する」などとの関係も，「こまる」
などのばあいと同様だ。
　○そこに：女が倒れて，陣痛で苦しんで転がってるのが見つかった。　（むらぎも13ア）
　○いま眼の先でモルヒネが切れて苦悶してみるやつにグッと注射する（冬の宿49）
　○魎攣は時々発作した。其度毎に病人は見て居られない程苦悩する。（土・上48）
のように，ひどいくるしみには，苦悶，苦悩でもよいが，
　○千代子は島の父母の許へかへってみて，あくるHから無職こ苦しんだ。（潮騒71）
のように，ちょっとしたくるしみのばあいには，これらの文章語をつかうわけにはいか
ない。
　「にくむ」と「憎悪する」でも，やはり「憎悪する」という文章語は，「にくむ．．1の
うちのはげしい部分とかさなっている。
○内田は熱心な基督教の伝道者として，
　　　　　　　だかつ　憎む人からは蛇蜴のやうに憎まれる
　し，　（或る女・上52）
のように，かなり強いにくしみなら，どちらもっかわれる。
　○黒田は新入会の先輩で，このごろ国粋裡会主義のようなことをいいだしてすっかり
　　会員から憎まれている。（むらぎも167）
　○大住軍曹は殊に吉田軍曹の怠惰をにくんだようである。（真窒地帯・上109）
○それに，彼は，まだ，駒子を愛してい
　る。迷惑な女ではあるが，憎悪すべき
　存在とは，考えていない。　（自由学校
　134）
　　　　　　しかし
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のように，〈にくしみ〉というよりもむしろくきらうこと〉をあらわすばあいには，
「憎悪するJとはいいにくい。（これらの例は，一応それほどはげしいくにくしみ〉で
はないと解釈したのだが，もし，はげしいくにくしみ〉をあらわしているのであれば，
もちろん「憎悪する」といいかえることができる。）
2。3．2公的なことがら
　つぎに，文章語の方が大規模な理乱をあらわす，ということの1つにあたるともいえ
るが，文章語が公的，H常語が私的という傾向のみられるばあいがある。たとえば，日
常語の「かけあう：に対して，「交渉する」という，やや文章語的な動詞がある。この
2つをくらべると，「かけあう」が私的，「交渉する」が公的という例がある。といっ
ても，この両者は，きっぱり意味範囲がわかれているわけではない。用例からみても，
大部分かさなっているといってもよい。まず，純粋に私的な場面の例だが，つぎにあげ
るように，「かけあう」も「交渉する」も，ともにつかわれている。
　○いま二二からもち出された稿料の前借　　○廊下に立っているものが，四人がけの
　　を，信之に掛合ってやらうなどと云ふ　　　席に割り込ませてくれと交渉する。
　　気には（多情仏心・前121）　　　　　　　　　　（ものの見方について81）
　ただし「交渉する」が，ややあらたまった，よそよそしい態度をあらわしているとい
ってよいかもしれない。これらにくらべて，やや公的なばあいの例としては，つぎのよ
うなものがある。
　○それで事情を話して五十九HSV：，退　　○特別に車輔を増結して貰ふやう，広島
　　院出来るやう病院の院長に掛合ってく　　　鉄道局の方へ交渉してみるが（闘中
　　れたのだが，（波254）　　　　　　　　　100）
　これらの例についても，やはりどちらの動詞をつかってもよい。しかし，つぎのよう
に当事者の両方がともにまったく公的な立ち場にあるばあい，「かけあう」よりは「交
渉する」の方がふさわしい。
　○兎も角五月十七日に休業を申入れて以来ご回に亘り丁合と交渉しており，（ジュvx
　　｝　1956年2月1日70）
　○玄る二月以来マカリオス大主教と交渉したレノックス。ボイド植民地相は，追放の
　　事情を説明したが，　（東洋経済；所報1956年3月24日17）
　これと岡じような対立をしめすものに，「はなしあう」と「談合する」がある。「談
合する」は主として，
　○例えば国会の騒々しい状況を冤ても，互に討議し談合するのに最少限度必要な共感
　　がない。　（ものの見方について177）
のように，公の場におけるものについていう。「はなしあう」は，公のものにも，私的
なものにも，広くつかわれる。「談合する」におきかえるとすれば
　○老夫婦は，寝物語に，そんなことを，話し滑った。（自由学校3el）
のように純粋に個人的なものについては，ひじょうに不自然であり
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　○それは討論のための討論をやっているのではない。何かの結論を導きだすために，
　　お互に話し合っているのである。（ものの見方について20）
の．占うにやや公的なものならば，おかしくない。
　「あう」と「会毒する」とのちがいも，上の例に近い。また，「こたえる」に対する
「返答する」　「回答する」がある。
　○このときまでツンボさじきにすわらせられていた外務省は，びっくりして八方手を
　　回して調べた挙句，「具体的に法律違反でもない限り取締ることは憲法違反であ
　　る」と返答した。　（週刊薪潮1956年2月26日24）
　○組合がス｝権を確立して迫るや，ようやく一万五千円を回答したが，（国罠1954年4月
　　76）
　これらはどれも上の例文にみるように，かなり公的な，あるいは，あらたまった場面
における行動をあらわす。家庭のなかで親が子どもにこたえるような動作には，あまり
つかえない。たとえば，つぎの「答えた」を「返答した」「回答した：といいかえるの
はむずかしい。
　○「君，ストライキに参加したことが今までにあったかい？」
　　「ないんだ。」と安吉は答えた。（むらぎも218）
　「返答する」は，それでも，まだかなり「こたえる」に近く，上の例でも「外務省は
こたえた：ということができる。しかし「回答するJの方は「こたえる」になおすこと
がむずかしいばあいもある。上の例で「一万五千円をこたえた」といってよいかどうか
は疑問であろう。「返答する：のうち，それほどあらたまった場藤における公的な行動
でないものとしては，つぎの例があった。
　○まるで小児科の医者が幼い患者を扱ふ調子に堕ちてしまった。それでも病入は真剣
　　味を見せて，「あたくし，ゲンマンします。」と返答した。（本臼休診12e）
これは，しかし，むしろ「返答する」と表現することによって，その論点のかたくるし
い，きまじめな態度を誇張しているのだとも考えられる。
　言語活動とはかぎらないが，「あやまる」に対する「謝罪する」「陳謝する」の関係
も，ほぼこれとおなじである。
　○私は其刹那に，彼の前に手を突いて，詫まりたくなったのです。しかも私の受けた
　　其時の衝動は決して弱いものではなかったのです。もしK：と私がたった購入膿野の
　　真中にでも立ってるたならば，私は屹度良心の命令に従って，其場で彼に謝罪した
　　らうと思ひますe（こsろ262～263）
の例では，おなじ事実が「あやまる」と「謝罪する」の両方で表現されており，
　○翌朝になって「昨夜大変失礼しました」と陳謝し「今後よろしくお願いします」と
　　インギンに頭をさげて帰ってきた。（文芸春秋増刊1954年4月115）
の例もやはり「あやまる」でおきかえることができるであろう。しかし，もっと親しい
あいだ，たとえば家族のあいだでの事実をのべたつぎの例では，「謝罪する」「陳謝す
るJをつかうことはむずかしい。
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　○私は一書もなかった。詑まる以上に恐縮して傭向いてみた。父は平気なうちに自分
　　の死を覚悟してみたものと見える。　（こNろ王02～103）
　言語活動以外の対人的な動作の例としては，「うけとるjと「受領する」とがある。
つぎにあげる例はみな軍隊のなかのものだが，公的な受けわたしでは，
　○各隊心当の甘味晶を受取るために（真　　○患者のために受領した糧秣で喰ひ継い
　　窒地帯・上42）　　　　　　　　　　　　でるたからである。（野火6）
のように，どちらでもつかえるのに対し，個人的な受けわたしでは，
　Otw田一一等兵は小便をすませて，彼から蝦子と靴とを受けとろうと待っている染に向
　　ってこえをかけた。　（真空地箒・上85）
のように「うけとる」としかいえない。．
　「くばるJと「配布する」「分配する」との関係も似たようなものである。公的なば
あいには，「くばる」とも，「配布する」「分配する」ともいうことができる。
○城兵がくばってまわった蒲団や藁にく
　るまって寝ていたのだが，（落城43）
　しかし，つぎのように，まったく私的なことについては，
る」をつかうと大げさである。
　○何の屈託もない様子で，歌留多の札を配ってみる。（河明り313）
　つぎの例では，いわば私的な家庭のことについて「分配する」がっかわれている。
　○どちらがこの家を贈るのか。いつ離婚の手つづきをするのか。財産をどう分魏する
　　のか。　（人声の壁・上298～299）
　しかし，この例は，法律上の問題として厳密さが要求される場亜なので，このかたい
文章語をつかったものとみられる。
　「引率する」は，「ひきつれる」のおおっている範囲のうち，おもに大勢の生徒など
をつれていくばあいにかぎられる。
　○いつれも受持々々の組の生徒を引連れ　　○彼女は生徒を引率して教室へかえり，
　　て居た。　（破戒72）　　　　　　　　　　　　（人問の壁・上142）
　これらでは，おなじようなことをあらわしているが，つぎの例ではもっと私的な事実
なので，　「引率する」とはいえない。
　○父が家族を引連れて，この片田愈に移ったのは，（破戒105）
　対人的な動作ではないが，「みまわる」に対して「巡視する」，「たちあがる」に対し
て「起立する」なども，私的対公的という要素をふくんでいる。公的なばあいには，こ
れらは，ほぼおなじ文脈でつかわれ，おきかえることができる。
　C樽物館畏が館内を見回っていると，　1　0これから夜の校内を巡視する役園があ
○各分会は配布されたポスターを効果的
　に掲示すること。（入問の壁・上316）
○それぞれ分配するばかりになったの
　で，丑松は校長を助けて，入々の机の
　上に十月分の俸給を載せてやった。
　（破戒28）
　　　　　　「分配する」や「配布す
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　（捌口朝日1956年11月39）
○腰掛けていた木谷が立ち上ってした室
　内の敬礼に対するまともな答礼さえし
　なかった。　（真空地帯・上8）
　しかし私的な場弼における動作の「みまわる」
する」におきかえることはできない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかロも　　　　　　　　　　　　うちそと　○タの戸締は必ず主人自から手を下して，加之寝がけに一度内外を見廻はらねば，夢
　　が結ばれぬそうな。（思出の紀・上192）
　○「まだ暗いわね。この辺の人はそれは早起きなの。」と，幾度も立ち上って窓をあけ
　　てみた。（雪擁37）
　これらを「巡視する」「起立する」といったとすれば，それはかなり大げさに，ある
いは緊張した動作としてうけとられるだろう。
　以上あげてきたような具体的な動作とちがって，もっと抽象的な現象についても，私
的対公的といえるような対立がみられる。たとえば「けずる」と哨戯する」はそうで
ある。公的な予算などについては
　○差引き残りの代理貸付は，十億円が削　　○失業対策費について昨年度より一四三
　　られるわけである。　（ダイヤモンド　　　億円すなわち約ご五％削滅してあっ
　　1956隼5房19錘23）　　　　　　　　　　　た。　（世界王954年4月26）
のように，どちらを使うこともできるが，もっと私的なものについては，「けずるJと
しかいえない。
　　　　　　　　　　　めづ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 けち　　ギよし　○銭勘定は磧仕事には稀らしいくらみぎれいに支払はれ，吝な端たを闇ることなぞし
　　なかった。　（あにいもうと134）
　以上にあげてきた私的対公的という対立は，別の観点からすれば，規模に限定のない
もの対大規模なもの，という対立の1種であるともいえる。私的というのは，一般に小
規摸な事件であり，公的というのは大規模な事件である。つぎにあげる「しめる」／
「閉鎖する」のような例では，さらにいろいろな要素がからみあっている。
　○警察が気がついて通用門を閉めた時に　　○直ちに議場の墨入口を閉鎖するとい
　　はもう手遅れになっていた。　（人目の　　　う，まるでだましうちのような事まで
　　壁・上345）　　　　　　　　　　　　　　　　も（人闘の壁・上350）
　上のようなばあいには，ほぼおなじ事実をあらわしているといえる。しかし，
　○玄関を出て格子になった門の戸を閉めた。（むらぎも249）
の「しめる」を「閉鎖する」というのはおかしい。なぜなら，第1に，「閉鎖する」は
大きなものを対象とする大規模な事件をあらわすからだ。「正門を閉鎖する」はあるが，
「勝手口を閉鎖する！などというのは，ふつう，ない。第2に「閉鎖するjは公的だと
もみられる。価人の家の門を「閉鎖する」よりも，やはリ工場・会祇・学校，それに上
にあげた「人聞の壁」の例にある国会などの門を「閉鎖する」方が自然である。第3
に，この対立は，物理的現象対社会的現象の例ともみられる。すなわち，「門をしめ
　る。　（尋問の壁・上123）
○「ケー一」衛兵飯の控えの兵はmu斉に起
　立しながら，口をあけ．た。　（翼空地帯
　・上9）
　「たちあがる：を「巡視する」「起立
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る」というのは単にそれだけの現象なのだが，「閉鎖するJというのは，門のとびらを
動かして発問的にそこをふさぐというよりも，立ち入りを禁止する，人の出入りをゆる
さない，という点に重点があるともみられる。したがって，あるばあいには，空問的に
門をあけていても，たとえばそこに立て札をtllすことによって「門を閉鎖した」といえ
るかもしれない。これら3つの考えうる要素（このほかにもあるかもしれないが）は，
おたがいに無関係なのではなく，公的であるとすれば，必然的に私的なことよりも大規
模になるのだし，また，単なる物理現象ではなく，より抽象化された社会的現象になる
のである。いままで，いろいろな動詞を大規模な現象とか，公的な現象とか分類して：文
章語の意味的特徴をのべてきたが，それはもっとも特徴的に見える点をとらえて分類し
たものである。他の要素がみられないとか，おたがいにきっぱり分かれるカテゴリーで
あるとかいうことを意味するものではない。
　なお，第1部の分析のうち，意味と文体との関係にふれたものとして，「挺絶する」
など〔238〕，「要求する」など〔239⊃の例を参照。
　以上にあげてきた例は，大部分，H常語は弾語，文章語は漢語サ変動調，という対立
をなす例だった。それで，ここで文体と意味との関係としてとらえたものは，語種と意
味との関係というべきではないか，との考えもありうる。つまり，大規模なものごとを
あらわす，公的なことにつかう，などというのは，文章語の特徴というよりも，漢語の特
徴といえるのではないか，ということである。文章語がほぼ漢語でしめられている以
上，現象的にはどちらともいえる。しかし，その根拠づけから考えるならば，やはり直
接意味と関係をもっているのは文体であって，語種ではない。文章語が大規模なことを
あらわすということは，文章語のつかわれる場薇が，主として大規模な現象を問題にす
るような場面である，ということから自然に説明がつく。つまり，文体と意味との関係
は直接的だ。これに対して，漢語が大規模な現象をあらわすということは，直接には説
明がつかない。漢語は中国語からの外来語だから，もし評語が臼本固有の現象をあらわ
し，漢語が中国的なことがらをあらわすという事実があるならば，それはまさに語種と
意味との関係として説明がつく。ヨーロッパ語からの外来語については，意味との対応
衡平が萌らかにつけられる例がすくなくない。たとえば，「ドレス」にしても「ケー一　｝J
にしても「テーブル」にしても，これらの類義語の「きもの」「菓子」「机」にくらべ
れば，欧米風のものに限定されている，という特徴をもっている。これに対して，漢語
サ変動詞が中国的な現象をあらわすという事実はまったくないのであって，語種と意味
との関係は，ここでは直接つけるわけにはいかない。関係は，漢語は文章語に多く，文
章語は意味と一定の関係にあり，したがって漢語と意味とも関係をもつ，というかたち
で，間接的になるのである。同様のことは，単語の長さやひん度数との関係についても
いえる。文章語が一般に漢語サ変動詞だといえるのと同様に，文章語は一般に長い単語
であり，また日常語にくらべてひん度数の低い単語である。しかし，長い単語が大規模
なことをあらわすという必然性はないであろう。また，ひん度数の低い単語が大規模な
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現象をあらわす，というのも，その理由を説明することができない。これらも，現象的
には意味と関連しているかのようであるが，実際には，文体との関係を通じて間接的に
つながりをもっているにすぎないのだ。
2，3．3　袖象的なことがら
　このグループとしては，文章語が物理的・生理的現象よりも社会的・心理的現象，ま
たは一般的な関係などをあらわすように，かたよっている例をあげる。対応する日常語
．の方は，このようなかたよりがみられないか，または逆に具体的な物理生理現象の方に
かたよっているかである。抽象的なものの領域，すなわち社会現象だとか心理現象だと
かに分けてあげる方がいいかもしれないが，あまり例が多くないので一括してあつかう
ことにする。そして，文章語の抽象化の度合いに応じて，つぎの3つに分けて説明する
ことにする。
　　1）文章語がまったく抽象的現象しかあらわさないもの
　　2）文章語がほとんど抽象的現象にかぎられるもの
　　3）文章語が抽象的現象をあらわす方にかたよっているもの
2．3．3．　1文章語がまったく抽象的現象しかあらわさないもの
　「搾取する」ということばは，この漢字を訓読みして「しぼりとる」という訳語があ
たえられていることが多い。しかし，「しぼりとる」ということばのうち，たしかに，
　○俺達からしぼり取って行きやがった金　　○労働者は，実にここにおいて搾取され
　　なんだ。（蟹工船103）　　　　　　　　　　ているのであります…（むらぎも254）
のように，ちょうど「搾取する」に対応する例はあるが，「しぼりとる」のあらわす範
囲はそれにかぎられない。すなわち，このような社会現象以外に，
　○黒柳先生のような先生は，次々にこの世の中の生きた人聞の血を絞り取るような憎
　　Rしい階層の人問達のために，そのロを塞がれ，（葦1956年5月152）
のように，具体的な動作をあらわすばあいにも，このことばは用いられる。（ここの表現
は全体としては比ゆだが，「ような」より前の部分は事実としてのべている。）なお，
単に「搾取する」は社会的現象にかぎられる，というだけでは「しぼりとる」との区別
をしめすのに不十分なのであって，
　　　　　　　みだ　○殊に風儀を棄るものは，学生から金を搾り取ろうとするが唯一の目的である。　（総
　　長就業と廃業353）
の「しぼりとる」は，やはり社会的現象をあらわしているが「搾取する」におきかえる
ことはできない。「搾取する」は，「働らいているものに対して，それにふさわしいだ
けの支払いをしないで金をしぼりとる」という，きわめて限定された意味である。
　同様の関係は，たとえば「南国する」と「つまずく」，「紛糾する」と「もつれる」な
どについてもいえる。「蹉帯する」「紛糾する」を「つまずく」「もつれる」といいか
えただけでは，まったく不完全な説明でしかないのであって，前者は祇会的な現象だけ
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をあらわすが，後者は具体的な現象としてのつまずきや，糸のもつれをもあらわす。
　同じようなことは，また，精神現象への抽象化を示すものとして，「首肯する」とい
う動詞にもみられる。承認する，納得するという精神態度をあらわすものとしては，
「首肯する」も「うなずく」もほとんど同様に使われる。
　○しかし初江の乳房を見ると，彼女と新　　○それぞれ何とか口を戯したが，結局ど
　　治に関する悪い噂が時と共に消えたの　　　れも循環論で，他を首轡させるやうな
　　が欝かれる。　（潮騒124）　　　　　　　　説はなかった。　（波320）
　しかし，f“’うなずく」はもちろん，
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　○尤もと云ふ風に，二三度：こっくりとうなついた。　（或る女・薦117）
のように具体的な動作をもあらわすのであり，この例は「首肯する」でおきかえること
はできない。
　和語どうしの対立では，「おちこむ」と「おちいる」の例がある。抽象的な，関係の
変化をあらわすものとしては，どちらも同じ文脈で使われる。
○罐諜甜糠舞ま判○幾藤野灘ボ深みへ陥
　しかし具体的な移動をあらわすものとしては，
　○船はのめったやうに，ドツ，ドツ，とその谷底へ落ちこんでゆく。（蟹エ船20）
のように「おちこむ」しか使えない。
　以上あげた例をつうじて，文章語の方はみな語源的には具体的な動作をあらわすもの
だった。それで，現代語の説明もその語源・字薗にひきずられて，単純にそれにあたる
日常語の訳語をあたえがちなのである。ところが，日常語の方は，具体的な動作をも，
抽象的な動作をもあらわす。つまり，日常語の方は多義語であって，文章語はその一方
の意味とのみ岡義関係にある。だから，これらの例は最初にあげた「たすける」と「救
労する：および「補助する」などの例にあたる。
2．3．3．2文章語がほとんど抽象的現象にかぎられるもの
　この例として，「よごす」と「けがす」，「よごれるJと「けがれる」の対をあげるこ
とができる。これらは，抽象的なばあいには，どちらももちいられる。
　　　　　　　よご○国家主義ほど汚され不純にされた概念
　は（人格主義129）
○あの女が私はよごれているといって涙
　をこぼして（幽家とその弟子167）
　しかし｝具体的な事実については，主として日常語である「よごす」
方がもちいられる。
　○鼻血がどくどくロから顎を伝って胸の合せ目をよこ瓢た。（覧る女・jli　59）
　○働いたものは血によごれてみる。　（阿部一族77）
　これらの例を「けがす」「けがれる」におきかえることは，かなりむずかしいであろ
○俺が行く事はその神聖な祭りの清浄を
　けがすものだ。（青銅ク）基督79）
　　　　　　　　　　　　　けが○貧苦こそすれ，罪悪の為に穣れたやう
　な家族ではないと（破戒12）
　　　　　　　　　　　「よごれる」の
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う。それができなければ，つまりこれらは，上に例としてあげた「搾取する」や「おち
いる」などと同じことになる。しかし，今回ひろった用例の中にはなかったし，また一
般にすくないことはたしかだと思われるが，このような具体的な環象についても，「け
がす」「けがれる」がまったく使われない，といいきるのはためらわれる。（もし使わ
れたとすれば，その際，精神的な意味でのけがれをも，aユアンスとしてあらわすこと
になるかもしれない。）それでここでは「搾取するJなどと一応区別した。
　「ゆがめる」「ゆがむ」と「歪曲する2との関係もこれに近い。「ゆがめるGは，「顔
をゆがめる」と「理論をゆがめるJ，「ゆがむ：は「顔がゆがむ：と「理論がゆがんでい
る：のように，どちらも具体的現象も抽象的理象もあらわす。これに対して，「歪曲す
る」は，おもに「ゆがめる」にあたる他三振として使われるが，ほとんどの例は，
　○たとえ理論的に歪曲されているとはいえ，　（鮭会事情と科学的精神13の
のように抽象的な現象をあらわすものにかぎられている。ただ1つ例外としてつぎの自
動詞の例があった。
　○物体に万有引力が働くということは，物体の置かれた空間が謹蝕していることを意
　　味しているのである。　（物質世界の客観性について266）
　これは，物理現象をあらわしている例であって，理論などにくらべれば具体的な事実
といえる。もっとも，このばあい，飼別性を完全になくした一般的事実としてのべられ
ているのだから，その意味では抽象的事実だともいえる。（一般性としての抽象性につ
てはあとでのべる。）
2・3・3．3文章語が抽象的現象をあらわす方にかたよっているもの
　ここにあたる例としては，まず「なげすてる」「ほうりだす：というS常語に対して，
「放棄する」「なげうつ」という文章語が対立している例をあげることができる。これ
らのうち，「なげすてる」はやや文章語的ではあるが，「放棄するMのようなかたい文
章語，「なげうつ」のような雅語的な文章語にくらべれば，やはり臼常語である。これ
ら4語はそれぞれ具体的な現象についても抽象的な現象についても使うことができる。
　　　　　　　〈具体的〉
○のぼりやプラカードを指定された場所
　に投げすてて，　（人間の壁・上344）
○女はハンカチを放り出して，　（冬の蜜
　164）
○空に冴えた月は放棄してある手水盛を
　覗いては（土・上167）
　　　なげう　　　　　　　　　　　　　　ま○筆を投って，嘆息して，復た冷い寝床
　　もぐ　に潜り込んだが，（破戒89）
しかし，　「なげすてる」
　　　　　　　〈抽象的〉
○副会長といふ顕要な位置さへ投げ棄て
　たのだと（或る女・前28）
○学校の課業を放り出して，休み繭に帰
　つて来たといふ事が，（こsろ60）
○資金がないために放棄されている仕事
　はたくきんにある。　（貧乏物語131）
○今までの辺境守備隊員の役柄をなげう
　つて，　（潮騒88）
　　　　　　　　　　　　「ほうりだす」というH常語のばあい，具体だろうと抽象だ
ろうと，比較的自由にあらわすことができるのに対し，「放棄する」「なげうつ」で
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は，そうはいかない。上にあげた例でも，抽象的現象をあらわす「放棄する」「なげう
つ」はごく霞然だが，異体的な現象をあらわす例では，「土」の「放棄する」はやや大
げさな感じだし，「破戒」の「なげうつ」はかなり慣用的な表現，書くのをやめるとい
うことの形象的な表現である。
　つぎに「くみたてる」と「構成するjとの対立の例をあげる。これらも，ともに具体
・抽象どちらの現象をもあらわす。
　　　　　「くみたてる」がどちらの現象も自由にあらわすのに対し，
一般に抽象的なことをあらわすばあいが多く，具体的現象の例としてあげた上の例も，
ある意味ではきわめて抽象度（一般性）の高いものである。この点，上にあげた「歪睡
する」のばあいと聞じようなことがいえる。しかも「原子核は陽子と電子より購成され
ている」というのは，これらの要素閥の関係の表現であって，研究者がガイガー・カウ
ンターをくみたてるというような動作をあらわすものではない。その意味でも，「構成
する」は抽象的な表現である。
　なお以上にあげた1）・2）・3）の分類は要するに程度の差であって、きわだったちが
いがみとめられるわけではない。そして，この分類自体，かならずしも用例の多さ少な
さといった客観的な基準・根拠にもとつくものではなく，かなり主観的な判断によるも
のである。
　　　　　　〈総体的〉
○設計から僻から研究者自身が1考え，組
　み立てなければならなかった。　（物質
　の根源と宇宙を結ぶ104）
○原子核は陽子と電子より講成されてい
　ると毘傲されていたが，（原子物理学の
　発展とその方法327）
しかし，
　　　　　　　〈抽象的〉
○新しいi現象を自ら見つけ出し，自ら理
　論を組み立てていくというやり方（物
　質の根源と宇宙を結ぶ120）
○この線に沿って彼が構成した新しい理
　論一すなわち狭義の「量子力学：
　（物質世界の客観性について274）
　　　　　　　　　　　「講成する：は
　ひろい意味では抽象化といってもよいだろうが，上にあげたものとは多少ちがう傾向
のものを2つあげておく。以上にのべたものが多義語の意味問の差だったのに対し，以
下のは1つの意昧の広がり，ないしは使い方にみられるかたよりである。第1は，「抽象
化：に対して，文章語の「一般化：とでもよぶべきものである。たとえば，H常語「か
ばう」と文章語「庇護する」とをくらべてみると，
　○洞窟の中から，走り出て来た五六人の石工は，市九郎の危急を見ると，挺身して彼
　　を庇ひながら
　　「了海様を何とするのちや。」と，実之助を餐めた。（艶姿の彼方に86）
のように，特定の瞬間における具体的な動作の「かばう2は「庇護する」におきかえる
ことはできない。しかし，つぎの例のように，特定のばあいではなく，何度もくり返さ
れる行動，何日もにわたる事実を一般的に表現するばあいには，どちらをつかうことも
できる。
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　　　　　　か　ば　○おゆふに庇護はれてるる男の心が，歯　○千金の家に生れながら不幸にして誉目
　　痒かったり，妬ましく思はれたりし　　　となった可憐な少女を庇護する感情も
　　た。　（あらくれ86）　　　　　　　　　　　あったらうけれ共（春野抄144）
　なお，上にあげた「歪曲する」の例を参照。
　例はなかったが，「くうj「たべる」に対する「食する」も，一般的事実の表現にか
たよっているかもしれない。
　第2は，文章語における比ゆ的・形象的表現へのかたよりによる抽象化だ。上に「う
めく」と「神吟ずる」との比較でのべたように，文章語「坤吟ずる」は，具体的な動作
よりも，苦しむことの形象的表現として，もちいられることが多い。これとおなじこと
は「にらみつける」に対する文章語「脾睨する」にもいえる。これは，主として，
　〇二人は東京と東京の人を畏れました。それでみて六畳の間の中では，天下を脾睨す
　　るやうな事を云ってみたのです。（ぴろ195）
のような慣用的な文脈で，動作よりも心理状態の表現として，もちいられる。
　○枕元には，嘉門が仁ヨ三立ちになって私を脱みつけてみた。（冬の宿147）
のような具体的動作には，あまりもちいられない。古いところには，
　　　　　　　　わき　○或は小学校の側をご人手を組むで揮りながら僕等は中西西由先生の門人だと云はぬ
　　ばかり脾睨して通ったこともある。（思出の記・上76）
というように，全然例がないわけではないが。
2．3．4　よいことがら
　文章語は，よい評価をともなうような現象をあらわす傾向がある。その典型的な例は
「かおる」で，臼常語の「におう」に対し，いいにおいだけをあらわす。例はく評価〉
の項（p・492）を参照。このほか，2，3の例をおぎなっておく。
　まず「そだてる」対「はぐくむ」。文章語である「はぐくむ」は，愛情をこめて，た
いせつにそだてるばあいにいう。したがって，
　○どれほどの思いをこめて一人の娘を育　　○他人の子と思って悶えるよりは，自分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はぐく　　てて来たことだろうか。（人間の壁・上　　の子と思って育む方が気持がよかつ
　　37）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。　（波339）
などではおきかえられるが，
　○それが全部，彼女にまかせられた彼女の生徒である。優しく育てるのも荒々しく育
　　てるのも，先生の仕向け方ひとつだ。（人間の壁・上83）
では「はぐくむ」は不適当だ。
　つぎに「でくわす」と「めぐりあう」。これらは，もちろん，おなじような文脈でつ
かわれることが多い。
　○何処かで好きな女性に出つくはす。そ　　○もし女が運命の真実な相手にめぐり蓮
　　の人と半年か，一年ぐらゐ交際を続け　　つたならば，（真知子・繭34）
　　る。　（波104）
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　しかし，つこうのわるい相手に出あったつぎのような例は，「めぐりあう．．1というの
はおかしい。
　○昼と夜で小僧と教師の早変り，主人の要を帯びて宇勲島に出かける時なぞ吾生徒に
　　でっくわ　　出会して随分きまりの悪い事も少なからず，（思出の記・k　206）
　（もっとも，この例で「めぐりあう」が不適当なのは，：文章語として，大規模なこ
と，非日常的なことにかたよっているためかもしれない。）つぎの例は，ある意味では
このましくない稽手との出あいだが，自分がさがしもとめていた相手なのだから，その
意味ではよい結采がえられたわけで，ほかの「めぐりあう」の例とむじゅんしない。
　○彼は，心の裡で，生来初めて廻り逢ふ敵の容貌を想像した。（恩讐の彼方に84）
　つぎに「古ぼける」対「古びる」。このちがいは，意味的にも文体的にも微妙だが，
「古びる」の方が多少文章語的であり，それに応じて，「古ぼける」のもつわるい評価
がない。「古ぼけるjは，
　○現在の古ぼけた陰気な野釣を，　（真知子・前9）
のように，いつも，わるい印象を与えるものにいう。「古びる」も，
　○建物の内部はくらく，ほこりっぼく，古びていて，大きいくせにいかにも貧乏くさ
　　い。　（入間の壁・上230）
ではマイナスの評価があるが，
　　ニなた　○此方からは見遜されぬ処に立ってるる古びた平家の玄関前に焼立んだ。（つゆのあと
　　きき50）
では，べつだん積極的な評価をともなわず，
　○黒光りに書びた玄関の板敷きに片寄せてある，桐の三味線箱の秋の夜更らしい静ま
　　りにも，島村はなんとなく心惹かれて，（雪函138）
では，むしろ古いことすなわちよいこと，ともとれるような状況についてつかわれてい
る。
24　俗語における意味のかたより
　文章語というべき単語が多いのにくらべ，俗語というべきものの数は，はるかに少な
い。そして，その意味との対応関係もずっとかんたんだ。すなわち，動詞についていえ
ば，俗語は日常語にくらべて，あらあらしい動作にかたよっている，ということにつき
る。たとえば，つぎにあげる「なぐる」　「かつぐ」　「つかむ」　「まげる」を，それぞれ
対応する俗語的表現「ぶんなぐる：「ひっかつぐ」「ひっつかむ」「ひんまげる」など
におきかえることはできる。しかし，そうすると，それはいかにも乱暴な，みにくい動
作になって，この場にふさわしい，やさしさ，愛らしさといった要素が，まったくなく
なってしまう。
　○女だてらに男の弟子を打つたり殴ったりしたといふ春陽の如きは（春琴抄161）
　○これ〔三味線箱〕を座敷へ担いで行くなんて嘘のやうな気がしてみると，（蛍国53）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばちだ　こ　○女の膝の上の手をつかんで小さい指の叢腓砥を弄びながら，（雪国108～109）
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　○愛らしい首を曲げて，春は心のかわたれに……私に唄ってくれたあの少女が，四十
　　二の男よ覗われてあれだ！（放浪記159）
　同様のものとしては，つぎのような対をあげることができる。
　　のめる／つんのめる
　　ひきぬく／ひっこぬく
　　かぶる／ひっかぶる
　　でる／おんでる
　　のせる／のっける
　　せおう／しょう
　みな，俗語的なものが、乱暴さ軽率さなどのニュアンスをともなっている例である。
　なお，
　○ぶち殺したつてくたばりさうもないちぢいだったけれども。　（末枯35）
　○「嘘つきやがれ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　伊之はカツとして小畑の頬を平手で撲ち（あにいもうと148）
なども俗語的であり，それに応ずる意味的な特徴をもっている。しかし，その特徴とい
うのは，上のく乱暴さ〉など，動作自身のもっている客観的な属性より，話し手がこの
動作の主体に対していだいている，軽べつ・にくしみなどの感情だ。死ぬこと，うそを
つくこと自体が，あらあらしかったり，みにくかったりする，というよりも，話し手の
主体的な感情を直接に表現しているのである。「ひんまげる」「つんのめる」なども，
時としては，動作主体に対する感情の表現となることがある。しかし，その際，これら
の動詞は，藪接的には動作のあらあらしさ，みにくさなどをあらわしているのであり，
そういうものとして動作をえがきだすことによって，間接的に動作主体への感情をこめ
ているのだ。
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　　　　426
426，693，699
　　693，699
　　　　236
　　　　693
　　　　426
96A．97，　176tv177，　185
233，　235，　339tv341，　437
689
いえる
いかす
異化する
いがみあう
いかる
いきあう
　　　696
いきかう
　　　le2tvlO3
　　　　　676
　　　　　　705
　　　　　426
　179tv180，713
183，185，426，441
　　　　　　　　　　　307
いきせききって　　　　676
いきちがう　　　　　　　696
聾、きつく　　　　　　　　　　　　　　426
行きづまる　　　　　428
息づまる　　　　　　 676
いきどおる　　　i79，230，425
いきまく　　　　　　　　424
いきる　　　　　　　　697
いきれる　　　　　　　　428
いきわたる　　　　　　25
し、く　　（ゆく）　　　　16，42，81，96
　　　2e3　tw　204，　209　N　210
　　　2altv242，　247，　249，　275
　　　288　tv　291，　294　rv　295
　　　3e6，　311，　341，　368rv369
　　　424，571，667，674，7eO
いけるG舌）　110～11㍉455
　　　rv456
いける（行ン
いさむ
いさめる
総死する
676
425
185
31e
いじめる　117，434～436，708
いじりまわす　　　　　296
いじる　　　　　　　　296
b、そく．　　　22，229，242，246～
　　　248，343
いそしむ　118，461～463，487
いただく　59，185，408～409
いたむ　　　　　　　365，42轟
いためつける　117，　434～435
いためる　71，　128，156～157
　　　319t“32e
いたる
いちゃつく
一新する
逸する
一転する
一・iﾏずる
いてつく
いてる
移転する
移動する
射とめる
いなおる
いななく
いなむ
いならぶ
犬死にする
いびる
いぶかる
いぶる
いましめる
いやがる
いやす
依頼する
　　　21王，40王
　　　114，　426
　　　41e，　705
　　　　　7e5
　　　　　7e5
　　　　　705
　　　　　428
　　　　　　36
　　　705，717
　　　　　7e5
　　　　　434
　　　　　426
i6，　i22，　125，　428
　　　　　678
　　　　　427
　　　　　493
　　　117，　434
　　　　　425
　　35，2三2，2王4
　　　　　185
　　　　　425
　　　1e3tvle4
　　351tv353，　355，　358
・v359，　361
いらだつ　　　　　　　425
いらっしゃる　　　　　9占
いりくんだ　　　　　　676
いりびたる　　　　　　426
いる（居）　　22，96，295，457
　　667，680
いる（入）　　　　　　　712
いる（要）　　　　　　24
いる（射）　　　　169～170
いる（妙）　71，156～157，319
いれあげる　　　　　　426
いれかえる　　　　　　703
いれる　55～57，　86～87，269
　　　393tv394
いわう
印する
引率する
浬滅する
一つ一
490
679
723
7e5
上　　　　　　　　16，249～256｝261
うかDSう　　　　　326～327
うかされる　　　　　　　685
うカSつた　　　　　　　　676
うかぶ　　16，　25，　42｝　99，　370
　　　509，　554，　556・v563
うかべる　　　　　　　371
うかる　　　　4a6，696，707
うかれる　　　　　　　　425
うき足だつ　　　　　　　424
うく　370～371，509，551～
　　　556，　557，　562
うけあう
方傾する
うけつぐ
うけつける
（～を）うけて
350
264
712
7e8
677
うけとる335～336，408～409
　　　723
うける　　　　　　　69囲
うこかす　　　　　　　53唱
うごく　69，　84，　106，　126，　244
　　　248，　289，　3e3tv304，　697
右顧左吊する　　　　　264
うごめく　　69，　8a，　106，　248
　　　3e3N3e4
うしなう
うずく
うずくまる
うずまく
うずまる
うずめる
　　　457
うずもれる
うすらぐ
うすれる
右折する
うそぶく
うたがう
うちあわせる
うちおろす
うちつれて
うちとける
　　　426，　44e
　　　365，　424
　　　142A．146
　　　　　152
　　　371N372
11e・vlll，456N
　　371．v3？2
　　　　161
161，396tv397
　　　　263
　　　　426
　　　　696
　　　　689
　　　　259
　　　　676
　　　　425
うちよせる　　　　　　正52
うつ　110，167，169～171，218
　　239．v241，308A．309
うってかわって
うつぶす
うつむく
うつりかわる
うつる（移）
うながす
　　5el
うなされる
うなずく
うなだれる
うなる
うぬぼれる
うねる
うばいとる
うばう
うまる
うまれる
うみつける
うむ（生）
うめく
　　　6ア6
139，　249，　259
139，　4Sl，　482
　　　　24
36，　210，　424
46gtv47e，　soerv
　　　685
　　　727
　　　7，　481
　　　　98
　　　425
67tv68，3e7
　　　712
　327t－332
　37iN372
98evlOO，424
　　122，　428
　　　113
　　　　176，　233，　339tw340
　　718，　730
うめる　110～111，455～456
　　7e7
うもれる　　　　　37i～372
うらがえす　　　　39i～393
うりきれる　　　26，428，696
うる（売）　26，112，114～115
　　182，　335，　708
うるむ　　　　　　132～王33
うれしがる　　　　　　　490
うれのこる　　　　　　696
うれる（売）　　　　　　26
うれる（熟）　　　　　149
うろたえる　　　　　　425
うろつく　　19，　97，　294～295
30径～305，　426，　荏94～
495
上衣
うわまわる
うわる
運送する
運転する
運搬する
一凡『
　　253
428，695
　　428
　　714
　　705
　　714
永柱する 229
営造する
永続する
永眠する
液化する
えらぶ
える（得）
縁ぐみする
　　　　　713
　　　　　229
　　　　　493
　　　　　705
　　　　　711
27tv30，　426，　498
　　　　　702
一お一
おいしげる
おいつく
おいまくる
おいる
おう（負）
　　　　428
　　692・v693
　　　　236
417－w418，　424
　　88，　164tv　165，　313
315－v316
おう（追）
欧化する
横行する
横断する
懊悩する
おおう
おおせつける
おがむ
おきる
おく
　　　・v452
奥まった
　　7e8
　　705
　　493
　　249
　　720
695，699
　　427
　　7工3
　142tv143，146tv147
66N67，　394N395，　451
　　　　　　　　　　676
おくりとどける　　　　313
おくる　　165～166，183，312
　　t“313，　708
おくれる　　　　　692，695
おこす　　　　　　　　24
おこたる　　　　　425，497
おこる（起）　34，38，158，160
おこる（怒）　179～180，230
　　713
おごる　　　　　　425，693
おさえる　98，452～453，684
おしえる172～175，185～186
　　2“N242，　5ee，　693tv
　　694，697A”701，7e8
おしかける
おしつまる
おして
おしよせる
　　693
おす
　341．v343
　　　428
　　　677
81，343ev345
　　　218，239，249，284tv285
　　453N454
汚染する　　　　　　　705
索　引（語彙）　737
おそれいる　　　　　　425
おそれる　　　　　　　230
おそわる　693，697～699，708
汚損する　　　　　　705
おだてる　　　　　　　499
おちあう　　　183，185，441
おちいる　　　　　　　727
おちこむ　　　　　　　727
おちつく　　　　　　521
おちぶれる　　119～120，426
おちる 　42，　53N54，　83，　86，　99
209A．210，　253，　256，　258
301　N　302，　361　．一．　362
4el，　696，　7e7，　715
おっしゃる　　　　96，689
音　　　　　　　　　34
音がする　　　　23叢～232
男　　　　　　　　　15
おとす　　84，253～254，256
　　　426
おとずれる　　466～468，713
おとな　　　　　　　　15
おとなびる　　　　114，419
おどりこむ　　　　　　310
おとる　　　　674，691，695
おとろえる　　1正9～120，380
　　N381，　423A．424，　7e7
おどろく　230，422，4£5，719
　　～ア20
おののく
おびえる
おびやかす
おびる
おぶう
おぼえる
おぼれる
お冒にかかる
おもいあがる
おもいうかぶ
おもいこむ
おもいつく
おもいのこす
おもだった
おもてだった
おもねる
おもんみる
およぐ
おりまげる
おりる
　　　　424
　　　　425
　　　　25
　　　　129
　88，　164，　313
　　　81，697
　　　　426
　　　　185
　　　　425
　　　　25
　　　　425
22eN221，　425
　　　　21
　　　　676
　　　　676
　　499rv50e
　　　　6ア8
294，311，67e，672
　140A．141，268
16．　249，　253tv255
738　　索　　弓i（言蓋彙）
　　　257rv258，　269，　30etv
　　　301，　401，　707，　7Z5
おる（居）　　　　　　22
おる（折）　66，　140・v141，　268
　　　388
おれる　　42，151，388～389
おろす　182，209～210，253～
　　　255
おわる　158～160，4287504～
　　　5e5，　704，　716tv717
おんでる
女
おんぶする
　　　一か一
かいかぶる
粥訂する
会見する
解散する
開始する
介して
解消する
害する
解体する
会談する
混合する
かいつまんで
回転する
回答する
該当する
外泊する
駆復する
かう（飼）
732
15
705
426
705
722
705
　　7e5，　716
　　　　677
　　　　705
　　　　　25
　　　　7e5
　　　　702
　　　　705
　　　　676
　　　　705
　　　　722
　　　　712
　　　　369
102一一104，　7e5
　　亘67～168
かう　（買）112，335～336，474
　　　N475，　694，　708
かえす　　391～392，708，711
～かえす　　　　　　　305
かえる（帰）16，　210，　249，　275
　　　291－v294，　667，　669tv
　　　671
かえる（舞）　　　　　　122
かおる　34，　428，　492、　661，730
かかげる　　　　　　　 321
かかずらう　　　　　　426
カ、カミむ　　　　　　　　　　　142～145
かがめる　128，140，267～268
カ・ヵミやく　　152，23G～23三，428
かかりあう　　　　　426
かかる　　　　　　　　 424
～かかる
かきおとす
かききる
かきそんずる
かきつづける
かきはじめる
かきまくる
かきわすれる
かく（書）
かぐ（1奨）
確信する
かくす
確定する
かくまう
確立する
かくれる
かけあう
かけあわせる
かけおりる
かけこむ
かけつける
かけはなれた
かけよる
かける（欠）
かける（駆）
かける（掛）
（～に）かけて
かげる
下降する
かさなる
638，655，659，661
　　410
　　426
　　683
　　426
　　683
　　683
　　3e5
　　426
349，　666
　　230
i13，　443
　　705
　l13，G43－v444
　　　　　　7e5
24，430tv431，459
　　　　　　721
　　　703
　　　259
　　　310
　341・v343
　　　676
　298，300
　　　697
　242，　31e
56rv57，699
　　　677
　　　428
　　　258
　　　　　　68rv69，　89，　132
　　　249，　262一“263，　477・v
　　　478，　702tv703
かさねる　131～132，261～
　　　262
かじかむ　　　　　128，424
かしぐ（傾）　　2，142～143
　　　410
かしげる　2，4，128，137～138
　　　264，411
かしこまる　　　　　　425
かじる　　　　　　　磁～46
htす　335，405～406，693，698
　　　708
かすむ　　　　　　　　428
かすめる　　　　　327，332
嫁する　　　　　113，689，705
化する　　　　　　　24，705
風30，31，585かせぐ　223～224，　334～335
　　　5e6，　672
かぞえる　　　　　638，　674
かたどった　　　　　　676
かたまる　　　　　　　42
かたむく　42，i42～143，147
　　　41eN411
かたむける　　128，　137～138
　　　264，412
かたらう　　　　　　　 689
かたる　　　　　　　　689
カΣつ　　　　　　　　　　　　　．691，697
カ：つく“　　　88，16窪～165，313～
　　　315，731
合作する
かった
含体する
合併する
渇望する
仮定する
かどだつ
かどばった
かなしむ
かなでる
がなる
　　　　702
　　　　676
　　　　705
702N703，　705
　　　　230
　　　　350
　　　　161
　　　　676
　　　　491
　　17e－v171
　　　　　176，　178，　233－v234
　　　339・v34e
過熱する　　　　　　410
かねる　　　　　　　　　24
カ・はrう　　　　　708，729～730
かぶせる　　　129，699～700
カ・ぶりつく　　　　　　　　172，321
かぶる　20，60，129，192～197
　　　199，26e，695，700，732
かまう　　　　　　　681
かまける　　　　　　　 426
かみくだく　　　　　　45
かみつく　172｝321～322，692
かみとる　　　　　　　　45
かみやぶる　　　　　　45
hiむ　　　　　　　　　　　44～46，626
かもしだす　　　　　　　25
かもす　　　　　　　　428
カ、よう　　 20，229，306～307
からげる　　　　　154～15δ
からまる　　　　 191～192
かりる　　　　335－w336，4e8－v409
　　693，　698，　708
かる（メli）　85，i51，387～388
かれる（楯）　　　王49，380
かわかす　　　　　224～228
かわく　　　　　　43，　695
～かわす　　　　　305，701
かわった　　　　　676，678
かわりはてる　　　　　427
かわる　2e，24，101，377，419
　　　ts．420，　429－v43e，　7e2
　　　・v703
かんがえだす
かんがえつく
かんがえる
かんぐる
関係する
還元する
緩行する
　　221
　　221
220N221
　　425
702・v703
　　705
　　248
感ずる　　　98，425，　654～659
完成する　　　　　　705
感染する　　　　　　703
姦通する　　　　　　　　702
かんつく　　　　　　　425
かんばしる　　　　　33，676
完備する　　　　　　　　705
完了する　　　　　　705
緩和する　　　　　　705
一き一
きえる
きかざる
帰還する
ききあやまる
ききあわせる
ききおとす
ききこむ
ききそんずる
ききづたえる
ききのがす
帰郷する
帰京する
ききわすれる
きく（聞）
258，　559
　　129
　　291
　　426
　　426
　　426
　　426
　　426
　　426
　　426
　　286
　　297
　　426
　　　　　96，654，659一“660
　　663tw664，　667，　684
きげんをとる　i68～王69｝465
　　tv466
きこえる　33，654，658～66G
　　663・v664
帰国する
きこしめす
きしむ
きしる
きずつける
286，　291，　297
　　　　96
　　　　33
　　　　33
　　　　128
きせる
きそう
殿損する
帰宅する
きたす
気ちがいじみた
気づかう
気づく
喫する
希望する
きまる
きめつける
逆転する
休刊する
休業する
急行する
急死する
休止する
救助する
窮する
休する
急造する
休臆する
急変する
共演する
驚膠する
凝視する
エ29，700
　　7e2
　　705
　　291
　　25
　　676
　　425
422，425
　　59
351tv353，355
　　　25，428
　　　　426
　　　　705
　　　　705
　　　　705
　　　　248
　　　　248
　　　　705
　　710，　727
　　　　230
　　　　679
　　　　248
　　　　71e
　　　　248
　　　　7e2
　　230，719
　　　　719
強｛起する337～338，350～352
　　354N355，357，359－v361
競争（走）する
共存する
驚嘆する
協定する
仰天する
共謀する
強要する
7e2
702
719
702
719
702
　　　337一一338，　350－v
352，　354tv355，　357，　359
～36王
協力する
許可する
挺絶する
振心する
きらう
きらめく
きりたつ
起立する
きる（着）
　　　　702
　　　　350
348－v349，351
348tv349，　351
　　　　　15
　　　　428
151，　153，　676
　　723tv724
　　60，　129，　192tv194
196　．v　199，　402　一v　403
697，　700
索　引（藷彙）　739
きる（切）　47～49，64～65
　　　75N・76，　S5，　151，　228
　　　393一一385，387
きれあがる　　　　王28，679
きわだった　　　　　　676
～きわまる　　　　　　676
均衡する　　　　　　702
一く一
くいさがる
くいすぎる
くいちがう
くいつく
くいつめる
くいとめる
くう
　　693
　　426
　　428
321，692
　　426
57rv58
59　tv　60，　123，　216，　423
427，　se9，　626r“　637，　730
くくる
くさる
くしけずる
くじける
くずおれる
くすぐる
くずす
84”一85
　42，5G
132，4e5
　　425
　　424
　　463
　　　　47N，49，　64tv65，　383
　　　385rv386，　428，　684
くすねる　　　327～329，333
くすぶる　37，212，214～215
くすべる214～215，492一一493
くずれる　46～47，419～420
　　　428，　684
具体化する　　　　　　　ア05
くだく　47～48，磁～65，75
　　　tv76，383tv384
くだける　42，151，676～678
くだされる　　　　　427
くだす　　　　　　　　128
くたばる　　　　　　　　97
くたびれる　　　　6ア6，712
くだる　　253，258，286～28ア
　　　3eO一”302，715
くちごもる　　　　　　426
くちばしる　　　　　　　437
くちる　　　　　　　　50
屈伸する　　　　　　　705
屈する　　　　　　426，706
く　つつく　　273，697，702～703
くっつける　　　　　　273
くねる　　67～68，307～308
苦悩する　　　　　　　ア20
740　　索　　引　（語彙）
くばる
具備する
くびる
くびれる
工夫する
くぼむ
くみあわせる
くみいれる
くみこむ
くみたてる
くみつく
くむ（組）
くむ（汲）
　　　212
くもる
苦悶する
くやむ
くゆらす
くらう
ぐらつく
くらべる
くりかえす
　　　712
くりこむ
くりだす
くる
　　　　723
　　　　706
　　　　138
　　　　138
　　　　222
27grv271，389
　　190・v191
　　　　19G
　　　　190
19g，　698，　729
　　　　692
　　　69・v70
86”一87，211N
　　　3e，32
　　　　720
　　　　425
　　492－v493
　59rw60，　127
　　108・vlO9
　　　　7e2
497，　5e3－v504
81，2戯
　　　　　81・v82，　241，　706
　　21A．22，81，　204，　209N
　　21e，　249，　275．v276，　288
　　tv289，　291，　294，　401
　　423tv424，　674，　700
くるう　　　　　　　　425
くるしむ　　　　 425，　720
くるしめる　　25，117，434～
　　436，　684
くるめく
くれゆく
くれる（暮）
くれる（呉）
くわえる（加）
くわわる
薫ずる
　　正28
　　678
36ev37
693，698
　　713
24，689
　　706
一け一一
軽減する
計算する
継承する
継続する
気圧される
けがす
けがれる
706
674
712
706
685
727
727
激化する　　　　　　　706
繋沈する　　　　　　259
激怒する　　　　　　230
激発する　　　　　　706
激変する　　　　　　249
下校する　　　　　　　286
下向する　　　　　　286
下山する　　　　　　　259
けしかける　　　夏68，472，50⑰
げすばった　　　　　　676
けずる　　　76，79～80，724
決壊する　　　　　　　706
結果する　　　　　　ア06
結合する　　　　　702，706
結婚する　　　　　689，701
結集する　　　　　　　706
決する　　　　　　　　706
欠評する　　　　　　　711
けとばす　　　　　　　684
けなす　　　　　　　　708
げびた　　　　　　　　676
けむり　　　　　　　　　35
けむる　　　　　　35，428
けんかする　　　　　　702
顕境する　　　　　　　706
現出する　　　　　　7e6
減少する　　　　　　　706
献ずる　　　　　　　185
滅ずる　　　　　　　706
環存する　　　　　　68王
建築する　　　　　　713
一こ一一
こいしがる
こいする
考案する
合格する
降下する
交換する
号泣する
麗照する
交際する
交錯する
交差する
交渉する
抗する
婦ずる
蔓ずる
構成する
　　　　111
　　　　230
　　　　222
　　696，　707
　　　　258
　　　　703
　　　　23e
　　　　114
　　　　702
　　　　702
　702tsJ703
689，　702，　721
　688tv689
　161．一．162
　　聡4，427
　　698，　729
交戦する　　　　　　　702
交替する　　　　　702““　le3
降壇する　　　　　　259
拘泥する　　　　　　713
合同する　　　　　689，702
交配する　　　　　　　703
こうむる　　　　　　　426
合流する　　　　　689，702
こえる（肥）　104～105，377
　　　～378筆402
越える
こおる
こがす
こがれる
酷似する
こけつまろぴつ
こげる
こごえ死にする
こごえる
心ゆく
　　2e8
152，　428
214’一215
230，　425
7e2ts．7e3
　　679
42，212，214tv215
　　　　　　475
　　　　　　424
　　　　　　678
こしかける
こじれる
鼓す
こする
こたえる
こだわる
こった（凝）
ごったがえす
園定する
ことづかる
ことづける
ことなる
ことよせて
ことわる
このむ
ごばむ
こぼす
こぼれる
142．v143，　146
　　161，　428
　　　　679
　　454N455
　　　　722
　　425．　713　　　　’
　　　　676
　　　　428
　　　　706
426，693，699
　　693，699
　　　　　24
　　　　676
348N351，693，696
こましゃくれた
　　676
こまぬく
こまりはてる
こまる
こみあう
こみあげる
こみいった
～こむ
こもる
こりる
　　425
348～35正
　　269
　　362
114，668
128，679
　　230
230，　422，　425，　720
　　　　　　42
　　425
　　676
230，　310
269，459
　　425
こる（樵）　　　　　　妬1
ころがりこむ　　　　　310
ころがる　　　玉49，310～311
ころげおちる　　　　　259
ころす　　218，432～434，684
　　　700
ころぶ　98，142～143，　148～
　　　149
こわがる　　　　　　　425
こわす　　20，47～48，63～65
　　　i28，163，218，　383，　385
　　　tv387，　424，　428，　70e
こわれかかる　　　　　410
こわれる　20，42，46～47，62
　　　N63，163，202，41e，419
　　　N420，　428，　700
懇願する　　　351～352，358
困却する　　　　　　720
混合する　　　　　　　　706
根治する　　　　　　　　706
混ずる　　　　　　　706
懇講ずる　　　35i～352，356
根絶する　　　　　　　　410
（手の）こんだ　　　　　6ア6
混同する　　　　　　703
混入する　　　　　　706
i懇望する　　　351～352，　356
婚約する　　　　　　　702
困惑する　　　　　　720
一き一
再会する
再開する
再刊する
再起する
再現する
再検討する
再興する
際して
再生する
在宅する
再拝する
才はじけた
再発する
さえぎる
さえずる
さかえる
さがしだす
　3e5
　7e6
　3e5
　30S
　706
　305
　ア06
　677
　706
　369
　305
　676
　305
57tv58
　　14，　16，　18N19，　122
N124，680
　　　　　　12正，707
　　　　　　　　684
さがす　　219～220，683～684
さかのぼる　　　　286～287
さかまく　　　　　　　　152
さがる　　16，91～92，94，253
　　　255，　258，　265N266，　272
　　　286A．287，　303，　577
先だつ　　　　　　692，695
先どりする　　　　　370
さく（裂）　 47～48，64～65
　　　75，383tw385
さく　（咲）　　　　149～150，428
劇減する　　　　　　　724
搾取する　　　　　　726
左傾する　　　　　　264
さげすむ　　　　　　　425
さけぶ　98講76～177，233～
　　　234，339N341
酒ぶとりする　　　　　475
さける（裂）　　　　65～66
さげる　93，253，255，265，287
　　　303，　536，　673
ささげる　　　　　　39，183
さざめく　　　83，476～477
ささやく　176，233～234，339
　　　tv340，477
ささる　　　　　　　　　55
さしあげる　　　　185，492
さしおいて　　　　　　677
さしせまる　　　　　　428
さしだす　　346～347，463～
　　　465
さしまわす　　　　　　42？
さす（差）　55～57，86～δ7
　　　211
さずかる　　　426，693，699
さずける　　　185，　693，　699
さすらう　19，304～305睡94
　　　tv495
さする　　　　　　　　463
左折する　　　　　　263
さそう　　　　　469～470
さだまる　　　　　25，428
殺気だった　　　　　　676
きておき　　　　　　　677
踵期する　　　　　　726
里がえりする　　　　　286
さとす　　　　　　　　185
さばける　　　　　　26｝676
さびつく　　　　　　　i51
　　　索　引（語彙）　741
さびる　　　　　　　　151
さびれる　　　380～381，428
サボる　　　　　　497～498
さます　　　　413，428，431
さまたげる　　　　　25，712
さまよう　　19，294～295，304
　　　－v305，　494tv495
さむがる　　　　　　　655
さむすぎる　　　　202，230
さめる　36，396～397，蝋2～
　　　413，428
さる　　　272，　289tV290，　696
さわく．　　　83，1i2～113，488～
　　　490
ざわつく　　　83｝476～477
ざわめく　　　83，476～477
さわる　237～238，655～656
　　　7e2tv7e3，706，712
斬殺する　　　　　　　31e
算する　　　　　　　428｝　674
産する　　　　　　　38，706
散ずる　　　　　　　706
　　　一し一一
思案する　　　　　220～221
しいる　　337～338，　350～352
　　　357，　359tv360，　447，　693
しいれる　　　　　474～475
しおおせる　　　　　　426
しおれる　　　　　150，380
四角をま「つた　　　　　　　　　　　676
磁化する　　　　　　　706
しかめる　128，　135～137，483
しかる　　　　179～181，350
～しきる　　　　　236，305
しく（敷）　66～67，394～395
　　　451”一452
しく（及）　　　　　　 681
しくじる　　　　　　　426
しぐれる　　　31，162～163
しけた　　　　　　　　676
しげる　　　　　　　149，428
しこなす　　　　　　　426
しこむ　172～正75，185～186
刺殺する　　　　　　　31暮
しさる　　　　　265～266
しずまりかえる　　　　230
しずむ　　258，370～371，521
　　　559，　684，　711tv712
742　　索　　引　（語彙）
しずめる
死する
辞する
死蔵する
持続する
下
したう
したがう
したがって
下着
したたる
　　　Z28，684
　　　　　427
　　　　　427
　　　　　493
　　　　　706
　　249rv256
　　　111．425　　　　’
　　　　　697
　　　　　677
　　　　　253
53，　86，　152，　258
301，　361rv362，　428
したまわる
しつける
失書する
実現する
実撫する
疾走する
失念する
失敗する
しでかす
しとめる
しなう
しなだれる
　　　485
しなびる
しぬ
　　　　　695
　　　172，174
　　　　　493
　　　　　706
　　　　　681
　　　　　248
　　　　　71ま
　　　706一一707
　　　　　426
　　　432一一434
　　　　75，　376
7，20，三8三｝484～
三50，428
　97，　427，　433，　493，　667
697，　700
忍ばせる
しのびこむ
支配する
しばたたく
しばりつける
しばる
685
310
697
424
188
　　84tv85，116・v117
186，　188・v190
しびれる
しぶる
死亡する
しぼむ
しぼりとる
しぼる
しまる
しみる
しむける
しめる（閉）
しめる（締）
しめる（湿）
　　　　424
　　　　428
　　　　493
　　　　428
　　　　726
　　453一“454
　　　　695
　　　55，38ユ
　　4喋7～448
　　712，　724
　　　　138
132N133，a15
　　N416，69塾
しも，がカ・つた 676
しゃがむ
しゃくりあげる
謝罪する
射殺する
弱化する
しゃべる
じゃまする
しゃれた
じゃれる???????????????????????????????????????? ??????????????????????????????????????
鍛2～145
　　425
　　722
　　310
　　706
　　689
　　712
　　676
122，　175N176，　327
　　　　　　706
　　　　　　310
　　　　709tv71e
　　　　　　706
　　　　　　249
　　　　　　706
　　　　　　697
　　　　　　249
　　　　　　706
　　706薯7王6～7王7
　　　　　　719
　　　　　　706
　　　　149一一150
　　　　　　727
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　28CJ
　　　　　　286
　　　　　　1王2
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　2e3rv206
　　　　　　286
　　　　　　286
　　　　　　706
　　　　　　723
　　　　　　706
　　　　723・v724
88，　164N　165，　313
315，676，732
昇格する
上京する
小憩する
上下する
焼失する
成就する
上昇する
生ずる
　　　706
昇天する
衝突する
小破する
消磨する
省略する
食する
しょげこむ
しょげる
徐行する
堺縛する
除する
しょぼつく
所有する
しらす
しらせる
　　706
　　286
　　229
　　259
475，706
　　706
　　258
38，　99，　100，　2e2，　42噛
しらばくれる
しらむ
しりぞく
しる
しれる
じれる
しわがれる
深化する
震憾する
明1吟ずる
深謝する
伸縮する
心麟する
信ずる
仲長ずる
進捗する
伸展する
振動する
震動する
　　　　259
　　702tv7e3
　　　　410
　　　　706
　　　4et“41
　　427，　730
　　　　230
　　　　425
　　　　248
　　　　711
　　　　713
　　　　128
　　　　711
　　　　445
　　径45～446
　　　　426
　　　　　34
265一”266，　707
　　　98，　446
　　幽6，676
　　　　425
　　　33，424
　　　　706
　　　　706
　　718，　730
　　　　230
　　　　706
　　　　230
　　　　696
　　　　706
　　716tv717
　　　　706
　　　　706
　　　　715
一す一
すう　60～61，215～216，　322
　　　．v323，624
すかす　　　　　　　　128
すがりつく　　　　18i～182
すがる
すきこのんで
すきとおる
すぎゆく
～すぎる
すく（透）
すく（杭）
すくう（救）
すくむ
すくめる
すぐれる
181’v182
　　676
　5e．676　　，
　　678
　　230
　　　43
i32峰05
　　710
　　425
　　128
　　　　　2el，419，676，691
　　　N692，　695，　707
すさる　　　　　265～266
すじばる　　　　　　424
すすむ　42，209～210，265～
　　　266，　289，　311，　707
すずむ　　　　　　　431
すすめる　265，447，469～472
　　　50G一“501
すする　　　　60，322～323
すだく　　　123～125，678～680
すたる
すたれる
すっぱぬく
すっぱぬける
すなどる
ずぬける
ずばぬける
すべりこむ
すべる
すむ（澄）
すむ（済）
ずらす
　　　　697
25，380”v381
　　　　445
　　　　王5王
　　　　427
2el，419，676
2el，419，676
　　　　3ユ0
42，　310N一・a．　11
50，151，6E5
　　158．　160　　　，
390－v391，450’s－t451
すりきれる
ずりさがる
すりへる
すりむく
する（為）
　　　　　475
　　　　　259
　　　　　7玉2
　　　128．　426　　　　　，
34，　97，　231一“232
　　　654t－658
する（掬）　　327～328、　333
ずるける　　426，497～498
ずれる　　　　390，450～451
すわる　　　　142～144．146
一せ一
生育する
成功する
製する
成曼する
　　706
　　707
　　427
417rv419
成立する　　　　　　　19
せおう　　88，129，164・v165
　　　313・v316，　732
せh9む　　　347～348，蔓68～469
雑載する　　　　　　　714
析出する　　　　　　706
せきとめる　　　　57～58
せく（堰）　　　　　57～58
せしめる　　　　　　　498
接合する　　　　　　706
接触する　　　　　702～703
接する　　　702～703，706
接続する　　　702～703，706
接着する　　　　　　706
接ぶんする　　　　　　702
絶滅する　　　　　　　706
せびる　　　　347，468～469
せまい　　　　　　　　399
せまる　　273，3蔓3～344，689
　　　693
せめあぐむ　　　　　　425
せめる　　　　　　　　　708
洗眼する　　　　　　　　164
洗顔する　　　　　　164
全焼する　　　　　　　410
漸増する　　　　　　　706
撰択する　　　　　　　711
撰抜する　　　　　　　711
洗髪する　　　　　　164
洗画する　　　　　　　　164
一そ一
添う
憎悪する
増加する
増減する
喪失する
増進する
蔵する
根談ずる
そぐ
即して
速射する
属する
速成する
速断する
即答する
遡航する
遡行する
88t－89，　702
　720一“721
　706～7王2
　　　706
　　　706
　　　706
　　　427
　689暫702
　　76，　79
　　　677
　　　248
　　24，697
　　　248
　　　248
　　　249
　　　287
　　　287
N
索　　引　（語彙）　　743
そこなう
そこねる
遡上する
そそぐ
そそのかす
seo・vsol
　　　　128
　　128，　426
　　　　287
　57，　87，　2i1
168，　472一“473
そそりたつ　　　　15王，153
そそる　　　　　　　　25
そだつ　　97，417～418，428
そだてる　　　　　　　730
そなえる　　　　　　39，　183
そばだつ　　　　　　　151
そばだてる　　　　　128，679
そびえる　　　　　151，　153
そびやかす　　　　　　　128
そまる　　　　　　　　684
そむく　　277，280～281，693
そむける　　　　　　　276
そめる　　　　　　　　684
そよぐ　　72～74，236，475～
　　　476
そらす　　388，39＆～39エ，683
そりかえる　　　482～483
そる　75，268～269，　376，　388
それる　　272～273，3ge～391
そろう　　　　　　　24，697
損壊する　　　　　　706
損傷する　　　　　　　　706
存する　　　　　　　24
損ずる　　　　　　　　706
存続する　　　　　　　706
一た一
対応する
対抗する
対座する
対照する
大成する
対戦する
対談する
退庁する
大破する
燈ヒする
逮捕する
たいらげる
対立する
対為する
たえる（絶）
　　　160
702一一703
688－w689
　　702
　　703
　　706
688一一・689
　　702
　　286
410．　706
　　703
　　711
　59，　216
702N703
　　702
26，　34，　leO，　158
744　索　引（語藁）
たおす　　　　　411～412
たおれる　42，　142～143，　148
　　　41e－」411
たかい
たかぶる
たかまる
たかめる
たがやす
たかる
　255，398rw399
　　　　42　5，　，　5　21
　399N400，684
　　　　　　7e7
　　　629ts・630
82tv83，IG7”vle8
437　・v　438，　459　N　461
496tv497
妥協する
たぎる
たく
たくしあげる
たくむ
たくらむ
たける（炊）
蛇行する
だしおくれる
だしぬく
たじろぐ
たす
だす
たすかる
たすける
たずねる
　　　713
たたえる（湛）
　　702
　　152
157e“158
154一“155
　　68正
　　426
　　158
　　249
　　426
　　426
　　42S
　　713
210，　265，　269，　287
　　　　　　426
　　　　710，　727
466N468，　673，　693
　　　　　　　　　　51，　53
　　　8e，　2e2，　375，　706
たたかう　　　688～689，701
たたきあげた　　　　　6ア6
たたきこむ　172～174，　241～
　　　242
たたきつける　　　238～239
たたく　110，　127，　167，　170～
　　　171，　218，　239rv240，　398
　　　一”309
たたむ
ただよう
ただれる
たちあがる
たちさわぐ
たちつくす
たちのぼる
たちまさった
たつ（立）
　　　149，　668
～たつ
　　　　66
42，　294・v295
　　　　424
　723tv724
　　　　427
　　　　427
　　　　428
　　　　6ア6
142．v145，148rv
236
たつ（断）　　47～48164～65
　　　75，　383
奪取する
逮する
脱幡する
たてかえる
たてこむ
たてまつる
たてる
～たてる
たどりつく
たどる
たなびく
たのむ
　　712
211，400
　　129
473tv474
　　　43
　　185
668．　713
　　’
236，　305
366－v368
366－v369
　　428
　　　　337，　350tv351，　356t－
　　　359，　361，　378t－380，　693
　　　N694
たばねる　　　　　　84～85
たべる　59，　97～98、123，427
　　　626，　730
たまげる
たまらない
たまりかねて
だまりこくった
たまる
だまる
たまわる
たむける
ためらう
ためる
たもつ
．たやす
たらす
たれさがる
たれる
　　　425
　　　681
　　　676
　　　676
　　24，　428
　427，　623
　　　185
　　39，183
　　　425
　　　428
　　　428
27，101，683
　　　　93
　　91rv93
　　　　　53，　86，　91．v94，　258
　　　3el　tv　3e2，　361　N　362
　　　704tv705
だれる　　　　　　　　425
たわむ　　　　　　　75，376
たわむれる　　122，175～176
　　　327，　426，　688
嘆願する　　351～352，355～
　　　356，　358
談合する　　　　　　721
談ずる　　　　　　　427
弾ずる　　　　　　170～171
ちかう
ちがう
?
　689，　702
22fi”24，　202
ちがえる　　　　　　　426
ちかづく　21，207～208，　273
　　rv274，　3e2，　343，　345
　　689，693，702n”703
ちかづける　　　21，273，302
ちかみちする　　　　　297
ちかよる　　274，302，343，345
　　693
ちからづける　　　　　　25
ちぎる（千切）　　47～48，64
　　　rv65，75，383tv384
ちぎる（契）
ちぢみあがる
ちぢむ
ちぢめる
漁ぱしる
ちまよう
着手する
着色する
中絶する
中断する
中毒する
中和する
長ずる
重複する
調和する
薩進ずる
ちらつく
ちらばる
ちる
沈下する
沈降する
陳謝する
鎮心する
沈没する
一つ
　　689，　7e2
　　　　23e
　　　　428
　　　　428
　　128，　424
　　　　425
　　　　716
　　　　706
　　　　706
　　　　706
　　　　478
　　　　706
　　　　417
　　　　702
　　　　706
　　　　249
　　　　229
　　　81，　85
　　　85，273
258，　711N712
　　　　258
　　　　722
　　　　706
　　711tw712
（～に）ついて　　　　　677
ついばむ　　　122～123，i27
墜落する　　　　　　258
痛感する　　　　　　230
っh・う　　　　　337，378，713
つかえる（支）　　　　　42
つかねる　　　　　　　679
つかまえる　　126～127，　697
　　　711
つかまる　　　　　　 697
つかむ　　　　　98～99，731
つかる　　　　269，371～373
つかれる　　98，230，424，712
つきあう　　　　　　　713
つきあわせる　　　　　703
つきおとす　　　　　259
つきそう　　　　　　　88
つきだす　　　　　　　271
つきつける　346～34乳463～
　　　464
つきでる　　　　　　　271
つきる　　　　　　　　24
つく　　（付・着）　　　82～83，203
　　　～2G4　　208～209　　21工　　　　　t　］一vv　Hv－1
　　　273，　341，　366．v367，　423
　　　571，712
つく（突）　　239，284～285，309
つく　　（吐）　　　　　　　　　　6正～62
つぐ（注）　　55～57，86賢87
　　　211tv212，　269
Nつくす　　　　　　　41e
つく伊む　　　　　　　 128，ユ3荏～135
つくりあげる　　　楼93～494
つくりだす　　　　493～494
つくる　　　　　670，700
つくろう　153～154，3％，404
つけあがる　　　　　　425
（～に）つけて　　　　　677
つける（願う　　36，　192，　195
　　　tv197
つたう
ったえきく
ったわる
つつく
つづく
つっぱねる
つどう
つとまる
つとめる
　　　208iv2e9
　　　　　426
　　　　　　25
　239，　3egn－310
　　　　34，160
　　　348tw351
　　　112，　427
　　　　　426
115tv116，　118rv
　　　119，　461－v463，　487
つなく．　　　　　　　186，188～190
つのる　161～162，騒4～445
　　　671
Nつのる　　　　　　　236
つぶす　　20，47～48，64，383
　　　385
つぶやく　　　　三76～178，233～
　　　234，339tv340，670
つぶる　　128，134～135，712
つぶれる　　　　20，46～47
つ｝まむ　　　　　　　　　　　　149，428
つまずく　　　　426，726
つまびく　　　　　　　正70
つまる　　　　　　42～43
つみかさなる　　68～69，132
　　　262’v263，　477
つみかさねる　131～132，621
つみこむ　　　　　　　714
つむ　　　　　131～132，261～262
　　　714
つむる　　　　　　134，　712
つめかける　　81，　341～343
つめたい　　　　　　　412
つめよせる　　　　　　345
つめよる　　　343～344，　693
つめる　　393～394，451，699
つもる　　68，132，249，262～
　　　263，　477
つよくなる　　　　　　　王61
つよまる　　　　161～1’62
つらなる　 88・V89，　702～703
つれあう　　　　　　　426
つれだっ　88～89，676，702～
　　　703
（～に）つれて　　　　　677
つれる　　22，106～107，165，
　　　311．v312，　345’一346
つんのめる　　　　426，732
　　　一一て一
であう　　三83～184，426，4彊
　　　rv442，　702
逓減する
惇止する
停車する
泥酔する
呈する
楚着する
でかける
でかす
できあう
溺死する
適する
敵する
できる
でくわす（でっくわす）
　　　．v184，　426，　441，　730．v
　　　731
てこずる　　　　　　　425
でしゃばる　　　　　426
　　　　　706
　　　　　706
　　　　　706
　　　　　230
　　　　　428
　　　　　706
　　　203一一206
　　　　　426
　　　　　426
　　　　　31e
　　　　　　24
　　　688rv689
38，　99rvlOO，　7eO
　　　　　183
　　　索　　引　（語彙）　　745
ですぎた　　　　　　　676
でっくわす→でくわす
撤退する　　　　　　706
でっちあげる　97，493～494
でっぱる→でばる
手なれた　　　　　　676
ではらう　　　　　　　427
でばる（でっぱる）　249，　271
　　　399tv400，695
手悶どる
でまわる
手むかう
てらう
てらしあわせる
てりつける
てる
でる
　　706
　　428
688N689
　　426
　　703
　　428
33，　152，　230tv231，　428
　6，　205tv2e7，　210，　236
249，　265，　269，　271，　286
287，　374，　509rv510，　563
N6e7，732
てれる
転回する
展開する
添加する
電化する
転換する
転居する
転ずる
転倒する
転覆する
点減する
転落する
　　　　　　425
　　　　　　706
　　　　　　706
　　　　　　706
　　　　　　706
　　　　　　706
　　　　　　717
128，　272iv273，　7e6
　　　　　　712
　　　　706，　712
　　　　　　706
　　　　　　259
一と一
投下する
i司化する
登校する
劉着する
登庁する
麟｝伴する
とおざかる
　　259
　　7e6
　　286
273，　712
　　286
　　706
　　　　　21，　229，　273，　298
　　　rv299
とおざける21，273，298～299
とおでする　　　　　　297
とおのく　　　273，298～299
とおのける　　273，　298”w299．
とおのりする　　　　　29τ
とおまわりする　　　　29T
とおる　203～204，　207～2玲
746　　索　　引　（語彙）
　　　311，　369，　424
とかす
どかす
ときめかす
ときめく
時めく
とぎれる
とく（解）
とぐ
どく
毒殺する
得する
とける
とげる
どける
　　　45e
とざす
としおいる
としとる
としよる
132，　405
　　夷O
128，　425
　　128
　　676
158，　160，　5e4tv505
　　91，　198tv199
　　　　　　155
　　39e，45etv451
　　　　　　310
　　　　　　426
　　　　　　42
　　　　　　426
4e，218，390tv391
とじる（閉）
　　　712
としをとる　　　　417～418
とだえる　158～160，　428，　504
　　　tv505
とちる　　　　　　　　426
とつく，　　　　　　　　113，689，697
とつつかまる　　　　　426
（～に）とって　　　　　677
とどく　　203～204，208，211
　　　4el
とどける　　i65～166，312～
　　　313
ととのえる　　　　132，405
とどまる　　　382～383，696
とどろく　　　33，23茎～232
となりあう　　　　　426
どなる　　176～179，233～234
　　　339tv341
とばす
度はずれる
とびあがる
とびこむ
とびだす
とびちる
　　134・v135
　　4王7～418
　　417t－418
　　114，417
134tv135，7e4
246
676
259
31e
127
　　　　　54tv55，236rv237
　　　362－v363
とぶ　 42，242，245～246，310
　　　nv311，370”w371，676
渡米する　　　　　　　　286
とまる
とむらう
ともなう
ともる
どもる
　　　82N83，　697
　　　　　　491
　　　　　　7e5
　　　　　　151
176，178，233一”234
　　339tv34e，426
どよめく　83，112，488～489
とらわれる
とりかえる
とりかかる
とりさる
とりすがる
とりちがえる
とりちらす
とりつく
とりのぞく
とりみだす
　　685
　　7e3
　　716
　40N41
181N182
　　703
　　426
181N182
　40－v41
　　426
とる　　129，　199～200，327～
　　　328，　330，　332rv333
ない
一な一
内蔵する
内定する
なう
なえる
なおす
　　681
　　369
　　706
69－v70
150，　428
　　　　103NIO4，　153N154
　　　395，後04
～なおす　　　　　　　305
なおる　　　24諜02～103，419
　　　421．　492　　　　1長いきする
長居する
ながす
長ぱなしする
ながびく
ながめる
ながれでる
ながれる
　　229
　　229
　　428
　　229
三58，428
　　　81
713・v714
　　34，　236．v237，　294
311，　37etv371，　423，　428
なきくずれる
なきしきる
なきつく
なきぬれる
なきはらす
なく
425
236
692
425
128
　　　　14，　16，　18fi」19，　123rv
　　　125，　127，　235，　680
なくす　 27，io1，121，440～
　　　441，712
なくする　　　　440～441
なくなる　24，26，97，10G，120
　　　222tw223，　427
なぐりつける　　　239～240
なぐる　98～99，　110，i67，239
　　　N240，　684，　731
な｝デうっ　　　　　　728～729
なげすてる　　　　　　728
なげる　　　　　　　　98
なさる　　　　　　　　97
なじむ　　　　　　　　425
なすりつける　　　495～496
なする　　　　　　　　495
なだめる　　168～169，　465～
　　　466
なだれこむ　　　　　310
なだれる　　　　　　　151
なつく　　　　　98，　425，　693
夏やせする　　　　　370
なでる　　　　　　　　463
なまける　　　　　　　497
なまめいた　　　　　　676
なまる　　　　　　151，426
なみいる　　　　　　　678
なみする　　　　　　　678
涙ぐむ　　　　　　　425
波だつ　　　　　　　428
なみはずれた　　　　　676
なやます　　　　　　　　25
ならう　　　　　　　　700
ならす　　　　　i70～171
ならぶ88～89，249，262，702
　　　・v703
ならべたてる　　　　　236
ならべる　　　　261～262
なりたつ　　　　工9，38，698
なる（成）　24，10馬377，42g
なる（鳴）　33～34，231～232
なれあう　　　　　　　426
南下する　　　　　　272
なんなんとする　　　　678
一に一
にあう
にえかえる
にえる
におい
におう
　　　730
24
152
　　　　　42，　158
　　　　　　　34
34．v35，　37，　492，　660
にがみばしった　　　　676
にぎる　　　　　　　　98
にくむ　　　　　708，720
にげる　　　　　98，708，712
にごる　　　　127，151，695
にじむ
にたつ
につまる
になう
　　　315
二拝する
55，152，381tv382
　　　　　　152
　　　　　　正52
88，　129，　164，　313tv
にらみあわせて
にらみつける
Kらむ
にる（煮）
　　　395tv396
にる（似）　22～24，689，702
　　　N7e3
飯ずる　　　　　　　350
　　　　305
　　　　677
　　　　73e
　　479tv481
157N158，　228
一一ﾊ一
ぬう
ぬかす
ぬかずく
ぬかる
ぬぎすてる
ぬきんでる
ぬぐ
　　　697
ぬくもる
ぬけおちる
ぬけた
ぬげる
ぬすむ
ぬる
ぬるい
ぬるむ
ぬれる
629tv630，　704
　　　4e，　97
　　478tv479
　　151，　428
　　　　　77
　　2e1，　419
76tv78，129，199t－200
　　　　　　36，　51
　　　　　　　127
　　　　　　　676
　　　　　　　151
327tv330，332e－333
　　　495rv496，　704
　　　　　　　412
　　　　　51，152
132N133，　230，　415t“
416
一ね一
ねがう　350～352，　355～356
　　　358，　361
ねころぶ　　　　259～260
ねじこむ　　　　　　　693
ねじる　　70，　91，94，296～297
　　　453，　536
ねじれる　　　　96，249，297
ねたむ　　　　　　　　　425
ねだる　347～348，468～469
ねちがえる　　　　　　424
熱愛する　　　　　　230
ねつく　　　　　　　　425
熱する　　51，320～321，412
　　　414一一415
ねぼける　　　　　　　425
ねむりこける　　　　　424
ねむる　　　　　　　230，697
ねる（寝）　雌2～143，147～
　　　148，259rv260
ねれた　　　　　　　　　676
一一 ﾌ一一一
悩殺する
のかす
のがす
のがれる
のける
のこる
のさばる
野宿する
のせる
のぞく（除）
のぞむ
のたまう
のっける
ののしる
のばす
のびすぎる
のびる
　　　　114
　　　　40
　　　　426
　　　　712
　　4e一一41
24，382N383
　　97t－98
　　　　369
　　129，　732
　　40－v41
　　351，　355
　　　　427
　　　　732
　718tv719
　　　　398
　　　　4ZO
　　　　23N24，　42，　99，　397
　　　399，　410，　509，　616rv62G
のべる（述）　　　　　689
のぼせる　　　257，425，521
のぽりおりする　　　　259
のぼる　21，42，2e4，209～21e
　　　253，　255，　257tv258，　272
　　　286一”287，　311，　401，　424
　　　509，　523tv534
のみすぎる　　　　　　426
のみつぶれる　　　　　475
のむ　　59～60，97，215・V216
　　　322N324，　509，　621N
　　　626，　667
のめる　　　　　　426，732
のりおくれる　　　　　426
のりこむ　　81～82，鍛1，310
のる　　　　210，269～270
索　引（語彙）　747
一は一
倍化する
廃刊する
躍出する
拝する
倍増する
配布する
はいよる
はいる
　　706
　　706
　　706
　　713
　　706
　　723
298，　300
　　　　42，　99，　203tv204，　209
　　　A．210，241，269，　294N
　　　295，374，449，697，712
をまう　142～143，147，148，310
　　　A．311
はえる　　　　　98，三50，428
はおる　　　　129，　402～404
破壊する　　　　　　　706
ばかげた　668，675～676讐6ア8
　　　68e
はがす　　　　　　　76，　79
はかどる　158～159，428，γ王6
　　　tv717
はかなむ
はかる
はぎとる
はく（吐）
　　　216
はく（履）
　　　　425
509，　637－645
　　　ア7～78
61tsy62，215－w
20，　60，　129，　192
195－v197，199
はぐ
はぐくむ
縛する
爆沈する
はぐれる
はげあがる
はげむ
76－v78，129
　　　730
　　　116
　　　706
　　　426
　　　424
　　　　118Av119，46iN462
　 　4S7rv488，673
ばける　　 2G，　10i～102，377
　　　429
はこぶ　 106～107，165～王66
　　　31itv312，　427，　667，　714
｝まじまる　158～160，428，667
はじめる　　　　　　　716
はしゃぐ　　112～113，488～
　　　491
はしょる　　　　154～155
はしる　15，81，98，242－v245
247，　294tv295，　31e－v
311，422，670，　672，674
ク48　　索　　引　（語彙）
　　　680
はじる　　　　　　　　708
はずす　　　　　　　　129
バスする　　　　　　　707
はずむ　　　　　　io8，308
はずれる　　　　　696～697
破損する　　　　　　706
はだける　　　　　　　705
はたらく　115～116，　118，　223
A’224，　334N335，　461tv
463，　487，　5e6，　672
発見する
発散する
発車する
発する
発生する
発明する
はてる
～はてる
罵倒する
はなしあう
はなしかける
はなしだす
はなす（話）
はなす（離）
　　　3GO
はなせる
はなつ
はなれる
　　219・v220
　　　　706
　　　　206
　　　　169
　　　　706
　　　　222
　　158，160
　　　　23e
　　　　718
689，　721　rv722
　　　　693
　　　　206
　　112，　689
21，273，298tv
　　　　676
　　　　169
21，　42，　273，　276
298tv299，697
彪ま｝こカ、む　　　　　　　　　　　　　　　425
はねつける　　　　348～351
はねる　　　　　　108，30S
｝ま｝またく　　　　　　　　　　122，428
をまぶく　　　　　　　　　　　　40～41
はまる　　　　　　　　697
はみだす　　　　49～50，476
はみでる　　　　　　49～50
はむ　　　　　　　　　　427
はむかう　　　　　688～689
はめる　　129，192，194～196
　　　2eo
はやしたてる
早出する
はやめる
はやる（流行）
　　697
はやる（逸）
はらう
　　　236
　　　37e
　　　638
25．v26，428
　　425
盗73～474
ばらす
はらだつ
はらむ
腹をたてる
はりだす
はる
春めく
はれる（晴）
ばれる
反映する
楽壊する
バンクする
反射する
反転する
反復する
385’v386，445tv446
　　　　　　425
　　　　　　113
　179tv180
　321，　705
　704tv705
　　　37
30tv32．　428　　　’
　・161，446
　　　7e6
　　　410
　　　90
　　　705
　　　706
　　　712
一ひ一
H
火
ひあがる
ひいでる
ひえこむ
ひえる
ひかえる
ひかされる
比較する
ひがむ
ひかる
　　　　　　33
　　　　　　36
　　　　43，　428
　　201，　676，　7e7
　　　230，　428
36，230，412層目413
　　　457・v458
　　　　　685
　　　　　7e2
　　　　　425
　　　　33tw34，　90，　152，　228
　　tv231
ひきあげる　　259，291，294
ひきいる　正G6～107，　165，　311
　　・一312
ひきうける
ひきおこす
ひきかえす
ひきかえ（て）
ひきさがる
ひきさげる
　　696
　　25
291，　294
　　677
　　266
　　259
ひきたてる（ひったてる）
　　　　　　165，　345tv346
ひきつる　　　　　　　424
ひきつれる　　　　676，723
ひきぬく　　　　　　　732
ひく（引）　　218～219，249
　　265・v266，284”v285
ひく（弾）
ひくい
びくつく
ひくまる
3，　8，　17e・v171
255，　398N399
　　　　425
　　399N400
ひくめる
庇護する
ひさぐ
ひざまずく
秘す
ひそむ
ひたる
ひっかつぐ
ひっかぶる
ひっくりかえす
ひっくりかえる
　　　148，712
びっくりする　111，719～720
ひっこす　　　　　　　717
ひっこぬく　　　　　732
ひっこむ　265，271～272，287
　　3e3，399～4eエ，695
ひっこめる　　265，271，287
　　303
ひっさげて　　　　　　677
ひったてる→ひきたてる
ひっつかむ　　　　　　731
入　　　　　　　　　　15
ひねこびれた　　　　　676
ひねった　　　　　　　676
ひねる　　70，90～91，94～95
　　296tv297
　　　　7e7
　　729N730
　　115，427
　　478t“479
　　　　113
43erv431，459
　　　　251
371tv373，　706
　　　　731
　　　　732
　　391tv393
　　142rv143
ひびく　　33～34，231～233
ひまどる　　　　　　　426
ひやす　　　　　　413，431
病死する　　　　　310，475
ひらく　　　　　127，704
ひらめく　33，228～231，428
ひるがえる　　　　　　42
ひるむ　　　　　　　　425
ひれふす　　　　　478～479
ひろい　　　　　　　　　399
疲労する　　　　　　712
ひろがる　　　398～399，428
ひろげる　　　　　428，　638
ひろまる　　　　　　　25
ひわれる　　　　　　　475
ひんまがる　363～364，421～
　　　422
ひんまげる　363～364，鶴1～
　　　422，731N732
一v｝N一
ふえる
ふかい
ふかまる
ふかめる
ふかす（吹）
ふきこむ
22ev24，　382，　428，　712
　19，　398tv399
　161，399，428
　　　　19，428
　　　215・v216
172tv174，241．v
　　　242，　5eO
ふきだす　365，438，486，501
　　　506rv508
ふきつのる
ふきまくる
普及する
ふく（吹）
　　　ア04
復元する
ふくむ
ふくらむ
　　　　　236
　　　　　236
　　　　　7e6
31，61・v62，　170
　　　　　　706
　　　　684，　697
42，　le4・vlO5，　377
　　　AJ378，402
ふくれる　　104～105，377～
　　　378，　4e2
ふける（更）
ふける（老）
ふさがる
ふさぐ（塞）
ふざけあう
ふざける
　　37
　　419
42，697
451，699
　　114
　　　　　122，　175tv176，　327
　　　426，　688
ふしくれだった　　　　676
腐食する　　　　　　706
ふす　139，142～143，147，25g
ふせぐ　　　　　　57～58
ぶつ　　　　　　　　　　110，239～240
復活する　　　　　　706
ぶつかる　　30，42，183～王84
　　　237tv238，　441，　693，　702
　　　．v7e3
復IBする
ぶつける
復興する
ふてくさる
ふとい
ふとる
　　706
238”一239
　　706
　　425
　　399
　　　　104NIO5，377N378
　　　382，　399，　402，　695，　707
ふぶく　　　　　　　　31
ふみこむ　241，266～267，310
　　　449tv450，673，706
ふむ　　　　　　　91，98，126～127
ふやす
ぶらさがる
ぶらさげる
ふらつく
ぶりかえす
　　　428
ふりしきる
ふる（降）
　　382，　428
　　　91tv93
　　　　93
　　108tvlO9
158，420・v421
　　　　　236
30tv31，42，53－v
54，83rv84，　86，　162・v
163，　258，　301，　361・v362
ふる（振）
ふるいたつ
ふるいつく
ふるえあがる
ふるえる
ふるびる
ふるぼける
ふるまう
ふれる（触）
　　　712
ふんがいする
分解する
紛糾する
紛失する
畷出する
ぶんぞりかえる
ふんぞる
文通する
ぶんなぐる
　　　24e，731
分配する
分離する
316・v319，　673
　　　　521
　　　　679
　　230，　425
　　　42，　715
　　　　731
　　　　731
324－v326，　699
42，237tv238
　　　　179
　　　　706
　　　　726
　706tv712
　　　　7e6
　　　8，482
　　　　483
　　　　702
230，　236，　239
一へ一
夕醗する
閉口する
平行する
閉鎖する
併用する
並立する
へこむ
　　　389
へだたる
へだてる
へたばる
へつらう
へらす
へる（減）
変化する
723
706
　　　　　　730
　　　　　　720
　　　　　　7e2
　　　724“一725
　　　　　　7e3
　　　　　　702
42，　249，　270一“271
　　　　　　273
　　　　　　273
　　　　230，　425
　　　　　　499
　　　　　　128
　　　　　　24
1el，　377，　429t－430
索　引（語彙）　749
返還する
返却する
変形する
変ずる
　　　430，　706
返答する
7i1
711
706
24，　lel，　377，　429tv
一ほ一一
722
放棄する
忘知する
崩御する
ほうける
亡失する
ほうじる（焙）
崩ずる
訪Eする
ほうむる
　　　457
訪問する
ほうりだす
ほえる
　　　125，　235
捕獲する
撲殺する
ほぐす
ほくそえむ
728tv729
　　71正
　　114
　　425
　　706
　　156
114，427
　　286
11G．vlll，456e“
　　　　　　713
　　　　　　728
14，　16，　18rv19，　122
　　　　711
　　　　310
　　　　198
97，365ev366
438，　486，　501・v502，　5e6
508
　　　　　　　　　　　685
　　　　　　　　　　　272
　　　　　128，371，373，706
　　　　　　　　　　　427
ほっつきあるく　　49崔～495
1まつつく　　29盗～295，426，494
　　　rv495
勃発する　　　　　　249
没落する　　　　　　119
ほてる　　　　　　　　　424
ほどく　　　　　　198～199
ほこる　　　　　　　　　708
ほころばす　　　　　　128
ほざく　　　　　　　　97
補佐する　　　　　　　　71｛｝
募集する　　　444～445，671
保証する　　　　　　　350
補助する　　　　　　727
ほす　　　　　　224～228
ほそる　　105～106，399，4⑰1
　　　707
ほだされる
北航する
没する
残する
750　　索　　弓1（語彙）
ほどこす　　　　　　185
ほとばしる　54～55，230，236
　　　237，362tv363
ほほえむ　　365～366、438～
　　　439，　486，　5eltvse2，　506
　　　．vses
ほめる　　350，499，676，708
ほりだす　　　　　　　707
ぼる　　　　　　　　498～499
ほれる　　　　　　693，697
ほろびる　100，　120～121，222
　　　rv223，712
ほろぶ　　　　　　　　　121
ほろぼす　25，101，12i～122
一ま一
まいこむ
まがう
まかす
まかせる
まがりくねった
まかりまちがうと
まがる
310
678
697
350
676
677
　　　　67・v68，　75，　268N269
　　　297，　307tv308，　363tv
　　　364，　376，　388N3S9，　421
　　　tv422，677N688
まく　　（巻）　　　　　　　　　　　　　196
まくしたてる　176，　233，　235
　　　339・“w341
まくる　　71～72，154～155
～まくる　　　　236，305
まける　　691，697，717～718
まげる　　　66，　128，　140～142
　　　267tv268，　296，　363N
　　　364，　388，　421tv422，　731
　　　tv732
まさる　　　　201，691，695
まざる　　　　　　　689，702
まします　　　　　　　427
まじめくさった　　　　676
まじる　　　　　　　　24
まじわる
ます
ませる
まぜる
摩損する
またぐ
まちあぐむ
まちがえる
702N703，　713
　24，　382，　7e4
114，　676，　678
　　　　156
　　　　475
　　　　　98
　　　　425
　　　　703
まちかねる
まちくたびれる
まつ
まとう
まどう
まとまる
まどろむ
まなぶ
まにあう
まぬがれる
まねる
まばたく
まみえる
まみれる
摩滅する
まもる
まよう
まわす
　　　536
まわりくねった
まわる
　　426
　　475
　22，　98
　　129
　　425
　　　24
　　230
700A．701
　　　24
　　426
　　713
　　424
　　427
　　426
　　712
　　708
　　425
91，　94A．95，　163，　296
　　　676
96，　163，　297
一み一一一
みあげた
みあたる
みいだす
　　　684
みうしなう
みえすいた
みえる
　　　663
みがく
みかける
みかねる
望
みくびる
みこもる
　　　　　676
　25，　681　tv682
219tv220，683t一一
426
676
229，　654，　659，　662A．
水ぎわだった
みせる
みたす
みちびく
みちる
155，　454・v455
　　439tv440
　　　　426
　　　　251
　　　　425
　　113，　424
　　　　676
424，　673，　700
　　　52Av53，　202，　382
　　　　　　　　697
　51N52，　80，　375，　382
7e3N704
みつかる
みつける
みつめる
みてとる
みとめる
みなぎる
　　　　　25
219N220，　684
479N481，719
　　　　　426
　　　　　219
51N52，　8e，　152
　　　375
みなす
穿につける
みのがす
みのる
みまう
みまこう
みまわる
耳なれた
みる
　　350
　　195
　　426
149，　428
466’一468
　　678
723N724
　　676
　326．w327，439tw440
654N663，　677，　684，　700
一一一ﾞ一一
むかう　203～204，207～209
　　　272　．v　273，　277　t一　279
　　　281tv282
むかえる　　　　　　22，708
むかつく　　　　　　　425
むく　　（剥）　　　　　　　76，79，128
むく　　（向）　　　277～279，28正～
　　　283，　424
むくむ
むける（向）
むさぼる
むしかえす
むしりすてる
むしりとりあう
むしる
むす（生）
むす（蒸）
むすびつける
むすぶ
むせぶ
むせる
むだづかいする
　　4e2，　424
276・v277，　677
126tv127，425
497，　503・vse4
　　　　　78
むつかる（むずかる）
むらがる　8，81，85，】LO7～108
　　　112，　409　tv　410，　437・v
　　　438，459，46ユ，49ア
むれる（群）　8，81，85，旦07
　　　AJIO8，　112，　410，　437
　　　459，　461，　497
　　　78
76，　78N79
　　　15e
　　　36
　　　188
186tv189
　　　425
　　　424
　　　493
　　　425
一一一ﾟ一
命ずる　　337～338，　351，　354
　　　．v355
酩酎する　　　　　　713
めいる　　　　　　　　425
命令する　337，351，354～355
めがけて　　　　　676～677
めぐむ（恵）　　　　185
めぐりあう　　183～184，426
　　　｛k！1，　730．v731
めくる　　71．～72，　154～155
めざす　　　　　207～208
めざめる　　　　　　　697
めしあがる　　　　59，97
めしかかえる　　　337，378
めす　　　　　　　　59～60
滅する　　　　　　706
滅亡する　　　　　　712
めとる　　　　　　　　697
めばえる　　　　　　　149
めんくらう　　　　　　425
（～に）免じて　　　　　677
函する　　　　277～278，280
一も一
もうかる　　　　　　335，426
もうける　　334～335，498～
　　499
もうしあげる　　　　　185
もうしこむ　　 353，693，708
もえたっ　　　　　　　236
もえっくす　　　　　410
もえる（燃）　35，37，151，　212
　　・v214，　410，　423
もえる（莇）
もがく
黙する
もぐる
もす
もだえる
もたげる
もだす
もたらす
もたれかかる
もたれる
もちあがる
もちあげる
もちあつかう
もちあわせた
もちいる
もちくずす
もちなおす
もちはこぶ
もつ
もって
149N150，　428
　　　　　98
　　　　427
269，　371，　373
　　　　214
　　　　425
　　三29～130
　　　　427
165tv166，711
　　181，　484
i81，　G84・v485，　7e6
　　　96
129N131
　　427
　　676
　　713
　　426
42eN421
　　427
　　711
　　677
もっていく　　　　　　i65
もつてくる　　三65，166，711
もつれる　42，191～192，726
もてあます　　　　　425
もてなす　　　324～326，699
もどす　　　　　　　61～62
もとつく　　　　　　　428
もとめる　　　　216tv217，　339，　351
　　356N359，　361，　468t・v
　　472，　693
もどる　275，29ま～294，420～
　　421
ものいう
ものなれた
模倣する
もやす
もよおす
もらう
678
676
713
214
424
　　185，　335n」336，　350
4e8，　409，　693，　698N699
708
もらす
もりあがる
もりあげる
もる（漏）
もれる
　　　　128
96，　27Ctv271
　　　　27e
　　374tv375
362，　374’v375
一や一
施殺する
薬殺する
撹する
約する
約束する
役だつ
やけだされる
やけつく
やく
　　31e
　　310
　　127
　　689
689，　7e2
　　24
　　426
　　428
　　　71，　156tv157，　214’v215
　　　319N320
やける　　 35～37，212～215
やしなう　　　　　　167～168
やすむ　497～498，710～711
やせほそる　　　　　　424
やせる　　105～106，401，695
やってくる　　　　　　30
やとう　　　22，337，378～379
やにさがる　　　　　　425
やぶる　20講7～48，64，75～
　　　76，　383，　697
やぶれる　　　　　20，717
山ごもりする　　　　　369
索　　引　（語彙）　　75ヱ
やみほうける　　　　　425
やむ（止）　30，34，158～159
　　　428，504・v506
やる　　165～正66，185，312～
　　　313，　350，　405tv407，　473
　　　tv474，　693，　698，　70e
　　　708
やわらぐ　　　　　　　16正
一ゆ一
ゆう　　　　　 186～187，189
融解する　　　　　　　706
融合する　　　　　　706
1ip　ht　tr　42，　363一一365，　389－v
　　　39e，　421nv422，　492，　728
ゆがめる　玉28，135～137，363
　　　rv364，　385．v386，　421
　　　・v422，　483”v484，　728
雪　　　　　　　30～31
ゆきあう一〉いきあう
ゆきちがう→いきちがう
ゆきつく→いきつく
ゆきづまる→いきづまる
雪やけする　　　　　　475
ゆきわたる→いきわたる
ゆく→いく
湯ざめする　　　　　　475
ゆすぶる
ゆする
　　　468
ゆずる
ゆだる
ゆでる
ゆらぐ
　　316r－319
316rv3i9，　347
693
158
　157－v158，　395nv395
　　72－w74，108rvlO9
236，　475
ゆらめく
ゆるす
ゆるむ
ゆれる
72－w74，　236，　175
　　　　350，　693
　　　　42，　695
42，　72rv74，　90，　99
　　　IOS一”109，　236，　475－v
　　　476
ゆわえつける　　　　　188
ゆわえる　　　186，188～190
ゆわく　　　　　　186，　189
一よ一
溶解する　　　　　　706
要求する　351，　353～354，357
　　　fi”359，　361
752　索　引（事項）
擁する　　　　　　　427
要請する　　　351，353，356
天折する　　　　　　114
要望する　351，353，356，358
浴する　　　　　　　　129
よくばる　　　　　　　　425
よこぎる　　　　　208～209
よこす　165～166，312～313
　　　700
よごす
よこたわる
　　259N260
　　684，　727
142N143，　147
よごれる　　42～43，684，727
よじのぼる　　　　　　259
よじる（涙）　　　　94，296
よじれる　　　　　96，297
よせつける　　　　　　682
よせる 　2王，8ユ，2ユ8～219，273
3e2，　343tv344，　677，　704
よそおう
よだつ
よっぱらう
よどむ
世なれた
夜にげする
世ばなれた
よびとめる
よぶ
よみあやまる
よみかかる
よみかける
よみきる
よみさす
よみはじめる
よむ
　　129
128，　679
425，　713
　　152
　　676
　　370
　　676
　　22
　　22
　　426
　　427
　　427
　　427
　　427
206，　427
　15，　112，　422，　427，　509
646A”654，　666，　68e，　694
よりかかる
よりすがる
よりそう
　　7e2
よりつく
よる（寄）
　　20，　181，　484
　　　　　689
88N89，　689，　693
　　　　682
21，　273’v275
302，　343，　345
よる（撚）
よう砂る
よろこぶ
よろめく
よわまる
　　　　69
　　　　108
111，　425，　490
　1e8tvllO
　　　　161
一り一　㎜
来場する
来店する
来Nする
落命する
落下する
　　　　286
　　　　286
　　　　286
　　　　493
258，715．v716
一り・る一
離Eする
離別する
略す
掠奪する
流出する
離陸する
類する
　　286
702rv703
　　　ae
　　712
713・v714
　　206
　　　24
一一鼈鼈
冷却する
零落する
較死する
列する
連結する
連合する
連立する
一ろ一一
漏洩する
聾する
朗読する
露出する
一あ一一
706
119
310
427
7e3
702
7e2
7e6
679
349
706
一わ一一一
　　　　　　　　　　　425
　　　　　　　　　　　350
　　　　176tv177，　233ev234
　　　339rv341
わらう　365～366，422，438～
　　　439，　486，　501t－502，　506
　　　tv508
わりきれる　　　　　681
わりこむ　　　　　　　31e
わる　47～48，　64～65，75～76
　　　383・v384，　668，　713
悪あがきする　　　　493
わるびれる　　　　　681
われる　　　　　　　　668
歪曲する　　　　　728，　730
わかがえる　　　　114，424
わかやぐ　　　　　　　114
わかる　　　　　　　　426
わかれる　85～86，702～7e3
わきかえる　　　　　152
わきたつ　　　　　　　236
わく　　　　　　152，428
わずらう　　　　　　　424
わずらわす　　　　　　426
わすれる　　　　　697，7蕊
わだかまる　　　　502～503
わたす　　　　185，405，40τ
わたりあう　　　　688～689
わたる　207～209，294～295
　　　311
わななく
わびる
わめく
事項索引
相手　117，165，　168～169，王74
　　　t’一186，　217，　266，　277
　　　329tv330，　338，　342．w
　　　348，　352N353，　355N
　　　357，　359・v361，　378．v
　　　380，　423，　442tv448，　464
　　　N465，46S，470，　479－v
　　　48L・，　484A．485．　673，　684
　　　N685，　694
相手の意図　　183，422～448
味　　　　　　　　　55
アスペクト　　202，　438，　675，
　　68etv681，683tv684
アスペクト的性質　2θ3～205
籍しい意味
あと要素
雨
あり場所
一い一一
　　225
188，　683
86，163
227，　369
冨いかえ
いきおい
意義素
いきもの
　　　　　　19
　230，235rv242
　　　　　240
22，　98”v149，　151
???
意識
意識的
意志形
意志的
意志的動作
意志動詞
164A．169，　175，　443，　535
　　　　　　　　199
93，　220，　312，　329tv33e
350，　355，　422tv423，　427
437，　443tv445，　447N
448
　　　　　　　　589
　　　　　　　　177
　　　　　　　　425
　　　　　　　　489
　　　25，　283，　422，　525
　　　423rv425，　427tv
428
位羅
市河三喜
1次元
1段活用
位羅変化
一般化
意図
???
移動動詞
移動の距離
糸状のもの
意図的行為
　39e，　397rv4el
　　　　　　5
　389tv390，399
　　　297，　668
96，　208，　512，　526
　　　　　729
72，　202，　241fv242，　361
422t－475
　　　　　　　　24
　21，　34，　39，　42，　54，　56
106，　i49，　16e，　2G3一”211
215，219，　243，　282，　286
371，　4e7tv4e8，　465，　607
．v608
　　2e5，　245A」246，　249
29正
　　　　　　　　292
　　　　　　　　186
　　　429tv436，　440N
442，　500
犬
意味記述
意味的カテゴリー
意味（的）特徴
　　　18，　2e2
　　125
　　　1
　18，　106
4，　14rv15
意味的派生　　　i6，353，512
意味的分類　　　　　22，　687
意味の構造　　　　　　　6
意味の体系　　　　　　1，4
意味の派生関係　　　　561
意味鱒囲　　　99，709～710，712
意味分野　　　　　　　17
意味分類体辞典　　　　687
意味論　　1，2，4，18～19，665
　　　672
衣類　　　　　　　　　　192，194，199
異例　　　　　　　　　　　　　182，212
いれもの　　　　　　　704
岩波国語辞典　　3，28～29，64
　　82，94，　172，　181，　216
　　　224，　237，　247，　254，264
　　　284，286，314，　316，　329
　　　34etv341，　344，　346，　368
　　　374，　386，　434，　440，　446
　　　454，　457tv458，　479，　670
　　　710tv711
岩波文庫本　　　　180，307
囲果関係　　　　　　24，　332
nyﾂ一　㎜
「～う」（「～しよう」）　437
　　　557
受をナ身　　　　le7，178～179，181
　　　426，　635，667，　685，　692
　　　698
受け身的な意味
受け身文
うごき
有情物
打消し
「～うとJ?
二二
一K一
　　25
693，　699
　　2e2
　　422
　　27
　　463
　　125
　　21
液体　49，50～62，86～87，151
　　　N152，211，　216，　3eltv
　　　302，　322．v323，　361．v
　　　362，　37etv374，　381，　551
　　　N553，　621
一お一
大きさ　　　　　67～72
大野習　　　　　　　　525
奥田靖雄　　　　　687，704
お茶の水女子大生についての
　調査　　　13，28，55，58，81，85
　　　1eO，109，122，124，　151
　　　155，165，167，172，　175
　　　192，227，264，274，　413
　　　456，　479
音　　33～3峯，52，231～235，519
　　　544
おなじ意味　　　　　　52
おもさ　　　　　　72～74
丑日
?
度温
索　　引　（事項）　　758
一一一ｩ一
「～が」→「が」格
　　16
36，　255
下位
下位概念
　　319
下位諮
醐始
回数
　　　　　16
44，　56N57，　206
　　　17，　19
　　　　203
229，　305tv310
改造武豊現代臼本文学全集
　　　179，254，300，374
二二云　　　　　　　　　　　　　　296～297
外来語　　　　　　　　725
会二丁　　　　　　　　　 336，360，457
rh；」　格　（「～ヵt」）　　　36，478
　　657
科学説明文　　　　　　　11
書きことば　　　　　　　709
可逆白ミi　690～691，697，700～
　　　702
格
格助詞
角疲
影
雅語
風
かたち
　　　　　　679
　　　　　　王63
　　　　　　142
　　　　　　　73
　　　　715，　728
　　　　　　　74
46N49，62・v67，93
　　　　144，　426，　439，　511
　　527，　615，　698
髪　　　　　　　　　　132
「から：格（「～から」）　163
　　　2e5，　211，　535，　564tv565
　　　574　．v　575，　583　・v　586
　　　589ev59．　1，　594，　600N
　　　186，　191
形の変化　　　　96，　512，　526
楽器　　　　　　3，　17e～171
学校文法　　　　　666，675
落用　　　　　　　　　441
活用形　　　　　　441，　675
過程（プロセス）　　202，222
　　　一”223，　233
カテゴリー　　　　675，680
可動性の対象物　　　　24i
角Jli国語辞典　　　246，　314
かながき　　　　　　　　111
可能　　　　　　　　　439
可能動詞
754　　索　　引　（箏項）
　　　601，604，6：3，　674，　687
　　　693
からだ　42，951，58，195，277
　　　N278
からだ全体　　　　139～140
からだの部分　46，　65，　75，98
　　　106，　109，　111，　125N149
　　　155，　191N192，　196，　198
　　　20e，　276N277，　318，　536
∫li上，　∫il下　　　　　　　286～287
感覚　　　　　　　　　230
感彦謹動言司　　127，654～664，684
環境　　　　　　369～376
関係　　　　　　　　　　24
関係の変化　　　　　　　42
漢語　164，230，272，286，351
　　　355tv358，410，　475，　7e5
漢語語幹　　　　　　　705
漢語（サ変）動詞　248，　259
　　　31e，　725
漠掌　　　　62，224，314，347，355
　　　372，　384．v385，　460，　51e
漢宇の使いわけ　　　　195
感情　　　81，112～113，181，230
　　　234，　472，　732
感情的意味　　　　　　690
間接自的語　　　　　　　工74
完全分離　　　　　384～385
換ゆ　127，135，281，411，5θ7
慣用　　　　　　　　　542
慣用句（的表現）　59，　61・V
　　　62，　73，　84，　le3tvle4
　　　127，　135，　137，　149，　154
　　　169，　18e，　200，　223，　232
　　　256，　277，　281，　31e，　361
　　　365，398，408，　462，　493
　　　497，507，512，514tv515
　　　527　tv　529，　531　一v　533
　　　537，　539tv540，　542・v
　　　543，　545，　548A」550，　56e
　　　563，　566，　569，　573，　576
　　　N577，　581，　586，　588
　　　593，598，603，　609，　611
　　　614tv615，　622，　627，　631
　　　633tv637，　641，　643，　651
　　　N652，　678tv679，　686
　　　691，　729
慣用句化　　　　　　　　259
慣用句性　　　　　　　680
慣用的な文脈
完了
＿を＿　　N
730
226
言己述言語　　　　　　　16
記述的　　　　　　　　　1
言己国法　　　　　　　　　　14～15，17
基鶏　　201，205，382～383，389
基ま聾♂点　　　　　21，272～286，288
　　　29e，　299N300，　3e3
気象　　　　　　　30～33
ぎ磁化　　15，22，97，108，110
　　　112，　131，　164，　167，　185
　　　369，　423，　428，　465，　532
ぎ人的な表現　　　　　433
季節　　　　　　　36～37
気血　　　50～62，151，3ア0～371
　　　416，　551，　621
り轟｝着点　　　212，227，256》54工～
　　　542，613，640
基点　　　　　　　　　298
規範的　　　　　　　　　1
希望　　217，220，353，422～423
　　　437，443，445tv446
基本形　　　　　　　　678
基本語　　　　　　　　19
基本的意味　15，64，253～254
　　　261，　263
基本的な方向　　　255，　262
気もち　39，112，118，138，234
　　　247N248，　343，　466，　475
　　　478・一491
着もの　　　　　194，　196
共同　　　　　　　88～89
距離　　　211，229，253，293，297
　　．v3e5，　715
禁止
金属
近代語
金田一春彦
　425一一426
　　　　151
　　　　　6
487，　578，　683
一く一一
空闘
窒闘性
塞問的な方向
具体性
具体的
具体的動作
具体物
584
589
250
515
　183，　19e，　196，　305
　　　　　　33e
23，　39N40，　100，　502
具体名詞　9，52，516，518，542
　　　561，582，699
国広哲豚　　　　　　240，　395
くり返し　　　　　　204
群簗　　　　　　　　　49
一け一
形式
形式順義
形式上の特徴
形式的鶉晒
形式名詞
形象｛生
形象的表現
継続
継続動詞
形態禁
敬意　　　　　　　478，493
経過　　　　　203～204，207～2θ8
　　　218nJ22S，300，311，364
　　　510，513，520，　525，　535
　　　552，　564，　571
日過点　　204～205，207，　311
敬語　　　　　59～60，96，185，427
　　　549
傾向　　　　　72，83～85，106，110
　　　121，137，153，　162，　165
　　　178，　181N182，　205，　264
　　　3e7，309，　317，　319，　396
　　　456，　483，　717
　　　189，203，205，211，668
9，　18ts．19
204・v2es
　　　l8
275，　293
　　352
729rv73e
　　226
　　　　　203tv205，　2e8，　683
　　　　　　　　　　　666
形態論的カテゴリー一　679～
　　　68e
形態論的性質　　6¢6，675，679
　　　N686
形態論的な鯛限　　　　679
軽べつ　60，97，122，168，485
　　　497
経由　　　　　　　　　　526
詩賦…，点　　　　 523，525，535，564
　　　566
形容言司　　　　161，255，398～399
　　　412，417，638，　669，　679
　　　681
形容動詞　　　　　669，679
系列　　　　　　　160，183
けだもの　　　　　　　144
回目　　　　35，45，47，78～79，94
　　　187，　200，　202．v204，　206
　　　208N209，　218　ts・　22S
　　　23e，　300，　321，　32etv321
　　　334，　363，　376rv422，　437
　　　442，454，　463，　480，　490
　　　510，513，516，　520，　525
　　　N526，　535，　552，　556
　　　564，　571，　652
結合　　　　　　186～188
｝ナむり　　　　　　　　　　　　　　35，74
原霞　　　35，49，180，310，485～
　　　491
言海　　　　　　　　　626
原形　　　　　　　　　531
言語意識　　　　　　　3，13
言語活動　　4～5，112，176，179
　　　277，　337tv341，　350，　447
言語活動の動詞　　”235
言語行動
言語作品
言語的条件
現在
顕在化
環荻形
現実
現象
　　　　　3
　　　　1，7
　669rv670
　　　　680
　　　　518
207，　209，　349
　　　　　8
　　　　33．v34，　37，　54，　159．v
　　　160，　380・v382，　585tv
　　　586，　657，　662．v663
現代かなつかい　　　　　9
現代語　　　　 1，6，108，150，162
　　　487
『現代雑誌九十種の用語用
　字』　　　　　　　12，628
現代臼本語　　　　　　4，7
現代日本文学全集→改造祇
現代表記　　　　　　　　9
一こ一
語レ、的意味　　　 203，665～666
　　　668tv67a，　681
語い的手段　　　　　　202
語い的条件　　669～670，686
語》、的｛髪珪限　　　　　　　　　　　　679
語い的なむすびつき　　687
語レ、的文脈　　　　　　　670～671
語レ｝論　　　　　　　　　　　219，350
口語文　　　　　　　　　　　　6，544
広辞苑　28，44，94，183，242～
　　　243，　316，　325，　333，　34e
　　　．“342，　374
広辞苑（第1版）　82，90，366
　　　449
広辞苑（第2版）　82，91，264
　　367，449rv450
合成語　　　　　　　　493
構成要素　　　　　　　　493
光線　　　　　　　　　58
講談社圏語辞典　　　　3，246
そ麦置言翔　　　　　　　　　　　603，67？
肯定　　　　　　　　　682
肯定形　　　　　　　　681
轡定露勺文脈　　　　　　　　　　　682
撃｝定表現　　　　　　　　　　　　　696
公的なこと　　　　　　716
行動　　　　　　　217，475
構文　　　　　　　223，496
溝文機能　　　　　689～708
構文論　　　　　　　　686
構文論的性質　666，675，686
　　　rv7e8
国巡研究所　　　　　　488
国語辞典→辞典
園立園語研究所年報　　　12
譲｝ヲ彦…　　　7，666，669～670，679
　　　683
語構成要素
語構成論
語根
語種
飼入
固体
164，　230
　　666
　　700
351，　725
　　166
　　　5eN62，　64，　98，　216，　322
　　　362，　370．v373，　416，　553
　　　621
偲体　　　　　　　　　121
5段活爾　　　　　　　　　　297，668
誇張　　　　　　　　　50
こと　 23～26，30～41，158～
　　　163，　172N175，　585
ことがら　　　　 183～184
子ども　　　　　　　　　168
「（だれだれの）ことを」180
個物　　　　　　　49～50
個別的な表現　　　　197，　656
固有名詞　　　　　　　28
言呉属目　　　　　　2，7，137，421，485
一さ一
再帰動詞
材料
作晶
　　　　431
158，　190，　612
　　　5，　612
　　　索　　引　（事」；頁）　755
さそいかけ　　　　422～423
雑誌90種の用例（資料）！10
　　　292，488，51e，　522，　524
　　　534・v535，　551，　556一・u
　　　557，　562tv563，　606，　616
　　　620，626，637，　646，　654
　　　681
サ変動調
左図
作用
3次元
三省堂国語辞典
三省堂新困語中辞典
　　　247
475，705
263・v264
　34，　42
389，　399
164，　247
　　181
一L一
使役　128｝432～433，628，684
　　　rv685，70e
辞海　　　　　　　　　　3
次光　　　　　　　62～67
葺時｝亥目　　　　　　　　　　　　　36～37
示差的（弁甥的）特徴　　16
辞書→辞典
姿勢　　　　　　42，142～149，198
自然現象　　83，110，132，15オ
　　　！62，　231，　344，　428，　477
自然な表現
自然物
シソーラス
持続態
　　　　197
151tv152，397
　　　　687
　　　　226
「～した」→「～た」
「～したい」→「～たい」
親しみ　　　　　　　　122
質　　　　　　　　46～SO
実質的意味　　　　　　672
実質的側面　　　　　　　18
実体　　　　　　　　　　612，638，662
植園のないもの　　　　　73
質的変イヒ　　　　　　　　　　　　　618
実例　　　　　　　　　　　　　　183，王87
「～してある」→「～てある」
「～している」→「～ている」??? 　　716，721，723rv724
　1tv4，　8，　19，　28，　38，　41
44ts．45，53tv54，82，　91
94，100，102，　109，　112
124，i29，131，149，　155
164，177，181t’“182，216
224，　237，　241　rv242，　244
756　　索　　引　（事項）
　　　N246，264，277，　284N
　　　285，　308・v3e9，　313rv
　　　314，　316N317，　319，　323
　　　325　e“　326，　328　tv　329
　　　333，34e，344，346，　365
　　　368，　392rv393，　402，　404
　　　433，448，452，454，　456
　　　463．　473．　481一一483．　487
　　　　1　一r　ul　一v一　一一vl
　　　rw488，　492，　508，　510
　　　536，542tv543，545，552
　　　557，626，641，67e，　674
　　　fi」675，　7egtv710，　717
自動霊司　　2，20，27，52，　63，　65
　　　81．v82，　93tv94，　96，　101
　　　107，121，132，149，　158
　　　164，210，214，223，　228
　　　238，　257，　262，　267tw268
　　　277，283，297，321，　325
　　　335，34e，368，373，　382
　　　391，398，411，413，　415
　　　428，431，433，448，　450
　　　458，　484，　487tv488，　535
　　　544，574，607，615，　628
　　　64E　，　654t一一．656，　658，　667
　　　fi」668，　674，　684，　692
　　　70e，　704rv7e6，　728
示嗣的包橋的な特徴
地の文
自発
〈しばられた〉意味
自分
　　　2ee
歓会
社会現象
16
336
439
246
77，128．v129，135，141
　　　　　　　　584
　　25rv26，120tv121
162，330es．331，381，418
428，　717，　724・v726
社会情勢
社会的な活動
社会的な関係
被会的な変化
捨象
習償的な表現
終止法
修飾語
　　　　161
　　　　112
　　　　602
　　褒05～410
　　　　511
　　　　264
531，680．v681
　　　　　8，31，127，134，187
　　　221，　223rv224，　346，　348
　　　415，52e，660
集E目　　　　　　　　　117～122，166
自由な意味　　246，528～529
　　　543
終了　　　　　　　　　203
主言蕎　　　　8，21，23，30～32，137
　　181，189，212，312，　451
　　　528，　692，　703
主入間　　　　　　288～289
主体　　20，21～i63，163～164
　　167，182，185，192，　198
　　　202ev203，　210，　217，　279
　　　285，　3e2，　306，　341　tv343
　　　3 0，369，371，375，　377
　　 29”v442，　465，　470．v
　　　471，　474，　478・v490，　511
　　　516，　523，530，535，542
　　556，　56e，615，634，654
　　659，　695，704，707，732
手段　　　38，60～6i，107，189～
　　　19e，　202，　21　8，　224ev225
　　227，　259，　31eev341，　434
　　464，　475，　498，　652
出現　　　　　　　529，553
述語　　　　　　　　　676
と葛多盗　　　　　　　　　203～207，209
出発点　204～206，211～212
　　　232，　259，　29etv294，　301
　　　311，535，547，564，　566
　　　tv567，569rv570，574ts．
　　　575，613，674
瞬間動詞　　203～206，208，578
　　　683
「～しよう」→・「’～う」
上位　　　　　　17，347，489
上位下位　　　4，14，18，690
上位概念　　　　54～55，216、268
　　　453，　67正
上位言吾　　王6～正7，45，171，　2正4
　　　326，374，434，446，　457
　　　463，46ア
消極的
上下
上下関係
条件
条件語
状態
　　　　　　306
　　　　249・v263
　　185，354tv355
2e2，　669，　679．v680
　　　　　　677
状態詞
状態性
状態的な意味
38，　41，　92，　96，　142，　2e2
2e6，382，398，　4e4，419
511，556．v557，573，587
643．v644，　657，　677
　676tv678，68eN681
　　　　　　24，　228
　　　　　68，　211，　299
状態動詞　　　　　　677，681，683
状態の表現　94，531，695，697
状態変イヒ　　42，188～189，　192
　　　200，211，3i！，516，　518
　　　529，540tv541，573，582
　　　593，　607N608
象徴
象徴的表現
象徴的用法
消滅
雀略
植物
???
　　121，　138
　　528，　580
　　536，　618
222・v223，　4el
　　　　　31
助動詞
所有関係
所有権（の移動）
???
　73，　97，　105rvlO6，　109
113，　149N151，　164，　418
28，616
　　　　　　　　666
　　　　　　　　113
　　　　　　　　666
　　　　　　　　60正
　　　　　　183，　33e
N・331，336，　405・v409
　　　　　　5N7，　9
　160，　203rv204，　206tv
2e7
進行中
旧辞源
薪選国語辞典
人体
新潮国語辞典
　2e8tv210
245，　314，　316
　　164，　246
　　　　278
　28，　82，　241
247，　267，　284，　367
新版広辞林
神仏
心理環象
心理状態
心理的な生理現象
款和英大辞典
　　　　164
　　　　183
424N425，　726
　　　　5e6
　　　　424
1e9，112，325
一す一
随意的な文法現象　　　674
数　　　　　　　　　　　　20，49，80～86
数量　　　　　　　80～90
鈴木重幸　　　　　　　35e
一せ一一
性　　　　　　　　　　113
生産　　518～519、527，544，546
　　　A．547
生産的な意味　　　　　　61
生産物　151～153、169～172
　　　612
｛≦…質　　　　 23～24，41，202，588
　　　638，66正～663，677
精神群現象　　　25，97，104，120～
　　　121，161，418，502，719
　　　727
精神状態　　29，105，138，162
　　　179，　503，　SO6rv507，　521
精神的な事実　　　　52，103
正当な用法　　　　　53，le8
製品　　　　　　　　1go
生物　　　　46，97～15王、428
生物以外　　　　　　　　　151～158
成分　　　　　　　16～17
成分分析　　　　　　16～17
生理現象　97，工62，378，424～
　　　425．　718　　　　’生理的な変化　　　401～402
生理的・物理的な現象　331
世界大百科辞典　　　　156
積極的　　　　　　　　306
接罵語的　　　　　　　425
接尾的要聾ξ　　　　236，410，684
　　　701
説明文
線
前後
線状のもの
全体
　　　681
389rv390
265e－269
66，　70，　151
43，　45tv46，　49，　9erv96
126A．127，　132，　190，　612
一そ一一
相互移行　　　　　　　219
総合雑誌　　　　　488，681
相互闘係　　　　　　　219
｛谷語　　　　40，482，494，7⑪9，715
　　　731N732
属性　　　43，202，530，585，612
　　　678，　7e7
速度（→はやさ）
　　　235，　311
側面
素材
絃織
　　　159
存在の動詞
211．　229　’
23tv24
　612
115tv116，117・v122
一た一
295，　369
「～た」　（「～した」）　　226
　　382，　552，　667，　674－w678
「～たい」
　　　437
対応
待遇表現
体言
体言化
（「～したい」）
体雷的カテゴリー
第3者
対象
対象言語
対称的
199，　200，　214
　　　　60
　　　　543
　　　　543
　　　　679
　　446，　471
2e，　27A．29，　38rv41，　44
N46，　49，　52，　56tv57，　59
tv62，　65N67，　71e“72
75tv79，84rv87，89．v90
94，113，116，　130N131
134，　137N138，　140tv
141，151，156，158N159
163　tv　201，　213　．v　219
254，　275，　282，　312tv313
320N323，　383，　393，　434
443，　445，　453tv454，　457
459．v461，　466，　472，　478
543，556，607，612，　621
646，　654，　660，　662．v663
667，684，710
　　　　　　　　16
　　69e．v691，　693，　699
70i
対象的意味
対人関係
対人的
体積
態度
　　690
574，　590
177tv178
　　105
　　　181，242，247tv248，313
　　　341tv361，　49e
大fi本図書国語辞典　　181
　　　246
第4種別動詞　　　　　　578
対立　18，202，215，218～219
　　　725
高橋太郎　　　　　　　　128
多義語　　　2，15，203，509～510
　　　612，　673，　678，　710N711
　　　727
多義性　　　　　　　　205
多義的　　　　　　　206
武部良明　　　　　　　683
正しい用法→正当な用法
他動詞　2，20～21，25，44｝52
　　　82，96，　149，　158，　164
　　　2e5，21e，218，　223，228
　　　238，257，262，　267，277
索　　引（事項）　757
　　　282rv283，　297，　299，　321
　　　325ev326，　335，　340rv
　　　341，　368，373，398，4il
　　　428　tv　429，　431　一一　433
　　　435，448，458，　462，　483
　　　N484，　487”v488，　492
　　　516，535，607，　614，628
　　　645，　654A．656，　658，　668
　　674，　684rv685，　694，　7eO
　　704N705，728
他入　77，128～王29，135，141
　　　2 0
たべ方　　　　　　　　123
たべもの　156～158，172，213
　　　478
単一残的語構文　　174～王75
段階　　　　　　　　　　　　2｛｝2～229
単語　　665～667，669，673，6S6
　　709????
一ち一
　124
88ev89
74一一se
地域　　　　　　　　　568
地点　　　　　　　　　568
中間的（段階）　97，　202，379
　　　398，515，531，540，　582
　　　601，　642
中止　　　　　　　　　68e
抽套ξイヒ　　46，正18，149，196，258
　　　264，28e，315，328，　331
　　　tv332，　369，　449，　496
　　　507，　512N513，　516，　518
　　　N522，　531N533，　542
　　　550，　583rw584，　593，　596
　　　601，　6e4，　606，　726．v727
　　　729rv730
　　　　　97，　5e6tvse8，　515
　　　　　　　　　　　516
　　　　　　　　　　　393
　　　　　　　　　　　202
抽象性
抽象的移動
抽象的な意味
抽象的なカテゴリー
抽象的なこと（ものごと・
　現象）　　　54～55，59，81，106
　　　135，160，183，190，　192
　　　196，256，267，287，　305
　　　353，371，397，421，　428
　　　716
紺…≦表ゴ内な表現　　　 60，197、259
758　　索　　弓1（事項）
　　　412，　656
抽象的な方向
独象的な用法
独象的場颪
抽象物
抽象名詞
　　　　250
110，　137，　341
　　516，　542
　　22N23
　　　　　　24，　28N29，　18e
　　　516，　518，　541，　547N548
　　　561，　635，　637，　644，　699
申湘　　　　　　215，289，406，673
超品詞的カテゴリー　　679
直接的対象　　　　163～175
葭〔手妾E羅的語　　　　325，378，674
つ
通過地点　　　　　　　209
粒（状のもの）　　55，57，69
?
「～て」　　　　　　　　　676
「～で」→「で」絡
「～てあげる」　　　　　205
「～てある」　　　　205，226
定義　　　　　　　　2～4
「～ていく」　　205，　209，　311
程度　　　　　229～235，4io～419
ていねい形
ていねいさ
提ゆ
「～ている」
　　311，　382，　552，　668，
　　rv677，　681，　695，　697
「で格」　（「～で」）　　115～
　　116，180，190，649
できごと
ド～てくるJ
　　　311，531
「～てしまう」
です・ます体
　　　　689
675，679・v680
536，　538，　628
2e3，　205，　226
　 　　674
　184N185
205，　232，　295
「～て牽補助用言J
「～てみる：
「～てやる」
寧唱歌　　692，694，698～700，702
　　　－v704
天f環　　　　　　　　　　　　　　30～33
テンス（とき）　349，675，679
　　　N・681
?
2e5
178
205
205
694
「～と」→「とJ格
同位語　　　　　　　　347
同音語　　　　　　　　510
同義語　41，224，313，325，433
　　　436，　69e
同義反復　　　　　　　265
東京方書　　　　　　　220
道具　　　137，151，154，159，170
　　　“”171，241，281，639
同語　　　　　　　　　521
問語反復　　　　　　　247
動作　　　　23，34，39～42，68，96
　　　99，159，206，　211，　219
　　　223，　472，　586，　644，　662
東巨巨南；｛ヒ　　　　　　　　　　　　272
動作・作用の属性　2雛～369
動作性　　　　　　299，511
動作性名詞　　379～380，548
　　　566，　643
動名拝動詞　　　　　　　　　　　　　681
動作のし方（おこり方）　78
　　　192，　202
動詞的カテゴリー　679～680
　　　683’v686
登場入物　　　　　　　289
同族冒的語　　　　672，684
到達点（到着点）　205，207
　　　N2e8，　232，　295，　311
　　　510，　516，　524N525，　530
　　　535，542，564，566，　57e
　　　674
至1」蒼　　　　203～205，207，209～
　　　211
富嶽点→到達点
動物　　20，42，97～l13，117
　　　120ev125，　135，　144，　146
　　　．v147，150A．151，164tv
　　　169，　175，　184，　242　tv243
　　　254，265，327，　417，422
　　　436，　443，　616
「と」格（「～と」）　163，191
　　　378，　593，　688A・689
とき→テンス
晦の規定　　　　　　　88
特殊イヒ　　　　533，536，54e，613
特徴　　14，16～20，44～46，122
　　　tv123，　143，　162．v163
　　　172，　i91t“192，　195，　202
　　　N205，　2e7，　223，　229
　　　233，　235，　241　・v242，　253
　　　284，291，297，306，　311
　　　369，376，386，497，　559
　　　725，　732
独立の意味　917515，537，554
　　　N555，　563，　592
ee　82，123とりつける対象　　186～198
とりはずす対象　　198～200
???
「～ながら」
鴨き方
?
　　　　　　269”一272
174，　178，　185，　223，　34i
378ev38e，　462，　469，　471
t“472，　503－wse4，　505
543，　593，　646，　668
　　　　　　　　557
　　　　　　　　124
に
「～に」→「に」格
をこおレ、　　　　　　　34～35，52，55
「に」格（「～に」）　　115～
　　　116，163，172，179rv180
　　　191，2e5，283，295，　307
　　　326，378，380，460，　462
　　　467tw468，　473，　478，　487
　　　－w488，　511，　523A’525
　　530，535，539，　542，　547
　　567，574，　583，589，591
　　　596，　599，　6e4，　613，　658
　　　N659，　667，　673．v674
　　　685，　687N689，　691tv
　　　694
肉体的
2次元
2次的な特徴
　　　311，　370
二重臼的語携文
「～に対してJ
H常語
　1120t－v12
　389．　399　　　’
19tv20，　243
174N175
　　180
　　　　　74，　111，　314，　357．v
　　　358，　641A．642，　709tv
　　　710，　712・v713，　715，　719
　　　721，725fi”731
ニュアンス　　185，196，205
　　　2e7，　225，　283，　29eN291
　　　3e5，404，481，497，　511
　　526，　542，　649，　570fi．．571
　　　63篠，732
人間（入）　　20，22～26，42
69，97ts．11e，　llltv122
135N137，　144，　146，　148
150tv151，　161，　164tv
169，　181tv185，　210，　242
rv244，　254，　265tv266
273　．v　278，　312　．v　313
327，338，344，369，　378
379tv380，　387，　417，　422
436，　443rv445，　451，　466
tv467，　472，　480，　484
497，5Z6，523，535，　616
707
一ね・の一
熱　　　　　　　　　213
年藍冷　　　　　113～114，168～169
霞1…動　　　　　　　　　　　　　178～王79
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　　　　JISLPANfiSE　VERBS
　The　purpose　of　this　report　is　to　describe　the　mean呈ng　a且d　uses　of
modern　Japanese　verbs　in　detai1．　The　description　in　this　rePort
differs　fro組those　in　ordi職ary　dictionaries　as　f◎110ws：（1）it　is　based
on　a　large　quantity　of　examples（2）it　does鷺ot　deal　with　each　verb
i難圭solation，　but　with　ma町verbs　in　the　se颯ant圭。　system，　i．　e．　the
syste孤atic　descripti◎n　of　verbs　is　aimed　for．
　　　　り　　The　examples　used　here　amou猛t　to　some　450，000．　They　are　derived
from　52　modem　literary　works；24　scient澁。　reports，　e（玉itorials，　and
essays；　90　magazines　pub1三shed　in　エ956，　and　エ3　cultura玉　reviews
1953－54．
　　PART　1　Description　of　semantic　features．
　The　roles　of　the　distinetive　features　of　the　verbs　in　Japanese　and
descriptions　of　word－groups　separated　by　these　features　forming
groups　of　synonyms，　antonyms　and　hypony　ms．
　The　features　are　as　follows　：
　　　1．　subject　2．　object　3．　property　of　actions　4．　environment
　　　5．　result　6．　intention　7．　cause　8．　value　9．　etlters
　PART　II　Description　of　seme　verbs．
　A　detailed　description　of　12　verbs　（agaru，　noboru，　ageru，　uku，
ukabu，　deru，　ak二eru，　nobiru，　nomu，　kuu，　hakaru，　yomu）　and　a　group
o£　verbs　concerning　sensorial　perceptions．
　　PART　III　Relation　between　the　meaning　and　other　characteristics
of　verbs．
　　（1）　The　fneaning　of　verbs　and　grainmatical　characteristics．
　　The　relation　between　the　lexicai　meaning　of　verbs　and　the　gram－
matical　categories　as　aspect，　voice　etc．　Description　of　syntactically
correspending　verbs　as　“A　ga　B　ni　katuZB　ga　A　ni　makeru．”　Descrip－
tion　of　verbs　which　have　more　than　two　synonymous　sentence　pat－
terns　as　“A　ga　B　ni　mitiru2B　ga　A　de　mitiru．”
　　（2）　The　meanlng　ef　verbs　and　stylistic　characteristics．
　　Here　it　is　shown　that　verbs　of　higher　（bookish）　style　are　apt　to
express　large，　ethcial　and　abstract　events，　and　verbs　of　lower　（vulgar）
styie　o±’ten　express　rude　behaviors．
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